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「ことによると、われわれは、死んだあとでも感覚をもっているかもしれないよ。ぼくは、ヴェリエールを見おろす大きな山の中の、あの小さな洞穴で眠りたいな。眠るというのがぴったりしている」


『赤と黒』スタンダール／小林正訳












　　　　１







　これから僕ぼくが語る物語の主人公は、あきれるほどタフな一人の男である。

　実のところ僕は彼のことをほとんど知らない。直接言葉を交わしたこともない。わずかな情報はみんな伝でん聞ぶんだ。そしてあろうことか、この物語にもほとんど登場しない。にもかかわらず、これは彼の物語なのである。

　彼のあだ名は《熊拳ベアナツクル》といって、これは熊くまを素す手でで殴なぐり殺したことがあるという噂うわさに基づいたあまり笑えない駄だ洒落じやれだったが、アフガンでもユーゴスラヴィアでもコンゴでもこう呼ばれていたという。日に本ほん人じん名は発音しづらかったからじゃないかと思う。

　多くの戦場に名を残す傭よう兵へいだった彼だが、身体能力のピークだった三十代で一度引退している。生まれ故郷の日本に戻ったときに、一人の女性と出で逢あい、恋をしたからだ。

　だれにも歓迎されない恋だったけれど、それでも二人の間には娘むすめが生まれた。裏うら稼か業ぎようを続けながら子供を育てるのは無理があったので、彼は身体からだに染みついた硝しよう煙えんと血のにおいを洗い落とし、東とう京きように身を落ち着けることにした。

　なぜ二人がラーメン屋という仕事を選んだのかは、だれも知らない。あるいは象しよう徴ちよう的な意味があったのかもしれない。大陸から海を渡ってやってきた拉面ラーミエンという中ちゆう華か料理の遺伝子を受け継つぎながら、しかしそのスープの中にこの国の様々な食文化を吸収し、まぎれもない日に本ほん料理として成長したラーメンの歴史は、二人の間に生まれたその娘むすめの人生に不思議と符ふ合ごうする。

　けれど妻に先立たれた彼は、ある日、娘と店を置き去りにし、再び《熊拳ベアナツクル》として戦場に戻ってしまう。彼がひとときなりともこの平和な国のラーメン屋として暮らしていた証しよう拠こは、店の暖の簾れんにだけ残されている。

　彼の本名を、花はな田だ勝まさるという。

　それをそのまま店の名前にしようとしたが、妻に「ダサい」と言われたため、「だ」と「さ」の字を抜いた、という逸いつ話わがまことしやかに言い伝えられている。

　──『ラーメンはなまる』。

　花田勝の物語が始まる場所であり、終わる場所でもある、その店の名前だ。
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　ところで、ここのところすっかり忘れていたのだけれど、僕ぼくは高校二年生で、もうすぐ十七歳さいになろうとしていた。それを思い出したのは、なんと教室でクラスメイトと話している最中だった。そんな馬鹿な。心の病気かよ。

　でもとにかく、こんな会話だ。

「あと一ヶ月だから、藤ふじ島しまくんも十月中はあんまりバイト入れないで準備手伝ってね」

　昼休み開始のチャイムと同時に、そんな女の子の声が聞こえた。顔を上げると、ショートカットに気の強そうな眉まゆに人ひと懐なつっこそうな瞳ひとみが目に入る。彩あや夏かだった。僕は午前中の授業をすべて寝て過ごしていたので、頭がぼうっとしていて、話の流れがうまく吞のみ込めなかった。彩夏以外の女子たちまで僕の机のまわりにわらわら集まってきた理由もわからなかった。

「……あと一ヶ月って？」なんかあんの？

「話聞いててよ！　またホームルームの間ずっと寝てたんでしょ、なんで藤島くんは学校に昼寝しに来るかなっ？」

　最近トラブル続きで疲れてるんだよ、と言い返そうとしたら、脇わきから女子たちが口を挟はさむ。

「昼寝っていうか朝からずっと寝てるよね」

「たまに放課後七時くらいまで寝てる」

「体育の授業中に寝てたって聞いたけど」

「マジそれすごくない？　どうやるの？」僕も知りたいよ。どんだけ尾ひれつけてんだよ。

「藤島くんは寝ることに関しては才能あるんだよ」

　彩夏はなぜか胸を張った。

「いつだったか、寝言であたしと会話してたもん」

「起こせよそれは」思わず他人事ひとごとみたいにつっこむ。「ええと。話がそれた。来月？　なにかあるの？」

　女子たちの視線が一いつ斉せいに氷ひよう河が期に突入した。僕ぼくは机にかじりついてそれを避さけつつ、必死に思い出そうとした。今日きようで九月が終わるんだっけ？　ええと、ちょうど一ヶ月後だとすると、十月……十月末……

「あ、僕の誕生日だ」

「知らないよ！」「はいはいおめでとう」「何歳さいになんの？　老人ぼけ始まってるみたいだし七十七歳くらい？」

　なんでここまで総攻こう撃げきされなきゃいけないんだ。

　しかしここで僕はようやく思い出す。もうすぐ十七歳だ。そういえば僕ってまだ高校生なんだよな。この高校に転校してきてから、一年しか経たっていないんだった。

　話せば長いが、僕は私立探たん偵てい事務所の助手というバイトをやっている。自分で書いた事件簿ぼを読み返してみたら、この一年だけでなんと十回も、立派に刑けい事じ事件として立件できそうな揉もめ事に遭そう遇ぐうしていた。高校生活はきっかり半分残っている。このペースだと卒業までに十五回くらい事件に巻き込まれる計算だ。なんか気が遠くなってきた。高校卒業前に人生卒業しちゃったらどうしよう。

　しかし彩あや夏かが僕の顔をのぞき込んできて現実に引き戻す。

「藤ふじ島しまくんのことじゃなくて十一月の三日のこと。なんの日かわかってるよね？」

「……いいお産の日？」

「文化の日だよ！　いくら藤島くんがほとんどニート同然で年中休日状態で国民の祝日に疎うといからって」「僕には軽くボケる権利すらもないのか……」「文化祭の日も憶おぼえてないなんて」

　え、文化祭？
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　僕の雇やとわれている探偵事務所と、彩夏のバイト先であるラーメン屋は、同じビルに入っている。ＪＲや私鉄や地下鉄がぐしゃぐしゃと交差した巨大な駅の東側、ホームレス公園を抜けて人通りが少なくなったあたりの袋ふくろ小こう路じに建っている、冴さえないねずみ色の小さな雑居ビルがそれだ。一階正面に掲かかげられた見事な刺し繡しゆうの赤い暖の簾れんが目印。『ラーメンはなまる』と書かれている。カウンター席が五つきりの、小さな店である。店主はミンさんといって、ポニーテイルにタンクトップに黒い腰こしエプロン、胸にはさらしを巻いているという、まぶしいくらい健康的なおねえさんだ。

「彩夏は文化祭の準備で、しばらくは出勤遅れるって言ってたけど。なんでナルミはあいかわらず放課後すぐなんだ？」

　夕方の四時に僕ぼくが顔を出すなり、ミンさんがカウンター越しにそう訊きいてきた。

「あれか、クラスに居場所がないのか」

「そっ、そんなことないですよ」焦あせって声が上ずる。「僕が寝てる間にクラスの出し物が決まってたとか、僕の仕事はとくにないって言われたとか、机がカッター台がわりに使われてたとか、そんなこと全然ないです！」

　なんだか涙なみだが出てきたのは、さっきからミンさんが刻んでいるネギのせいだよね？

「だからってうちの店に居場所があるわけでもないんだから、注文がないんならさっさと出てけ。仕込みの邪じや魔まだ」

　仮にも元店員に、なんという言いぐさだろう。しかし出ていくわけにはいかなかった。

「え、ええとですね、だから、ミンさんに文化祭のことでお願いがあって来たんですよ」

「わたしに？」

「うちのクラス、アイス屋をやることになったんです」

　ミンさんの包ほう丁ちようを握にぎる手が止まった。

『はなまる』はラーメンよりもデザートで出てくる氷ひよう菓かの方で有名という奇き妙みようなラーメン屋だった。ミンさん、父親が失しつ踪そうして店を継つがなきゃいけなくなる前は、氷菓職人になるつもりで修業していたのだそうだ。

「だから、ミンさんにアイス作りを教えてもらえたら心強い、ってうちのクラスの女子たちが話してて……」

「……そんなひまあるわけないだろ。店どうすんだよ」

　ミンさんがあきれた顔で言って、ネギを刻む音が再び始まる。

「ううん。みんなが『はなまる』に通えばいいんじゃないですか？」

「アホか、同じだろ。わたしがガキどもの面めん倒どうみてる間、だれがラーメン作るんだ」

「え、ええと、それじゃ僕が──」

「なんか言ったか？　三十分に一回どんぶり落っことして割るのが得意技のナルミが、なにをするって？」

「すみませんごめんなさいもう言いません」

　ううむ。わかっていたことではあるが、にべもない。

　つまりこれが文化祭準備で僕に割り当てられた唯ゆい一いつの仕事なのである。ミンさんを説得すること。

「あのな、そもそもうちはラーメン屋なの。アイス屋じゃない。わたしにだってラーメン屋のプライドがあるんだ。ほらできたぞ、アリスんとこに持ってけ」

　ミンさんは刻みネギをどんぶりにざざっと入れると、僕の目の前に置いた。ネギと茹ゆでたもやししか入っていないそのどんぶりを、しばらく僕は凝ぎよう視ししていた。毎度のことではあるけれど、ミンさんはわざわざ解説してくれる。

「ネギ味み噌そラーメンの麵めんとスープとチャーシューとメンマと味噌抜きだ」

「プライドも抜けてますよね！」

　殴なぐられた。







　アリスというのは、このビルの三階に住んでいる、我が雇やとい主である。３０８号室のドアには、『ＮＥＥＴ探たん偵てい事務所』とファンシーなフォントで書かれた看かん板ばんが出ている。最近はめんどくさいのでチャイムも鳴らさずに入るのが常だった。そろそろ残暑も一段落しようかというのに、中はぎんぎんに冷房されている。右手がキッチンになった狭せまい廊ろう下かの奥に、小さな寝室がある。

「アリス、ご飯持ってきたよ」

「わ、わわっ」

　僕ぼくがどんぶりを載のせたトレイを手に入っていくと、ベッドの方からあわてた声が聞こえてきた。なんだろう？

　寝室は三面の壁が天てん井じようまでコンピュータ機器満まん載さいのラックで埋うめ尽くされ、床ゆかはベッドで占しめられている。シーツの上にはクマやイルカや猫ねこやカピバラといった可愛かわいらしいぬいぐるみが山をつくっており、小さな女の子が腹はら這ばいになって、そのぬいぐるみの山にお尻しりから潜もぐり込もうとしているところだった。視線が合うと、黒い帽ぼう子しのつばの下で、その青白い顔がさあっと紅潮する。

「い、いきなり入ってこないでくれたまえ！　ぼくにだってプライヴァシがあるんだぞっ」

「え、あ、あ、ごめんっ」

　危うくトレイを取り落としそうになる。僕はベッドに背を向けて台所まで戻った。

　彼女こそ、僕の雇こ用よう主ぬしである探偵アリス。いつもはこの常時冷房されたワンルームにパジャマ姿でひきこもっているやつなのだが……今ちらっと見えた服装、にわかに信じがたいものだった。

　黒い三角帽子をかぶって、黒いレースのストールを肩かたに羽は織おっていたような気がする。いや見間違いじゃあるまいか。なぜアリスがそんな格好を？　あいつはパジャマと喪も服ふくと高そうな和服しか着ないはずなんだけど。

「わ、ファスナーが引っかかった！　う、う、髪かみが、痛い、ナルミ、ナルミ！」

　僕を呼ぶ声がしたのであわてて立ち上がる。

「こっちに来るな！　見るな！　早くなんとかしてくれたまえ！」

「どっちだよ」

　アリスはぬいぐるみの群れの下で悶もだえていた。髪がガーターベルトの留め金に引っかかっていたり、ぬいぐるみの目のボタンが背中のファスナーに嚙かまれていたりとさんざんである。

　早く外はずしてくれ、ぼくの友人たち（ぬいぐるみのこと）を絶対に傷つけないように、それから目め隠かくしをしろ、と無理難題を立て続けに並べられたので、最後のだけ無視してベッドに上がり、長い黒髪かみを注意深く留め金から抜き取り、ぬいぐるみも解放してやる。

「ぼくがいいと言うまで外で待っていたまえっ」と事務所から叩たたき出された。数分後、玄げん関かんのドアが開いて不ふ機き嫌げんそうな顔をのぞかせたアリスは、いつもの水色のクマさん柄がらパジャマに戻っていた。

　寝室に再び迎え入れられた僕ぼくだが、しばらく言葉に詰まる。アリスはむすっとして、どんぶりのネギともやしを箸はしでかき混ぜている。

「なんだい。言いたいことがあるならはっきり言いたまえよ」

　むすっとしたアリスの背後、毛布の下に、おそらく急いで突っ込んで隠かくしたのだろう、さっきの衣装の黒い裾すそが見えていた。

「ええと。……新しい喪も服ふく？」

「喪服に見えたというならきみの葬そう式しきもそろそろ近いかもしれないね。老人性痴ち呆ほう症しようだ」

　最近は僕のボケを老人ぼけとして扱うのが流は行やっているんだろうか。哀かなしくなってくる。

　それはともかく、たしかに喪服には見えなかった。あんな変な帽ぼう子しの喪服があるわけない。アメリカのアニメに出てくる魔ま女じよみたいな衣装だった。

「もうっ、さっき見たことはさっぱり忘れたまえ。忘ぼう却きやくは大得意だろう、きみは」

　どんぶりの中身を食べ終えたアリスは、ぷいと背を向けてしまう。細い肩かたは豊かな黒髪で完全に隠れる。

　やがて、機関銃じゆうのごとき打だ鍵けん音が始まり、壁のあちこちのモニタに目まぐるしくテキストが流れ出す。たまにサイドテーブルに置かれた深しん紅くの缶かん──ドクターペッパーに手を伸ばすときだけ打鍵音が途と切ぎれる。このひきこもりは信じがたい偏へん食しよくで、毎日ほんの少しの野菜しか食べない。あの、麵めんもスープも抜いたラーメンとは呼べないラーメンの注文も、いつものことなのだ。栄養のほとんどはドクターペッパーから摂せつ取しゆしているという。

　アリスはただの探たん偵ていではない。ニート探偵である。この狭せまいサイバールームからほとんど一歩も出ないが、ウェブ上のあちこちをクラッキングして日夜大量の情報を溜ため込んでいる。僕はその助手だ。

　で、探偵助手の仕事というと──

「ナルミ、ぼうっとしていないで。まずは風ふ呂ろの掃そう除じをしたまえ」







　僕が探偵助手業務とか今後の人生とかについて疑問を抱いだきつつもバスタブをスポンジでこすっていると、磨すりガラス越しにチャイムの音が聞こえた。

「アリス、色々買ってきたよ」

　さわやか好青年の声、それから足音と紙袋ぶくろのがさつく音。ヒロさんだ。アリスの知り合いにはろくでもないニートどもがたくさんいて、その中では比較的まともで親切な人だ。だからアリスに頼まれてなにか買い物でもしてきたんだろう。

　浴よく槽そう洗剤をシャワーで流して浴室から出ると、ストライプジャケットの背中が見える。ヒロさん、紙袋からなにかを取り出してベッドの上に並べているところだ。その肩かた越ごし、アリスが僕ぼくに気づいて飛び跳はねた。

「ヒロっ、ナルミがいるんだ、隠かくせ！」

「え？」

　ヒロさんも振り向いて僕をみとめ、急いでベッドの上のものを紙袋に戻した。

　しかし、一いつ瞬しゆんだけ、見えてしまった。ビニル包装された服だ。しかもカラーリングがどれも派は手でだった。なんだありゃ。

「なんだ、ナルミ君いたんだ」

「……アリスに服？　ですか？　ヒロさんが」

「え？　うん。そう」

「ナルミには関係ないぞ！」

　ヒロさんの手から紙袋を引ったくったアリスは、それも毛布の下に押し込んでしまう。なんでこんなに隠そうとするんだろう。

「ファッションに目覚めたの？　べつにそこまで恥はずかしいことじゃないと思うけど」

「ばかを言っていないで、風ふ呂ろ掃そう除じが終わったならさっさと空からのどんぶりを片付けたまえ！」

　ヒロさんと一いつ緒しよに事務所を追い出されてしまう。なんなんだ。

「アリスもパジャマ以外着る気になったってことなのかな。あの変な服、ヒロさんが選んだんですか？」

　非常階段を下りながら訊きいてみた。この人はニートとはいえ、そのルックスの良さを間違った方向に最大限活用して女の子をだまくらかし生きているジゴロなので、ファッションセンスはかなりのもの。だからあんな珍ちん妙みような服を選ぶとは考えづらかった。

「あーうん」

　ヒロさんは照れ笑いして言葉を濁にごす。

「まあ、アリスのリクエストでね。あんまり詮せん索さくしないでやってくれよ」

　ぽんぽんと肩を叩たたかれた。

「アリスもそろそろ色気づく頃だってこと」

　いや、あれは色気づくとはいわねえだろ。

　このとき、アリスの様子のおかしさについてもう少し深く考えていれば、気づけていたのかもしれない。だって、後で思い返してみれば、ヒロさんが持ってきたあの紙袋は服屋のものではなかった。東急ハンズの袋だったのだ。

　でもそのときの僕ぼくは、深く考えずに忘れてしまった。アリスの言う通り、忘れるのは得意技なのである。







　非常階段下りてすぐの薄うす暗ぐらいたまり場に戻ると、僕はヒロさんに文化祭のことを説明し、どうやってミンさんを説得できるかを小声で相談した。ヒロさんは腕うで組ぐみし、勝手口をちらちら見ながら言う。

「難しいんじゃないかな。ほら、ミンさんにとってアイスってのは、色々とその、複雑だろ。昔のことがあるから」

「そう、なんですけど」

　なにも告つげずに消えてしまった父親の店を継つぐために、ミンさんがあきらめた夢。

「ヒロさんなら、そのへん、なんとかこう説得できないですか」

「おれナルミ君ほど丸め込むの巧うまくないし、口くち八はつ丁ちようで女の人を言いくるめるのって正直どうかと思う」

「あんたヒモだろうが！　どの口で言いますかね！」

　僕らが言い合っていると、足の速い秋の陽ひが沈みかけた頃に、彩あや夏かがやってきた。

「あ、藤ふじ島しまくん、ヒロさんも来てたんだ。後で注文とりにくるね、遅くなってごめんなさい、入りまーす」

　元気よく言って勝手口から厨ちゆう房ぼうに入る彩夏。すぐに洗い物の水音が響ひびいてくる。

「そうだミンさん、藤島くんから話聞きましたか？　お願いしたいことがあって」

　そんな会話が聞こえてきて、僕は勝手口に聞き耳を立てた。

「聞いたけど」とミンさんの声。「そんなひまないし、わたしはもう氷グ菓ラ職シ人エじゃないんだから。今さら他人に教えるなんてごめんだよ」

　僕が肩かたを落とすと、勝手口が開いて彩夏が出てくる。

「藤島くん、なんとかミンさん丸め込めないかな。藤島くんなら詐さ欺ぎ師しの才能あるんだから、こう、ごにょごにょって呪じゆ文もん唱えて」

「それ詐欺じゃなくて魔術師マギだよね」

「詐欺師なのは否定しないんだ？」

「僕だって一度に一個しか突っ込めないんだよ！　一言で二つ突っ込めたら年に二回Ｍ１で優勝できるわ！」

「ナルミ君いまの突っ込みはちょっとわかりづらいんじゃないかな」

「ヒロさんも論評しなくていいですから！」

「うーん、藤島くんが頼りだったんだけどな。どうしよう。クラスのみんなに、明日あしたからでもはなまるに来ていいよって安やす請うけ合いしちゃった。アイス食べるだけでも参考になるかな」

　彩あや夏かが困り顔で厨ちゆう房ぼうに戻ろうとしたとき、ヒロさんの目が猛もう禽きんのそれになった。

「クラスメイト来るの？　はなまるに？　女の子たちが？」

「え？」と彩夏は振り向く。「うん、そう。ミンさんにレクチャーしてもらおうかなって。でもその間、店空あけるわけにもいかないし、やっぱり無理かなあ……」

　ヒロさんはしばらく腕うで組ぐみしてなにごとか考え込んでいた。

　それからいきなり立ち上がると、女の子五百人くらいまとめて軽く気絶させられそうなくらい素す敵てきなウィンクを彩夏に飛ばし、厨房に入っていく。

　ご丁てい寧ねいに彩夏と身体からだを入れ替えるようにして勝手口を閉めたので、ヒロさんがどんな口こう撃げきをミンさんに浴びせたのかは、知らない。

　やがて聞こえてきたのは、ヒロさんの信じがたい言葉だった。

「はいいらっしゃいませ！　ご注文は。はい、チャーシューメンいっちょう。え？　はい、新しい店員です、ええ今日きようからです。一ヶ月試用期間ですけれどね」

　僕は啞あ然ぜんとしながらも勝手口をそうっと開いた。僕と彩夏が目にしたのは、華か麗れいな手つきで麵めんの湯切りをしているヒロさんの腰こしエプロン姿だった。
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　十月に入り、『ラーメンはなまる』には桃もも色いろがかった奇き妙みような熱気が渦うず巻まくようになった。

　なにせ放課後すぐに女子高生が大たい挙きよして押しかけてくる。それだけではない。明らかに女性客が増えた。最初、その多くは、「仕事をしているヒロさん」という珍めずらしい絵図を見たいだけの、ヒロさんの女友達だった。でもそのうち、超イケメンがラーメン作っているという噂うわさが口コミで広まってしまったのだ。

「……つまりヒロさん、大量の女子高生と接せつ触しよくする機会のために、ニートの誇ほこりを棄すててバイトをしているわけなのか」

　一週間ぶりに『はなまる』の勝手口前に顔を出した少しよう佐さが、うちのクラスメイト女子どもがきゃいきゃい騒さわいでいる厨房の方をじろりとにらんで不ふ機き嫌げんそうに訊きいてくる。

「ええ、まあ、そんな感じかと」

「なんという軟弱な」

　ゴーグルに手をあて、頭を振る少佐。

　スプリンター迷めい彩さい柄がらのヘルメットに深ふか緑みどりのアーミージャケットという格好ながら小学生にしか見えないこの童顔の男は、その実、現役大学生である。あだ名を少佐といって、やはりアリスのまわりに集まるろくでなしの一人だ。

「ヒモ道どうを究めたヒロさんともあろう人が、女から搾さく取しゆするどころか搾取される側に回るとは。失望した」

　失望こそしないけれど、僕ぼくも違和感があった。ヒロさん、そんなになりふりかまわないほど女子高生好きだったっけ？　まあ、働くようになったのはいいことだと思うけど、他ほかになにか企たくらんでるんじゃないかな、と勘かんぐってしまう。

「藤ふじ島しま中ちゆう将じようはなぜ止めなかった。我が国の貴き重ちようなニート指導者の一人が、今まさに、資本主義のあぶくとして消えようとしているのだぞ！」

「消えた方が世の中のためじゃないかな……」

　少しよう佐さは見ての通りのミリタリーマニアで、僕のことはなぜか中将と呼ぶ。少佐よりも階級は上のはずなのに敬意を払はらう気配はなく（あっても困るけど）、僕を弾だん劾がいする言葉をさんざん並べた後で、「自分が直接ヒロさんを救出に」と言って勝手口を開いた。

「ミンさん、メレンゲこれくらいの硬さでいいですか？」

「レモン汁じる入れ過ぎちゃった！」

「こら、苺いちごつぶしちゃだめって言っただろ。果か汁じゆうが出ちゃうとチーズの風味が落ちるぞ」

「これリキュールかなり入ってるけど文化祭で出してもいいのかなあ」

「美お味いしいから大だい丈じよう夫ぶだよ！」

「ヒロくーん、餃子ぎようざ二枚追加して！」

「はいよ。彩あや夏か、つけ麵めん三つあがるよ」

「はーい。お待ちどおさま！」

　ラーメンのにおいのする湯ゆ気げとともに、楽しげで朗ほがらかで人生充実してそうな女たちの声が一気にあふれ出てきて、比ひ喩ゆではなく少佐はその場に昏こん倒とうした。







　被害はなんとアリスにも及んだ。

「いいかいナルミっ、今後一切あの女たちを事務所に近づけないでくれたまえっ！」

　ベッドに仁に王おう立だちになり、黒髪かみをびりびり震ふるわせてアリスは激げき怒どした。

　前から彩夏は教室でたまにアリスのことを話しており、クラスメイトたちの興味を惹ひいていた。ミンさんの家にまで上がり込んでアイス作りを教えてもらい気が大きくなった女子ども、作ったアイスを試食させてみようという大たい義ぎ名めい分ぶんのもとにＮＥＥＴ探たん偵てい事務所になだれ込んできたのである。昨日きのうのことだ。

「たしかに甘あまいものに釣つられて招き入れたぼくの浅せん慮りよは認めよう。しかしあれがほんとうに文明国の義務教育を修了した連中なのかい！　きみのクラスメイトはぼくとぬいぐるみの区別がついていないんだぞっ！」

　アリスを目にした女子たちは、例によって目を輝かせ、「可愛かわいい！」「人形みたーい！」「抱だかせて抱かせて！」と飛びつき、寄ってたかってもみくちゃにしたのである。

「まったく、マスターといい彩夏といいメオといい、女はどうしてぼくを見ると抱きつきたがるんだ」

「……まあ、その気持ちもわからなくはないけど。アリスは可愛かわいいから」

　そう言ってみたら、蒸気が噴ふき出す甲かん高だかい音が聞こえそうなくらいの勢いでアリスは顔を真まっ赤かにして、硬こう直ちよくしてしまった。

　唇くちびるだけがわななく。

「……な、な、な、ん、なに、なにをッ」

　もう日に本ほん語になっていない。なんだ、どうしたんだ。照れるならまだわかるけど、なんでこんなに激げつ昂こうしてんの？

「きみはなにを言っているんだ、ぼ、ぼくがなんだってッ？」

「いや、アリスは人形みたいに可愛いから女の子が無む闇やみに抱だきつきたがるのも──」

「ななななにを考えてそんな妄もう言げんをッ」

「妄言じゃないよ。前から言ってるじゃん」

「一度も聞いたことがないぞ！」

　あれ？　そうだっけ。言われてみれば、アリスに面と向かって言ったことはなかったかもしれない。というかこいつ、自分の外見について自覚がまったくないのか。

「ま、まさかきみまでぼくに、だ、抱きつきたいなどと」

「ないない。なに言ってんだよ。あり得ない」

「あり得ないとはどういうことだッ」

　なんでそこに怒るんだよ。女ならまだ許されるかもしれないけど男が抱きつきたいなんていったら犯罪ですよ？

　しかしアリスにドクターペッパーの空あき缶かんを次々と投げつけられ、僕は事務所を逃げ出すしかなかった。
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　僕ぼくの十六歳さい最後の一ヶ月となったその十月は、ほんとうに驚かされることばかり起きた。ミンさんのアイスクリーム講習が始まってから一週間ほどたった月曜日のことである。

　僕はその日も放課後すぐに『はなまる』に来ていた。

「なんだ。けっきょく文化祭の準備からもハブられてんのかナルミは」

「ちがいますよっ」

　カウンターテーブルをばんばん叩たたいてミンさんに必死の反論をする。

「僕の仕事はビラ作ったりポスター作ったりだから家でＰＣ使う作業ばっかりなんですっ」

「でもナルミ君ちょうどよかった。おれが考えた新ラーメンあるから試食してよ」

　厨ちゆう房ぼう奥からエプロン姿のヒロさんが顔を出してそんなことを言う。

「なんかもうなじんでますよね……」

「わたしもこいつがちゃんと仕込みまでできるとは思ってなかったよ」

　ミンさんも肩かたをすくめて言う。

「できるんなら最初から働けよな」

「前から、こんな機会もあるんじゃないかなって思ってこっそり練習してたんだけどね。『はなまる』だからやってるんであって、働きたいわけじゃないよ」

「そんなに女子高生いっぱい呼びたかったのか。けっきょく女目当てじゃないと動かないのな、おまえは」

「もちろん女目当てですよ」

　ミンさんにデコピンされるヒロさんは、今まで見た中でもいちばん嬉うれしそうな笑顔だった。

　しかし、ヒロさんが作ったという広かん東とん麵めんを試食しながら、僕ぼくの胸の違和感は育つばかり。なんでヒロさん、ここまでやるんだ。ジゴロの腕うでをもってすれば女子高生なんてセンター街でいくらでも引っかけられるだろうし、この機会を利用したいにしろ新作ラーメン開発までやることはないだろうに。

　これじゃあ、まるで──

　今後もミンさんとラーメン屋やってくつもりみたいじゃないか。

　いやいや。まさかね。ミンさんだって、あんなジゴロの面めん倒どうはいつまでも見てられないだろうし。

　僕が試食品を平らげたあたりで、うちのクラスの女子連中も『はなまる』にやってきた。

「ヒロさーん、おはよう！」

「ヒロさんも新メニュー作ったんだって、彩あや夏かに聞いたよ！」

「あたしも食べたい！」

「それは嬉うれしいけど、そんなに量つくってないんだよ。今度おれのうちに来る？　そしたらご馳ち走そうするよ。ついでにその後どっか遊びにいこうよ」

「行く行く！」

　よくもまあ呼吸するように口く説どけるものである。僕が丼どんぶりをそっとカウンターにあげようとしたとき、彩夏と、それからうちのクラスの文化祭実行委員の娘こが、ちょっと申し訳なさそうな顔でミンさんに近づいて切り出した。

「あのう、ミンさん。ちょっと言いづらいんだけど……」と彩夏は手をもじもじさせる。

「なんだよ」

「生徒会の人が、保健所に言われたんだそうです。その、直前に加熱する食品以外は出せないって」と実行委員の娘。

「ん？」

「生なまものは、ええとなんだっけ、食品なんとかかんとかって資格のある人がいないと売っちゃだめらしくて」

「あー。食品衛生責任者か」

　ミンさんは頭を搔かいた。

「わたしの氷ひよう菓かは生なま素材もいっぱい使ってるからなあ」

　僕ぼくも思わずカウンターから身を乗り出して聞き入ってしまう。それじゃうちの企画、潰つぶれたも同然じゃないか。もっと早く言えよ。

「今さら言われても困るよねえ」「生徒会の人のチェック漏もれなんだって」とクラスメイトたちも言い合う。

「じゃあ、どうすんだ。中止すんのか」

「ええと、それでね」

　彩あや夏かが上うわ目め遣づかいになる。

「ミンさんて、調理師免めん許きよ持ってるよね」

「……わたしにやれってのか」

「お願いっ」

　彩夏、実行委員の娘こ、それから事情を理解しているのかどうかも怪あやしい他ほかの女子たち、十数人が一いつ斉せいに合がつ掌しようして頭を下げる。

　調理師は、たしか講習を受ける必要なしに食品衛生責任者になれる。つまりミンさんに文化祭当日、Ｍ高まで来てもらって、うちのアイス屋や台たいにつきあわせよう、という図ずう々ずうしいお願いなのである。

「学校行事なんだろ、部外者のわたしが責任者やるなんて話は通らないだろ」

「そこはがんばって生徒会にねじ込んだの。あっちのミスだし、特例で認めてくれそうなの」

　なんという彩夏の豪ごう腕わんぶり。でも、さすがに虫が良すぎるんじゃないのか。

　ところがミンさんは腕うで組ぐみして、油汚よごれだらけの天てん井じようを見上げ、ふうっと息をついた。それから彩夏をにらんで言う。

「……十一月の、三日と四日、だったか？」

　彩夏の顔が飴あめがけした苺いちごみたいに輝く。

「ミンさんありがとうっ」







　事件が起きたのは、その数分後のことだった。事件と呼べるほどのものではないかもしれない。ただ、だれにとっても思いがけない、些さ細さいな事実がひとつ明らかになっただけのことだ。

　でも、僕の十六歳さい最後の一ヶ月を巻き込んだあの騒そう動どうの発ほつ端たんは、間違いなく、この日の事件だったのだ。

　アイス講習が始まる前に、文化祭実行委員の娘がミンさんに言った。

「一応、生徒会と先生に見せなきゃいけないので、調理師免めん許きよ証コピーさせてもらってもいいですか？」

「いいよ。ナルミ、ちょっとコピーしてきて」

　もちろん僕ぼくが呼ばれた。いちばんひまそうでパシられるのに慣れているからだ。おかげでそれを最初に目にすることになった。




　調理師免許証

　　本籍地　東京都

　　黄　明麗




　僕はその、本ほん籍せき地ちの左隣どなりに書かれた三文字をしばらく食い入るように見つめていた。最初、それがなにを意味する文字列なのか理解できなかった。

「なんだ、さっさといけよ」

「え、ええと」

　免許証のその部分を指さして言い淀よどむ僕に、ミンさんは一いつ瞬しゆんだけ眉まゆをひそめ、それから、ああ、とうなずいた。

「そういや、わたしの本名知らなかったんだっけか」

「……本名……」

　そうか。本名だ。本名だよね。ここに書かれるのは本名以外にあり得ない。彩あや夏かも、ヒロさんも、不思議そうに僕に近寄ってきて、手元の書面をのぞき込む。

「お袋ふくろ、中ちゆう国ごく人なんだよ。色々めんどくさいから、親父おやじの方の花はな田だ姓せい名乗ってたけど」

　ちらとヒロさんの顔を見ると、目を丸くしているので、長いつきあいながら知らなかったらしい。きっと僕も、そして彩夏も同じくらい変な顔をしていたのだろう。ミンさんはばつが悪そうな表情になって、ふいとそっぽを向いてしまう。

「べつに隠かくしてたわけじゃないよ。説明すんのがめんどくさかったし、とくに言う必要もないから言わなかっただけで」

「……まあ、そう、です、よね……」と僕はつぶやく。たしかに、わざわざ言う機会があったわけでもないし、知ったところでなにがどうなるわけでもない。

「これなんて読むんですか？」

　彩夏が単刀直入に訊きいた。

「ファン・ミンリー」

「それでミンさんて呼ばれてたんだ……」とヒロさんがため息混じりに言った。

「あーもう、なんだよ。驚くようなことじゃないだろ。だいたいおまえらなあ、ミンなんて読む名前の日本人がいると思ってたのか？」

　そう言われてみればそうだ。出で逢あって一年、まったく気にしてなかったけれど。

「いいからさっさとコピーしてこいって」

　ミンさんはあからさまに不ふ機き嫌げんそうに、講習生たちの待つ廊ろう下かの奥へ消えてしまった。きっと、学生時代にこういうことが何度もあって、ほんとうにめんどくさかったのだろう。

　僕ぼくはヒロさんと彩あや夏かにぎこちない苦笑いを向けると、『はなまる』を出てコンビニに向かった。悪いことをしてしまったような気がする。だってミンさんが火星生まれだろうが地底人だろうが、僕らのこれまでにもこれからにもなにか影えい響きようがあるわけじゃないのだ。少なくとも、そのときの僕はそう思っていた。

　僕らはみんな知らなかったのだ。ミンさんの『黄フアン』という苗みよう字じが、どれほど深刻な意味を持つ一字なのかを。

　でもその翌日に、思い知らされることになる。あの男が、ＮＥＥＴ探たん偵てい事務所にやってきたからだ。
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　連中が『はなまる』にやってきたのは、午後四時。店内に僕とヒロさんしかいないときだった。ヒロさんはチャーシューの仕込み、僕は厨ちゆう房ぼう奥の廊ろう下かで、文化祭のメニュー表を作るために、アイスクリームの写真を撮とっていた。

　引き戸を開ける音、それからヒロさんの声が聞こえた。

「いらっしゃいませ。ごめんなさい、まだ準備中で──」

　その声は、丼どんぶりが割れる音で遮さえぎられる。

　僕がびっくりして厨房に顔を出すと、カウンターの向こうに三人の男がいるのが見えた。戸口の脇わきに立つ二人は黒ずくめで骨張った顔の巨きよ漢かん、それを従えた真ん中の若い男が、カウンター越しにヒロさんの襟えり首くびをねじり上げている。

「おい、明麗ミンリーはどこだ。おまえはだれだ、明麗の男か？」

「いやいや残念ながらまだ。ミンさんはそんなに安い女じゃないよ。それよりあんたは？」

　涼しい顔で答えるヒロさん。僕にはそんな無む駄だな度胸はない。足がすくんでいて声も出せなかった。

　なんだあいつらは──やくざ？　今、ミンさんをたしかに本名で呼んでいた。日本語は流りゆう暢ちようだったけれど、ミンリーという発音だけがくっきりと中ちゆう国ごく語だったのも僕は聞き取っていた。中国人なのか。

「まだ、ってのはどういうことだ、おい。明麗ミンリーに手ェ出してんじゃねえだろうな！」

　若い男が怒ど鳴なる。髪かみをオールバックでなでつけ、猛もう禽きんじみた鋭い目をしている。上等なブランドもののスーツだったけれど、明らかにかたぎの人間じゃない。

「大少爺ぼつちやん、そんなことしてる場合じゃあねえでしょう！」と背後の黒スーツが左右からたしなめる。

　そのとき、暖の簾れんの向こうから声がした。

「おい、なにやってんだ放せ！」

　オールバック男はヒロさんを解放して振り向いた。膨ふくれあがった買い物袋ぶくろを抱かかえたミンさんが入り口に立っていた。その目が見開かれる。

「……紅雷ホンレイ？　おまえ、なんでここに」

「明麗ミンリー！」

　オールバック男は声を弾はずませた。ものすごくわざとらしく髪かみをかき上げる。

「今帰ってきたところか。久しぶりだな、元気だったか？　たまには顔を見せろよ、龍頭ロントウも祖じ父い様もみんな心配してるぞ」

「なんでわたしが黄フアン家けに顔出さなきゃいけないんだ。なんの用事もないよ。おまえこそなにしにきたんだ」

　ミンさんは三人の男たちを押しのけて店に入り、カウンターをくぐって厨ちゆう房ぼうにやってくる。オールバック男は肩かたをすくめた。

「そんな言い方はないだろう、何年ぶりだと思っているんだ。なあ、俺おれもここ最近はずっと日に本ほんに」

「大少爺ぼつちやん、明麗ミンリーさんに逢あいにきたわけじゃあねえですよ」

「本題忘れねえでください。勝まさるを捜さがしに」

「うるせえな！　わかってるよ」

　オールバック男は不ふ機き嫌げんそうに言って、手下のでかぶつの太ふと腿ももに一発ずつ蹴けりを入れる。

「勝？　……親父おやじがどうかしたのか」

　ミンさんが聞きとがめて言う。失しつ踪そうしてしまったミンさんの父親は、そう、たしか勝という名前だったはずだ。

「勝、ここに来てないか」

　オールバック男はそう訊たずね、すうっと目を細めた。僕ぼくはぞっとした。ほんの一呼吸で、男を取り巻く空気の温度が氷点下まで落ちたように見えたからだ。

「四月くらいにいっぺん来たよ。話もしないでまた消えた」

「そんな前の話じゃなくて、昨日きのう今日きようだ」

「来てない。親父がどうしたんだよ」

「明麗ミンリー、おまえは知らなかっただろうけど、勝は龍頭ロントウに雇やとわれて香港ホンコンの本家で用よう心じん棒ぼうをやってたんだ」

　ロントウ？　香港？　用心棒だって？　いったいなんの話だ。こいつらは何者なんだ。ミンさんの実家の関係なのか。どうやら昔からの仲らしいこの男は、ミンさんの親しん戚せきかなにかだろうか。僕ぼくはヒロさんと顔を見合わせ、唾つばを飲み下してミンさんの横顔をそっとうかがう。

「知らなかった。……いつから？」

　ミンさんの声はざらざらに乾いている。

「五年前だ。その頃から、香港ホンコンでうちの立場がまずくなって、龍頭ロントウはしょっちゅう狙ねらわれるようになってたからな」

　五年前といえば──ミンさんの父親が店を放り出して消えた時期と一致する。そうだ、思い出した。四月に一度、こっそりと戻ってきた花はな田だ勝まさるは、この店に顔を出したという。アリスの話では、整形手術で顔を変えていたし、「高度な特殊訓練を受けているふしがある」とも言っていた。

　つまり、裏社会の人間だったのか。

「なんだあの野や郎ろう。要するに裏稼か業ぎように戻っただけかよ」ミンさんはいらだたしげに鍋なべのスープをかき混ぜた。「なら、なんで黙だまって消えたんだよ。こっちがどんだけ迷めい惑わくかぶったと思ってんだ」

「勝は龍頭ロントウと取引したんだ」

　オールバック男の言葉に、ミンさんは眉まゆを寄せる。

「取引ってなんだ」

「龍頭ロントウは勝の腕うでを惜おしんでた。ただのラーメン屋にしておけないってな」

「だから取引ってなんだよ！」

「だから、おまえをほっておくってことだよ。そのかわりに勝は黄フアン家けの専属になった」

　ミンさんの黒いポニーテイルがふらりと泳いだ。力なく食器棚だなにもたれる。

「……だれがそんなこと頼んだ。あの野郎」

「勝はおまえに、黒社会と関わってほしくなかったんだろ」

「大きなお世話だ。なら、わたしにはもうなんの関係もないし、おまえらの方が親父のことはよく知ってんだろう。なんで今さらうちに」

「勝はまた消えやがったんだ」

「消えた？」

　そこでオールバック男は、ヒロさんと僕とを順繰りに視線で突き刺さし、舌した打うちする。

「調子に乗って喋しやべりすぎたな。部外者に聞かせる話じゃない。ちょっと顔貸せ」

　ミンさんはしばらく黙っていたけれど、やがてうなずき、腰こしエプロンを外してヒロさんに放った。

「ちょっと店頼む」

　僕の胃い袋ぶくろの底がきりきりと冷えていく。いいのか。行かせていいのか？　だってどう見てもまともな男たちじゃない。ミンさんとは古い知り合いなのかもしれないけれど、でも──

「心配いらないよ。こいつはわたしの従兄いとこだ」

　ミンさんが僕ぼくの泣きそうな顔から胸の内を読み取ったのか。オールバック男をあごでしゃくって言う。

「わかった。気をつけて」

　ヒロさんは笑って答えた。

「餃子ぎようざの仕込みもおれがやっとくよ」







　一時間後くらいにミンさんは戻ってきた。その頃にはもう彩あや夏かをはじめうちのクラスの女子たちがやってきていた。

「ミンさんお帰りなさい！」

「どこ行ってたの？」

「ねえねえヒロさんもアイスこっそり試作してたんだって、ミンさんも食べてみてよ」

　ミンさんは、ああ、うん、とぎこちなく返事をし、厨ちゆう房ぼうに入っていく。みんな遅れてごめん、今日きようはパフェつくるぞ。そんな白しら々じらしい声が聞こえてくる。

　ミンさんが一度、ビールケースを抱かかえて勝手口から出てきたときに、非常階段でうずくまっていた僕と目が合った。

「……なにか、あったんですか？」

　遠えん慮りよがちに訊きいてみても、ミンさんは肩かたをすくめるばかりだ。

「なんでもないよ。ナルミが気にするようなことじゃない」

　なんでもないならどうしてそんな疲れ切った顔してるんですか、と僕は訊こうとした。でも訊けなかった。責めたいわけじゃないし、そんな訊き方で答えてくれるわけもない。

　じゃあ、なんて言えばよかった？

　わからない。

　注文のラーメンを持ってきてくれたヒロさんに、こっそり訊たずねた。

「ミンさん、なにか揉もめ事ですよね、たぶん。あの従兄いとこって人も、普通じゃなかったし……」

「さあ。わかんないな」

　ヒロさんは首を振る。

「なんでもないって言ってるなら、おれらが首突っ込むようなことじゃないよ。身内の話なんだろうし」

　僕のため息は、チャーシューメンから立ちのぼる湯気と混じり合う。

　この店に集つどうニートたちは、不思議なくらいお互いのプライヴァシを尊重する。ヒロさんにしてもアリスにしてもそうだ。だからこそ、たとえばミンさんの本名も生まれも、だれも知らなかった。人と人の間を、アイスクリームみたいに冷たくて甘あまい無関心で満たすことは、この街の路ろ傍ぼうで生きるためのささやかな知恵のひとつだ。それはときにうらやましくもあるし、ときに腹立たしくもある。




　　　　[image: まーく]




　でもその日はそれで終わらなかった。さらなる珍ちん客きやくが『はなまる』にやってきたのは閉店間際の夜十一時半、もう彩あや夏かもクラスメイトたちも帰ってしまい、ヒロさんが翌日の仕込みを、僕ぼくが廊ろう下かの奥でアイス作り講習の後片付けをしているときだった。

「ごめんください、明麗ミンリーいますか！」

　引き戸を開ける音と同時に、若い女の人の声が聞こえた。流しでキャベツを剝むいていたヒロさんが顔を上げる。僕も「明麗ミンリー」という名前を聞きつけ、厨ちゆう房ぼうに顔を出した。

　入り口に、淡いベージュ色のパンツスーツ姿の女性が立っていた。たぶんヒロさんと同い年くらい、短めの黒髪かみを額ひたいでぱっつんと切りそろえている。その眼光の強い面おも差ざしは、見み憶おぼえがあった。
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「……明麗ミンリーはいないんですか？　あなたはどなたですか店員なんですか？　おかしいです、バイトは高校生って聞いてるのに」

　その女の人は暗い店内を訝いぶかしげに見回しながらきつい口く調ちようでヒロさんに訊たずねた。ミンリー、とミンさんを本名で呼ぶからには、昼間のあのやくざみたいな男と関わりがあるんだろうか。彼女の語調にもなにかせっぱ詰まったものを感じて、僕ぼくは腰こしを浮かせて女の人の顔をよく見ようとした。

「あ、おれ最近雇やとわれたんです」とヒロさんは答える。「ミンさんは今、酒屋に行ってます。ええと……ミンさんのご親しん戚せきの方？」

　ヒロさんも気づいたみたいだった。昼間のオールバック男もそうだったけれど、ミンさんにどことなく似ているのだ。カンフー映画のヒロインみたいな、刺とげ々とげしくて凛りんとした雰ふん囲い気きだ。

「ほんとうにただの店員なんですか？」とヒロさんの問いを無視してその女の人は詰め寄ってくる。

「ほんとうに明麗ミンリーとはそれだけの関係？　明麗ミンリーの彼氏じゃあないんですね？」

　昼のオールバック男といい、なんなんだ。しかもヒロさんがまたしても「ミンさんはなかなか強きよう敵てきだからまだ落とせなくて」なんて答えるものだから、彼女は眉まゆをつり上げる。思わず僕も厨ちゆう房ぼうに出て、口を挟はさんでしまった。

「あのう、そちらこそどなたですか」

「あ、あなたは？　あなたが高校生のバイトですか？」

「ええと、いや、前はそうでしたけど今はただの客です、それよりもそっちは」

「どうしてこんな時間にただの客が中にいるんです、だいいちそこは明麗ミンリーの家でしょう！」

　いや、その通りだけど、あんたがなぜそこまで怒るの？

　と、そのとき彼女の背後で「なにやってんだ近所迷めい惑わくだろ」と声が聞こえて、ようやく救い主がやってきてくれた。暖の簾れんを持ち上げて顔を見せたミンさんと、振り向いたその女の人との視線が合う。

「……小鈴シヤオリン？　おまえも来たのか」

「明麗ミンリー！　こんな得体の知れない男をほったらかして家を空あけるなんて、なに考えてるの！　だいたいその格好はなに、胸見えてるッ」

「見えてないだろ、これはさらしだ。あいかわらず細かいことにうるさいな」

　ミンさんはあきれた口く調ちようで言って、その女の人を店の中に押し込んだ。

「そうやって日頃からだらしないからッ」

「昼に紅雷ホンレイが来たぞ。同じ話か」

　ミンさんが言うと、その女の人ははっとして口に手をあてた。ちらと僕らを見やって、またミンさんに向き直る。

「……そ、そう。そうだった。ごめんなさい、こんな話してる場合じゃなかった」







　黄小鈴フアンシヤオリン、と名乗ったその女性は、ミンさんの従い姉と妹こだという。

「わたしはなんにも知らないぞ。紅雷ホンレイにもそう言ってある。聞いてないのか」

　酒さか瓶びんを冷蔵庫にしまいながらミンさんは言った。あのオールバック男、黄紅雷フアンホンレイは、小鈴シヤオリンさんの兄なのだそうだ。

　僕ぼくは勝手口そばの椅い子すに座って、戸にもたれて腕うで組ぐみした小鈴シヤオリンさんの顔をちらと見た。二人の口ぶりからして、だいぶ長いこと顔を合わせていなかったらしい。ミンさん、実家とはかなり疎そ遠えんだったようだ。

「……紅雷ホンレイは、勝まさるさんをどうするって？」

　小鈴シヤオリンさんがそう返した。ミンさんはぴくっと肩かたを震ふるわせて手を止めた。

「さあ。聞いてないよ。拷ごう問もんして殺すんじゃないのか」

　いきなりミンさんの口からそんな言葉が出てきて、僕はぞっとした。拷問して殺す？

「どうしてそんな平気そうに言うの、だって父親でしょう？」

「わたしにどうしろってんだよ。親父おやじの自じ業ごう自じ得とくだろ。マフィアに雇やとわれときながら裏切ったんだ、どうなるか本人がいちばんよくわかってるだろう」

　マフィア……

　ミンさんの母方の実家は、チャイナマフィアなのか。

　僕もヒロさんも、二人の女の会話を黙だまって聞いているしかない。気を遣つかって席を外すということすら念頭にのぼらなかった。

　チャイナマフィアの用よう心じん棒ぼうが、雇い主を裏切った。じゃあ、昼にあの紅雷ホンレイという男が手下を連れて捜さがしにきたのも、そのためか。悪お寒かんが僕の背中をまさぐった。花はな田だ勝まさるはいったいなにをやったんだ？

「わたしはもう黄フアン家けとは関わりたくない。小鈴シヤオリンも今さらなにしに──」

「勝さん、昨日きのうわたしにだけ連れん絡らくよこしたの」

　ミンさんは目を剝むいた。冷蔵庫の戸を叩たたきつけるように閉め、カウンターに手をついてぐいと身を乗り出す。

「なんで小鈴シヤオリンに」

「明麗ミンリーに直接連れん絡らくしたら、うちの連中がここに捜さがしにきたときに明麗ミンリーもどんな目に遭あわされるかわからないでしょう、それで」

「もうとっくに迷めい惑わくかかってるよ！」

　ミンさんは声を荒らげた。

「迷惑かけたくないならとっとと警察にでも自首しろよ、けっきょくこそこそ逃げ回ってるってことだろう！」

「だから！　話聞いて！　勝さんに明麗ミンリーのこと頼まれたの！」

　ミンさんはぐっと唾つばを飲み込んだ。たぶん、ヒロさんも僕も同じことをしていたと思う。

「……頼まれた？」

「そう。勝さん言ってた。このビルに、有能な私立探たん偵ていがいるんでしょう？」

　僕ぼくらはそろって絶句した。







　ヒロさんに店を任せ、ミンさんは小鈴シヤオリンさんを連れて店の裏手の非常階段に回った。僕ももちろんついていこうとした。

「なんであなたもついてくるの！」

　小鈴シヤオリンさんに嚙かみつかれてしまう。

「いや、だから、僕はその探たん偵てい事務所の助手なんですよ」

「だってあなた高校生でしょう？　でたらめ言わないで。だいたいもうこんな時間なんだから早く家に帰りなさい。なに考えてるの」

　なんというか、こう、大上段から常識的に僕の生活態度をばっさり斬きってくれる人は皆かい無むだったので、実に新しん鮮せんな思いだった。かといってはいそうですかと帰るわけにもいかない。

「ナルミ、おまえは引っ込んでろ」

　ミンさんまでそんなことを言う。

「アリスだけならまだいい。あいつはひきこもってネットをいじくるだけだから表に出ない。でもおまえは現場にしゃしゃり出るだろ」

「ミンさんに言われる筋合いはないです」

　僕は気き丈じように言い返した。

「だってこれは小鈴シヤオリンさんの依頼ですよね」

「屁へ理り屈くつばっかし達たつ者しやになりやがって」

　ミンさんはいらだたしげに言う。僕は首をすくめてミンさんの脇わきを通り抜け、先に階段をのぼった。ヒロさんほどドライになれない僕は、依頼を受けた探偵の助手であるという頼りない既き成せい事実にしがみついてでも、なにがあったのかを知りたかった。

「高校生なんかが面おも白しろ半分に関わっていい話じゃないの、あなたはうちのことなにも知らないでしょう？」

　小鈴シヤオリンさんはそう言いながら非常階段をやかましく踏み鳴らして僕を追いかけてくる。

　そんな小鈴シヤオリンさんなので、ＮＥＥＴ探偵事務所に足を踏み入れてベッドの上のアリスを目にしたときはしばらく硬こう直ちよくしてしまった。なにせ小学生くらいの幼さだ。

「マスターがここに来るのも珍めずらしいというのに、輪をかけて珍しい客人が一いつ緒しよだね」

　アリスはミンさんと小鈴シヤオリンさんを見比べて言う。そして小鈴シヤオリンさんは、未だかつてだれも口にしなかったことをアリスに言った。

「あ、あなた、そ、そんなかっこうで！　人前に出る服装じゃないでしょう、男の子だって見てるのに恥はずかしくないのっ？」

　さしものアリスも目を白黒させる。

「な、なんだい。このパジャマのどこが恥はずかしいんだ」

「寝ね間ま着きでしょう、太ふと腿ももも出てる！」

　小鈴シヤオリンさんはベッドの脇わきに回ると、毛布をアリスの身体からだに巻きつけた。

「わ、な、なにをするんだ。そんなこと言う客はきみがはじめてだ」

「寝間着姿なんて見せていい男は恋人か夫だけなの！」

　アリスの顔は晩秋の嵐あらし山やまもかくやという真しん紅くに染まった。なに言い出すんだこの女は。危険を感じた僕ぼくは台所に避ひ難なんした。

「む、そ、そんなきまりは聞いたことがない」

「あの子がそうだとしても」と小鈴シヤオリンさんは僕を指さす。「二人きりのときだけにしないとだめでしょ」

「ななななんだとッ！　ナルミはそんなのじゃないぞ！　きみはいったいなにをしにきたんだ、依頼人なら依頼人らしくしたまえよ！」

　たぶんベッドのそばに僕がいたらドクペの空あき缶かんが飛んできたにちがいない剣けん幕まくである。あきれたミンさんが後から小鈴シヤオリンさんの頭を引っぱたいた。

「お節せつ介かいやってる場合か。死人まで出てるのになに考えてんだ」

　僕ははっとしてミンさんの顔を見る。死人？

「そ、そう、だけど、でもこの子があんまり」

「そのパジャマちびがおまえのご要望の探たん偵ていだよ。用があるならさっさと話せ」

　小鈴シヤオリンさんはアリスを指さしたままミンさんを振り返った。口をぱくぱくさせている。

「……こ、この子が？　だってこの子、小学生でしょう？　こんな子供が探偵？」

「ただの探偵じゃない」毛布の中からアリスがむすっとした声で言った。

「ニート探偵だ。全知無能の観察者だ。黄小鈴フアンシヤオリン、きみのこともよく知っている。きみの会社で開発したセキュア通信プログラムの六カ所の脆ぜい弱じやく性も、音声認識システムの不具合も、きみたち開発者よりもずっとよく知っている」

　小鈴シヤオリンさんは今度こそ固まった。

　しばらくの間の後で、ミンさんに戻した目は少し怯おびえていた。

「……明麗ミンリーが話したの？　ううん、明麗ミンリーがそんなのまで知ってるわけないし……」

　ミンさんは肩かたをすくめた。

「そういうやつなんだよ。ただの顔色の悪いガキじゃない」

　アリスがミンさんの言葉を継つぐ。

「そこのモニタは、このビルの周囲に張り巡めぐらされた防犯カメラ群の映像だ。『はなまる』にやってきた黄紅雷フアンホンレイの顔も、きみの顔も、確認できた。きみが香港ホンコンマフィア黄道盟フアンタオメンの龍頭ロントウの姪てつ孫そんだということも、ぼくは検けん索さくによって知ったのだよ。マスターからはなにも聞いていない。話す意思もないだろうね」

　小鈴シヤオリンさんがアリスに向けた視線は、僕ぼくの位置からは見えなかった。恐怖に濁にごっていただろうか。戸と惑まどいに揺らめいていただろうか。どちらにせよ僕は冷蔵庫の前の冷たい床ゆかに這はいつくばって、身じろぎもできなかった。

「だから、黄小鈴フアンシヤオリン、きみがつまびらかに語りたまえ。心配は要いらない、ぼくはなにものにも干かん渉しようすることのない情報の海をたゆたう一いつ対ついの眼めに過ぎない。そして、そこに這いつくばっている間抜け面づらの男子高校生はどうしようもない無能だけれど、沈ちん黙もくだけを唯一の友として十数年間を生きてきた、沈黙の重要さだけはなによりも知っている男だ」

　なんだかひどい言われようだったけれど、おかげで僕はようやく冷蔵庫に爪つめを立ててなんとか身を起こすことができた。

　ベッドの端はしに力なく膝ひざをついた小鈴シヤオリンさんの肩かた越ごしに、アリスが思いがけず優しい顔で言うのが見えた。

「口の堅かたさは保証する」







　龍頭ロントウ、というのは中ちゆう国ごく系マフィアのボスのことを指す言葉らしい。小鈴シヤオリンさんの話からなんとなくそれが読み取れた。ミンさんはその龍頭ロントウの孫なのだという。

「黄フアン家けのことも、明麗ミンリーからまったく聞いてないの？」と小鈴シヤオリンさんはミンさんとアリスの顔をまたも見比べる。

「話す必要なんてなかったからな」

　ミンさんは寝室の入り口に寄りかかって腕うで組ぐみしたまま不ふ機き嫌げんそうに言った。

　小鈴シヤオリンさんは苦い唾つばを口の中で転がすような顔でしばらく言葉に詰まり、アリスに向き直る。

「とにかく、勝まさるさんは昔は傭よう兵へいで、中ちゆう南なん米べいとか中ちゆう東とうとか回ってたらしいんだけど、日に本ほんで文麗ウエンリーさんに逢あって、結けつ婚こんして、腰こしを落ち着けることにしたんだって。もう……三十年以上前のことだけど」

　黄文麗フアンウエンリー。香港ホンコンに拠きよ点てんを置くチャイナマフィア『黄道盟フアンタオメン』のボスの末すえ娘むすめ。

　そして花はな田だ勝。放浪の傭兵。

　その二人の間に生まれたのが──

「へえ。わたしより親父おやじに詳くわしいじゃないか。傭兵ね。あの熊くま野や郎ろう、自分は忍にん者じやだったってわたしに教えてくれたぞ。馬鹿にしやがって」

　ミンさんは爪つま先さきでドクターペッパーの空あき缶かんをつっつき回しながら言う。その口く調ちようは、嗤わらっているのか怒っているのかよくわからない。

「そうだね。昔、わたしが子供の頃に勝さんはよく遊んでくれたけど、そのときは忍者だって言ってたな。わたしも信じてたし」

「昔からそうだ。てきとうなこと抜かして、こっちを振り回して。他人の気持ちなんて考えられないんだ、あの馬鹿親父おやじは」

「勝まさるさんはっ！」

　小鈴シヤオリンさんが声を張り上げた。それから、自分が激しすぎたことに気づいて口をつぐみ、声を落とす。

「勝さんは、そんな人じゃない」

　小鈴シヤオリンさんのその感情の吐はき方を、僕ぼくは意外に感じた。そこまで花はな田だ勝と親しかったのか。

「なんだよ。小鈴シヤオリンがなにを知ってるってんだ」

　ミンさんも眉まゆを寄せて言う。

「明麗ミンリーよりもわたしの方が、勝さんを知ってる時間、長いよ」

　小鈴シヤオリンさんの声はどんどん細くなる。

「子供の頃は一いつ緒しよに住んでるようなものだったし、香港ホンコンの本家で雇やとわれてたときにも何度も逢あってたし」

　ミンさんはふんとそっぽを向いた。

　気まずい沈ちん黙もくに、アリスの無表情な声が割って入る。

「マスターは幼い時分は黄フアン家けにいたわけかい」

「新しん宿じゆくの、だぞ。香港には行ったこともない」

　ミンさんは言いにくそうに答える。

　黄フアン家けは、香港の本家と日に本ほんの分家の二つに大別されるという。香港本家の当主が、ミンさんの祖父である龍頭ロントウ。日本分家の当主がその弟で、小鈴シヤオリンさんや紅雷ホンレイの祖父。両家の間では近親婚こんがしょっちゅう行われていて、だからミンさんと小鈴シヤオリンさんは従い姉と妹こでもあり又また従姉妹でもあるのだそうだ。家系図はきっとスパゲティなみにこんがらがっているだろう。

　ミンさんの母親は香港本家の生まれだったけれど、香港の黒社会が血ち塗まみれになっていた危険な時期だったので、日本分家でずっと暮らしていた。だからミンさんも日本で、紅雷ホンレイや小鈴シヤオリンさんたちと一いつ緒しよに育ったのだという。

「小鈴シヤオリンとか紅雷ホンレイ、歳としの近いガキがいっぱいいたし、親父はしょっちゅう遠出してたし、お袋ふくろは身体からだが弱かったし、だいたい黄フアン家けに預けられてた。ガキの目にも、やくざな家なんだなってなんとなくわかってたけどな。ことあるごとに強こわ面もてが大勢集まってさ」

「正確には、もう黄道盟フアンタオメンはマフィアとは呼べないね。香港からも追放されている。龍頭ロントウも幹部もほとんどがここ数年で新しん宿じゆくに移り住んでいるらしい」

　アリスが平へい坦たんな口く調ちようで言った。

「三合会トライアドからは除名されて久しいし、しのぎの大部分は金融と通信サービス業だ。ゾディアック・グループは知っているだろう？　ああ、マスターは知らないか。ナルミは？」

　僕はぶんぶんうなずいていた。ゾディアックといったらここ何年かで急進している会社だ。音声認識の翻ほん訳やくソフトでは最先端だし、どこかのポータルサイト買収したっていうし、証券会社もやってたと思う。あれ、チャイナマフィアだったのか。

「最近の中ちゆう国ごく系マフィアは、移住した先に根を下ろしてビジネスに精を出すケースも少なくないのだよ。ほぼ堅かた気ぎと同じだ」

「そこまで……甘あまくない」

　小鈴シヤオリンさんが首を振った。

「たしかに、もう薬も密輸もやってないけど。龍頭ロントウもお祖じ父い様もどっぷり黒社会の人間だから、最後には暴力で解決しようとする。勝まさるさん捜さがすのに、百人以上に銃じゆう持たせて」

　銃？　じゃあ、昼間のあの連中も？

　僕ぼくはぞわぞわした寒気の中で、拳こぶしを握にぎったり開いたりして、なんとか自分の身体からだの現実感を維持していた。

　チャイナマフィアは、日に本ほんのやくざなんてみんな慈じ善ぜん団体に見えるくらいえげつないと聞いたことがある。ミンさんも小鈴シヤオリンさんも僕に「関わるな」ときつく言うのは当然だ。

「……それで、花はな田だ勝はなにをやったんだい」

　アリスが、部屋の冷気に染み通る低い声で訊たずねた。

　僕も、それから小鈴シヤオリンさんも、ミンさんの顔をちらとうかがった。ミンさんは、勝手に話せばいいだろう、とでも言いたげに目をそむけた。

　小鈴シヤオリンさんは目を伏せ、何度か唇くちびるを嚙かみ、それから語り出す。

「龍頭ロントウの孫まご娘むすめを、殺して逃げたの」

　致命的な金属音が響ひびいた。ミンさんが、足下の空あき缶かんを踏み潰つぶした音だ。

「なんでもないよ。それは知ってる。紅雷ホンレイに聞いた」

　ミンさんはぺしゃんこの缶を玄げん関かんの方に投げた。薄うすっぺらい金属音が、探たん偵てい事務所を満たす冷房されきった空気に白しら々じらしく響く。

　やがて小鈴シヤオリンさんは、話を再開した。

　黄紅雷フアンホンレイ。

　小鈴シヤオリンさんの兄。昼間、『はなまる』にやってきた、あのオールバックの目つきの鋭い男だ。

　紅雷ホンレイは、香港ホンコンマフィア『黄道盟フアンタオメン』分家の長子である。日本で生まれ育った傍ぼう流りゆうの血筋だが、いずれは香港に返り咲き組織を束ねる立場となるべく運命づけられた男だという。

「しかし黄紅雷フアンホンレイはゾディアックの創業者だろう。特許だっていくつも持っている技術畑の人間のはずだ。ほんとうに黒社会に戻るのかい」

　アリスがそう言うので、僕はびっくりして小鈴シヤオリンさんの顔を見る。あのマフィア丸出しの凶きよう暴ぼうそうな男が、飛ぶ鳥を落とす勢いのＩＴベンチャーの創業者なの？

「ゾディアックはわたしに任せて、『黄道盟フアンタオメン』を継つぐでしょうね」

　そうか、この人もゾディアックの社員なのか。それでいて、有能そうなＯＬの仮面の下は、やっぱり猛もう禽きんの顔なんだろうか。鳥とり肌はだで覆おおわれつつある二にの腕うでを手のひらでこすりながら、僕はそんなことを思っていた。

「あなたたちが思っているより、黄フアン家けはずっと考えが古いの。こんなに血ち筋すじにこだわる組織は、もう香港ホンコンにも他ほかにないと思う。でも本家には跡あと継つぎの男が全然生まれなくて、お祖じ父い様は紅雷ホンレイが生まれたときから、もう『黄道盟フアンタオメン』を継がせる気でいたみたい」

　僕ぼくはふと、同じような境遇の知り合いを思い出す。関かん西さいのテキ屋の跡取り息むす子こで、みんなからはからかい半分に四代目と呼ばれている男だ。紅雷ホンレイとは雰ふん囲い気きが似ているかもしれない。もし四代目が実家から逃げ出さず、生きつ粋すいの極ごく道どうとして育ったとしたら、紅雷ホンレイみたいになったんだろうか？

「それで、紅雷ホンレイが本家の女と結けつ婚こんするのも、生まれたときから決まってた。龍頭ロントウの孫で、香玉シヤンユーって人。二回くらいしか逢あったことがない人なのに。信じられない。そういうの、もう耐えられない。結婚をなんだと思ってるの」

　香港の本家との結びつきを強め、日に本ほんの分家が家か督とくを奪うばうための、政せい略りやく結婚。そういうことなんだろうか。そんな旧きゆう弊へいな考えが、僕の生活している世界のすぐそばにも存在しているという事実は、ひどくグロテスクだった。

「それで、その香玉シヤンユーという女性が──殺されたのかい」

　アリスの問いに、小鈴シヤオリンさんは青ざめた顔でうなずいた。そうだ、死人が出たのだと言っていた。ミンさんの父親が、ボスの孫娘むすめを殺して逃げたのだと。どうして？

　小鈴シヤオリンさんは言葉を続ける。

「紅雷ホンレイが香主シヤンジウに就つくのとあわせて、大勢を呼んで婚こん約やくを発表しようってことになったんだけれど、その香玉シヤンユーって人には、他ほかにつきあってる男がいたの」

　それは……ただじゃ済まないんじゃないか？

「もちろん知られてしまって、龍頭ロントウは香玉シヤンユーをその男から引き離したの。薬もやってるような危ないチンピラだったから、仕返しにくるんじゃないかって心配して、ちょうど日本に来てた勝まさるさんに香玉シヤンユーのボディガードを頼んだの」

「それで」

　アリスの声は、もう氷の海の底だ。

「どうして花はな田だ勝がその女性を殺すようなことに？」

　小鈴シヤンリンさんは、押し黙だまったままのミンさんをちらと見て、目を伏せた。

「詳くわしくは……わからない、けど」

　しぼり出すような声。

「香玉シヤンユーのところに、昨日きのうの夜、そのチンピラが来たんだって。銃じゆう持ってたらしくて、勝さんと撃うち合いになって、……たぶん、香玉シヤンユーが止めに入ったんだと思う。巻き添えで二人とも」

「二人とも花田勝が殺してしまった？」

　焼きごてを押しつけるようなアリスの言葉に、小鈴シヤオリンさんはあごを震ふるわせてうなずいた。僕はそのとき、言いようのない違和感に苛さいなまれ始めていた。

　なんだろう。なにか、おかしい。

「勝まさるさんが、二人の身体からだを車に押し込んでいるところを、香玉シヤヨユーの世話してたお手伝いさんが見ているの。そのまま勝さんは逃げたって」

「なぜ死体を運び出したんだい」

　アリスが訊たずねる。でも僕ぼくはもっと訊ききたいことがあった。疑問が形にならない。違和感の正体がわからないのだ。なにに引っかかっているんだろう。

「これは、紅雷ホンレイの推測だけど。香玉シヤンユーが死んでることを隠かくしたいんじゃないかって。香玉シヤンユーが生きてて連れ去られたってなったら、黄フアン家けも勝さんを捜さがすときに慎しん重ちようにやらなきゃいけなくなる」

「人ひと質じちにしたように見せかけられる、というわけかい」

「たぶん……。でも、部屋には血の痕あとが残ってたし、お手伝いさんにも見られてるから、それは無む駄だ──なんだけれど」

「それで、花はな田だ勝からきみにだけ連れん絡らくがあったといったね」

「そう。今け朝さ」

　小鈴シヤオリンさんは、スーツの内ポケットからなにかを取り出した。スマートフォンだ。握にぎりしめ、胸に押しあてる。

「なんで小鈴シヤオリンに、なんだ」

　ミンさんがぼそりと言った。

「だから、明麗ミンリーが知らないだけで、わたしは勝さんとよく色んなことを話してたの。わたしが黒社会をきらいだっていうのも知ってたんだと思う」

「小鈴シヤオリンなら味方になるとでも思ったのか？　女ひとり殺しといて？　ふざけんな。馬鹿じゃないのか」

「だからそれは、事故みたいなもので！」

　小鈴シヤオリンさんがミンさんを振り返り声を荒らげた。そこにアリスの冷たい声が飛ぶ。

「事故だった、と花田勝が言っていたのかい。過失だから助けてくれ、とでも？」

　小鈴シヤオリンさんはアリスに向き直り、首を振る。

「なにがあったのかは、なにも話してくれなかったの。ただ……」

　言い淀よどみ、言葉をなんとか続ける。

「ただ、明麗ミンリーにぜったいになにか迷めい惑わくがかかるから、なんとかしてくれ、って。ここの探たん偵てい事務所に言えばなんとかなるから、って」

「それだけかい？　それがきみの依頼内容のすべてなのかい」

　小鈴シヤオリンさんはためらいがちにうなずいた。

　アリスはふうっと息をつき、毛布の間から手を伸ばして、大きなクマのぬいぐるみを抱だき寄せた。

「それでは、そんな依頼は受けられない」

　小さく息を吞のむ音が聞こえた。たぶん僕ぼく自身のものだ。小鈴シヤオリンさんは唇くちびるを固く引き結んだままだった。

「いつどこに落ちるのかもわからない隕いん石せきを防ぐために、地球ぜんぶを城壁で包んでくれと、きみはそう言っているんだよ。それは探たん偵ていの仕事じゃない。宗教家か政治家の仕事だ」

　小鈴シヤオリンさんは唇を嚙かみしめて黙だまってしまう。

　たしかに、依頼にもなっていない依頼だ。まずもってして、ミンさんにはまだなにも被害が及んでいない。この先なにが起きるのかもわからないし、どう防げばいいのかもわからない。それを「なんとかしてくれ」なんて言われても困るだけだ。

　それくらい花はな田だ勝まさるにだって小鈴シヤオリンさんにだってわかるはずだろう。それなら、どうしてここに来たんだ？

　その答えは、小鈴シヤオリンさんの手の中で唐とう突とつに鳴り響ひびいた。スマートフォンの着信だ。

「……勝さんから！」

　小鈴シヤオリンさんの声に、アリスがはっとして、咄とつ嗟さになにかを投げ渡した。コードの端たん末まつだ。

「音声を！」

　小鈴シヤオリンさんは少しためらったけれど、うなずいてそのコードをスマートフォンのヘッドフォン端たん子しに挿さし込んだ。と、ミンさんが横からそれを引ったくって耳にあてる。

「もしもし？　親父おやじかッ？」

　部屋のスピーカーからざりざりしたノイズの塊かたまりが吐はき出され、それから低い男の声になる。

『……明麗ミンリーか』

「親父おやじ？　おいくそ親父どこにいるんだ、なに考えて──」

『逃げてる最中だから長話できねえ。いいか、黄フアン家けの連中が色々因いん縁ねんつけてくるかもしれねえから全部無視しろ』

「なに勝手なこと吹いてんだ、だれのせいだと思ってんだッ」

『とにかく一週間だ、一週間待て。そしたらまた連れん絡らくする、なんかあったら小鈴シヤオリンと、それから探たん偵ていとかまわりのガキどもとかに頼れ』

「おい親父！　親父！」

　男の声はぶっつり消え、無機質な切断音がその後に続く。ミンさんは感情にまかせてスマートフォンを床ゆかに叩たたきつけようとして、すんでのところで我に返り、小鈴シヤオリンさんのスーツの胸ポケットに強引に押し込む。

「ふざけやがって。自分がなにやったかわかってないのか。なにが一週間だ。一週間でなにがどうなるんだ、高飛びの準備でもしてんのか」

「明麗ミンリー、勝さんは──」

「うるさい。もう帰れ小鈴シヤオリン」

　ミンさんはそう吐はき捨すてると、乱暴な足音を撒まき散らして探たん偵てい事務所を出ていった。叩たたきつけるようにドアが閉まる。

　凍こおりついた沈ちん黙もくの中、最初に響ひびいた音は、小鈴シヤオリンさんのため息だった。
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　翌日、ミンさんのことが心配だった僕ぼくは、六限の授業をさぼって学校から『はなまる』に自転車を飛ばした。赤い暖の簾れんをくぐるなり、こんな会話が聞こえてくる。

「いやー、つんけんしてるんだけど可愛かわいいひとでさあ。ずうっと説教されちゃった」

「へえ。顔はミンさんに似てんの？」

「似てる似てる。テツも見ればすぐにわかると思うよ。あと巨乳なとこも似てる」

「ヒロおまえまさか、送ってってそのままやっちまったんじゃ」

「いやいやいやいや。おれも多少は空気読むようにしてるよ？　さすがにあんな話の後で」

「な……なんの話してんですか……」

　思わず戸口で立ちつくしてしまう僕。

　昼食時のピークが過ぎた店内には、二人の姿すがたしかなかった。カウンターの向こうで換かん気き扇せんを掃そう除じ中の、エプロンをしめたヒロさん。その手前、カウンターの真ん中の席にだらしなく腰こし掛かけているのは、針金みたいな短たん髪ぱつによく日焼けした肌はだの筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうたる大男だった。テツ先せん輩ぱいだ。僕の通っているＭ高校を五年前に中退し、今はパチプロをやっている人。

「お、ナルミ早いな。ナルミも昨日きのう見たんだろ、ミンさんの親しん戚せきの若いの。男の方も見たのか」

「え、あ、はあ」

　そこまで好こう奇き心しんを丸出しにされると、反応に困る。

「聞いてくれよ、ヒロがさ、昨日その女の方、ええと小鈴シヤオリン？　だっけ？　その女を車でお持ち帰りしたんだってよ」

「ええええええええ」あんたどんだけ手が早いんだよ。ていうかそういう雰ふん囲い気きじゃなかっただろ昨日は。

「いや、送ってっただけだよ、ほんとだよ？」

　ヒロさんは笑って言い繕つくろう。

　聞けば、昨日あれから一階まで下りてきたミンさんは、さっさと後片付けしてヒロさんを店から追い出し、家に引っ込んでしまったのだという。そこに、少し遅れて三階から下りてきたのが小鈴シヤオリンさん。

「なんかちょっと落ち込んでる感じでさ、それに夜中の十二時回ってたし、おれ車で来てたし、当然声かけるだろ？　紳しん士しとしてさ」

　僕はテツ先輩の隣となりの椅い子すに腰を下ろした。ため息しか出てこない。あれだけ深刻な話をしていた自分が馬鹿みたいだ。

「よくヒロさんの車なんかに乗りましたね、あの人が」

「あー、なんか、おれとミンさんの関係がまだ気になってたみたいで。彼氏じゃないのか、その予定もないのか、その意志もないのか、ってしつこく訊きいてきてさ」

「そういえばそこに妙みようにこだわってたけど、なんでだろう」

　さらには、あのマフィア御おん曹ぞう司しの紅雷ホンレイの方も、たしか同じポイントに拘こう泥でいしていたような。

「なんでだろうね。とにかく、車内でお話ししましょうよ、もう遅い時間だしついでに送りますよ、って言ったら素直についてきたよ」

　ううん。風紀にやかましそうだったわりに、迂う闊かつな女性である。

「んでホテル行ったのか」とテツ先せん輩ぱい。

「だから行ってないって。ミンさんの子供の頃の話はいっぱい教えてもらった。あの人にも可愛かわいい時代があったみたいでさ──」

「あのう、そんな話だけですか？」

　僕ぼくが口を挟はさむと、ヒロさんもテツ先輩もきょとんとして黙だまる。

「え、ええと。その。ミンさんのお父とうさんの話、聞かなかったんですか。事件のこと」

「……なんとなくは聞いた」

　ヒロさんがぼんやりした口く調ちようで答える。

「じゃあ……じゃあ！」

　カウンターに手をついて腰こしを浮かせ、僕は思わず声を張り上げてしまう。なんとかしようと思わないのか。でも、その思いは喉のどのあたりでしぼんだ。

　椅い子すに尻しりを戻す。

　ミンさんの身には、まだなにも起きていない。依頼されたわけでもない。なにもできるわけがないのだ。ヒロさんたちが正しい。

　でも、やっぱり僕は、晴れ渡った空を見上げて、なにかが落ちてくるんじゃないかとあたふた走り回ってしまう。ヒロさんやテツ先輩のことを、冷たすぎるんじゃないかと思ってしまう。そのうちミンさんに面めん倒どうが降りかかるのは確実なのだ。一週間待て、と花はな田だ勝まさるは言っていた。その一週間でなにが起きる？　もっと悪い事態になるかもしれないじゃないか。花田勝自身だって、マフィアに追い回されている身なんだから、無事でいられる保証なんて──

「……あ」

　そこで僕は、昨日きのう、小鈴シヤオリンさんの話から嗅かぎ取った違和感の正体に気づく。

　あの人は、花田勝とかなり親しげだった。身を案じてもいたはずだ。それなのに、探たん偵ていを目の前にして、「花田勝を助けてくれ」とは一言も言わなかったのだ。

　それは頼まれていないから？

　いや、まさか。そんな冷血人間だったらそもそもここにやってこないだろ。ニート探偵を信用していなかったから？　それなら、あんなに詳くわしく話したり通話を聞かせたりといったこともしないはず。

　どうしてだろう。

　勘かんとしかいえないけれど、あの女には、なにかある。

　たぶん──隠かくしていることがある。

　隠していること？　僕ぼくは自分の想像にぞっとする。そんな人には見えなかった。花はな田だ勝まさるのこともミンさんのことも、本気で案じている様子だったし……

「……そういえばミンさんは？」

　僕はふと気づいて訊きいてみる。

「出かけてる。さっき、あの紅雷ホンレイって男から電話があったみたいで」

「え、え？」

　僕はヒロさんの方にぐっと身を乗り出した。あの目つきのやばいマフィアに呼び出された？

「な、なんでヒロさんそんなに平気そうな顔してるんですか、心配じゃないんですか」

「心配といえば心配だけど、おれらが口挟はさむような問題じゃないだろ」

　もどかしさに胃い袋ぶくろがねじれそうになる。

　依頼がないから。おまえらはいっつもそればっかりかよ。そんな場違いな怒りさえ浮かんでくる。







　話は実に意外な方向に転がった。三時過ぎくらいに『はなまる』に戻ってきたミンさんは、鬱ふさいでいるのか怒っているのか、しばらくむっつり黙だまり込んでいて、厨ちゆう房ぼうで腕うで組ぐみしたまま仕事にも手をつけようとしなかった。紅雷ホンレイにどんな話をされたんだろう。

　僕は勝手口前のたまり場で、こっそりその様子をうかがっていた。さすがに心配になって、ドアをそうっと開いて声をかけようとしたとき、ミンさんの方からやってきて勝手口を押し開き、言った。

「先に、ナルミに話しとく。後で彩あや夏かにも言うけど」

「……はい？」

「文化祭、十一月の三日と四日だったよな。初日、行けなくなった」

「……はあ」

　ミンさんはしばらく、口の中で言葉を転がしていた。なんだろう、どうしたんだろう？　実家でなにか問題が持ち上がったんだろうか。こちらからそう訊きかけたとき、ミンさんはまた口を開く。

「今さっき、紅雷ホンレイに呼ばれて黄フアン家けに行ってた。そこで頼まれたんだ」

「なにを……ですか」

「だから、紅雷ホンレイの婚こん約やく者、死んだ──だろ」

　そこまでミンさんが口にしたとき、厨ちゆう房ぼうで仕込みをしていたヒロさんがはっとして手を止め、顔を上げた。

「でも、お披ひ露ろ目めするって招待状出した後だし、今さら中止できないって。あんな事件があったこと自体、隠かくしときたいらしいんだ。くだらない面子メンツ気にしてさ」

　僕ぼくは目をしばたたく。なんの話か、しばらくわからなかった。

「それで、わたしに代役やれって紅雷ホンレイが」

　僕は啞あ然ぜんとした。

「婚約者の──ですか」

「そう。あのな、代役だからな。その日のお披露目を乗り切ればいいだけだって。べつにほんとに婚約するわけじゃないんだ。内々の集まりだって紅雷ホンレイが言ってた。老い先さき短いじじいどもを、ひとまず安心させたいだけだってよ」

「なんでそんなのミンさんに」

　ミンさんは苦り切った顔になる。

「わたしも一応、本家の血筋だから、らしいんだけど……わたしだって死んだ人間の代役なんてやりたくないよ。でも親父おやじのことで責められると、断れなくて。くそ、紅雷ホンレイのやつ。あれじゃ脅きよう迫はくじゃないか」

　ため息をつくミンさん。

「引き受けたんですか、それ」

「しかたないだろ。それで、披露目は十一月三日なんだ。文化祭にいけなくなった」

　と、ミンさんの背後で聞いていたヒロさんが、エプロンをつけたままいきなり廊ろう下かの奥に飛び込んでしまった。なんだ、どうしたんだ？　ミンさんも目を丸くして、厨房に引っ込む。

「おいヒロ、なんだよいきなり」

「すみません、ちょっと電話する用事が」

　ヒロさんはポケットから携帯電話を四つも五つも取り出した。

「……あ、小鈴シヤオリンさん？　おれですヒロです昨日きのうはありがとうございました。いえいえ楽しかったですよ、いつでも呼んでください。はい、はい。ええ」

　小鈴シヤオリンさん？　さっそく電話番号ゲットしてんのかよさすがだな、じゃなくて、なんでいきなり小鈴シヤオリンさんに？

「ええ、紅雷ホンレイさんから話聞きました？　ミンさんの、ええ、ええ、そう、そうです、……はい、ええ、そうですよね、はい……」

　僕もミンさんも、呆ぼう然ぜんとして、廊ろう下かの奥から流れてくるヒロさんの声を聞いていた。

「……あ、四代目今日きようひま？　夜でいいから探たん偵てい事務所に来てくれないかな、うんそう『はなまる』じゃなくて事務所の方」

「少しよう佐さ？　今すぐ来れるの？　うんわかった、はい、はい、そう、いやおれの話、うん、金は全部おれが持つよ、いやアリスにはまだ話してない、うん、よろしく」
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　その夜──

　ＮＥＥＴ探たん偵てい事務所に、総勢六名が集った。

　まずは部屋の主人、ニート探偵アリス。

　探偵助手の僕ぼく。

　招集した当人、ヒロさん。

　パチプロボクサーのテツ先せん輩ぱい。

　フル装備のミリタリーマニア、少佐。

　最後の一人は、ほぼ真っ白に脱色した髪かみに、狼おおかみの眼めを持つ危険な風ふう貌ぼうの男。これが四代目といって、この一帯の不良少年どもを締しめている少年やくざの組長だった。

「俺おれはおまえらとちがってひまじゃないんだ」

　四代目は牙きばを剝むいて言う。

「ヒロ、おまえほんとに払はらう金あるんだろうな」

「うん。いざとなったら車売るよ」

　ヒロさんの言葉に、各おの々おのが目を見張ったり唾つばを飲み下したりする。

　そう、ヒロさんは「みんなに依頼がある」と言って呼び集めたのだ。

「……なんの依頼だい？」

　ベッドのいちばん奥でぬいぐるみに埋うもれたアリスが、ヒロさんの顔を下からねめつけて訊たずねる。

「ヒロ、きみの行動原理は百パーセント女だろう。ぼくらが協力できるとは思えないが」

「うん、まあ、もちろん女のことなんだけど」

　ヒロさんはしれっと言って、ベッドの端はしにそのプリントアウトを置いた。

　それは、黒髪かみをオールバックでなでつけた若い男の顔写真だった。

「……黄紅雷フアンホンレイが、どうかしたんですか」

　もやもやした沈ちん黙もくの中、僕が訊たずねる。

「ミンさんが、実家に頼まれたらしいんだ。この御おん曹ぞう司しの婚こん約やく披ひ露ろうパーティで、婚約者の代役をしてくれって」

「それはさっき聞きましたけど」

「なんですか、婚約者の代役って」

　事情をほとんど知らない少佐が、眉まゆを寄せて訊ねてくる。ヒロさんは最初から説明した。香玉シヤンユーという、本来の婚こん約やく者が殺されてしまったこと。お披ひ露ろ目め会をやり過ごすために、一日だけ代役をしてくれとミンさんが頼まれたこと。殺した犯人がミンさんの父親であるため、断ろうにも断れないこと。

「一日だけ代役？　アホか？」

　四代目が吐はき捨すてた。

「そんなのでその場しのぎして、後々どうすんだよ。披露目すンだろ？　それで実際に結けつ婚こんしなかったらそれこそ大おお恥はじじゃねえか。マフィアの跡あと取とりがそんな下へ手た打つわけねえだろう」

　僕ぼくはぽかんとして、それから同じように呆ほうけているテツ先せん輩ぱいや少しよう佐さとも顔を見合わせた。たしかに四代目の言う通りだ。ちょっと考えれば、あり得ないってわかりそうなもんだ。

「そう」ヒロさんがうなずく。「こんな馬鹿なこと、するわけない。ミンさんは、両家のお祖じ父い様がたに嫁よめの顔見せて安心させるためだけのささやかな集まりだって言われて、信じちゃってるらしいけど」

　一同をぐるりと見渡すヒロさんの、いつになく真しん摯しな視線を顔に受けて、僕はふとその可能性に思い至る。

　いや、でも。まさか。

「小鈴シヤオリンさんに確認した。そんな内輪の披露目なんかじゃない。財界人も、やくざの幹部も大勢来る。マジな婚約発表なんだよ。それに、黄紅雷フアンホンレイは、ミンさんが黄フアン家けにいた頃から露ろ骨こつに態度に出していたし、花はな田だ一家が黄フアン家けを離れた後も、なにかと理由をつけてミンさんに逢あいにこようとしてたらしいんだ」

　それは──つまり。

「じゃあ、なにか」テツ先せん輩ぱいが言う。「代役なんかじゃねえってことか」

「たぶんね」ヒロさんは黄紅雷フアンホンレイの顔写真に視線を突き刺さした。「紅雷ホンレイは、婚約披ひ露ろうで既成事実つくって、うやむやのうちにミンさんをほんとに嫁よめにする気だ。でもそんなのは」

　ヒロさんの拳こぶしが、写真に叩たたきつけられる。アリスが驚いて跳とび上がった。僕も目を剝むいていた。ヒロさんのそんな激情を、これまで一度も見たことがなかった。

「おれはぜったいに認めない。なにやってでも止めるよ。だから、アリス」

「……む、む？」

　あまりの事態に、幼いニート探たん偵ていはぬいぐるみの山の中で目を白黒させる。

「おれからの依頼。いくらでも払はらう。ミンさんの婚約をぶっ壊こわしてくれ」
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　だいぶ前に、恋と愛のちがいについて、ヒロさんに訊きいてみたことがある。

　なにせヒロさんは筋金入りのヒモである。前の彼女からもらったカルティエのネックレスと二つ前の彼女からもらったロレックスと三つ前の彼女からもらったアルマーニで着飾り、四つ前の彼女からもらったＢＭＷを転がして五つ前の彼女をもう一度口く説どきにいくような、男の中の男だ（人間のクズと評する人もいる）。

「ナルミ君は高二なのに、もうおれより素質あるから、色々教えておきたいんだ」とヒロさんは言った。僕ぼくがいつものように『はなまる』勝手口前のたまり場で塩ラーメンをすすっているときのことだ。

「それで二人してヒモ道どうを広めて仲間を増やしていこうよ」

「社会の迷めい惑わくだからやめてください。だいたい、ヒモなんて仲間がいたからどうこうってもんじゃないでしょ。むしろ同業者増えたらヒロさんが困るんじゃないですか」

「そんなことないよ。ほら、毛もう利り元もと就なりが言ってるだろ。一本のヒモなら折れるけど三本なら」

「三本でも折れるよ！」紐ひもだろうが！

　そんなヒロさんだから、男女関係についても一いつ家か言げんもっている。

「ヒモっていうのはさ、女の子の気持ちのコントロールが大切なんだよ」

「時と場合によって恋人だと思わせたり愛人だと思わせたりっていう、あれですか」

　ヒロさんは目を見開いて、感極きわまったように唇くちびるを震ふるわせた。

「なにも言わないうちから、すでにその極ごく意いをつかんでるなんて……天才だ。もうおれに教えることはないよ」

「あんたが酔よっぱらってるときに言ったんでしょうが！」

「いや、むしろ、おれの方がナルミ君から教わったんじゃないかという気がしてきた」

　記き憶おくの捏ねつ造ぞうまで始めたよこの人！

「恋人だって思わせるってのはどういうことですか。だってヒロさん、女の家に居い候そうろうだし、お小こ遣づかいももらってるんでしょ。どう見ても愛人じゃないですか」

「お金は関係ないよ。恋するのが恋人で愛するのが愛人」

「はあ。つまりどうちがうんです？」

「恋と愛のちがいはなにかってこと？」

　こんな歯の浮くようなせりふを言ってさまになるのは、僕の知り合いではヒロさんくらいだ。あまりに恥はずかしいので目を合わせないようにしてうなずく。

　ところがヒロさんはこう即答。

「ちがいはないよ。どっちも性欲のことだよ」

「身も蓋ふたもねえな」

　じゃあさっきまでのご高説はいったいなんだったんですか？

「つまりね、おれを右から見ても左から見ても、どうせ桑くわ原ばら宏ひろ明あきだろ？　そういうこと。恋も愛もそれぞれ性欲のべつの横顔なんだよ。女の子が見たがってる方を見せるのが、おれの仕事ってわけ」

　きれいにまとめられてしまった。もちろんこれもみんな口からでまかせという可能性の方が大きい。

　でも、その後に小声で付け加えたのは、ヒロさんの本音なんじゃないかと、今は思う。

「だから、真正面から向き合えないんだけどね。向き合える人が見つかっちゃったら、おれヒモじゃなくなっちゃう」
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　そんなことを思い出したのは、ミーティング中のヒロさんがえらく真剣な目つきで喋しやべっていたからだった。

　探たん偵てい事務所のベッドを囲んでのフルメンバー会議は、猛もうスピードであっちこっちに転がった。……婚こん約やくぶっ壊こわすって、どうするんだ。その黄紅雷フアンホンレイとやらにハニートラップを仕掛けたらどうですか。浮うわ気きが発覚すればマスターも愛あい想そ尽かすでしょう。意味ないよ、そもそもミンさんはほんとに婚約するとは思ってない。代役のつもりなんだから。じゃあ逆に、マスターの駄だ目めなところを黄フアン家けのじじいどもに吹ふい聴ちようするってのはどうよ。手て癖くせが悪いとか酒癖が悪いとか。やめてくれよミンさんがかわいそうだ。じゃあダスティン・ホフマンみたいに婚約披ひ露ろうの会場に突っ込んでってかっさらおうぜ。馬鹿か、マフィア相手だぞ。蜂はちの巣にされておしまいだ……

　僕ぼくは啞あ然ぜんとして、ヒロさんの横顔を見つめながらみんなの激論を聞いていた。口を挟はさむこともできなかった。どうしてだれもつっこまないんだ。ヒロさん、なんでこんなにマジなの？

　やがて四代目がこう言い出す。

「そもそもマスターが、親父おやじのつくった借りのせいで代役やらされそうなんだろ。なら、親父捜さがし出して、てめえで落とし前つけさせろよ」

　視線が四代目に集まった。クーラーの回る音がしばらく沈ちん黙もくを埋うめた。

「人捜しなら、我々の十八番ですね」

　少しよう佐さがうなずく。

「でも待てよ」とテツ先せん輩ぱい。「勝まさるさんをマフィアに突き出すってこと？　殺されるぜ？」

　テツ先輩だけは、花はな田だ勝と顔なじみだったのだ。四代目は肩かたをすくめる。

「自じ業ごう自じ得とくだろ」

「あのなあ、マスターの親父おやじさんなんだぜ」

「ミンさんを泣かせるのは絶対いやだ」とヒロさんが硬い口く調ちようで言う。

「マスターが泣くか馬鹿。親父のことなんて屁へとも思ってねえだろ。むしろ迷めい惑わくがって」

「そんなわけないだろ。四代目とちがってちゃんと血も涙なみだもあるんだから」とヒロさん。「それに勝まさるさんは、将来おれと殴なぐり合わなきゃいけない人なんだから！」

　ボウリングの球を後頭部にぶつけられたくらいの衝しよう撃げきだった。ヒロさん、マジなんだ。ミンさんに本気なんだ。信じられない。だって天てん下か御ご免めんのヒモじゃなかったの？　それに、だれもつっこまないってことは、みんな知ってたってこと？

「アホ抜かしてる場合かよ。おまえの依頼だろうが、もっと冷静になれ」と四代目。

「あ、あの、ちょっと──」

　僕ぼくがなんとか口を挟もうとしたとき、今までじっと押し黙だまっていたアリスが突然言った。

「いや。それでいこう」

　みんなが一いつ斉せいにアリスを見た。小さな探たん偵ていは毛布を肩かたまで引き上げ、まず真横の僕を、それから真正面の四代目を、最後に左隣どなりのヒロさんを見やった。

「四代目の案でいこう。花はな田だ勝を捜すんだ」

「……なんで？　話聞いてなかったの、ヒロさんはだめだって」

「だから、わからないかい。ぼくはヒロに頼んでいるんだよ。花田勝の捜索を依頼してくれ、とね」

　アリスの目には、いつか見た、もろく崩くずれそうな夜の星がいっぱいにたまっていた。僕は言葉を見失ってしまう。







　作業分ぶん担たんはあっという間に終わり、みんなは事務所を出ていってしまった。きつく冷房されたサイバールームには僕とアリスだけが取り残される。僕はベッドの前にへたり込んで、閉じた玄げん関かんをぼうっと見つめていた。

「なにを呆ほうけているんだい」

「あー。ええと」

　びっくりすることの連続で、声もうまく出せなかった。ヒロさんが唐とう突とつに剝むき出しにした本気。それからアリスの奇き妙みような逆依頼。僕ひとりだけ鏡の国に迷い込んでしまったような気分だった。まあ、ヒロさんの方は、言われてみればそんな気配もあったような気がしなくもない。いつの間にか『はなまる』でミンさんのパートナーみたいになってるし。でもなあ。

「さっさと仕事にかかりたまえよ。ひとまずドクターペッパーを二十本。ぬるくてもいい」

「二十本……」まさか一気に飲むのか？　七リットルってアリスの全身の血液と同じくらいあるんじゃないのか。

「しばらくは、ベッドから離れる時間も命取りになる。総力戦だからね」

「……総力戦？」

「そうだ。黄小鈴フアンシヤオリンのシステムに侵入する」

　僕ぼくは、はっとしてアリスの背中を覆おおう黒髪かみの闇やみを見つめる。黄小鈴フアンシヤオリン。ミンさんの父親から連れん絡らくを受けてこの事務所に駆かけ込んできた、最初の依頼人。でもその目的も考えも、どこかつかみどころがなかった。

「きみも薄うす々うす気づいていただろう。あの女は、なにか隠かくしている」

「うん……そんな気はしてた」

「花はな田だ勝まさるとの間に、もっとなにかやりとりがあったはずだ。居場所だって知っているかもしれない」

　花田勝の居場所。

　けっきょくそれが、僕らニート探たん偵てい団だんの当面の目標となった。アリスの頼み通りに、ヒロさんが依頼してしまったからだ。

「……なんだったの、あれ」

　そうとしか訊きけなかった。探偵の方から依頼内容を指定するなんて、普通あり得ない。

「ぼくは普通の探偵じゃない。ニート探偵だ」

「それは知ってるけど」

「依頼されれば、三千世界の彼方かなたまでも調べ尽くす全知の眼めだ。けれど依頼がなければ物言わぬ窓に過ぎない」

「それも……知ってる」

「この件は、なにかおかしい。あまりにも多くの言葉が闇やみに埋うもれている。その中心に、花田勝がいる。彼とともになにもかもが葬ほうむられ、土の中で朽くちていくのが、ぼくは怖こわい。でも、依頼がなければ……」

　アリスの、なにかにすがりつくような声は、途と中ちゆうで冷房の風に消えてしまう。

　僕はため息をついて、冷蔵庫とベッド脇わきを何回も往復し、サイドテーブルに大量のドクターペッパーの缶かんをピラミッド状に積み上げた。

　頼まれてもいない相手は、助けられない。

　依頼は、ニート探偵を動かすものでもあり、縛しばりつけるものでもある。探偵は代弁者に留とどまらなければいけない、とアリスは何度も言ってきた。なぜなら言葉というものがあまりにも強く、だれかの心を削けずり、彫ほり、刻み、かたちづくってしまうから。

　それでいて、彼女がその国境を踏み越えてしまい、深く傷つくところも僕は数多く見てきた。僕なんて破れたビニル傘がさほどにも役に立たなかった。

　それでも、僕は言ってしまう。

「前から思ってたけど、なんだか馬鹿みたいだよ。ニートがどうのこうのって。頼まれなきゃ、だれかを助けられもしないなんて。そりゃ、色んなことがこんがらがってる。ミンさんがだまされて婚こん約やくしちゃうのだって、どうすればいいのかわかんない。花はな田だ勝まさるを見つけたところで、なんになるのかだって……でも、でもさ。そんなのほっとけよ。だってミンさんのお父とうさんなんだよ？　ただそれだけの理由で、助けようって思っちゃいけないの？」

　吐はき出してしまった後で、僕ぼくはうつむき、スラックスの太ももを手のひらで何度もこすった。なにかこぼしたわけでもないのに、じっとり湿しめっているような気がした。あるいはそれは僕の、感傷にまみれすぎた言葉のぬめり気かもしれなかった。

　こんなこと言ってどうなるんだ、と僕は思った。アリスの顔を見られなかった。

「……ごめん。勝手なこと言って」

　しゅ、と気体の噴ふき出す音が聞こえた。ドクターペッパーの缶かんを開けた音だ。それから、思いがけず柔やわらかいアリスの声。

「いいんだ。それがきみの仕事なんだよ」

「……え？」

　僕は顔を上げる。アリスの瞳ひとみには、もう星は残っていない。洗いざらしになった夜明けの月の色だけだ。

「ぼくらニートは、あまりにも慣れすぎている。なにをすればわからない状態に。それから、なにをすればいいのか決めつけてしまった状態にもね。ハンドルのない車にだってバックミラーは必要なんだよ」

　それは役立たずとどうちがうんだろう、と思ったけれど、僕は黙だまってうなずいた。

「いつか。いつか──ぼくはこの檻おりから出られるかもしれない。自分で高く築いた城壁を乗り越えて、守るもののなにもない吹きさらしの大地に踏み出せる日が来るのかもしれない。でも、それまでは、きみに──」

　アリスは言葉を吞のみ込んだ。僕も、なにも答えられなかった。

「なんでもない」と、アリスは首を振って、毛布を身体からだに巻きつけ、僕に背を向ける。打だ鍵けん音おんが再び僕らの間に横たわる。

「花田勝を見つけられたとして、どうするの。黄フアン家けに引き渡す以外に、なにか手はあるの？」

　アリスはしばらく答えず、ドクターペッパーを飲み干した。喉のどの鳴る音で、張りつめていた事務所の空気の密度がかすかに変わったような気がした。

「まだ、わからない。あるかもしれない」

　探偵は、そろえた自分の爪つま先さきに目を落として語り出す。

「この事件に関しては、まだまだ情報が少なすぎる。ゆえに、いくつもの腑ふに落ちない点がある。その最たるものは、花田勝の動機だ。なぜ彼は逃げた？　だって、黄小鈴フアンシヤオリンの話を信じるならば、花田勝の殺しは過失だろう」

「む……」

　それは、たしかにそうだ。

　護衛中に襲おそってきた男を撃うとうとして、その男をかばって飛び出してきた黄香玉フアンシヤンユーごと殺してしまった。その証言が正しければ、花はな田だ勝まさるの罪はそこまで重くない。二人の死体を担かついで逃げるというのはなにかおかしい。そんなことをするから、かえって疑われて追い回され、おまけに娘むすめであるミンさんにまで迷めい惑わくが及んでいるんじゃないか。なぜ逃げたんだ。

「マフィアは過失だろうと容よう赦しやしないから、逃げるしかなかった──とか」

「かもしれないが、推測の域を出ない。とにかく、真実は花田勝とともにある。見つけ出さなくちゃいけない。いいかい？　目的はけっきょくのところマスターの婚こん約やくの妨ぼう害がいだ。事件の解決は必要ないんだ。黄フアン家けの言いなりになる理由などないということを、マスターに納なつ得とくさせるだけでいいのだよ」

　僕ぼくは肩かたを落としてベッドの手前の床ゆかに腰こしを下ろした。なるほど。たしかに、その通りだ。それならば、まずなによりも真実を知ること。その後のことは、知ってから考えるしかない。

「だから、花田勝を見つけた後がほんとうの戦いだ。だれが敵てきかも今はわからない。当の花田勝にしたって、ぼくらに協力的とは限らないのだしね」

　僕は深くうなずく。

　そうか、花田親娘おやこが再会するかもしれないんだな、とふと思う。ミンさんは逢あいたがるだろうか。そんなわけないか。意地っ張りだもんな、あの人は。でも、花田勝は娘むすめに約束しているのだ。四月に、こっそり『はなまる』にやってきたときのことだ。僕もそのメッセージを見た。次来たときはアイスも食わせろ。彼はそう書き残したのだ。

　ようやく、ましな未来をひとつ思い浮かべることができて、僕の唇くちびるはわずかにほころんだ。アイスだけじゃないだろう。ぐっと美お味いしくなったラーメンだって食べさせたいはずだ。あるいは、一いつ緒しよにラーメンをつくってくれる心強いパートナーができたことも報告するかもしれない。いや、さすがにこの想像は先走りしすぎか。でも、そうすると──

「なんだい、急ににやにやして」

　アリスの声に、僕は驚いて口を手でふさぐ。

「ええと。花田勝から色々聞き出すのは、ヒロさんの仕事かもしれないな、って思っただけ」

「む？　どうしてだい」

「え？　いや、だって。ほら、さっきヒロさんも言ってただろ。ミンさんのお父とうさんとは将来殴なぐり合わなきゃいけないってさ」

「そういえばそんなことを言っていたね。あれはなんだい？　ヒロは花田勝になにか恨うらみでもあるのかい」

　僕は啞あ然ぜんとしてアリスを見つめ返した。そうか、こいつ、その手のことには疎うといんだっけ。

「え、ええと。だからね。あれだよ。『お父さん、娘さんをください！』とか『てめえみたいなのに娘をやれるか！』とかってやつ」

　まあ、ヒロさんも本気では言ってないのだろうけれど。

　アリスはしばらくぽかんと口を半開きにしていた。それからあきれたように息をつく。

「ばかばかしい。娘むすめは父親の所有物じゃないぞ。だいいちヒロがマスターを、その、どうこう想おもっていても、結けつ婚こんなぞ考えているものか。生せい来らいの根無し草だよあの男は」

「でも、ほら、今バイトしてるじゃん。前からこっそりラーメンづくり勉強してたみたいなんだよね。それって、ミンさんと二人でやってくつもりなのかなって」

　アリスは目を白黒させる。

「……ヒロが？　うむむ……まさか……いや、でも……」

　アリスの幼い顔に、言葉にできない様々な表情が踊おどった。

「あのさ、アリスはヒロさんが、そのう、本気でミンさんを……っていうの、知らなかったわけ？」

「ん？　な、なにを。もちろん知っていたぞ。態度でわかるだろう」

　アリスはなぜだかちょっとあわてた声で答えた。それくらいは知ってたのか。僕ぼくなんかよりもずっと昔からヒロさんのこと知ってるんだもんな。テツ先せん輩ぱいも少しよう佐さも、四代目さえも、全然驚いてなかったし。みんな意外でもなんでもなかったってわけか。そういえば、と思い出す。いつだったかミンさんがやくざに襲おそわれて怪け我がしたときに、ヒロさんだいぶ度を失っていたっけ。そういうサインはこれまでにもいくつもあったのかもしれない。

「なら、二人とも、もうちょっとどうにかならなかったのかな」

「どうにか、とは、なんだい」

「だって、けっこうつきあい長いんだろ。好きなら好きってはっきり言っちゃえばよかったのに。なんかちょっと情けないと思わない？」

「ん、む、む？」

「想われてる方も、気づかないもんなのかなあ。ずっと一いつ緒しよにいるようなもんなのにさ」

「むむむむむ」

「だってパートナーなんだよ。仕事のことだけじゃなくて、色んな面で支え合ってるはずなのにさ、相あい棒ぼうの気持ちに全然気づかないってちょっとひどくない？　まあ、あの人も鋭いとこは鋭いけど、そういう男女の間のことには鈍にぶそうだよね。ってアリスどうしたの？　顔赤いよ」

　ドクターペッパーの空あき缶かんを握にぎり潰つぶそうと指をわななかせているのだが、もちろん非ひ力りきなので缶はへこみすらしない。と、アリスはいきなり握った缶を投げつけてきた。

「き、きみに言う資格などあるものかッ」

　なんだよいったい？　僕は頭を抱かかえて冷蔵庫の陰まで避ひ難なんした。

「孔く雀じやくのオスメスの区別だってつかないくせに、きみみたいな鈍どん亀がめが男だの女だのをしたり顔で語るなんて赦ゆるしがたいよ！」

「わ、わるかったよ、そりゃ僕が言えたことじゃないんだけど、そこまで怒ることはないだろ。アリスには関係ないじゃんか」

「関係ないだとッ」

　ないよね？

「うううう、も、もういいっ」

　アリスはモニタの並ぶ壁の方を向いてしまう。積み上げられたぬいぐるみがぼてぼてと崩くずれ落ちる。

「とにかくぼくはこれからウェブの海で半日は消しよう耗もう戦せんだ。気が散るからさっさと出ていってくれたまえ！」

「そんなに根こん詰めなきゃいけないの？」

「敵は黄小鈴フアンシヤオリン、ゾディアック・グループのセキュリティ開発者だよ」

　アリスの声は昂たかぶっている。目もぎらついて危険な生気があふれている。はじめて見る表情だった。彼女が振り向いた先、モニタのひとつには、ゾディアックのポータルサイトが表示されている。黄道十二宮ゾデイアツクという社名の通り、サイトロゴは月替わりの星座をあしらったもので、今は天てん秤びん座だ。もう僕ぼくにとっても見慣れたページ。検けん索さくサイトとしての使用頻ひん度どは、今やグーグルやヤフーといった大手に肉にく薄はくしつつあるという。

　そう、これまでアリスはネット上でほぼ無む敵てきだったのだ。それがこの事件でようやく、対等に戦える相手に巡めぐり逢あったわけだ。なにか隠かくしているとしたら、厄やつ介かいな相手だろう。

　それにしても、と僕は思う。小鈴シヤオリンさんがもし花はな田だ勝まさるの居場所を知っているとして、それを隠す理由はなんだろう。教えてくれれば、ずっと話は簡単になるし、僕らだって花田勝の力になれるのに。そう考えると、やっぱり小鈴シヤオリンさんはなにも知らないんじゃないのかな、という気もしてくる。

「いいから、考え事は後回しにして、きみの仕事をしたまえ」とアリスがぶっきらぼうに言った。「それと、いいかい、何度でも言うが、きみが接せつ触しよくしていいのは黄小鈴フアンシヤオリンまでだよ。相手はチャイナマフィアなんだ、目をつけられたらなにをされるかわかったものじゃない。とくに黄紅雷フアンホンレイは危険な男だからぜったいに近づかないように」

「うん。わかってるよ」

　僕は息をつき、足音を忍しのばせてそっと事務所を出た。秋口の夜とはいえ、冷房の効きすぎた事務所内との寒暖差で、僕の肌はだはぬるい安あん堵ど感かんに包まれる。駅前のビル群のきらびやかな明かりが見える。もうだいぶ遅い時間だ。







　勝手口まで下りると、ちょうど戸が開いてミンさんがビールケースを持って出てくるところだった。店内からは、酔よっぱらい客と、それを軽くあしらうヒロさんの声が聞こえてくる。僕は会え釈しやくしてそのまま自転車のところに向かおうとした。ミンさんには探たん偵てい団だんが動いていることは知られないようにしようと、さっきのミーティングで決めたのだ。知られたらぜったいに、マフィアに関わるなんてなに考えてるんだガキども、と激げき怒どするにきまっているからだ。

　ところが、ビールケースを塀へい際ぎわに下ろしたミンさんは、僕ぼくを呼び止めた。

「なに企たくらんでんだ、おまえら」

　僕は自転車のハンドルをつかんだまま固まる。まずい。

「なーに逃げようとしてんだ？　わたしの質問に答えたくないのか」

　サドルにまたがろうとしたらベルトの後をつかまれてしまった。

「え、ええと？　べつになにも」

　我ながらしらばっくれるのが下へ手たすぎる。ミンさんは僕を勝手口まで引きずっていくと、襟えり首くびをつかんだ。

「無職どもだけじゃなくて壮そうまで集まっといて、なんにもないわけないだろう。黄フアン家けがらみか？　おまえらほんとに学ばないんだな。いいか香港ホンコンマフィアだぞ？　手足も舌したも平気でちょん切る連中なんだぞ」

「ええと、あのう」

　僕は至近距離からにらまれながら、必死に考えを巡めぐらせた。どうせばれる。なら、八割か九割の真実を言ってしまおう。ほんとうに致命的な部分だけ隠かくせばいい。

　でもその前に、確認作業だ。

「……ヒロさんからなにか聞いてます？　その、一応、依頼者がヒロさんなので、僕には守秘義務ってのがあるんですよ」

　ミンさんは、細く開いた勝手口の戸から、ちらと厨ちゆう房ぼうを振り返った。黒い腰こしエプロンをしめたヒロさんは、常連客とカウンターを挟はさんでビールを飲んでいる。僕に気づいていないのか、あるいは知らないふりをしているのか。

「あいつはなにも吐はかなかったぞ」

「あー、そうですか。そうですよね」

　ヒロさん、そこまで迂う闊かつじゃないよね。

「結けつ婚こんしてくれとか言ってたけどな」

「ええええッ？」

「ずっと一いつ緒しよにラーメン屋やりたいですとか。わたしを口く説どくの手伝わせようと思ってアリスとか壮にまで頼んだとか。てきとうなこと並べてごまかしやがって」

　ヒロさん……本気にされてないよ！　最初から最後までほんとのことしか言ってないのに、全然信じてもらえてないよ。当然といえば当然か。でも、プロポーズまでしておいて完全スルーされたなんて、憐あわれすぎる。これまでさんざん女心を弄もてあそんできたことへの報むくいだろうか。

　しかし、それならそれで、こっちにもごまかしようがある。僕は深呼吸して落ち着きをなんとか取り戻し、また口を開いた。

「実はそれ、だいたいほんとなんですよ」

「んん？」とミンさんは眉まゆを寄せる。

「ミンさん、婚こん約やく披ひ露ろうの代役やるんですよね。それで、あの紅雷ホンレイって人が、強引に外堀埋うめてほんとに結けつ婚こんまでもってっちゃうんじゃないかってみんなで心配してたんです」

「馬鹿かおまえ。そんな──」と言いかけて、ミンさんは口ごもった。

　それから僕ぼくは、ひどく珍めずらしいものを見た。ミンさんがちょっと視線をそらして、唇くちびるをすぼめたのだ。照れてる？

「心当たり、あるんでしょ」と言ってみる。

「いや……でも、ガキの頃の話だぞ。紅雷ホンレイもわたしもまだ中学生とかそれくらいの」

「ほら、やっぱり」

「なにがやっぱりだ馬鹿」

　デコピンかまされた。暗くてよくわからないけれど、ミンさんの顔が火ほ照てっているように見えた。

「わたしの結婚どうのこうのが、おまえらになんの関係があるんだよ」

「だからそのう、みんなミンさんには世話になってるし、変な男とくっついて不幸になってほしくないから、色々調べてるんです。ほら、他ほかに女がいたりしないか、とか、ＤＶしないかどうかとか」

「ほんとにあきれた」

　ミンさんは僕の胸をどんと突き飛ばして、勝手口に向き直った。

「あのなあ。マフィアだぞ。おまけに人が死んでて、親父おやじが逃げてるんだ。おまえらがくだらないこと嗅かぎ回って、紅雷ホンレイたちに睨にらまれたらどうすんだよ。余計なことすんな」

　その語調は、猫ねこを叱しかりつける飼かい主みたいだったので、僕は戸が閉まるとほっとした。たぶん、ごまかせたんだろう。

　店の前を通るとき、ちょうど店外の客席にラーメンを運びに出てきたヒロさんと視線が合った。苦笑して手を振るヒロさんに小さく手を挙げて応こたえると、僕はペダルを強く踏み込んだ。冷えきった風が首くび筋すじをひりひりと引っ搔かく。
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　そのまま帰るわけではなかった。僕にもミーティングで一つだけちゃんとした仕事が割り振られたのだ。小鈴シヤオリンさんから、事件の情報をもっと引き出すことだ。だから、明めい治じ通どおりを北上して新しん宿じゆくに向かった。

　摩ま天てん楼ろうに背を向け、御ぎよ苑えんのざわつく暗くら闇やみを右手に見ながら三分ほど自転車を走らせたあたりで、車通りの少ない交差点に七階建てのビルが見える。四階から上の窓の照明がみんな灯ともっていて、一いつ瞬しゆんＵＦＯが浮かんでいるように見えて不ぶ気き味みだった。ＺＯＤＩＡＣの社名ロゴがガラスにプリントされているのも見える。

　ビルの前に駐ちゆう輪りんすると、携けい帯たい電話を取り出す。さて、こんな非常識な時間に、逢あってくれるだろうか。

『なんであなたが番号知ってるわけっ？』

　受話器から小鈴シヤオリンさんの声が耳に刺ささる。

「はあ。その、これくらい軽々調べられるってことを手っ取り早く知ってもらった方が色々と話が早いだろうって、いや、僕ぼくじゃなくてうちの探たん偵ていがですね」

　僕は思わずビルを見上げて窓に人影を捜さがしてしまう。なんだか見下ろされて怒られているような気分になったからだ。そもそも社屋まで来てるってことをまだ話してない。

『あなたねえ、黄フアン家けのこと聞いてなかったの？　高校生が首つっこんでいいことじゃないの』

　つっこみが僕の仕事なんですよ、と危うく言いそうになった。そういう冗じよう談だんで笑ってくれる人ではないのはもう知っている。

「黄フアン家けに迷めい惑わくかけたり邪じや魔ましたりするわけじゃないですよ。まずそれをわかってください」

　受話器から、ふうっと荒い息を吐はく音が聞こえてきた。

「ええと、それで、夜遅くにすみませんけど、実は今そちらの会社の前まで来てるんですよ。お願いしたいことがあるので、お時間いただけませんか」

　話しながら、損な役回りだなあと痛感する。本来、小鈴シヤオリンさんの相手はヒロさんが適任なのだろうけれど、ミンさんに勘かんづかれないように真ま面じ目めに店員を続けてもらわなきゃいけないので、僕にお鉢はちが回ってきたわけだ。

『なんの用。だいいちあの娘こ、依頼は断ったじゃない』

「ほんとうはミンさんのお父とうさんの居場所、知ってるんですよね？」

『聞いてないって言ってるでしょう』

　即答だった。みんながみんな、僕みたいに演技下べ手たなわけではない。どうしようかな、もう少しかまかけてみるか。ええと……

「あのですね、うちの探偵は見ての通りクラッカーなんですよ。小鈴シヤオリンさんのモバイルに録音されてた花はな田だ勝まさるさんとの通話、クラックできちゃったんですよね」

　言ってしまってから後こう悔かいした。そんなのわざわざ録音しているわけないだろう。あまりにも見え見えのはったりだった。

　ところが驚いたことに、小鈴シヤオリンさんは二秒ほど言葉に詰まった。明らかにたじろいだ間まだとわかった。

『そんなの録音しているわけないでしょ、つまんないでたらめ言わないで』

　実は、ほんとうに録音してたのか？　それならアリスがクラックできれば手がかりになる。いや、今のやりとりで消されてしまうかもしれないな。こうしている今もアリスがセキュリティに穴を開けようとがんばっているわけだし、とにかく畳たたみかけよう、と僕ぼくは意気込んで口を開いた。

「とにかく情報交換しませんか。花はな田だ勝まさるさんについてなら、僕の方も、小鈴シヤオリンさんが知らないことをいくつか知ってます。今年の四月に、あの人が『はなまる』にこっそりやってきたときに、いくらか話したんですよね」

　これはもう完全にはったりだった。でも、花田勝が春に何度か姿を見せたのはほんとうで、それは小鈴シヤオリンさんも知っている。噓うそをくるむ、八十パーセントの事実。

　そのとき、見上げた六階の窓の一つに人影が見えた。逆光なので顔も服装もわからない。でも、体格からして女性で、電話を耳にあてているらしいとわかる。僕を見下ろす視線も感じ取れた気がした。

　受話器から漏もれる吐と息いき。そして、ずっと細く低くなった声。

『電話で済ませて。どうせ、答えられることなんてほとんどないんだから。わたしはなんにも知らないも同然なんだし』

　食いついた。こうして僕は詐さ欺ぎ師しの手て管くだを独学で身につけていくんだなあ、と感かん慨がいにふけりそうになる。太ももに拳こぶしを打ちつけ、携帯を左手に持ち替えた。

『でもその前に、あなたたちの目的を話して。なにしようとしてるの？　ほんとうに黄フアン家けの邪じや魔まにはならないわけ』

　僕は唾つばを飲み込む。さあ、ここだ。ここがいちばん難しい。アリスもミーティングでこう言っていた。黄小鈴フアンシヤオリンにどの程度の情報を明かすかはきみの詐欺師本能に任せる、と。

「小鈴シヤオリンさんの目的をまず知りたいですね」

　慎しん重ちように語気を抑おさえて言う。こういうとき表情を読めないのは不便だな、と思う。それはお互いに同条件か。

「僕もアリスも、小鈴シヤオリンさんの意図をはかりかねてるんです。つまり、マフィアに追い回されてるはずの花はな田だ勝まさるを心配してるそぶりが全然ないからです。こないだ依頼にきたときも、勝さんを助けてくれとは一言もいいませんでしたよね。実際のところ、どうなんですか。勝さんには捕まってほしくないんですよね？」

　次は小鈴シヤオリンさんが考え込む番だった。こういう腹の探り合いは神経が磨すり減る。たとえばこの人が花田勝の居場所を知っているとして、僕らに隠かくす理由はいくつか考えつく。いちばんあり得るのは、単純に僕らが信用できないからだ。僕らに教えたら、なにかの間違いでマフィア側に漏れるかもしれないし。でも、それならそもそもどうして探たん偵てい事務所に来たんだ？

『……勝さんは、どうせ捕つかまるわけないもの。あの人、どれだけの修しゆ羅ら場ばを抜けてきたと思ってるの？　日に本ほんにいる黄道盟フアンタオメンを総動員したってたぶん無む駄だ』

　そのときの小鈴シヤオリンさんの声は、奇き妙みような響ひびきをしていた。不安げに揺らいでいるのに、強い確信を孕はらんでいたのだ。矛む盾じゆんしている。

『勝まさるさんの心配なんて必要ない。わたしはただ、勝さんの望んでる通りにしたいだけなの。明麗ミンリーが不幸にならないように、って』

　探たん偵てい事務所で話したことの、繰くり返し。

　僕ぼくは目を閉じる。この人は、ぜったいになにか噓うそをついている。でも、ミンさんを案じていること、そして花はな田だ勝の意思を大切にしたいという想おもい、そのふたつは、ほんとうである気がする。

　信じてみよう。そうしなければ始まらない。

「わかりました」と僕は言った。「じゃあ、こっちの目的を話します」

　僕はまぶたを開いて暗くら闇やみをまさぐり、一呼吸おいて、話の糸口を思案する。

「お兄にいさん──紅雷ホンレイさんが、ミンさんを、殺された婚こん約やく者しや──香玉シヤンユーさんでしたっけ、その人の代役に仕立てようとしてます。それは聞いてますか」

『ええ。紅雷ホンレイから聞いた』

「紅雷ホンレイさん、昔からミンさんに気があったっていうのはほんとうですか？　その、つまり」

『なし崩くずしでほんとうに結けつ婚こんしようとしてるってことでしょう？　わたしもそうじゃないかと思う』

　実妹の小鈴シヤオリンさんも、そう考えるのか。じゃあほぼこの疑ぎ惑わくはあたってると見ていいのか。

「あのう、そんな話ほんとに通るんですか？　だって、たしか本家と分家の政せい略りやく結婚みたいな話だったんですよね。そんな重要な縁えん談だんに、こんな土ど壇たん場ばで立てた代役なんて」

『文麗ウエンリーさん──明麗ミンリーのお母かあさんは、龍頭ロントウがいちばん可愛かわいがってたらしいの。勝さんとの結婚話が持ち上がったときに、勝さんにヒットマンを何人も差し向けたって聞いてる』

　僕のあごが落ちる。親馬鹿とかそういう次元じゃねえぞ。

『勝さんはそれを全員返り討うちにしちゃって、ようやく龍頭ロントウも許したらしいんだけど。明麗ミンリーが生まれてからも、しつこく香港ホンコン本家で引き取りたいって言ってきてたし。……たぶん、龍頭ロントウは大喜びで認めちゃうと思う』

　ため息が出てきた。あの紅雷ホンレイって男、そのへんも計算に入れてるんだろうな。

「ミンさんは、お兄さんと結婚なんてしたら幸せになれないですよね」

『それは……わからない。明麗ミンリーが決めることだろうし』

「いや、ミンさんだって──」

　そこで僕ははっと思い出す。

　ラーメン屋を出る前に、ミンさんと少し喋しやべった。紅雷ホンレイがほんとに結婚まで持ち込むつもりかもしれないという話もした。

　ミンさん、紅雷ホンレイとの結婚がいやだとは一言もいわなかった気がする。

『勝さんに、そのことも頼まれたの。明麗ミンリーが、ちゃんとまともな男を見つけて幸せになれそうかどうか確かめてくれって』

「はあ……」

　それで小鈴シヤオリンさん、とくにヒロさんをしつこく質問責めにしていたのか。おい花はな田だ勝まさる、あんた人殺しして逃げてる最中に、いったいなんの心配してやがるんだよ、と思ってしまう。それが親心ってものなんだろうか。そりゃあ、ひょっとするともう二度と逢あえなくなるかもしれないわけだけれど。

　ミンさんの幸せ。

　それは──ミンさんが決めることだ。客観的に見ると、ヒロさんはだいぶ分ぶが悪いけど。なにせ、かたや幼なじみでベンチャー社長でミンさん一筋（たぶん）、かたやニートで三桁けたの女を泣かせてきたヒモだ。

　僕ぼくは自分の太ももを何回も殴なぐりつけた。目を覚ませ。なに馬鹿なこと考えてるんだ。依頼人はヒロさんなんだ。紅雷ホンレイがミンさんを幸せにできるかどうかなんて考えなくていい。ヒロさんの方が浮気とかでミンさんを不幸にする確率高いんじゃないの？　なんてことも考えなくていい。とにかく小鈴シヤオリンさんを信用させて喋しやべらせて協力させることだ。

　ぐっと唾つばを飲み下くだし、僕は言った。

「僕らは花田勝さんを捜さがしてます」

　言ってしまった。もう後戻りできない。

「親のつくった負い目のせいでむりやり婚こん約やくなんて、やっぱりおかしいと思うんです。ミンさんにだって今の生活があるのに。だから勝さんを連れ戻して、自分で始末つけてもらおうと思っています」

　そこで言葉を区切り、しばらく待った。小鈴シヤオリンさんはなにも言わない。

「つまり、当面は黄道盟フアンタオメンと利害が一致してます。邪じや魔まにはなりません。ただ──」

　息継つぎして、言葉を続ける。

「僕らの目的は、けっきょく小鈴シヤオリンさんと一いつ緒しよです。ミンさんを哀かなしませるようなことは、絶対にしたくないんです」

　そこまで言って僕は再び黙だまった。

　新しん宿じゆく通どおりを西へ東へと流れる車やバイクの排はい気き音おんが、冷え冷えとした夜気にのって僕のうなじを通り抜けていく。ふと気づくと、もうビルの窓のどこにも人影はない。七階と四階の明かりは消えている。

　けっきょくほとんど真実を喋しやべることになったな、と僕は思った。

　やがて、小鈴シヤオリンさんの囁ささやきが聞こえる。

『あなたたちみたいな子供が、捜さがして見つかるわけないでしょう。ひょっとしたらもう日に本ほんを出てるかもしれないのに』

「小鈴シヤオリンさんが、現場の様子とか、逃げるのに使った車のこととかを教えてくれれば」

『馬鹿言わないで。そんなの、部外者に教えたら紅雷ホンレイに殺される』

　通話はそこで切れた。







　排気ガスを浴びながら明めい治じ通どおりを下るのもうんざりだったので、帰り道は外がい苑えん西通りをのろのろと走った。考えまいとしても、ヒロさんならもっとうまく頼んだのかな、と思ってしまう。でも小鈴シヤオリンさんが言っていたのもその通りだ。マフィアが内々で始末をつけようとしている殺人事件なのだ。情報を外に漏もらしたりしたら、あの黄紅雷フアンホンレイは実の妹にも容よう赦しやしないだろう。馬鹿な頼み事だった。

　国立競技場の巨大なシルエットが左手に見えてきたあたりで、携けい帯たいが鳴ったので歩道の脇わきに自転車を停めた。非通知だ。だれだろう？

「……もしもし？」

『……探たん偵ていのところの高校生か』

　錆さびたおろし金みたいな声。花はな田だ勝まさるだ、とすぐにわかった。なんで僕ぼくの携帯に？

「あ、あんたなんで──い、今どこに」

　自転車の倒れる音が僕の言葉をぶった切る。うろたえてる場合じゃない、落ち着け。震ふるえる指で通話録音をＯＮにする。

『いいか、紅雷ホンレイとの接せつ触しよくは雛ひな村むら壮そう一いち郎ろうにやらせろ。あいつは目立ちすぎるからほんとうは関わるべきじゃなかったが』

「な──なんで四代目のこと知ってッ」

『「はなまる」は黄道盟フアンタオメンに張られてる。今日きよう、探たん偵てい事務所に雛村たちが出入りしたのも見られてる。ちっとは気を遣つかえガキども』

　なぜ。なぜそこまで知っている？　今さっき小鈴シヤオリンさんと連れん絡らくをとったのか？

『見られたのはもうしょうがない。雛村を紅雷ホンレイに逢あわせろ。俺おれの捜そう索さくに全面協力すると言え。話せるところはみんな正直に話せ。それでしばらくは変に勘かんぐられずに済む』

「あんた、なにしようとしてんだッ」

　電話は唐とう突とつに切れた。しばらく耳鳴りみたいなものが続いていた。携帯を耳から離しても、無む理り矢や理り深呼吸しても、その音は消えなかった。見下ろし、自転車のタイヤが空回りしているのだと気づく。スポークを踏みつけてその音を止め、僕はアリスの番号を呼び出した。

「い、今、花田勝から電話があったんだ、僕の携帯に！」

　探偵は息を吞のみ、すぐに通話を切った。花田勝はアリスのことも知っているから、ＧＰＳ情報をつかまれるような下へ手たは打たないだろうけれど、万が一ということがある。

　僕は自転車を引っぱり起こし、ゆっくりペダルを踏み込みながら、頭の中でぐるぐる回っている疑問の尻尾しつぽをつかまえようとした。どうしようもないくらい混乱していた。花田勝はなにがしたいんだ。なんで僕らにアドバイスする？　自分を見つけてほしいのか？　まさか。それならさっさと出てくればいいんだ。

　そう、たしか花はな田だ勝まさるは、最初にミンさんと電話で話したときに言っていた。一週間待て、と。なにをやっているんだ？　高飛び資金でもかき集めているのか？　ニート探たん偵てい団だんをチャイナマフィアへの目くらましにでも使おうって肚はらなのか。ふざけんなよ、と僕ぼくは思った。なに考えてるか知らないけど、あんたがこそこそ隠かくれてるから話がこじれるんじゃないか。さっさと出てくればみんな片付いて、ミンさんだって困らなくて済むのに。

　ふと、想像してしまう。

　花田勝が逃げ回っている理由は、殺しが過失ではないから──じゃないのか？

　根こん拠きよのない、ただの予感だった。でも、そうだとしたら、僕らがやっていることは、最悪に最悪を塗り重ねているだけだ。ミンさんをさらに泥どろ沼ぬまに突き落としてしまうことにもなりかねない。

　思いっきりペダルを踏み込み、自転車を加速させた。耳を切る冷たい夜風の中でも、その悪お寒かんはいっこうに消えなかった。
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　二日後の放課後──

　その日、僕は『はなまる』のある駅東口ではなく、西口に向かった。

　オフィスビルと飲食店だらけの雑居ビルとが混在する人通りの多い坂道は、日が短くなってきたせいか、すでに客引きの姿がちらほらと見られた。苦労して避さけながら自転車でのぼっていき、東とう急きゆう百貨店の威い容ようがちらと見えたあたりで左折する。

　目的地の小さなビルは、一階が小ぎれいな輸入雑貨店なので、店頭があふれんばかりの白やピンクの造花で飾り立てられ、遠くからもすぐ見てそれとわかる。そこの三階が、平ひら坂さか組の事務所だ。

「兄あに貴き、おつかれさんス！」

「おつかれさんス！」

　僕が鉄てつ扉ぴを開いて事務所に入っていくと、中でくだを巻いていたいかつい男たちが一いつ斉せいに立ち上がり礼をしてくる。そろそろ木こ枯がらしの気配も漂ただよってこようかという季節に、全員そろって半袖そでの真っ黒なＴシャツ。

　平坂組は、この街のこわもて不良が集つどった少年やくざだ。組長である四代目をはじめとして、主要メンバーはそろそろ少年と呼ぶのもしんどい年ねん齢れいになってきたけれど。まだ十六歳さいの僕は、気持ち悪いことに、なぜかここの組員から兄貴と呼ばれている。最近はもう、慣れたというよりあきらめた。

「あれ、四代目は？」と僕は事務所を見回す。向かい合わせのソファにガラステーブル、正面奥に無ぶ骨こつなデスク、額がく縁ぶちに入った書、と見事なまでの組事務所なのだけれど、肝かん心じんの組長がいないのだ。奥の書庫だろうか。

「壮そうさんは今、車とりにいってます」

　そう教えてくれたのは、二メートルはあろうかという巨漢の黒Ｔシャツだ。通称、電でん柱ちゆう。

「今日きようはお二人でどこにカチ込みに？」

「いやいや。喧けん嘩かしにいくわけじゃないです」

　行き先が香港ホンコンマフィアの若わか頭がしらの家だと知ったら、こいつらは盛大に勘かん違ちがいして盛り上がるにきまっているので、それ以上は黙だまっている。

　一昨日おとといの夜の、花はな田だ勝まさるとの通話。こちらから黄紅雷フアンホンレイに調査協力を願い出るというのは、リスキーではあるけれど、たしかに妙みよう案あんだ──とアリスは言った。そして、四代目から小鈴シヤオリンさんに電話させ、あっという間に話をまとめてしまったのだ。僕ぼくがもやもやしている間に。

　僕は花田勝への疑念を捨てきれなかった。なんの目的で僕らを誘導する？　逃げるための煙幕に使おうとしているのか？

　それが気になって、けっきょく僕も黄紅雷フアンホンレイのところについていくことにしたのだ。もちろんアリスには内ない緒しよ。アポは四時半。もうすぐだ。緊きん張ちようと相まって息苦しさを感じていた。

　と、そのとき、テーブルの上にのっている一冊の本が目に入る。『一夜漬づけ！　結けつ婚こん式しきのマナー』とかいう不安を誘さそうタイトルだ。

「……なんですか、これ」

　訊たずねてしまったのが運の尽き。電柱が得とく意い満まん面めんの笑みで答えた。

「式のスピーチをどうするか、みんなで考えてたんスよ」

「え、ええと、結けつ婚こん式しき？　だれの？」

「だれって、マスターとヒロ叔お父じ貴きのでしょう、聞きましたよ。来月の三日ですよね」

　どこでどうねじ曲がったらそんな話になるんだよ。

「よし、おまえちょっとできたやつ読め。兄あに貴きに聞いてもらえ」

「押オ忍ス。男磨みがかせてもらいァす！」と、黒Ｔシャツの一人が折りたたんだ紙を開いた。

「えー、ミンさんヒロさんご結婚おめでとうございます。結婚には、三つの『袋ふくろ』が必要だと言われています。まず、胃袋」「胃袋は結婚してなくても必要だよ！」「次に、全部黒」「全部黒なのはあんたらのＴシャツでしょうが！」「最後にユニクロ」「宣伝かよ！」

「三つの『坂』ってのもなかったか」とか言い出すので、僕はもうつっこむのをやめようと心に決める。きりがない。

「三つの坂？　なんだっけ」と電柱が言う。

「まず平ひら坂さかだな」「俺おれたちだな！」「次はなんだ」「赤あか坂さか？」「式場いっぱいあるもんな！」「じゃあ最後は」「男坂？」

「男坂はだめぜったい！」思わずつっこんでしまった。打ち切りとかそういうの結婚式では禁句です。っていうか、そもそも結けつ婚こん式しきなんてやらないよ！

「なに騒さわいでんだ、おまえら」

　救い主の声が、鉄てつ扉ぴの開く音と同時に事務所に入ってきた。

「壮そうさん、おつかれさんス！」

「おつかれさんス！」

　振り向くと、ダークブルーのスーツでびしっと決めた四代目が、ソファを迂う回かいしてやってくるのが見えた。真っ白に脱色した髪かみのせいで視線の凶きよう暴ぼうさは三割増。僕ぼくは首をすくめるように会え釈しやくする。遊びにいくんじゃないんだから、緊きん張ちよう感かんを取り戻さなければ。

「アホどもの相手してる場合か。とっとと行くぞ」

　ビルの前の細い路地にはメルセデス・ベンツＣＬのぎらつく巨体が横たわっていた。

「な……ど、どうしたんですかこれ」

　四代目は高い外国車から安い国産車まで何台か持っているのだけれど、ベンツははじめて見た。この街にも四代目にも致ち命めい的に似合っていない。寿す司しネタにフォワグラみたいな気持ち悪さだ。

「こういう気に食わねえ用事のときにだけ使うことにしてんだよ」と、四代目は僕の背中を助手席に押し込み、運転席に自分の身体からだをねじ込む。気に食わない用事というのはつまり、こっちもなめられないように極ごく道どうぶらなきゃいけない用事ということなのかな。

「……助手席におまえが乗ってると、ポルシェだろうがロールスだろうがなめられそうだな」

　僕もそう思います。ごめんなさい。

　四代目がクラッチをあげると、車体はぐんと沈み込んで、あっという間に表通りに飛び出していた。
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　黄フアン家けの別べつ邸ていは、下しも落おち合あいの静かな住宅地の一角にあった。平べったい煉れん瓦がの板を何百万枚も積み重ねて造ったような、不思議な外装の大だい邸てい宅たくで、ちょうど坂の途と中ちゆうに建っていることもあって何階建てなのかもよくわからなかった。小鈴シヤオリンさんと黄紅雷フアンホンレイが兄妹二人で住んでいる家ということだったけれど、一いち族ぞく郎ろう党とうまとめて暮らしていてもおかしくない大きさだ。

「ほんとにおまえも同席すンのか」

　門の前で四代目が言った。

「アリスに黙だまってついてきてンだろう。あいつはおまえがチャイマフィの本ほん拠きよに乗り込むなんて知ったら、またぴいぴい泣きわめくにきまってる」

「ええ、まあ……そうなんですけど」

　とくに黄紅雷フアンホンレイには近づくな、とストレートに釘くぎを刺さされているのだ。

「僕ぼくとしても、マフィアの次期ボスなんかに顔を憶おぼえられるのは怖こわいからいやですよ。でも、僕は見ての通りの高校生だし、相手も四代目の付き添いの荷物持ちくらいにしか思わないだろうし、そんなに危険なことはないかなあと」

「なんなんだよ。びびってるのか無む謀ぼうなのか、はっきりしねえやつだな」

「不安なのは、花はな田だ勝まさるに対してです。なんか気に食わないんですよ。なに考えてるのかわからないし。こうやって黄紅雷フアンホンレイとナシつけようってのも、けっきょく花田勝の思うつぼなわけでしょう。でも、その意図はよくわかんない。四代目は気にならないんですか」

「気にしねえな。だれの案だろうと、筋が通ってりゃそれでいいだろう。実際、こうでもしなきゃ手詰まりだったんだ。アリスだって、あの女の電話クラックできなかったんだろ」

「そうなんですけどね……」

　とにかく、もやもやするのだ。だから実際に黄紅雷フアンホンレイと顔を突き合わせてみれば、花田勝の画かく策さくしていることのヒントでもつかめるのじゃないかと思って、ついてきてしまった。

　つまりこのときの僕は、花田勝ばかり気にしていて、黄紅雷フアンホンレイのことをすっかりなめていたわけだ。

　四代目は僕を横目でにらんで、ふんと鼻を鳴らし、インタフォンを押す。どこか見えない数カ所に設置された防犯カメラが僕ら二人の全身をなめ回すのが感じ取れた気がした。

　驚いたことに、黄紅雷フアンホンレイ本人が玄げん関かんを開けて出てきた。かっちりとオールバックになでつけた鋼はがね色いろの髪かみ、白スーツの襟えり元もとからのぞく深いワインレッドのシャツは三つ目までボタンをはずして胸元をさらしてある。ここまで白が似合う男をリアルで見るのは生しよう涯がい二人目だった。でも、ヒロさんのそれはあたたかく光を含む白。黄紅雷フアンホンレイがまとうのは、刃やいばにうつり込んで映える白だ。紅雷ホンレイは四代目、ベンツ、そして僕を順じゆん繰ぐりに睨にらみ、「入れ」と門を開けてくれる。なんで手下か使用人をよこさないんだろう、と訝いぶかりながらも、僕らは彼に続いて邸てい内ないに入った。それに、僕は思いっきり学生服なんだけど、気にならないんだろうか。

　意外なことに、内装はありふれた洋式住宅だった。通された応接間も、ベージュの絨じゆう毯たんが敷き込まれ、シンプルなフォルムのソファが並べられ、観葉植物が四よ隅すみにひっそりと立つ、ごく控えめで上品な洋間だったのだ。壁の一面がすべて窓になっており、まっさらな芝しば生ふとつつじの植え込みだけの庭が見えた。もっとこう、極ごく彩さい色しきの龍りゆうが壁に彫ほられていたり、廊ろう下かの両側にずらっとマフィア構成員が並んでいたりするのを想像していたのだ。普通の家じゃないか。

「そんなに珍めずらしいか」

　紅雷ホンレイがドスの利いた声で言うので、僕は跳とび上がりそうになる。

「物もの見み遊ゆ山さんで来たわけじゃねえんだろう」

　紅雷ホンレイは、僕たちの向かい側のソファに腰こしを下ろした。その目は、僕を半秒ほどえぐり、あとは四代目に向けられた。

「え、ええと」

　よせばいいのに、言い訳してしまう僕ぼく。

「あんまり、中ちゆう国ごくの人の家って感じじゃないなあって思ったんです。壁にもなんにも描かれてないし、照明も普通だし」

「日に本ほん人がみんな忍にん者じや屋や敷しきに住んでるか？　くだらねえことを言うな」

　紅雷ホンレイの言葉がぶすりと胸に突き立てられ、僕はソファに深く尻しりをうずめて縮こまった。紅雷ホンレイはそれ以上僕になにも言わなかった。とにかく四代目、あとは任せた。僕はもう、ただのパシリのふりをして黙だまってます。

「雛ひな村むら壮そう一いち郎ろうです。はじめまして。小鈴シヤオリンさんからお聞き及びかと存じますが」
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　僕が四代目の敬語を聞いたのは、実にこのときがはじめてだった。そして最後であると願いたかった。口く調ちようも声の響ひびきもどこが変とはいえないのだけれど、聞いているとコーヒーの粉を吞のみ込んでしまったみたいに口も喉のども不快感でいっぱいになってくるのだ。

　紅雷ホンレイは目を細めて四代目をねめつけた。

「その馬鹿丁てい寧ねいな喋しやべり方はやめろ」と紅雷ホンレイが言うので、僕はぎょっとする。「俺おれはおまえが気に食わない。そのうち叩たたき潰つぶす立場になったときに面めん倒どうだから、普通に喋れ」

　四代目はふうっと鼻から息を吐はいた。

「なんだよ。俺を知ってンのか」

「あれだけの規模の事業を興おこしたなら、当然調べる」

「そりゃ光栄だ。あんたがどういう人間かはだいたいわかったよ。時間の無む駄だだから早く本題を進めたい。あんたと俺おれが組んで仕事するなんてこれっきりにしたいし、さっさと済ませたいんだよ」

　僕ぼくは四代目の隣となりではらはらしながらその会話を聞いていた。なんでこの二人、初対面なのにいきなり喧けん嘩か腰ごしなの？　たしかに相あい性しようよさそうにはとても見えないけど。

「今け朝さ、小鈴シヤオリンから少しだけ話は聞いた」と紅雷ホンレイは言った。「それで、なんのためにおまえらが勝まさる捜さがしを手伝う？」

　と、四代目は僕の肩かたを肩で突いた。え？　僕が話せってこと？　冗じよう談だんはやめてください、と四代目の顔をのぞきこんだら、嚙かみ殺されそうな目でにらみ返された。あわてて前に向き直ったら、今度は紅雷ホンレイまでこっちを見ている。帰りたい。

　いや、でも、まったくなにも喋しやべらないのも変に思われるか。しかたない。

「……ええと。その、うちのメンバーで、ヒロっていう人がいて、ですね」

　僕は口ごもりながら、頭の中で注意事項を再確認する。

　まず、小鈴シヤオリンさんがあの日『はなまる』にやってきたことは、紅雷ホンレイもたぶん知っているだろう。でも小鈴シヤオリンさんの依頼内容は知られちゃいけない。花はな田だ勝と連れん絡らくをとりあっていることがばれるからだ。あの夜、小鈴シヤオリンさんはミンさんのことが心配になって『はなまる』にきただけ、ということにする。もちろん僕もアリスもミンさんも花田勝からの通話なんて聞いていない。一週間後にまた連絡する、なんて約束もさっぱり知らない。ＯＫ。そしていちばん知られてはいけないのは、この僕にまで花田勝からの電話があったことだ。露ろ見けんしたらなにをされるかわかったものじゃない。拷ごう問もんされて脳みそえぐり出されるかもしれない。

　それ以外は──花田勝も忠告してくれたけれど──正直に喋ってしまった方がいい。

　僕はつっかえつっかえ喋り始める。

　ヒロさんもミンさんを狙ねらっていて、あなたが婚こん約やく者の代役をやらせるついでにほんとに婚約しちゃおうと企たくらんでいるのを防ぎたいんですよ、と馬鹿正直に話してしまってから、僕ははっと気づいて口をつぐみ、思わず顔を伏せてしまう。

　紅雷ホンレイの企みって、まだ推測段階じゃないか。本人に言っちゃったよ！

　伏せていた目をこわごわ持ち上げると、紅雷ホンレイは脚あしを組んで膝ひざの上に頰ほお杖づえをつき、無表情にこっちを見ていた。一見怒っていないところがかえって怖こわかった。

「ふうん。勝を連れ戻したからって、俺おれが明麗ミンリーからあっさり手を引くとでも思ってるのか？」

「……え？」

「まあいい。馬鹿どもの考えてることはわかった。でもな、雛ひな村むら、おまえは話がべつだ。軽々しくままごとにつきあえる身分じゃねえだろう。なんでこんな件に嚙かもうとする」

「浮うき世よの義理だよ。この国にゃ、あんたらにはいまいち理解できないだろう理屈がいっぱいあるんだ」

「ふん」

　紅雷ホンレイは再び、僕ぼくを真正面から見た。脂あぶら汗あせが指の間を這はった。

「で、おまえはどこまでつかんでる。こっちの情報が欲しいならそっちから話せ」

　紅雷ホンレイはぐっとこちらに向かって身を乗り出してきたので、僕は胸がぺしゃんこになりそうなくらいソファに背中を押しつけた。なんでまた僕に訊きくんだ。四代目とずっと話しててくれ。

「え、ええと。とくに、お話できるようなことはまだ……」

「俺おれをあんまりなめるな。雛ひな村むらや他ほかのゴロツキどもだけじゃなく、おまえ自身がこんなに派は手でに動いてるってことは、勝まさるのことでなにかつかんでるからだろうが」

「え？」

「おまえがただの高校生じゃないことはもう知ってる」

「ただの高校生ですよどこからどう見ても！」

「ハロー・コーポレーションと田た原はら組の件もしらばっくれるつもりか？」

　僕は言葉を失う。

　春に、ＮＥＥＴ探たん偵てい事務所に二億おく円を持って駆かけ込んできたタイ人の少女。そこから始まった事件は、最終的に、暴力団の下部組織ひとつを潰つぶしてしまう結果に終わった。そうだ、あの件には在日中ちゆう国ごく人も関わっていた。黄紅雷フアンホンレイなら調べればすぐに僕にたどり着けただろう。

　やばい。ついてこなきゃよかった。荷物持ちのふりしてれば大だい丈じよう夫ぶなんて、考えが甘あますぎた。どうしよう。とにかく、噓うそをついちゃだめだ。僕は噓が絶望的に下へ手たくそなんだ。頭の中で自分の声が痛いほど反はん響きようした。ほんとうのことをなにか言うんだ。

「四月くらいに──」

　うまく声が出ますように、と祈いのりながら僕は言葉を続ける。

「──勝さんが、こっそり『はなまる』にきたんです。顔を整形してたらしくて、ミンさんも気づかなくて。でも、そのときに、新しいスープの材料をいっぱい置いてったんですよ。仕入れ先も書いてありました。その仕入れ先のどこかが、勝さんの潜せん伏ぷく場所につながるかもしれない。これは、そっちの知らない情報ですよね」

　僕は上うわ目め遣づかいで紅雷ホンレイの目を見た。噓はひとつまみも混じっていなかったけれど、おそらくは全然役に立たない情報だ。でもそれは相手にはわからない。

「それだけか」

　紅雷ホンレイの念押しに、僕は固くこわばったあごを引いてうなずいてみせた。

「その仕入れ先、あとでメールしろ」

　僕は安あん堵どの吐と息いきを紅雷ホンレイに悟さとられないようにするのに必死だった。紅雷ホンレイは胸ポケットからなにかを取り出してテーブルに投げた。

「まずこれを渡しとく」

　それは、二枚重ねてクリップで留められた写真だった。

「香玉シヤンユーと、情夫おとこの写真だ」

　死体の写真？　と僕ぼくはびくついたけれど、四代目が取り上げてみると、どちらも普通のポートレイトだった。当たり前だ。死体は花はな田だ勝まさるが運び出してしまったのだから撮さつ影えいできるわけがない。

　黄香玉フアンシヤンユーは、ミンさんや小鈴シヤオリンさんとはあまり似ていなかった。美人ではあるけれど、病的な陰が色濃い。後こう宮きゆうで籐とうの寝椅い子すにねそべって、女によ官かんたちに扇おうぎであおがれながら「陛へい下かは最近ちっともあたしの房ぼうに来てくれないわ」とか言い出しそうな感じだ。

「あー……ええと。今さらですけど、その、ご愁しゆう傷しようさまです」

　亡くなっているのだと思い出して、僕は首をすくめながらも悔やみごとを言ってみた。

「そんなのはどうでもいい。男の方は、梅うめ田だ浩こう二じっていうチンピラだ」

　四代目は二枚目の写真を上に持ってきた。こちらは運転免めん許きよ証からそのまま引っぺがしてきたみたいにひどい写真だった。髪かみを金色に染めているし、たぶん若いのだろうけれど、肌はだはぼろぼろで、唇くちびるの端はしはただれている。目だけは不ふ釣つり合いに繊せん細さいそうだった。

「このチンピラが、あんたの婚こん約やく者を取り戻そうとやってきて──花田勝に、二人とも撃うち殺された。そうだな？」

　四代目が写真から目を上げて訊たずねる。

「そうだ。現場を見せる。ついてこい」

　紅雷ホンレイは立ち上がった。四代目と僕もすぐそれに続く。殺風景な広い廊ろう下かといくつかの短い下り階段を通って、僕らは坂の下の方に位置すると思われる棟とうに案内された。ぞっとするくらい静かな家で、他の人間の気配すら感じなかった。思い返してみれば、黄紅雷フアンホンレイ以外の人間をひとりも見ていない。

「家政婦とか組員とか、ひとりも見かけねえのはどうしてだ」と四代目が訊ねた。紅雷ホンレイは鼻を鳴らした。

「事務所じゃねえんだ。部下なんて置いてるわけないだろう。出入りさせる人間は少ない方が安全なんだよ。俺おれは自分の面めん倒どうくらい自分で見られる。それに、香玉シヤンユーも幣パンの人間なんざ見たくないっていうから、この家で預かったんだ。それで龍頭ロントウがせめて一人だけでも護衛をつけろって言って、勝をよこした」

　なるほど。ボスの孫まご娘むすめとはいえ、年頃のお嬢じよう様なのだから、寝泊まりしている場所に拳けん銃じゆう吞のんだ黒服だの青せい竜りゆう刀とうかついだスキンヘッドだのが出入りしてほしくはなかったのだろう。

「ここだ」

　紅雷ホンレイはクリーム色のシンプルなドアの前で立ち止まって振り向いた。ノブを引くと、ホテルのスイートルームみたいな落ち着かない内装の寝室があらわれる。ベッドの向こうは一面のガラス窓で、やっぱり飾り気のない庭が見える。

「どこで襲おそわれたんだ。部屋中きれいなままじゃねえか」と四代目がつぶやく。

「片付けたにきまってるだろう」

　紅雷ホンレイは胸ポケットからさらにもう一枚の写真を取りだし、僕ぼくらの前にかざした。僕は息を吞のむ。ちょうどこの入り口の位置から撮とったもので、現実の景色と、プリントされた過去の惨さん状じようとが重なる。

　写真の中のベッドはべっとりと血で汚よごれ、窓ガラスには大穴が穿うがたれ、絨じゆう毯たんの上に破片が散っていた。

「小鈴シヤオリンから電話受けて俺おれが駆かけつけたときには、もうこうなってた。勝まさるも香玉シヤンユーも、その梅うめ田だ浩こう二じもいなかった。勝の車も消えてた」

　紅雷ホンレイは冷え冷えとした声で言って、写真をポケットに戻した。

「あ、あの、そっちの写真貸してもらえませんか。調べたいし……」

「馬鹿抜かせ。おまえが警察に持っていかねえって保証はどこにある」

　そんなことしませんよ──と言おうとした瞬しゆん間かん、紅雷ホンレイの両手が一いつ閃せんした。ぎらつく金属の光だけがかろうじて見えた。視界の端はしで四代目の腕うでが跳はね上がった。

　けれど、四代目は紅雷ホンレイの襟えり首くびをつかもうと手を中ちゆう途と半はん端ぱに伸ばした姿勢のまま固まった。僕は顔の筋肉さえ凍こおりついていた。舌したに冷たくびりびりとした味が押しつけられていた。胃液のにおいのする吐と息いきの塊かたまりが喉のどをのぼってきた。

　紅雷ホンレイの両手に忽こつ然ぜんと現れたナイフ。右手の刃やいばは四代目の喉のど元もとに──

　そして左手の刃は、僕の口の中だ。

　首から上のどこかを一ミリでも動かしたら、僕の舌や頰ほおの裏側は切り裂さかれていただろう。凍いてついた時間の中で、紅雷ホンレイが押し殺した声で言った。

「いいか、勝を見つけたらすぐに報しらせろ。妙みような小こ細ざい工くしてみろ、殺すぞ」
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『はなまる』にひとりで戻ると、もう暖の簾れんが出ていて、開いた戸から客の背中が見えた。それに大勢の女の子たちの楽しげな声も奥の方から聞こえてくる。

　あの血ち塗まみれの寝室を思い出すと、そのまま家に帰ってしまおうかなという気分になってくる。口の中には、まだナイフの味が残っていた。舌が少し切れて血も出ている。あの瞬間を思い出すだけで喉がねじ切れそうになる。

　アリスの言う通りだった。僕は表にしゃしゃり出ちゃいけなかったのだ。いや、紅雷ホンレイは最初から僕のことを知ってたみたいだし、結果は同じなのかな。わからない。

　やっぱり香港ホンコンマフィアを出し抜くなんて無理だよ。僕らが花はな田だ勝を見つけたら、そのまま引き渡すしかない。おまけに黄紅雷フアンホンレイは花田勝を確保したからってミンさんを狙ねらうのをやめるつもりはないみたいだし、それじゃあ僕らがやってることの意味っていったいなんなんだ？

　でも、事態はすでに止められないところまできていた。四代目は、紅雷ホンレイからもらった逃走車の情報をもうばらまいているだろう。平ひら坂さか組の正式メンバーは三十人足らずなのだけれど、四代目はその気になれば街中のニートを総動員できる。そのテリトリーはこの街だけじゃなく山やまの手て沿線全域に及ぶ。

　ほんとうに、見つけてしまうかもしれない。

　のろのろと自転車をビルの隙すき間まに押し込んでスタンドをあげる。と、背後で勝手口の開く音がした。

「藤ふじ島しまくんお帰りなさい！　待ってた！」

　振り向くと制服姿の女の子が飛び出してくるのが見える。茶色いショートの髪かみが元気よく跳はねる。彩あや夏かだ。

「……ただいま。……待ってたって？」

「なんか元気ないね。どうしたの。世界中のだれからも必要とされてないみたいな顔してるけど」

「詳くわしい解説ありがと……」だいたいあってる。

「大だい丈じよう夫ぶ、あたしには藤島くんが必要なの！　来て来て！」

　厨ちゆう房ぼうに引きずり込まれる。奥の廊ろう下かから、うちのクラスの女子どもがあふれそうになっている。コンロの前で中ちゆう華か鍋なべを振っているミンさんもさすがに迷めい惑わくそうな顔だ。ヒロさんは丼どんぶりを洗いながら笑ってるけど。

「おい、いくらナルミでも無理だ。やめとけ」

　ミンさんが苦にがい顔で彩夏に言う。

「藤島ならいけるんじゃない？」「でも藤島がＯＫでもお客に出せなかったら意味ないよ」

　女子どもが囁ささやきあっている。

「ええと、な、なんの話？」

「試食してほしいの！」

　彩夏が僕の目の前に皿を突き出してきた。甘あまったるい匂においが鼻の奥を焼く。焦こげ目のついたメタルスライムみたいな謎なぞの物体がのっていて、現在進行形で崩くずれている最中だ。

「……なにこれ」

「焼きアイス！」

「はあ」とりあえずアイスクリームに謝れ。

「ほら、ミンさん文化祭の一日目にこれなくなっちゃったでしょ」

「うん」その日が、黄紅雷フアンホンレイに押しつけられた婚こん約やく発表の日なのだ。

「それで食品衛生責任者がいないってことになるでしょ」

「そうだけど」

「そうするとね、直前に加熱した食べ物しか出せないわけ。そこで焼きアイス！」

　頭痛がしてきたので、さっさと厨ちゆう房ぼうを出た。ごめん彩あや夏か。僕ぼく、今さっきナイフを口の中につっこまれてきたばっかりで、他人につっこんでる余よ裕ゆうないんだ。







「四代目から聞いた、このばか！」

　探たん偵てい事務所に入るなり、アリスの怒ど声せいとドクターペッパーの空あき缶かんが飛んできたので、僕は玄げん関かん口で頭を抱かかえた。

「黄紅雷フアンホンレイの家にのこのこついていくなんて、なにを考えているんだいきみは！　香港ホンコンマフィアをいったいなんだと思ってるんだ、平ひら坂さか組みたいなお遊ゆう戯ぎ会だと勘かん違ちがいしているんじゃないだろうね！」

　空き缶が十いくつ飛んできたところで、ベッド脇わきから止めに入る声が聞こえる。

「アリス、それ中身入ってるやつだぞ。もったいねえ」

　テツ先せん輩ぱいだった。しかもアリスを止めてくれたわけではなく、投げつけても大だい丈じよう夫ぶな空き缶を選よっているだけだったので、砲ほう撃げきはそれからしばらくの間やまなかった。

「ナルミ、そこに正座！　黄紅雷フアンホンレイとどんなやりとりがあったのか微びに入り細さいを穿うがち一事も漏もらさず報告したまえっ」

　ベッドの手前まで這はっていって、黄紅雷フアンホンレイにもらった被害者二人の写真を渡し、洗いざらい報告した。現場の部屋を見せてもらったこと。事件直後の血浸びたしの写真も見たこと。ナイフを口に突っ込まれたことまで言ったら、アリスは目を剝むいて飛びかかってきて僕の口を強引に開けさせ、青くなる。

「舌したが切れてるじゃないか！　テツ、ドクターペッパーで消毒してくれたまえ！」

「消毒になるか！」

　アリスを突き飛ばし、面おも白しろがって缶を手に近づいてきていたテツ先輩から逃げる。

「悪かったよ、勝手なことしたのは反省してる。ドクペはやめて。染みるから」

「蝸牛かたつむりほどの想像力もないきみが、反省とは笑わせる。舌をちょん切られてからではその虚きよ言げんも弄ろうせなくなるのだよ、わかっているのかい」

　うなだれる僕に、テツ先輩がにやにやしながら言った。

「ナルミさあ、もうそろそろ自分が顔売れてるって自覚しろよ」

「その現実は受け入れたくないです……」

「あ、そうそう、世間じゃあ、平坂をボコボコにして東とう京きようから追い出したのもナルミってことになってるぜ」

「根も葉もない噂うわさじゃないですか！」

「根ぐらいはあるんじゃねえの。俺おれに勝ってるんだし」

「いやあ、あのう、だからそのへんは色々と事情があったじゃないですか」

　僕ぼくは膝ひざを抱かかえてぶちぶちとつぶやく。

「テツ、そんな木で偶く人形はほうっておいて、警察の捜そう査さ情報を」

　先せん輩ぱいはうなずいて、Ｔシャツの腹からぼろぼろのノートを取り出した。

「新しん宿じゆくはテリトリー外だからだいぶかかっちまった。下しも落おち合あいだろ。たしかに、銃じゆう声せいとガラスの割れる音が聞こえたっていう通報が入ってる。あと、若い男のイカレた声も」

　テツ先輩は、どういうルートなのか知らないけれど、警察から捜査情報を引っ張れるつてを持っているのだ。毎回あっさりと重要情報を聞き出してくるので、この国の治安が少し心配になる。

「銃声は何発だい」

　アリスがモニタの方を向いてものすごい勢いで打だ鍵けんを続けながら訊きいてきた。

「四発だな」

「それで事件になっていないのかい」

「サツもそのへん一帯洗いざらい回って、黄紅雷フアンホンレイの家にも入れてもらって調べたらしいけど、なんも見つからなかったっていう」

　僕はぞっとして、またあの写真と、現実の寝室の光景の重ね合わせを思い出す。舌したの傷がまたひりひりと痛み始める。銃声から警察が来るまで、どれほどの猶ゆう予よがあっただろう。その短時間に、ガラスも血ち塗まみれのベッドや絨じゆう毯たんもすべて処分したのか。きっと、そういう作業に慣れてるんだな。専属の処理班がいるのかもしれない。震ふるえが腕うでにまで感染する。

　それをアリスに勘かんづかれたくなかったので、そっとベッドを下り、事務所を出た。ぬるま湯みたいな空気が肌はだを包んだ。

　非常階段の踊おどり場に腰こしを下ろし、自分の両膝ひざの間に頭を突っ込んで深く息をついた。あのままでいたら、アリスはあの言葉をまた口にしただろう。

『きみはもう関わるな』。

　肚はらも据すわっていないし、喧けん嘩かも弱いし、それが当然なのだけれど。

　これじゃいつもの繰り返しじゃないか。しっかりしろ。覚かく悟ごなしに軽々しく動くな。僕は膝に爪つめを立てて、自分に何度も言い聞かせた。

　と、階段を駆かけ上ってくる足音に気づいて、僕は顔を上げる。

「ナルミ君、なんかあったの？　口のとこ切ってなかった？」

　ヒロさんだった。もう腰こしエプロンを外している。僕は唇くちびるの端はしを手の甲こうでこすった。気づいてたのか。

「い、いえ。なんともないです」

　ヒロさんは僕の隣となりに腰を下ろして、ふうっと深く息をついた。

「なんか、いつもと立場ちがうから、ナルミ君にも無理するなよって気軽に言えないんだよね。依頼者だからさ。変な気分だよ」

　そう言われると、たしかに、依頼されてからこっち、ヒロさんとどう接していいのか迷う。幸運なことに──といっていいのかわからないけれど──お互いに忙いそがしくて全然喋しやべらなかったから、これまで問題にならなかった。

　ヒロさんにはいつまでも、無責任で優しい軽口ばかり叩たたくヒモのおにいさんでいてほしかった、というのが、正直な気持ちではある。でもヒロさんにだって、なにかに真剣に賭かけるべき人生があるのだ。

「あの、今さらこんなこと訊きくのもあれですけど」と僕ぼくは言った。「ヒロさんて、その、ミンさんのこと、本気──なんですよね」

「うん」とヒロさんはさわやかに笑った。

「怒らないでくださいね」

「なに？」

「やっぱり本気にとれないんですよ」

「ミンさんもそうみたいなんだよね……狼おおかみ少年みたいなもんだからなあ、おれ」

　自覚あったんだな。

「だから、その、ヒロさんの依頼で動いてるっていう認識が全然ないんですよ。どっちかっていうとミンさんのため、あとはアリスのためです。ヒロさんが僕のこと気にする必要は全然ないです」

「そういう言い方は地味に傷つくよ」なんてことをこの人は笑顔で言っちゃうから、やっぱり真剣に受け取れないのだ。思えば損な立ち位置の人である。

「本気の本気なんだけどなあ。だって、ミンさんよりいい女なんてどこにもいないだろ？」

「ほら、だから、そういう言い方が」

「ああ、うん、そうか。反省」

「なんでもっと前からミンさんにはっきり言っちゃわなかったんですか。ラーメンづくり、前から勉強してたんですよね？　バイト募ぼ集しゆうしてたんだし、ヒロさんがやればよかったのに」

「そういうキャラじゃないだろ、おれ。だからチャンス待ってたんだよ。で、女子高生目当てだってことにすれば、自然に『はなまる』で働けるかなと思って」

　僕は夕空に向かってため息を細く吐はいた。なるほど、これが、だれかの歌ってた『自分らしさの檻おり』ってやつか。ミスチルだっけ？

「そういうことにこだわってるから、本気にされないんじゃないですか」

「それは、わかってるんだけどね。あと、女子高生目当てなのも半分くらいはほんとだし」

　どうしようもねえなこの人。

「だいたいヒロさん、まだヒモ暮らしなんでしょ。今はキャバ嬢じようのとこでしたっけ？　それで本気にしろってのが無理ですよ」

「そうだよね……」

　僕ぼくは自分の情けなさも棚たなに上げて、ヒロさんに説教したい気分になってきた。そうとう心が荒すさんでいたんだろう。ひとに説教できる身分でもないのに。気晴らしの弱い者いじめだ。最低だな、僕。

「実は今日きよう、黄紅雷フアンホンレイに逢あってきたんです」

「え、ええ？　じゃあ、口の傷、それひょっとして」

「ああ、いや、大したことないです。それよりも、あの人やっぱり本気でミンさんを嫁よめにしようと思ってるみたいで」

　ヒロさんは困り顔で苦笑した。

「花はな田だ勝まさるを連れ戻せたからって、ミンさんをあきらめるつもりはないって言ってましたよ。それにあの人、実業家で資産すごいし。ヒロさんとちがって浮うわ気きしないだろうし。あと、小鈴シヤオリンさんと二人だけで暮らしてるみたいだから、たぶん家事もばっちりでき──」

　僕は言葉を切って、口に手をあてた。

　なにかが、引っかかった。なんだ？　無意識に階段から腰こしを浮かせる。「ナルミ君？」と隣となりでヒロさんが訝いぶかしげな声をかけてくる。でも、僕はそのまま立ち上がって宙をにらんだ。なにかが食い違っている。

「あ」

　踵きびすを返し、探たん偵てい事務所のドアを開いて飛び込んだ。奥の寝室のベッドで、アリスがこちらに気づいて飛び跳はねる。テツ先せん輩ぱいも目を丸くしてこっちを見る。

「なんだい、騒さわがしく──」

「アリス！」ベッドの端はしに飛びつく。「小鈴シヤオリンさんがここに来たときのこと、憶おぼえてるよね。事件の夜のこと教えてくれただろ。小鈴シヤオリンさん、たしかこう言ってた。花田勝が二人の死体を車に押し込んでるとこ、お手伝いさんが目もく撃げきしていた、って。そうだったよね？」

　アリスは目を白黒させながらも答えた。

「……言っていた。それがどうしたんだい」

「紅雷ホンレイと小鈴シヤオリンさんは二人だけで住んでるんだ、あの家には家事手伝いなんていないんだよ！」

　アリスの表情が一変した。電話に飛びつく。

「……四代目？　ぼくだ。医者を調べてくれたまえ、下しも落おち合あいに近いところから洗いざらいだ、説明は後！　急いで！」

　医者？　そうか、医者か。

　背後でドアの開く音がした。「ナルミ君、どうしたの」とヒロさんの声。僕が振り向くよりも早く、アリスが受話器を叩たたきつけて立ち上がった。

「ヒロ、ちょうどよかった。中ちゆう国ごく人女性の知り合いにありったけあたってくれたまえ、新しん宿じゆく周辺の医者を残らずリストアップするんだ。藪やぶだろうが無免めん許きよだろうがすべてだ」

「い、医者？　なんで」

「早く！　黄道盟フアンタオメンに先を越されたら元も子もない、急いで！」

　アリスの語気に気け圧おされて、ヒロさんはうなずき、事務所を飛び出していった。そうだ、紅雷ホンレイだってすぐにこれに気づくだろう。僕ぼくなんかよりもずっと鋭いのだから。急がなきゃ。

「おい、なんだよ。医者ってなんのことだ」

　ベッド脇わきでテツ先せん輩ぱいが言った。アリスはすでにモニタに集中し、手元のキーボードを夕ゆう立だちのような勢いで叩たたいている。たぶんテツ先輩の言葉は耳に入っていない。だから、僕が答える。

「事件のあった家には、紅雷ホンレイと小鈴シヤオリンさんしか住んでいないんです。使用人もひとりもいませんでした」

「ん。ん？」

「お手伝いさんが目もく撃げきしたなんて噓うそっぱちです。わかりませんか？　花はな田だ勝まさるが二人を殺して車に乗せて逃げた、って言ってるのは小鈴さんだけなんです」

　テツ先輩は目を剝むいた。

　そのどこまでが噓なのかはわからない。でも、少なくともあの大量の血と、銃じゆう声せいと、若い男の怒ど声せいは、ほんとうだ。そこに、二人の死という噓で覆おおい隠かくさなければいけない真実があったのだとしたら──

「たぶん、黄香玉フアンシヤンユーは生きてます」
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　新しん宿じゆく百ひやく人にん町ちようの、雑居ビルがひしめく一角に、その医院はあった。まったく人の気配のない廃はいビルで、割れて電でん飾しよくの切れた看かん板ばんの半分にはどれもハングルが書かれている。そろそろ日暮れで、表通りのパチンコ店のやかましいＢＧＭと機械稼か働どう音、韓かん国こく語でなにか言い合っている声、そしてときおりの車の排はい気き音が、混ざり合って聞こえてくる。新宿からわずか一駅なのに、不思議な街まちだ。

「ほんとにここなのか？　医者の看板なんて出てねえぞ」

　最初に車から降りたテツ先輩がビルを見上げて言う。

「十じつ中ちゆう八はつ九く、モグリでしょう。看板なんて出すはずもないですよ」

　そう言って少しよう佐さがするするとビルのシャッターに近づき、周囲をざっと見回してから、軽く右手だけで鍵かぎ穴あなに触ふれた。指の間にちらっと光るものが見えたと思ったら、もうシャッターをがらがら持ち上げている。少佐はミリタリーマニアであると同時に機械工作や不法侵入のエキスパートであり、ニート探たん偵てい団の中では最も犯罪者に近い（というかすでに犯罪だ）。こんなぼろいビルの鍵をピッキングするのは朝あさ飯めし前まえ。

　半地下の駐ちゆう車しや場じようには、青いビニルシートをかぶせられたワゴン車が駐とめられていた。ナンバープレートを確かめるまでもなかった。シートをずらして中をのぞきこむと、助手席の背もたれがべったりと黒く汚よごれているのが見えた。

　血けつ痕こんだ。シートだけじゃない。車のドアの下から階段口に向かって点々と続いている。

　僕ぼくはぐっと唾つばを飲み込む。

「俺おれたちが下を張ってる。上見てこい」

　四代目が僕に向かってそう言った。そのまわりで、平ひら坂さか組の黒Ｔシャツ数人が僕にうなずく。ヒロさんはすでにビルの階段に向かっていた。ぼくはあらためてその壁じゅう焦こげと汚れだらけのビルを見上げる。

　黄紅雷フアンホンレイに逃走車の情報を聞いてから、平坂組とヒロさんの女友達のネットワークを駆く使しし、たったの二日で見つけてしまった。もちろん医者に絞しぼって探したからというのもあるけれど、それにしてもすさまじい情報網である。

「なんでこんな近場なんだ。俺らがいなくたって、こんな場所すぐに見つけられるだろ」

　階段を上っているときに、テツ先輩がそうぼやいた。それは僕も少し気になっていた。歩いて十分で歌か舞ぶ伎き町ちようなのだ。チャイナマフィアから逃げている最中にしては危険すぎる。

「コリア・タウンだからね。香港ホンコン人じんの黄フアン家けにとっては微び妙みように手が出しづらい場所なんじゃないのかな」

　先頭を行くヒロさんが言う。

　この場所発見の決め手となったのは、ヒロさんの知り合いの韓国人女性の目もく撃げき証言だった。事件の夜に、このビルに車が入り、まず滅めつ多たに明かりの点つかない三階に何人かの人影が見えた、というのだ。

　ビル三階は防火扉とびらも閉まっており、少しよう佐さはちょっとだけピッキングに手こずった。真っ暗なフロア内に入ると、すぐに薬臭くささが鼻につく。細長い廊ろう下かを、黒い粗そ末まつなソファや積み上げられた段ボール箱がさらに狭せまくしている。先に中をざっと調べた少佐が、戻ってきて言った。

「だれもいません」

　探たん偵てい団全員が中に踏み込んだ。

　どこが診しん察さつ室でどこが病室でどこがトイレなのかもよくわからないくらい雑然と汚れた医院だった。電気や水道が生きているのが不思議なくらいだ。棚たなも机も台もあちこち埃ほこりまみれだったけれど、流し台にはごく最近、血を洗い流したあとが見つかった。

「ここで怪け我がの手当てして、車乗り換えて逃げたってとこか」

　テツ先輩が、カルテらしきファイルをぱらぱらと見ながら言う。

「でしょうね。医者はどうしたのやら。一いつ緒しよに逃げたんでしょうか」と、少佐が机の中身を引っかき回しながら答える。

「ナルミ君、マフィア連中には連れん絡らくしたの？」

　ヒロさんの問いに、僕ぼくは首を振った。

「いえ。できればクリティカルな証しよう拠こになるようなものは、今見つけて隠かくしちゃいたいから。一通り探してから電話します」

　花はな田だ勝まさるを先に見つけられては困るからこそ、表面上は黄フアン家けに協力するようなふりをして逃亡車の情報を聞き出したのだ。このわずかな時間的アドバンテージは有効に使いたい。

「最近のナルミって、さらっと怖こわいこと言うようになったよな……」

「え、そ、そうですか？」

「そうやってこそこそやってることマフィアにばれたら殺されるぜ」

「あ、うう、そうですけど、でも」

「大だい丈じよう夫ぶ」とヒロさんが笑う。「依頼人はおれだから、おれが代わりに半殺しになるよ」

「ヒロさん……」冗じよう談だんだとしても、この人は素直に優しいなあ。

「ナルミ君が残りの半分殺されればいいよね」

「そういうオチは要いらないですから！」感じ入って損したよ！

「ところでさ。どういう流れで、その殺されたはずの女が生きてるなんてわかったんだ？」

　テツ先せん輩ぱいがそう訊きいてきた。おれも知りたい、という視線をヒロさんもこっちに向けてくる。この二日間、みんな走り回っていたので、詳くわしく説明しているひまがなかったのだ。

「はっきりわかったわけじゃないんですけど」

　僕は窓の外の闇やみに目をやる。

「小鈴シヤオリンさんが噓うそをついていたのは、確実です」

　当初、伝えられていた事件の内容はこうだ。

　下しも落おち合あいにある、黄紅雷フアンホンレイ・小鈴シヤオリン兄妹の家に、紅雷ホンレイの婚こん約やく者、黄香玉フアンシヤンユーが預けられていた。しかしこの婚約はチャイナマフィアの血ち筋すじを盤ばん石じやくにするための政せい略りやく結けつ婚こんで、香玉シヤンユーにはべつに恋人がいた。数日前の深夜、その恋人──梅うめ田だ浩こう二じという男が、銃じゆうを持って下落合の邸てい宅たくに押しかけてきた。香玉シヤンユーのボディガードとして雇やとわれていた花田勝は、この梅田を撃うとうとしたが、香玉シヤンユーが止めに入り、誤って二人とも撃ち殺してしまった。そこで花田勝は、二人の死体を車に乗せて逃走。それを家事手伝いに目もく撃げきされている。

「そう聞いたな」とテツ先輩はうなずいた。

「ところが、あの兄妹が住んでいる家には使用人が一切いないんです」

「ん？」

「つまり事件のほんとうの目撃者は小鈴シヤオリンさんなんです。紅雷ホンレイは、小鈴シヤオリンさんから電話で報しらせを受けて家に飛んで帰ったって言ってたので、小鈴シヤオリンさんはあの夜、家にいたわけです」

「なんで、家政婦が見たなんて噓ついたんだ」

「市いち原はら悦えつ子このファンだったんじゃないですか」

「少しよう佐さは黙だまっててください」真ま面じ目めな話してるんだよこっちは。

「わずかなボケどころをＭ24ＳＷＳなみの狙そ撃げき精度で捉とらえたというのに、藤ふじ島しま中ちゆう将じようはあいかわらずユーモアのセンスがないな」やかましい。無視しよう。

「小鈴シヤオリンさんが噓うそをついた理由は、推測になってしまうんですけれど」というか、ここから先はほとんどみんな推測なのだ。「花はな田だ勝まさるが香玉シヤンユーを殺したというのが、そもそも小鈴シヤオリンさんの噓だ、という可能性があります」

「噓？　じゃあ、あのオールバックの兄あに貴きにも噓ついてるってことか？」とテツ先せん輩ぱいは腕うで組くみする。

「そういうことになりますね。でもアリスにまで噓の目もく撃げき談を話すとなると、色々つっこまれて質問されたときに困る。探たん偵ていですから。それで噓の目撃者まででっち上げたわけです」

「いや、でもさ……」

　ヒロさんが宙をにらむ。

「そんな噓、ただのその場しのぎだよね。お兄にいさんの話と食い違ってるってばれたらおしまいだし。っていうか、実際にナルミ君にばれたわけだし。あの人、そんな迂う闊かつなこと言うほど頭悪いようには見えないけどな」

「そこなんですよね」と僕ぼくは自分の髪かみの毛をぐしゃぐしゃかき混ぜた。「そもそも、あの人の言動には変なところがいっぱいあります。なんでアリスのところに来たのか、ニート探偵団になにをさせたかったのかが、いまいちよくわからない。口では花田勝とかなり親しかったようなことを言ってるんですけど、そのわりに花田勝を心配してるようなそぶりが全然ない。花田勝捜さがしに協力したいってこっちが申し出たら、ほいほい紅雷ホンレイにわたりをつけてくれちゃったりする」

「でも、ナルミ君にはなんとなく理由がわかったわけ」

「ええ、まあ」あまり自信がないので、僕は爪つま先さきに視線を落とした。

「さっきヒロさんがその場しのぎって言ってましたけど、つまりそれがすべてじゃないかと思うんです。小鈴シヤオリンさんは花田勝と連れん絡らくを取り合っているどころか、居場所も知っていて、全面協力してる。探偵事務所に来たのは、僕らに事件のことをただ知らせて、なんでもいいから動いてもらうため。たぶん、時間稼かせぎです。そして、すぐばれるような噓をついているのは、時間稼ぎが実ったら、もうばれてもかまわないからじゃないかって」

「時間稼ぎって、なんのための」

「香玉シヤンユーが高飛びするまでの──です」

　ヒロさんは固まり、テツ先輩は口を半開きにし、少しよう佐さまでもがカルテをあさる手を止めた。

「……え、え、ええと？」

　最初に我に返ったヒロさんが言う。

「婚こん約やく者は自分から逃げたわけ？」

「たぶん。好きでもない紅雷ホンレイと結けつ婚こんなんてしたくなかったんじゃないですか」

「勝まさるさんも、小鈴シヤオリンって女も、それを手伝ってるってことか」

　テツ先せん輩ぱいが口を挟はさんだ。僕ぼくはうなずく。

　他ほかに、小鈴シヤオリンさんと花はな田だ勝が手を組み、黄香玉フアンシヤンユーが殺されたと噓うそをつく理由が見つからないのだ。小鈴シヤオリンさんは、政せい略りやく結けつ婚こんなんていうアナクロニズムをすごくいやがってたし。勝さんも、ミンさんのお母かあさんと結婚するときに、黄フアン家けの旧きゆう弊へいさで苦労したわけだし。

「よくまあそこまで推測に推測重ねてそれっぽい話にまとめられるもんだよな」とテツ先輩はあきれた。

「でも実際に、車は見つかったし。大したもんだよナルミ君は」とヒロさんが言ってくれる。

「ええと、いやあ、その」

『ナルミにそこまで頭が回るものか。今えらそうに喋しやべった内容はみんなぼくの推論だよ』

　いきなりアリスの声が聞こえてきて、僕は比ひ喩ゆではなく跳とび上がった。

「ああ、言い忘れていたが、探たん偵てい事務所と音声をつないである」

　少しよう佐さが、腰こしにぶらさげたスピーカー付きの小型機械を指さして言った。え、じゃ、じゃあ、みんなアリスに聞かれてたわけ？

『いいからさっさと手を動かしたまえ。真実を塑そ造ぞうするのはぼくの仕事、きみたちの仕事はそれを事実に写し取ることだ。だいいちナルミ、きみの説明はいったいなんだ。もっと理路整然と喋れないのかい。論点が晩秋の蚊かみたいにあちこちふらついて、そのくせ推論に過ぎない部分をまるで事実のように──』

　アリスに叱しかられながらも、僕たちが手を動かし始めたときである。外で車の排はい気き音が聞こえた。それから、階段を駆かけ上がってくるあわただしい足音。

　診しん療りよう室のドアが乱暴に開かれ、四代目が顔を出す。

「黄紅雷フアンホンレイに嗅かぎつけられた。もう来てる」

　その言葉に僕らはぎょっとして、手にしていたファイルやメモやカルテを落としそうになる。まだ連れん絡らくしてないのに？

　階下で平ひら坂さか組メンバーの声がいくつか聞こえ、今度は数人の荒っぽい足音が上がってきた。四代目の肩かたを押しのけて診療室に踏み込んできたのは、グレイスーツとロングコートの黄紅雷フアンホンレイだ。その後から、一目でかたぎではないとわかる眉まゆなしスキンヘッドの男たちも何人か入ってくる。

　オールバックの髪かみの下、細い眼めが青せい竜りゆう刀とうの一ひと薙なぎのように部屋をざっと横断し、僕に向けられて止まった。それから大おお股またで近づいてくるので、僕は身をすくめた。

「おい、ちょっと待ま──」

　なにか察したテツ先輩が割って入ろうとしたけれど、黄紅雷フアンホンレイはそれを肩で突き飛ばし、僕の目の前に立つ。視界で火花が散り、背中から壁に叩たたきつけられ、呼吸ができなくなる。頰ほおに熱が、それから痛みが浮かび、ようやく殴なぐられたのだと頭が理解する。

「てめえ！」

　テツ先せん輩ぱいが叫んだ。僕ぼくはあわてて手を持ち上げて先輩を制していた。

「ちょ、だめです先輩落ち着いて！」

　口の中を切ったらしく、喋しやべると舌したに血の味がざらついた。テツ先輩は顔を歪ゆがめて立ち止まった。僕はおそるおそる紅雷ホンレイの顔に目を戻す。

「見つけたんなら、なぜすぐに連れん絡らくしない」

　紅雷ホンレイの言葉は僕の脇わき腹ばら深くに突き刺ささって内臓にまで届く。僕は目をそらすしかなかった。言い訳は無む駄だだとわかっていた。

「おい、てめえらもそれ、全部置け」

　そう言って紅雷ホンレイは少しよう佐さやヒロさんを振り返った。二人とも無言で、手にしていた書類を机や棚たなに戻す。紅雷ホンレイは僕に向き直り、無機質なしぐさでほんの少し首を傾かしげた。

「妙みような小こ細ざい工くをしたら殺すと言ったよな？」

　紅雷ホンレイが僕の肩かたをつかんだ。

「おい！」「てめえ！」

　テツ先輩と四代目の声が重なる。そのとき、少佐の腰こしのあたりから少女の声が迸はしった。

『黄紅雷フアンホンレイ！』

　ロングコートの肩がぴくっと反応する。その呼びかけに続く、アリスのすさまじい早口の喋りは、僕らには一言も理解できなかった。なぜなら（おそらく）中ちゆう国ごく語だったからだ。

　ひとしきり喋った後で通話機が沈ちん黙もくすると、まず紅雷ホンレイは少佐の顔に目を移した。

「……それは、なんだ」

　少佐は壁に背中を押しつけて、腰の機械に手をやる。

「我が軍の指し揮き官、ニート探たん偵ていだ。今は別の場所にいるが、音声はつながっている」

　紅雷ホンレイの眉まゆがかすかに寄る。

「小鈴シヤオリンが言っていた、ガキのクラッカーか」

　少佐はうなずいた。紅雷ホンレイは通話機に向かって中国語でなにか言い返した。ひとしきりやりとりがあった後で、紅雷ホンレイは僕を壁際に突き飛ばし、背を向けた。

「まだ殺さないでおいてやる。失うせろ」
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「──こンの馬鹿！　殺されなきゃわかんないのかっ！」

　探偵事務所に戻るなり、非常階段の口でミンさんに捕まって殴なぐられた。

「あいつらはマフィアだっつってんだろうが、人間の目玉くらい平気でほじくり出すような連中なんだぞ！」

「すみません、ええと」

　僕ぼくがどこから戻ってきたのかも、どんな目に遭あったのかもみんな知っているみたいだった。襟えり首くびをつかまれ、がくがく揺さぶられていると、非常階段をたどたどしく下りてくる足音が聞こえた。

「ナルミっ」

　振り向くと、青いパジャマ姿が光の中に飛び込んでくるのが目に入る。

「殴なぐられたのかい、骨は折れていないだろうね、病院にはっ」

　アリスは僕の腰こしに飛びついてきて目に涙なみだをためて言う。僕はひどく驚いて、最近こいつよく外に出てくるようになったなあ、なんて場違いにのんきなことさえ頭に浮かんでしまう。

「お、落ち着けってアリス、大した怪け我がじゃないよ、またちょっと口の中切っただけ」

「自分の迂う闊かつさに身が捩よじれそうだ、黄紅雷フアンホンレイに動きをつかまれていたのも見抜けなかったなんて、もう金こん輪りん際ざいきみを現場には行かせない、生しよう涯がい集中治ち療りよう室に入っていてもらうから！」

「僕の人生なんだと思ってんだよ！」

「漫まん才ざいやってる場合か、この馬鹿二人は」

　ミンさんはすさまじい怪力でもって僕とアリスの二人を両肩かたに担かつぎ上げる。

「わ」「わわわわっ」

　そのまま探たん偵てい事務所に運ばれ、そろってベッドの上に投げ出される。僕も、そしてアリスまでも、ミンさんの剣けん幕まくに思わず正座。

「他ほかの馬鹿どもはどうしたんだ。一いつ緒しよだったんじゃないのか」

　まずミンさんはそう訊きいてきた。すでに固い握にぎり拳こぶしをつくりながらの問いなので、僕は首をすくめて答える。

「どうせ『はなまる』に戻ったらミンさんに叱しかられるから、それは僕の役目ってことで、先せん輩ぱいも少しよう佐さもヒロさんも帰っちゃいました」

「そうか」まず一発殴なぐられた。口の傷に響ひびく。

「マスター、殴るなら腹にしてくれたまえ！　ナルミが喋しやべれなくなったらどうするんだい、ドクターペッパーを箱で注文するときに困るだろう！」「もっと他のことでも困るよ！」

「で、なにを嗅かぎ回って紅雷ホンレイにぶん殴られたんだ。まさか親父おやじのこと捜さがしてたんじゃないだろうな」

「そのまさかです……」

　言ってしまってから、反射的に頭をかばった。ミンさんはため息をついただけだった。

「捜して……どうしようってんだよ」

　長い年月をかけて溜たまった古い水が、ひび割れから滴したたり落ちるような声。

　僕はアリスの顔をちらとうかがった。小さな探偵はうなずき、ミンさんの顔を見上げ、口を開いた。

「マスター。花はな田だ勝まさるは黄香玉フアンシヤンユーを殺していない」

　ミンさんはわずかに目を見開いて、しばらく沈ちん黙もくした。僕ぼくもその顔をじっと見つめて息をひそめていた。

「香玉シヤンユーを望まない結けつ婚こんから逃がすために、黄小鈴フアンシヤオリンと組んで一ひと芝しば居い打ったんだ」

「……なんであいつがそんなアホなことするんだよ」

「なぜって、花田勝の妻もまた、黄フアン家けよりも愛情を選んだからだよ。それはマスターがいちばんよく知っているだろうに」

　ミンさんは顔をそむけた。僕はちらとアリスの横顔をうかがった。さっき、推論を事実みたいに語るのはやめろなんて言っていたくせに、今のアリスは最初から断言してばかりだ。いいんだろうか。

「それで、なにがどうなるんだよ」

　ミンさんは吐はき捨てた。

「けっきょく黄フアン家けを裏切ってんじゃないか。仕事放り出して逃げたんだろ」

「でも、少なくともマスターが負い目を感じて黄紅雷フアンホンレイの言いなりになる必要はなくなった」

「知った口きくな」

　ミンさんの言葉が低くなる。

「負い目ってなんのことかわかってんのか。借金だぞ」

「……え？」借金？　僕は隣となりのアリスの顔を見る。唇くちびるを引き結んでいる。僕と同じく知らなかったらしい。

「親父おやじとお袋ふくろは、『はなまる』を始めるときに無む尽じんから金ひっぱってる」

「むじん、って」

「日に本ほんに来た中ちゆう国ごく人が金出し合ってつくった互ご助じよ会かいだよ。事業始めるときとか、なんか不幸があったときとかに借りられンだ。わたしも全然知らなかった。こないだ紅雷ホンレイに聞いてはじめて知った」

　啞あ然ぜんとしてしまう。

「運用してんのは黄道盟フアンタオメンだ。うちの店は黄フアン家けに借金してたんだよ。あの野や郎ろう、そんな大事なことなんにも言わずに消えやがって」

　じゃあ、花田勝が失しつ踪そうして裏社会に戻ったのは、あまりにも情けないことだけれど、ラーメン屋で全然稼かせげなくて借金が返せなかったからなのか。

「で、でも、最近『はなまる』調子いいし、このまま店続けてれば返せますよね」

「だから、もうとっくに返済期限過ぎてんだ。わたしんとこに催さい促そくがこなかったのは、親父がボディガードやってたからだよ。わたしに手を出すなっていう約束は、要するにそういう意味だったんだ。黄フアン家けがその気になりゃあ、明日あしたにでも『はなまる』の一いつ切さい合がつ財さいは差し押さえだ」

　僕は力なく息を吐いて、足を崩くずした。なんだかもう正座し続ける元気もなかった。

「じゃあ……ミンさんは、黄フアン家けの言いなりになるしかないってことですか」

「なんだよその言い方」

　ミンさんは肩かたをすくめた。

「言いなりってなんだ。紅雷ホンレイはそんな無茶なこと言ってないだろうが。正装してじいさんたちと飯めし食って、てきとうに話合わせるだけだろ。借りがあるんだから、それくらいつきあうのは当然じゃないか」

「いや、だから、あの紅雷ホンレイって人は──」

「結けつ婚こんどうのこうのって、おまえらが勝手に言ってるだけじゃないか。紅雷ホンレイからはなにも聞いてないぞ」

　そりゃあそうだ。なし崩くずしで結婚まで持ち込むつもりなら、まだ教えるのは早いだろう。

「だからおまえらは余計なことすんな」

　そう言い残して事務所を出ていこうとするミンさんを、僕ぼくは立ち上がって呼び止めていた。

「なんだよ」

「ええと、そのう」

　両手の指をからめたり離したりして言葉を慎しん重ちように選ぶ。

「仮定の話ですよ。もし、黄紅雷フアンホンレイが、ほんとに結婚するつもりだったらミンさんはどうするんですか」

　ミンさんはまた、あの、顔を横に向けてちょっと唇くちびるをすぼめる可愛かわいらしい表情を見せてくれた。ほんとに照れてるんだろうか、この人。

「知るか。そんなの、仮定の話で考えるようなことじゃないだろ」

　ミンさんの背中が事務所のドアの向こうに消えてしまった後で、僕は吹き下ろす冷房の風に肩かたを押しつけられるようにして、またベッドに腰こしを下ろした。今までずっと黙だまっていたアリスが、隣となりでふうっと息をつく。

「珍めずらしいね、こんなに長い間黙ってるの」

「どうにも、ぼくにはきみの真ま似ねはできないようだ」

　アリスは立てた膝ひざにあごをのせて、くたびれきった声で言う。

「僕の真似？」

「そう。『物語』さ」

「ああ、さっきの」

　花はな田だ勝まさるがなにを考えているのか。そして黄香玉フアンシヤンユーがほんとうに生きているのか。どれもたしかな事実ではないのに、アリスはミンさんに事実として伝えてしまった。

　噓うそではないけれど、ほんとうでもない。いつかなにかに変化する、現実と至し福ふくと絶望の雛ひな形がた。アリスはそれを、『物語』と呼ぶ。シャベルの先がほんのすこし触ふれただけで崩くずれてしまう脆もろい夢だ。本質的に墓はか暴あばきであるところの探たん偵ていには、扱えない。

「ぼくが口にしたら、それはただの笑えない噓うそだ。不思議なものだね。いったい、きみの言葉となにがちがうというのだろう」

「う、ううん？」

　実のところアリスの言っていることがよくわかっていない僕ぼくは、曖あい昧まいに相あい槌づちを打つ。

「おそらく、ぼくの中に未来がないから、だろうね」

　僕はぞっとした。未来がない？

「エンドマークを打って、はじめて物語は物語たりえる。でもぼくはその最後のページを思い描けない。ねえ、ぼくはマスターにどうしてほしいわけでもないんだ。ただ、海水を死ぬまで飲み続けるような好こう奇き心しんの渇かわきがあるだけなんだよ。だからぼくはこの世界に対して、永遠に読者のままでいるしかないのだろうね」

　それから彼女は、シーツに押しつけられた僕の手の甲こうにじっと目をやった。エアコンだけが生きた呼吸を続けていた。どうやらいつものように、暗あん愚ぐな探たん偵てい助手の言葉が求められているようだった。

「だから僕がいる、って、思っていいのかな」

　青いパジャマの肩かたがくくっと揺れて、そこにかかっていた黒髪かみが幾いく筋すじか落ちる。

「さっきまでマスターに殴なぐられることに怯おびえて縮こまっていたくせに、大きな口を叩たたくじゃないか」

「あー、ええと」

「まあいい。ぼくにはこの尽きぬ好奇心がある。ヒロの依頼もある。きみが何発殴られようが知ったことではない。調査を続けるよ。今日きよう、現場に先んじられたことで、いくつか有用な情報が得られた」

「そうなの？　すぐ紅雷ホンレイに追い出されちゃって、全然調べられなかったんだけど」

　アリスは背後のモニタ群に向き直り、キーボードを叩たたき始める。

「まずは、当たり前のことだが、そこに逃走車がたしかにあった──花はな田だ勝まさるがあの場所にいたという事実だ。医院の電話は生きていたからね、これから履り歴れきを探る」

　なるほど。携けい帯たいは居場所を探られる危険性があるので逃亡中は使いづらいけれど、据すえ置きの電話なら、高飛びの手配なんかをするのに使ったかもしれない。

「あそこの医者、けっきょく何者なの」

「崔チエという韓かん国こく人でね、予想通りモグリだ。噂うわさに過ぎないが、ろくでもない仕事ばかり請うけ負っているらしい」

「ろくでもない仕事って」

「銃じゆう創そうなんかの表おもて沙ざ汰たにできない治ち療りよう、堕だ胎たい、カルテの偽ぎ造ぞう、果ては死体処理までだ」

　僕は顔をしかめた。

「裏社会の人間だね。花田勝の傭よう兵へい時代からの知り合いなのかな。ともかく、行方ゆくえはわからない。しょっちゅう留る守すにしていたらしいから、最後に見かけたという情報は先週末だ」

「それは……捜さがすのはマフィア連中に任せた方がいいかもしれないね……」

　今さらこんなことを言うのもあれだけれど、この件はあちこち危なすぎる。アリスも無表情にうなずいた。

「この医者に関してぼくらの情報網が黄道盟フアンタオメンのそれを上回れるとは思えないから、他ほかの方面に力を向けるのが得策だろうね。危険を想定もせず無む謀ぼうに突き進む愚おろかな助手もいることだし」

　僕ぼくは恐きよう縮しゆくしてしまう。

「さておき、次に重要な情報は、血けつ痕こんが助手席にだけあった、という事実だ」

「それは……どういうことになるの」

「ほんとうにきみの頭といったら絶対三度の真空よりもからっぽなのだね！　少しは自分で考えたまえよ」

「ああ、ええと」

　僕はベッドの上で腕うで組ぐみする。

「少なくとも、小鈴シヤオリンさんの言ってた『花はな田だ勝まさるが二人を殺した』ってのは、確実に噓うそだってわかるわけだよね」

「そう。まずはそれだ。死体を、しかも二つも、助手席に積む馬鹿はいない。さらには、車に乗っていたのが二人だけだったということも推測できるね」

「なんで？」

「車に三人乗っていて、うちの一人が怪け我が人だと仮定してみたまえ、その怪我人をわざわざ助手席に乗せるかい？」

「ああ……そうか。そうだよね」

　しかも黄香玉フアンシヤンユーと、そのもう一人のなんとかいうチンピラは恋人同士だったのだから、もし同乗していて片方が怪我をしていたなら、二人とも後部座席に乗るだろう。止血したり容よう態だいを見守ったりしなきゃいけないから。でも、実際には血痕は助手席だけ。二人乗っていた以外の可能性は排はい除じよされてしまう。

「しかし、この推測はどうにも腑ふに落ちない」

「え？」

「怪我人と二人だけだったとしても、やっぱり後部座席に乗せる方が理に適かなっている。血があれだけ出ていたんだ、走行中にだれかに見み咎とがめられないとも限らない。それに、助手席に乗せたせいでこうして噓が露ろ見けんしたわけだし」

「ううん。それもそうだけど」

　ぼくはあごに手をあてて、少し考える。

「ほんとは三人乗っていたのに、二人しかいなかったように見せかけた、とか」

「あまり意味のある偽ぎ装そうには思えないね。事件の夜に、周辺住民が若い男の怒ど声せいを聞いているんだ。だれか押しかけてきたのはたしかだろう。それがほんとうに梅うめ田だ浩こう二じなるチンピラだったのか、そしてそこでなにがあったのかは、わからないけれど」

「ううん……」

　けっきょくのところ、事件の夜に実際にはなにが起きたのか。それが色んなものごとの隘あい路ろになってしまっている。

「黄小鈴フアンシヤオリンに教えてもらうしかないだろうね。今なら、訊きけばあるていどは喋しやべるはずだよ」

「教えてくれるかなあ。あの人、僕ぼくらのことは全然信用してないし」

「もうあの女も、真実を話さざるを得ないだろう。だって、ぼくらが得た情報は黄紅雷フアンホンレイもまた手にしているんだ」

「あ……」

　そうか。紅雷ホンレイは僕とちがって馬鹿じゃない。小鈴シヤオリンさんが噓うそをついていたことは、アリスと同じ筋すじ道みちからすぐに気がつくはずだ。

「じゃあ、あの人の噓ってけっきょくなんのためだったの？　香玉シヤンユーが死んだことになれば追いかけられずに済むから？」

「真っ先に考えつくのはそれだね」

「でも生きてるって紅雷ホンレイにばれたら、黄フアン家けは全力で香玉シヤンユーを捜さがし始めちゃうよね」

「だからね、黄小鈴フアンシヤオリンは、黄香玉フアンシヤンユーの逃亡に、兄が協力してくれるという確信があったんだよ」

「え、ええええ？」

　どういうこと？　あの黄フン紅雷ホンレイが、逃亡に協力する？　だって、婚こん約やく者で──

「……あ」

　そうか。

　紅雷ホンレイは、ミンさんをものにしようとしてるんだった。本来の婚約者が殺されてしまった、ということになっている現状は、紅雷ホンレイにとっても都合がいいんだ。

　だから──協力する。

　小鈴シヤオリンさんの噓は、つまり、黄フアン家けの老人たち、親や祖父たちをだますためだけのものなのか。

「それが、きみの胸にある『物語』なのだね」

　アリスがいつの間にか振り向いて、肩かた越ごしに微笑ほほえんでいる。

「……え？」

「じゃあ、今ここで、なにかに変えよう。ほら、向こうから来てくれた」

　そう言って彼女が指さしたのは、ベッドの脇わきに並べられた防犯カメラのモニタのひとつだった。一台が、一階の『はなまる』店頭に立つ淡い色のコート姿の女性を映している。夜の闇やみから、暖の簾れんごしの光の中に踏み込んできて、その顔が見える。小鈴シヤオリンさんだ。

　来てくれた、ということは、話してくれる、ということなのか。それなら、ようやく少しは前に進めそうだ。

　ところがモニタから小鈴シヤオリンさんの姿が消えてややあってから、アリスがいきなりなにか思い出したような顔になってぴょんと振り向いた。

「ナルミ、さっさと客人を出迎えにいきたまえ」

「出迎え？　なんで。そんなの今まで」

「いいから早くっ」

　ベッドから蹴け落おとされてしまった。事務所を出るときにちらと振り返ると、アリスはぬいぐるみの山を漁あさって、服を引っぱり出しているところだった。ああ、なるほど、小鈴シヤオリンさんにパジャマ姿を糾きゆう弾だんされないように着替えようってことか。でもあいつ、喪も服ふくと和服しか持ってないだろうに、どうするの？







　そんなわけで、二分後に小鈴シヤオリンさんを連れて事務所に戻ってきた僕ぼくは啞あ然ぜんとする羽は目めになる。ベッドの上のアリスは、水色と白のエプロンドレスに身を包んでいた。頭にリボンこそつけていないが、これはいわゆる、ディズニー映画で有名になった『不思議の国のアリス』の服装ではないか。え？　アリスつながり？　ていうかなんでコスプレしてんの？

　小鈴シヤオリンさんの視線が僕の頰ほおに突き刺ささる。

「……あなたの趣味？　夜中に、こんな小さい娘こにこんなことさせるなんて」

「なんでそういちいち誤解を深める方向につっこむんですかっ」

「きみがいちいちぼくの太ももに文句をつけるからだろうっ」
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　僕ぼくとアリスの怒ど声せいが重なる。なるほど、いつぞや小鈴シヤオリンさんがアリスのパジャマ姿のはしたなさをとがめたものだから、気を遣つかったわけか。しかし──

「そんな服しか持ってないの？」

「これは仮装だ。普段からこんなばかみたいな格好するものか」とアリスはむくれる。やっぱりコスプレなのか。最近はまってんの？　助手としては、なんだかこう、複雑です。小鈴シヤオリンさんは僕に目を移し、眉まゆをひそめた。

「だいたい、あなたはまたこんな夜遅くまで女の子の部屋に」

「助手なんですよ、仕事です！」

「仕事って、夜遊びみたいなものじゃない。親おや御ごさんはなにも言わないの？」

　そういうまともなことを訊きかれると、ニート予備軍の僕としては非常に困る。

「……両親とも家にはいないんです」

　小鈴シヤオリンさんは少し言葉に詰まった。でも謝ったりしてこないので助かった。さらっと流してくれるのがいちばんいい。

「ともかく、さっさと話を始めたまえ。ナルミの生活態度に説教するために来たわけじゃないのだろう」

「そう……ね」

　小鈴シヤオリンさんは息をついて、所在なさそうに寒いサイバールームを見回した。この部屋には椅い子すというものがないので、客人が来たときにけっこう困る。立っているしかないのだ。

「最初に噓うそをついていたのは、謝る。香玉シヤンユーは、わたしが匿かくまってる。でも場所はまだ言えない。あなたたちが信用できるか、わからないし」

　僕はため息をついてしまう。そこまでがっちりと事件に関わってたのか。

「兄上にも同じことを言うつもりかい」

「言わない」

　アリスはぴくんと眉まゆを上げた。

「きみの噓はすでに兄上にもばれているよ」

「わかってる。でも、訊かれても言わない。だって、紅雷ホンレイも今後はお祖じ父い様たちに、なにも知らなかったふりをし続けなきゃいけないんだから。わたしは噓なんてついていないし紅雷ホンレイもなにも気づいていない。そういうことにしなきゃいけないの」

　アリスは目を細めて、しばらく小鈴シヤオリンさんのコートの胸のあたりをじっと見ていた。それからやおらベッドを下りると、小鈴シヤオリンさんに歩み寄り、いきなりコートの胸元に手を伸ばし、スーツの襟えりとまとめてつかみ、がばっと割り広げた。

「な、なにするのっ」

　小鈴シヤオリンさんはアリスの手を振り払はらってキチネットの脇わきまで飛び退のいた。でも、ベッドに座ったままだった僕ぼくのところからも見えた。小鈴シヤオリンさんのＹシャツの胸に透すけてにじんだ、赤。たぶん包ほう帯たいだ。鎖さ骨こつの下あたり。それからよく見えなかったけれど脇わき腹ばらの方にも。

「訊きかれても、殴なぐられても、言わない、というわけかい」アリスが冷房の風の何倍も冷ややかな声で言った。「殴ってまで聞き出そうとしたが答えられなかった、という事実が、きみにとっても兄上にとっても必要だったのかい？」

「わかっているならいちいち訊かないで」

　小鈴シヤオリンさんはコートの前を搔かき寄せてそっぽを向いてしまう。紅雷ホンレイは、やっぱり妹でも容よう赦しやなく殴るのか。そしてこの人は、それを必要な儀ぎ式しきみたいなものだと受け止めて沈ちん黙もくを貫いたのか。驚きもあきれも通り越して尊敬の念さえ浮かんでくる。見かけは育ちのいいキャリアウーマンだけれど、やはりこの人はマフィアの血ち筋すじなのだ。肝きもが据すわっている。

　そして、紅雷ホンレイは引き下がった。けじめだけつけて、小鈴シヤオリンさんの噓を吞のみ込んだ。

　それじゃあ、アリスの予測はあたったわけだ。紅雷ホンレイは香玉シヤンユーを逃がすのに協力する──ミンさんを狙ねらっているから。

　アリスはベッドまで戻ってきて、再び僕の隣となりに腰こしを下ろすと、また小鈴シヤオリンさんに向き直る。

「梅うめ田だ浩こう二じの方は？　あの男が事件の夜に押しかけてきた、というのは、真実なのかい」

　小鈴シヤオリンさんはちらと目を上げ、うなずく。

「追い返そうと思ったけど、香玉シヤンユーがどうしても逢あいたいっていうし、そのときはあの男、薬も酒もやってなくてまともそうに見えたし、勝まさるさんもいるから大だい丈じよう夫ぶかなって思って」

「では、黄香玉フアンシヤンユーと梅田浩二は、花はな田だ勝を交えて面会したのだね？」

「そう。わたしはべつの部屋にいたから、どういう話をしてたのかわからないけど、そのうち銃じゆう声せいが聞こえて、香玉シヤンユーの部屋にいってみたら血ち塗まみれでガラスが割れてた」

　花田勝は、香玉シヤンユーをどこかに隠かくすこと、自分が二人を殺したと噓をつくこと、その二つを小鈴シヤオリンさんに指示し、大怪け我がをした梅田浩二を連れて車で逃げた──という。

「なぜ梅田浩二を撃うったのだろうね」

　わからない、と小鈴シヤオリンさんは首を振る。

「どうにも、花田勝は行動が早すぎる。前から香玉シヤンユーの逃亡を幇ほう助じよすると決めていたみたいだ」

「決めてたのかもしれない。勝さんはだいぶ長い間、香玉シヤンユーのボディガードで、ずっと一いつ緒しよにいたから。たくさん話したと思うし。香玉シヤンユーは、わたしにも何度も、黄フアン家けのための結けつ婚こんなんてしたくないって話してた。わたしも、馬鹿馬鹿しいと思っていたし……他ほかに恋人がいたなら、なおさら」

「花田勝と梅田浩二が、その後どうしたのかは知らないのかい」

　小鈴シヤオリンさんは首を振った。

「勝さんは、手配が終わったら連れん絡らくするから、それまで香玉シヤンユーを匿かくまっててくれって。梅田のことはなにも言ってなかった」

　じゃあ、一週間待てというのは、黄香玉フアンシヤンユーが逃げる手て筈はずが整うまで待てってことなのか。アリスが目を細め、低い声でさらに言う。

「梅うめ田だ浩こう二じはもう死んでいるのかもしれない」

　小鈴シヤオリンさんの顔がやや青ざめる。

「そんなわけない。だって、医者に連れていったんでしょう」

「あの医者はモグリで死体処理まで請うけ負っていたのだよ。花はな田だ勝まさるが治ち療りようのために連れていったと、なぜ断言できる？」

「だから、それは」

「こうも考えられる。黄香玉フアンシヤンユーが死んだと見せかけるためには大量の血が必要だった。だから花田勝は梅田浩二を──」

「勝さんはそんなことしない！」小鈴シヤオリンさんはベッドに詰め寄ってきて、顔を紅こう潮ちようさせて言った。僕ぼくは啞あ然ぜんとして、アリスと小鈴シヤオリンさんの顔を見比べる。

「なぜ言い切れる？」

　アリスが吐と息いきとほとんど変わらない声で訊たずねた。小鈴シヤオリンさんは震ふるえる声で答える。

「勝さんは……そんな人じゃない」

　どうしてだろう、と僕は思う。この人は、どうしてときおり、こんなふうに感情をさらけ出すんだろう。僕たちにも兄にも涼しい顔で噓うそをついていたくせに、花田勝に関しては、なぜかひどく弱い部分を見せる。そんな深い間あいだ柄がらだったんだろうか。どうにも、この小鈴シヤオリンさんという人のイメージがひとつの像としてつながらない。まだなにか足りない。そんな気がする。

「梅田っていう男は、感じのいい男じゃなかったけど……でも香玉シヤンユーは一いつ緒しよに逃げたいって勝さんにずっと言ってたし、だから勝さんも、きっと梅田を先にどこかに逃がして、落ち着いたら香玉シヤンユーを呼ぶつもり。ぜったいそう」

　しばらくの間、アリスも小鈴シヤオリンさんもお互いの膝ひざあたりをにらんだまま押し黙だまってしまう。僕もベッドの端はしに腰こし掛かけて、唾つばを飲み込み、息を押し殺し、思考を整理する。

　小鈴シヤオリンさんの言葉が、みんな正しいとしよう。

　黄香玉フアンシヤンユーは死んだことにして、逃げる。大量の血という説得力あふれる証しよう拠こがあるうえに、紅雷ホンレイが隠いん蔽ぺいに協力してくれそうだ。逃亡先の手配は花田勝がやっている。なんだ。うまくいきそうじゃないか。それなら、僕らはいったいなんなんだ。駆かけずり回って、殴なぐられて、脅おどされて、叱しかられて、けっきょくだれのためになにをしてるんだ？

　もちろんヒロさんのためだ。僕はすぐに自答する。あのヒモの、不似合いな恋のため。

　……ここまでするようなことか？

　そんな、致命的な疑念が浮かんでくる。

「それで」

　アリスのつぶやきが、僕ぼくの思考をなぞる。

「きみは、なぜここにきた？　なにをしようとしているんだい。噓うそを少しずつ真実の刃やいばで切り崩くずして、ぼくらになにをさせたい？」

　小鈴シヤオリンさんはしばらく答えをためらった。アリスの言葉に含まれている糾きゆう弾だんの色を嗅かぎ取ったのだろう。

「明麗ミンリーを、助けてあげてほしいの。勝まさるさんがそう望んでたから」

「だから、そんな曖あい昧まいな依頼は受けられないと言っているだろう。マスターが助けてくれとか婚こん約やくなんていやだとか黄フアン家けと関わりたくないとか言ってきたわけじゃないんだ。なにか困っていると決めつけて勝手に動けというのかい？　それは探たん偵ていの分ぶんをこえている」

「でも、あなたは探偵かもしれないけれど、明麗ミンリーの友だちなんでしょう。それとなく明麗ミンリーに話して、どうしたいのか聞いて──」

「友だちなものか」

　僕ははっとしてアリスの横顔を見た。

「依頼があれば、ぼくは探偵となり、マスターは依頼者になる。そうでないときには、ぼくは大家でマスターは店たな子こだ。それだけだ。契けい約やくを介かいさないで世界に触ふれられるほど、ぼくは無防備ではいられない」

　小鈴シヤオリンさんも面めん食くらって、自分の両腕うでを固く抱だき、廊ろう下かの方へと一歩後ずさる。アリスは口元に手をやり、目を伏せ、哀かなしそうに首を振った。なにもかも無む駄だだ、とでも言いたげに。

「もういい。だいたいわかった」

「なに……が？」と小鈴シヤオリンさんは呻うめく。

「きみがここに来た目的さ。情報を伝えることそのものだ。前もそうだった。だろう？」

　小鈴シヤオリンさんの顔には、固くこわばった言葉にできない表情が浮かんでいる。

「ぼくらに情報を与えることによって、なにがしかの作用を得ようとしている。花はな田だ勝の意図なのか、きみ自身の考えなのかはわからないけれど、ともかく、まだなにか隠かくしているね」

　冷えきった事務所の空気に響ひびくアリスの声は、アスファルトを打つ雹ひようの音みたいだ。

「明かすべきことがもうないのなら、疾とく去りたまえ。それから憶おぼえておくように。ぼくらを現在動かしている依頼は、ヒロのものだ。どうあってもマスターと紅雷ホンレイの婚こん約やくは妨ぼう害がいする。手段は選ばない。たとえば黄香玉フアンシヤンユーがまだ生きているということを黄フアン家けの長老がたに伝えるという選択肢しだってあるのだよ」

　小鈴シヤオリンさんはきつい目でアリスをにらんだ。

「そんなことさせない。だいいち、お祖じ父い様たちがあなたの言葉なんて信用するわけないでしょう。わたしも紅雷ホンレイも、香玉シヤンユーは殺された、って証言するんだから」

「かもしれないが、やってみなければわからないだろう」

　アリスの言葉に、小鈴シヤオリンさんは唇くちびるを嚙かみしめ、それから背を向けた。

　彼女が黙だまって事務所を出ていってしまってから、僕ぼくはようやくこちこちの息を吐はき出し、ベッドから下りてずるずると床ゆかに尻しりを落とした。ただアリスの隣となりで話を聞いていたのに、節ふし々ぶしが痛むくらい緊きん張ちようしていた。

　ちらと目を上げると、小さな探たん偵ていはまだ玄げん関かんのドアをじっとにらんでいる。

「……ほんとに、婚こん約やく者が生きてるってこと、ばらすつもりなの」

　僕はそっと訊きいてみた。それは花はな田だ勝まさるの苦労を水の泡あわにし、一人の見知らぬ女性を不幸に押し戻すのだ。ヒロさんの依頼が遂行できるとしても、後味が悪い。

　アリスは首を振った。

「最後の、最悪の手段だ。ぼくだってそんなことしたくない。彼女の言う通り、信用してもらえる保証はないし、黄紅雷フアンホンレイにも要いらぬ恨うらみを買うし、マスターにだってさらになにがしかの迷めい惑わくがかかるかもしれない」

　僕はほうっと息をついた。

「ちゃんとミンさんの心配してるんだね」

「どういう意味だい、それは」

「だってさっき、友だちじゃない、とかって」

　アリスは唇くちびるをすぼめ、顔をそむけた。

「友だちじゃない。ぼくに友だちなんていない。でもマスターには世話になっているだろう。迷惑をかけないようにと考えるのは当然だ」

「べつに、友だちみたいなもんでいいんじゃないの」

「言っただろう。そういう、相互誤解から成り立っているようなあやふやな関係でもって外界とつながれる無防備さは、持ち合わせていないんだ」

　アリスは僕に背を向けてしまう。でも、キーボードに置いた細い指はいっこうに動かない。だから僕は哀かなしくなってくる。

　周囲に、あまりにも気安い人々が集まっているものだから、ときおり忘れそうになる。この不思議な少女が、羊よう膜まくみたいな触ふれがたい孤独に包まれて生きているということ。

　僕は？

　こんなにもアリスのそばにいる僕は、やっぱり、探偵と助手という雇こ用よう関係でしかつながれていないのか？

　そうなのだろう。だってこんなときにも、なにを言えばいいのかわからない。

　それでも僕は少しの間目を閉じて、言葉をたぐり寄せ、継つぎ接はぎする。

「ねえ、アリス」

「……なんだい」

「その。うまく言えないんだけど」

　両手の指を組み合わせ、ほどき、僕は目を開いて言葉を続ける。

「せめて僕ぼくといるときくらい、アリスが無防備でも大だい丈じよう夫ぶなように、なりたい、っていうか」

「な」

　背中越しのアリスの声が震ふるえる。

「なにを、言っているんだい、きみは」

「ああ、ごめん、自分でもよくわかんなくなってきた」

「き、きみは、もう少し、考えてものを言いたまえよ。なんだい。ぼくがなんだって？　意味がわからない」

　アリスの手がシーツをきつくつかんでいるのが見えたので、僕はますます言葉を見失う。永遠に思えるほどの間、言い淀よどんだままでいると、アリスがいきなり長い黒髪かみをひるがえして振り向いた。

「さっさとなにか言いたまえよっ、ぼくが待っているのがわからないのかいっ！」

「え、え？　あ、ああ、ごめん、もうなんか整理つかなくて、その」

「こ、このばか！　ほんとうにきみってやつはまったく！」

　それからしばらくの間、アリスはたいそう貧弱なボキャブラリの罵ば倒とう語を並べ立てた。いつもの名調子はどうしたんだろう、ほんとうに頭にきて余よ裕ゆうを失っているんだろうか、と心配にさえなった。

「言うべきことも組み立てられないなら、さっさと出ていきたまえ！　ぼくは早くこのばかばかしい衣装を着替えたいんだ！」

「このままでもいいと思うけど……」けっこう似合ってるし。ところがそれを聞いたアリスの顔はほおずきのように紅潮してしまう。

「こ、こ、このままっ？　このままここにいると言うのかきみは、な、き、きみの言っている無防備だのなんだのというのは、ま、まさか目の前で着替えろとかそういうこと」

　おい、どんな勘かん違ちがいだ。ちょっと落ち着きなさい。でもアリスは自分の言葉でうろたえてさらにわけのわからないことを喋しやべり始めたので、僕はあわててベッドから飛び降りて事務所を逃げ出した。







　非常階段を下りきったところで、シャッターをおろす音が聞こえてきた。目につく明かりは勝手口の戸の隙すき間まから漏もれる厨ちゆう房ぼうの光だけだ。もう閉店時間なのだ。

　ビルの隙間から表に出ようとしたところで、ちょうど戻ってきたミンさんと鉢はち合あわせした。なんとなく気まずくて、会え釈しやくだけして脇わきを通り抜けようとすると、ミンさんが言った。

「さっき小鈴シヤオリンが来てただろ」

「え、あ……は、はい」

　気づいてたのか。そりゃあ気づくか、探たん偵てい事務所に行こうとしたらどうやったって店の前を通るのだから。

「まだなにかこそこそやってんのか。っとに、こっちはガキどものお守もりで忙いそがしいのに」

「え、ええと」

　言葉に詰まる僕ぼくの肩かたを押しのけ、ミンさんは勝手口に向かった。

「くそ親父おやじも、厄やつ介かいごとばっかり持ってきやがって。戻ってきたらぶん殴なぐってやるのに」

「勝まさるさんはっ」

　思わず振り向いていた。立ち止まったミンさんと視線が合う。なんだ、僕はなにを言おうとしてるんだ？　花はな田だ勝は人殺しなんてしていない、アリスの推測は正しかったんです、とでも言うつもりなのか。それでどうなる。花田勝が逃げ回ってミンさんに迷めい惑わくをかけていることにはかわりないじゃないか。

「なんだよ。親父がどうしたんだ。なにかわかったのか」

「い、いえ」

　僕は口ごもってうつむく。

　少し、花田勝に対して腹が立ち始めていた。けっきょくあんたが隠かくれてるのがすべての元げん凶きようじゃないか。こういう裏社会の面めん倒どうごとはあんたの専門だろう、なんで娘むすめにとばっちりを食わせておいて平気な顔で逃げ回れるんだ。よその女の面倒は必死に見てるくせに、ミンさんのことはまるで放置じゃないか。それで僕らに助けてやれなんて頼んでるのか。無責任すぎるんじゃないのか？

　黙だまってミンさんに背を向け、通りに出ようとしたときだった。僕のポケットで携けい帯たいが震ふるえた。取り出してみると、非通知の着信。

『探たん偵ていンとこの高校生だな』

「あ──あんた、またッ」

　花田勝の声だ。なんでまた僕にかけてくるんだ？　かろうじて、録音機能をＯＮにすることを思いつく。

『明麗ミンリーを出せ。話がある』

「話があるならッ、出てくれば──」

　僕が叫び返そうとしたとき、背後で土を踏む音がして、手から携帯電話がむしり取られた。振り向くと、ミンさんだ。

「わたしだ。……あぁ？　ふざけんな、だれのせいだと思ってンだ。……意地なんかじゃないよ。余計なお世話だ。……なんのことだよ。おい、待てってば！　くそ親父！」

　通話は切れたらしい。ミンさんの形ぎよう相そうは、握にぎった携帯をそのまま地面に叩たたきつけるんじゃないかと思えたほどだった。

「あの馬鹿野や郎ろう、こんな面倒起こしといてまだ父親気取りか」

　煮えたぎった声がミンさんの足下にぼたぼたと落ちた。携帯は乱暴に僕の手の中に押し込まれた。呆ぼう然ぜんとする僕ぼくの目の前で、勝手口の戸は叩たたきつけられるように閉じた。




　　　　[image: まーく]




　翌日の放課後、僕はゲームセンターだの書店だのレコード店だのにさんざん寄り道してから、『はなまる』に足を向けた。あんなことがあった次の日に、ミンさんと顔を合わせるのがなんとなく気詰まりだったからだ。

　店の脇わきに自転車を駐とめると、すでに暖の簾れんの奥からは大勢の女の子たちの声が聞こえ、鶏とりガラのにおいのする湯ゆ気げが店頭にまであふれていた。

「ラーメンってこんなに材料入れるんだ」

「前日までに煮とけばいいから楽じゃない？」

「ミンさん、このスープって藤ふじ島しまくんと一いつ緒しよに開発したってほんと？」

「ほんとだけど、あいつ試食しかしてないぞ」

「あ、味み噌そラーメンは最近おれの考えた出だ汁し使ってるんだ。醬しよう油ゆでもいけると思うけど」

「なんだとヒロ調子に乗るな」

「二種類使い分けは無理だよねえ」

「あたしヒロさんのスープの方が好き」

「あたしもー」

　なにごとかと思っておそるおそる暖簾をくぐり、戸を開けた僕は、クラスメイト女子たちの視線を一いつ斉せいに受けて面食らう。いつもならみんな廊ろう下かの奥でアイス作りしてるのに、今日きようは厨ちゆう房ぼうに出てきていて、おまけに寸ずん胴どう鍋なべをかき混ぜたり包ほう丁ちようを握にぎっていたりするのだ。

「あ、藤島くん！　試食のエキスパートの藤島くんがやっと来たよ！」

「なにその言い方……え、ええと？」

　あらためて店内を見渡す。狭せまい厨房にひしめくセーラー服姿、ちょっと困り顔のミンさんと、たいへん嬉うれしそうなヒロさん。

「なんでみんなでラーメン作ってるの？」

「ほら、ミンさん文化祭の一日目に来られなくなっちゃったでしょ」と彩あや夏かが言う。

　二日あるうちの初日、十一月三日は、ちょうどミンさんが紅雷ホンレイの婚こん約やく者の代役となって黄フアン家けの食事会に出席しなければいけない日なのだ。我らが二年四組の出し物に、食品衛生責任者として参加できない。

「それで、加熱調理したものなら出せるっていうから、一日目はラーメン出そうと思って！」

　彩夏は胸を張る。

「なんでだよ。むちゃくちゃじゃないか。どこの世界にラーメンとアイス両方出すような馬鹿な店が──わわわわ、ご、ごめんなさいミンさん冗じよう談だんですってば！」

　ミンさんが包ほう丁ちようを持ち上げカウンターを跳とび越えてきそうな形ぎよう相そうだったので、僕ぼくは頭を抱かかえて謝った。

「ふん」

　ミンさんは不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らす。

「わたしだって、アイスならともかく、ラーメンなんて教えたくないよ。まだ他人に教えられるほどの味じゃない。でもしょうがないだろ、ビラに載のせちゃったっていうんだから」

「ビラ？」

　彩あや夏かが、そのビラの現物を見せてくれた。文化祭当日に校門とか玄げん関かん口でばらまくためのものだ。




　あの超有名店『はなまる』が！

　初プレミア出店！




　……と、でかでかと書かれている。

「もういっぱい刷すっちゃったし。実際、『はなまる』はすごく有名だし」

「アイスで、だろ」とミンさんは口を尖とがらせる。「客はみんなアイス目当てで来るぞ。ラーメンなんて出したら怒るんじゃないのか」

「えー。ミンさんのはラーメンも美お味いしいよ」

「昔はあんまり美味しくなかったけど」

「だめだよ正直に言っちゃあ」

「ちゃんと二日目はアイス出すし」

「ラーメンだって『はなまる』の味だから詐さ欺ぎにはならないよねー？」

　女子どもの率直な意見に、ミンさんはあきれ顔で頭を搔かくしかない。いやあ、実際僕もこれはどうかと思うけど……。ヒロさんも苦笑している。

　僕は勝手口前のたまり場の古タイヤに腰こしを下ろし、ふうっと息をついた。彩夏たちのおかげで、ミンさんとの間の気まずさはなんとなくなかったことにされてしまった。助かった。

「なんだ藤ふじ島しま中ちゆう将じよう。今日きようも楽しそうな厨ちゆう房ぼうから追い出されたのか」

　そう言って姿を見せたのは、迷めい彩さい服姿に巨大なバックパックを背負った少しよう佐さだった。

「いい傾向だ。学園祭などにまともに参加するようでは、将来有能なニートになれないからな。自分も高校時代、この季節はほとんど授業をさぼって家にこもり回路設計とプログラミングに勤いそしんだものだ」

「少佐と一いつ緒しよにしないでください。僕は試食のラーメンができるのを待ってるだけです」

　ていうかこの人の高校時代ってどんなだったんだろう。想像がつくような、想像してしまうと怖こわいような。

「さておき、録音はだいたい解かい析せきが終わった」

　少しよう佐さは僕ぼくの向かい側に腰こしを下ろし、バックパックからノートＰＣを取り出して開いた。

「どうにも奇き妙みようだ。ノイズサプレッサーでもかけたみたいに音質がクリアなんだ。場所を探られないように、そういう電話を使っているのかもしれない。あるいは地下室……？」

　少佐の今の仕事は、花はな田だ勝まさるからかかってきた電話の録音の解析である。背後になにか手がかりとなる音が入っていないかどうか、ヘッドフォンでチェックするわけだ。

　昨日きのうのミンさんと花田勝との通話は、僕も後で録音を聴きいていた。思い出すと、どうにも気分が重たくなる。

　花田勝は、こう言っていた。

『俺おれのことは気にするな、ほっておけ』

『無理に意地を張って店続けることはねえ。おまえのやりたいようにやれ』

『なにがいちばんましな人生なのか、てめえでよく考えろ』

　ほとんど会話が嚙かみ合わないまま、通話はそこでぶっつり切れた。ミンさんが怒るのも無理はない。勝手なことばかり並べて、いったいなんなんだ。

　それからすぐにテツ先せん輩ぱいも非常階段前のたまり場に顔を出した。

「梅うめ田だ浩こう二じのヤサは割れた。まあ当たり前だがもぬけのからだったな」

　先輩があっさりそう言うので、僕は驚く。

「どこかの組員ですか」と少佐が訊たずねた。

「そう。歌か舞ぶ伎き町ちようの大だい成せい和わ会かいっていうとこの、取り立て屋だ。直接行って話聞いてきたけど、もう何年も前から中ちゆう国ごく系のすげえ美人と付き合ってたっていう話だから、だいぶ長い関係だったみたいだな」

「その大成和会ってのが逃亡に関わってたりしないんですか」

「ないっつってたよ。銃じゆう持ち出して香港ホンコンマフィアと揉もめたんだから、もう除名だ。黄道盟フアンタオメンが殺さなくても大成和会が殺すだろ」

「ま、そりゃそうですね」

「ただ、ここ何ヶ月かものすごい債さい権けん回収率で、薬もやめて、だいぶ金を貯ためてたらしい」

「駈かけ落ち準備してたってことですかね」

「かもな」

　少佐とテツ先輩の剣けん吞のんな会話を聞いていると、ヒロさんもエプロンを外して勝手口から出てきた。久々にニート探たん偵てい団がこの場所に顔をそろえたことになる。店の方はいいのかな。彩あや夏かがいるし、他ほかにも無給で手伝ってくれるウェイトレスがうんざりするくらいたくさんいるし、今日きようくらいヒロさんがいなくても大だい丈じよう夫ぶか。

「で、ヒロはどうすんだ」とテツ先輩。「おまえが依頼人なんだから落としどころはおまえが決めろよ。だいたい情報は出そろった。そろそろどこに向かって動くか決めねえと、無む駄だ足あしばっかりになる」

「そう……なんだよね」

　ヒロさんは階段の一段目に腰こしを下ろし、くたびれた様子で肩かたを落とす。

「いくつか手段があります」

　少しよう佐さがヒロさんに向かって三本指を突きつけた。

「一つ目は、黄香玉フアンシヤンユーを見つけて黄フアン家けに突き出すこと。紅雷ホンレイも敵てきに回るらしいのでだいぶ難しいですが、確実です」

「おれの愛のために、またべつの女の子泣かせるってのはどうも。ミンさんの従い姉と妹こだっていうから美人だろうし」

「二つ目は、花はな田だ勝まさるを見つけて黄フアン家けに突き出すこと。これなら紅雷ホンレイと利害が一致するのですが、見つけたところで事態が好転しない可能性もあります」

「勝さんに責任が取れないようなら、そうなっちまうよな」

「三つ目は借金を返しちゃうことですね」

「あー……」ヒロさんが頭を搔かく。「ミンさん、そういうの受け取ってくれるかな」

「ヒロ、金あんの？　俺おれはない」

「テツさん、胸張って言うことじゃないでしょう。自分もないですが」

「ううん、フェラーリ売れば……あ、フェラーリはおれの名義じゃなかった。ＢＭＷはいくらになるかなあ。けっこう乗ったし六百万になればいいくらいか。でもな……」

　僕ぼくは横から訊きいてみた。

「なんか、ヒロさん元気ないですね。ミンさんになにか言われたんですか？」

　そもそもヒロさんの依頼から始まった僕らのお節せつ介かいなのだ。ミンさんが真っ先に叱しかるとしたらヒロさんだろう。でも、ヒロさんは弱々しく首を振る。

「そういうわけじゃないんだけど。けっきょくだれも困ってないわけじゃん。勝さんもだれも殺してなかったし、駈かけ落ちカップルも紅雷ホンレイが見逃してくれるならなんとかなりそうだし、あとはなにしろミンさん本人が、あの従兄いとこと、まんざらでもないみたいだし……」ヒロさんの声はどんどん萎しおれていく。「おれひとりがわがまま言ってるから、事態がこんがらがってるわけだよね」

「い、いや、でもヒロさんはミンさんが」

「まあヒロの言う通りだな」「四つ目の解決手段はヒロさんを黙だまらせることですね」「あんたら最低だな、それでも友人なんですかっ」

「だってナルミ、考えてもみろよ。俺たち、要するにヒロが女こます下準備を手伝ってるだけだぜ」

「ああ……いや、まあ……」

「だよねえ。このままで困るのって、おれだけなんだよな」

　ヒロさん本人にそんなことを言われてしまうとこっちとしても非常に困る。

　それから、なにかが僕ぼくの中で引っかかる。ほんとうに困るのはヒロさんだけなのか？　だってミンさんが結けつ婚こんしちゃうかもしれないんだぞ、それって僕らにとっても放っておけることなのか？

　考え込んだ僕の耳に、激しく転げ回るギターリフが突き刺ささる。『コロラド・ブルドッグ』だ。アリスからの着信だ。はっと顔を上げると、ハードロックのリズムは探たん偵てい団全員のポケットで鳴っている。

　最初に電話に出たのはヒロさんだった。他ほかの電話は一いつ斉せいに黙だまり込む。

「はい。……うん、全員いるよ。え？　つなぐの？　おれらが事務所行けばいいんじゃないの。ええ？　わかったわかった」

　ヒロさんはケーブルを取り出して、少しよう佐さのノートＰＣに携けい帯たいをつないだ。これで、全員がフリーハンドでアリスと会話できる。

『それぞれ調査報告してくれたまえ』

「なんでここでやんだよ」とテツ先せん輩ぱいが文句を言うと、アリスのきつい声が返ってくる。

『そこにいる恥はじ知らずな助手は、しばらく事務所に入れないと決めたのだよっ』

　三人の視線が集まったのでぼくは首をねじって顔を斜めに伏せるしかなかった。勘かん違ちがいだってば。完全にアリスの勘違い。しかしそれを説明しようとすると、あのやりとりを最初から、というかアリスがアリスの格好をしてたところから……ああもう、自分でもよくわかんなくなってきた。

「花はな田だ勝まさるの声の録音を解かい析せきしたが──」と少佐が報告を始めるので、僕はほっとした。背景音が聞こえない、音質がクリアすぎる、居場所につながるような手がかりはない、と先ほどの話を繰くり返す少佐。続いてテツ先輩も報告を済ませてしまうと、アリスが咳せき払ばらいして言った。

『あの医者の電話の履り歴れきが割れた。花田勝はかなり長時間、医院にいたようだね』

「あ……あのさ、アリス」

　ヒロさんが口を挟はさんだ。

「勝さんの行方ゆくえ、まだ追うわけ？」

『当然だろう。道理から言っても、リスクの観点からしても、花田勝を連れ戻して自分で落とし前をつけさせるのが最さい善ぜん手しゆだ』

「そうだけどさ……」

　僕はアリスの角張った言葉の裏側にある感情を知っている。なにせ、ヒロさんの依頼は、もともとアリスの要求から出てきたものだ。アリスはただ知りたいのだ。あの夜に、ほんとうはなにが起きて、花田勝はなにを考えていて、そして今どこでなにをしているのか。だから、ぐらついている依頼人を、ここまできつい言葉で抑おさえつけようとしている。

『では、話を続けるよ。花田勝があの夜、医院から電話をかけた先は二つだ。一つは黄小鈴フアンシヤオリンだね。これが三時間も通話している』

「三時間ねえ……」と少しよう佐さは腕うで組ぐみする。

「各方面だまくらかして二人も高飛びさせようってんだから、そのくらいの時間は打ち合わせするだろ」テツ先せん輩ぱいが言った。

『それにしても長すぎるような気がする。黄小鈴フアンシヤオリンはまだなにか企たくらみを隠かくしているのだろうね。それは今は措おいておこう。二件目は、横よこ浜はまにある松まつヶが原はら商店というところだ』

　少佐もテツ先輩も首を傾かしげた。ただ、ヒロさんだけが口を半開きにした。そして、僕ぼくにもその店の名前は心当たりがあった。

『これはどうも乾かん物ぶつや粉こな物ものの卸おろし売うり問屋のようなのだが』

「……うちで使ってる問屋さんだよ」とヒロさんがつぶやいた。そうだ。僕も知っている。四月に花はな田だ勝まさるがこっそり『はなまる』に来たときに、残していってくれた珍めずらしい食材の、仕入れ先の一つだ。

『ふむ。花田勝の、ラーメン屋時代からの知り合いということなのかな。なぜこのタイミングで問屋なんかに連れん絡らくしたのだろうね。なにか頼んだのか──』

「あ」

　僕はそれに思い至り、立ち上がった。

「アリス！　まずい、そ、その店のこと、紅雷ホンレイに教えちゃった！」

　探たん偵てい団三人の顔色がさあっと変わった。ＰＣのスピーカーの向こうでアリスが息を吞のむのも聞こえた。ヒロさんがぱっと立ち上がって勝手口に飛び込んだ。

「ごめん、ちょっとどいて、ミンさん松ヶ原商店の連絡先わかります？　電話の横？　いえ、なんでもないです！」

　勝手口から首をつっこむと、廊ろう下かに駆かけ込むヒロさんの背中が見えた。クラスメイトの女の子たちが心配そうに廊下をのぞき込む。しばらくして、受話器を手荒く置く音が聞こえ、ヒロさんはまたセーラー服を押しのけて勝手口から出てきた。

「つながらない。直接行ってみる」

「あ、僕っ、僕も行きます」




　　　　[image: まーく]




　東名高速道を爆ばく走そうするヒロさんの車の助手席で、僕はアリスに電話をかけて事情を説明した。黄紅雷フアンホンレイの家を訪問して銃じゆう撃げき現場を見せてもらったときに、それと引き替えに花田勝に関する情報をよこせと言われて、教えてしまったこと。春に花田勝が、こっそりと『はなまる』にもたらしてくれた、珍ちん味みの仕入れ先の数々。

「だ、だから！　まさか事件にほんとに関係があるなんて思わなかったんだよ、ただそのときは紅雷ホンレイが追及してくるのをやり過ごそうと思って、なんでもいいから花はな田だ勝まさるのこと教えてやれば、って」

『きみの臆おく病びようさを責めてるんじゃない、そんなのは先刻承知だ、でもなぜそれを今まで黙だまっていたんだいッ』

　アリスの怒ど声せいは、車窓をびりびりと震ふるわせる逆風にも負けないくらいだ。

「ほんとごめん」

　僕ぼくは電話を切って、シートに身を沈めた。ちらと隣となりを見ると、ヒロさんはステアリングを握にぎったまま険しい顔をしている。

　紅雷ホンレイは当然、あの食材の問屋のひとつひとつを訪ねて回っただろう。花田勝から最近、連れん絡らくがなかったかどうか。

　まさか事件の夜に、花田勝がほんとうに問屋に電話しているなんて。どうして？　なんの用があったんだ。問屋の人は、紅雷ホンレイにそれを喋しやべっちゃっただろうか。それを知った紅雷ホンレイはどうしただろう。こみ上げてきた吐はき気と不安は、車のさらなる加速が下腹に押し戻してしまう。







　横よこ浜はま青あお葉ばインターチェンジで高速から下り、カーナビを頼りに川沿いを走った。十月の短い日が暮れようとしていた。助手席の窓を細く開けるだけで、凝こり固まった冷たい空気が車内に流れ込んでくる。中学生の一団と何度かすれ違った。外国車が通れるのかどうか怪しいくらい狭せまい路地になんとか滑すべり込み、人気のない住宅街をぐねぐねと走った。

　駅前の商店街から一本外れた裏通りに、松まつヶが原はら商店はあった。木き彫ぼりの大きな古い看かん板ばんがなければ、ただのガレージにしか見えないような貧ひん相そうな店構えだった。シャッターは下りたままだ。ヒロさんはその前に車を駐とめた。

　裏手に回って玄げん関かんのチャイムを鳴らす。しばらくなんの反応もなく、ヒロさんは痺しびれを切らして大声で言った。

「東とう京きようの、『ラーメンはなまる』の者です！　松ヶ原さん、いらっしゃいませんか！　先ほどお電話しました、東京の」

　玄関が細く開いた。僕もヒロさんも身を固くする。出てきたのは、ジャンパーを肩かたから羽は織おった小こ柄がらな初老の男だった。唇くちびるは深く切れて紫むらさきに変色し、目の回りに青あざができ、右腕うではよく見えないが動かせないらしく、左手だけで不器用にドアを押さえている。

「帰ってくれ」とその男の人は言った。「花田さんとこの人だろ。帰ってくれ」

「なにが──あったんですか、その、怪け我が」

「いいから帰ってくれ！　花田さんとは長いつきあいだが、もうあんたんとことは一切商売しない」

「待ってください」ヒロさんが懇こん願がんする。「なにがあったかだけでも教えてくれませんか」

「いいから帰れ！　もう関わり合いになりたくないんだよ、ヤクザとか中ちゆう国ごく人とか、まっぴらだ！　花はな田ださんの頼みだから聞いたのに、なんなんだあの連中は！」

　玄げん関かんは叩たたきつけられるように閉まった。錠じようを下ろす音、さらにチェーンがかけられる音。

「松まつヶが原はらさん！　なにを頼まれたんですか、お願いします、話だけでも！」

　ヒロさんは玄関を叩いた。

「もう話すことなんてない、帰らないと警察呼ぶぞ！」

　玄関越しにそんな声が聞こえ、憤ふん懣まんに満ちた足音が小さくなっていった。ヒロさんはドアに拳こぶしを押しつけ、しばらく息をついていた。僕ぼくはなにも言葉をかけられなかった。

　中国人。やっぱり黄道盟フアンタオメンの連中がここに来ていたのだ。花田勝まさるになにか頼まれた、とも言っていた。

　不意に、足下の地面が液化してしまったような錯さつ覚かくにとらわれる。

　僕のせいだ。

　僕が、紅雷ホンレイに不用意に情報を流してしまったから、なにか──花田勝が組み立てていたものをぶち壊こわしにしてしまった。そんな気がする。おまけに、なんの関係もない一般人に、怪け我がまでさせてしまった。僕のせいだ。

　戻ろう、とヒロさんが言った。呆ぼう然ぜんとしていたせいで、その声はまるでテープを逆回転させたような奇き妙みような響ひびきに聞こえた。







『はなまる』に戻った頃には、すっかり日が暮れて、路地を照らすのは赤い暖の簾れん越しの店の明かりだけになっていた。店外にまでサラリーマン客があふれ、ひっくり返したビールケースに座ざ布ぶ団とんを敷いただけの席でラーメンをすすっている。餃子ぎようざやビールを注文する酒焼けした声が、駐ちゆう車しや場じようにまで聞こえてくる。

「あ、ヒロさんお帰りなさい！　もう、急に出てっちゃうんだから！　けっきょくあたしが手伝ってるんだよ、ちゃんと今日きようの分の給料あとでもらうからね！」

　黒い腰こしエプロン姿の彩あや夏かが、店の外に出てきて言う。それから、僕とヒロさんの顔を見比べて目をしばたたき、首を傾かしげた。

「……どうしたの、二人とも。なにかあったの？」

　僕は弱々しく首を振った。ヒロさんはなかなか見事な作り笑いを浮かべた。

　ビルの隙すき間ま、勝手口前のたまり場では、テツ先せん輩ぱいと少しよう佐さが向かい合って一いつ杯ぱいのラーメンをすすっていた。二人とも僕らに気づき、箸はしを止めて顔を上げる。

「どうだった」と先輩が言った。

「ああ、うん」

　ヒロさんが萎なえきった声で言い、ビールケースに腰を下ろす。僕は、座ったらそのまま立てなくなりそうな気がして、勝手口の横の壁に背中を押しつけた。

　松まつヶが原はら商店であったことを説明している間、テツ先せん輩ぱいも少しよう佐さも黙だまって、湯ゆ気げを立てる塩ラーメンの海かい面めんをじっと見つめていた。ヒロさんが話し終わると、しばらく言葉が途と絶だえ、店の方から聞こえてくる酔よっぱらい客の笑い声と、彩あや夏かの朗ほがらかな声と、ミンさんの怒ど鳴なり声が、やけに遠く聞こえた。

　テツ先輩がほんの少し目を上げた。

　それで、どうするんだ？　という、声にならない声が聞こえた気がした。

「みんな、ごめん」

　ヒロさんがつぶやいた。

「依頼は、取り下げるよ」

　僕ぼくは壁から背中を離した。少佐はゴーグルを額ひたいにずり上げた。テツ先輩はヒロさんの目をじっとにらんだ。

「おれのわがままで、なんにも関係のない人まで巻き込んで。さすがに、もう無理だよ。もともと大した依頼じゃない。引っ込めたって、困るのはおれだけなんだし」

「待って、待ってください」

　僕は思わず、ヒロさんに詰め寄っていた。

「ヒロさんだけじゃないですよ。みんな困ります。だって、ミンさんがあんなマフィアの跡あと取とりなんかと結けつ婚こんしたら──」

　勝手口越しに、ミンさんの声が聞こえる。

　……はいよ、ネギ塩ラーメンと餃子ぎようざ。それから今日きようのアイスはラズベリーだ。ほしい人手ぇ挙げて。なんだよ全員かよ、うちはラーメン屋なんだぞ、まったく……。

「結婚したら、ミンさん『はなまる』続けられなくなるかもしれないんですよ」

　しばらく湿しめった沈ちん黙もくが漂ただよった。テツ先輩も少佐も、口をすぼめて、勝手口の隙すき間まから漏もれ出ている光に目をやる。

　けれど、やがてヒロさんは立ち上がる。微笑ほほえんで首を振り、僕の肩かたにぽんと手を置き、脇わきを通り抜けて道路に出る。ポケットから携けい帯たい電話を抜き、耳にあてながら歩き出す。

「……アリス？　おれ。あのさ。……ああ、うん、そのことなんだけど」

　白いハーフコートの背中と一いつ緒しよに、ヒロさんの声が遠ざかっていく。

「調査、打ち切ってくれ。ここまでにかかった経費、計算してよ。すぐに払はらう。……いや、本気。うん。……そんなに怒るなよ。うん、ほんとにごめん……」
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　翌日から、『はなまる』は異様なほどの活かつ況きようを呈ていすることになった。まず押しかけてきたのは平ひら坂さか組の組員どもである。

「マスターの結けつ婚こん相手ってヒロ叔お父じ貴きじゃなかったんですかッ」

「『はなまる』畳たたむって聞きましたマジすか！」

「テツ伯お父じ貴きが、そんなこと言ってたんス」

「マスター、よくわかんねえけどおめでとうございぁす！」

「おめでとうございぁすッ」

「全員帰れ」ミンさんは、店の前にずらり並んだ黒Ｔシャツを見やって顔をしかめる。

「お祝いだ、飲むぞ！」と電でん柱ちゆうが音おん頭どを取る。平坂組の面々は店内に入れないことになっているので、みんな外のビールケース席、それも足りないのでほとんどは立ったまま注文だ。

「ウェディングラーメンいっちょう！」

「俺おれもウェディングラーメン！」

「俺も！」

「ミンさん、よくわかんないけどウェディングラーメン二十三人前だって！」

　彩あや夏かが厨ちゆう房ぼうに戻ってきて嬉うれしそうに言う。

　ぶちぎれたミンさん、スープの表面をびっしりとおろしニンニクで覆おおったおぞましいラーメンをきっちり二十三人分作った（たぶん、真っ白なあたりがウェディングなのだろう）。しかし平坂組の連中は頭だけではなく舌したもしっかり馬鹿なので、みんな大喜びで完食する。さらにはビールと餃子ぎようざの注文も舞い込み、まだ夕方の五時だというのに『はなまる』前は動物園の猿山と化した。僕ぼくが出ていくと絶対に引っぱり込まれて馬鹿話に付き合わされると思ったので、ずっと厨房に隠かくれていた。

「でも、マスターの結けつ婚こん相手って、じゃあいったいだれだ」と岩いわ男おの声が聞こえてくる。

「なんか、組長の跡あと継つぎって聞いたぞ」

「おい、それナルミ兄あに貴きのことじゃねえか」

「それだ！」

「兄貴まだ十六歳さいじゃなかったか」

「馬鹿野や郎ろうおめえ兄貴くらいの大物なら大だい丈じよう夫ぶなんだよ」大丈夫なわけねえだろ。ていうか、いったいどこからねじ曲がってそんな話になったんだよ。

　日が落ちてからは、常連の不動産屋や中古車ディーラーといったおっさん客も次々に集まってくる。

「ミンさん結婚ってマジか」

「店はどうするんだよ閉めるのか！」

「ミンさんの胸おがむために、ここのラーメンがまんして食ってたってのに」

「なんだとこの野郎」ミンさんは激げき怒どして包ほう丁ちようを振り上げる。その後も、近くの会社の社員が大たい挙きよして押し寄せたり、なにを勘かん違ちがいしたのか花屋が花輪を持ってきたりで、ラストオーダーまでどんちゃん騒さわぎが続いた。

「どこの馬鹿があんな妙みような噂うわさ流しやがったんだ、ほんとにもう！　おいナルミ、おまえじゃないだろうな！」

　閉店後、洗い物をしながらミンさんは真まっ赤かになって怒る。僕ぼくは隣となりでぶんぶん首を振った。普段の五倍くらいの汚よごれ物やごみが出たので、彩あや夏かだけでは追いつかなくて僕も居残りで片付けの手伝い。

「でもミンさん、結けつ婚こんっていう話はほんとじゃなかった？」

　塔とうのごとく重ねた丼どんぶりを運びながら彩夏がそう訊たずねる。

「だから結婚じゃないって言ってるだろ。紅雷ホンレイはそんなこと一言もいってきてないっての」

「でも、もしほんとにその人と結婚しちゃったら、お店続けられなくなっちゃうんでしょ」

　彩夏が少し寂さびしそうな顔で言う。

「アホ言ってないで手ぇ動かせ。ヒロはどこ行ったんだ、真ま面じ目めに続いてるかと思ったらもう無断欠勤しやがって……」

「電話、つながらないんですよね」と僕は答えた。昨日きのう別れてから、ずっと連れん絡らくがとれない。

「噂流したのはどうせテツとかヒロとかだろ。顔出したらぶん殴なぐってやる。ナルミ、おまえも変なこと広めるなよ」

　ところがミンさんの予想を裏切り、翌日さらに噂を広めたのはあろうことか彩夏だった。今度は放課後すぐに二年四組女子たちがほぼ全員やってきたのである。

「ミンさん『はなまる』やめちゃうのっ？」

「結婚しても続けてくれればいいのに」

「もっと頻ひん繁ぱんに通うから！」

「ラーメンはやめてもいいけどアイスだけは」

　ミンさんはもううんざりした顔で答えた。

「うるさいな。やめないよ。おい彩夏、おまえちょっとこっち来い」

「あ、あたしも、潰つぶれちゃうかもしれないって話しただけで」

　逃げ回る彩夏を捕まえたミンさん、何発かデコピンを喰らわせた後で、女子どもを厨ちゆう房ぼうに招き入れていつものように氷ひよう菓か製作講習を始めた。ヒロさんはやっぱり来ていなかったので、仕込みは僕が手伝った。

　その日の夜の来客攻勢は女性中心だった。キャバクラ嬢じようや風俗嬢、ＯＬ、女子大生。

「ヒロくんに聞いたの、ほんとにやめるの？」

「いつ結婚すんの、式は？」

「ミンさん、むしろあたしと結婚してよ！」

　こんなに色々と常連客がいたんだなあ、とあきれてしまうくらい、入れ替わり立ち替わり様々な業種が店を訪れた。夜も更ふけてくると、道路工事の作業員や警備員、果てはホームレスのおっさんたちまでやってくる。最後の方になるともうミンさんは苦笑しっぱなしで、半ばやけになって即そつ興きようでわけのわからないトッピングのラーメンを酔すい客きやくたちに振る舞っていた。

　暖の簾れんをしまった後、僕ぼくとミンさんと彩あや夏かが洗い場に並んで食器を洗ったり拭ふいたり片付けたりしていると、半分下ろしたシャッターの向こうに人影が三人分現れた。

「……昨日きのうは、うちのもんが迷めい惑わくかけたな」

　そう言ってシャッターをくぐり、店に入ってきたのは、派は手でな赤ジャケット姿の四代目だ。その後ろから、テツ先せん輩ぱいと少しよう佐さも姿を見せる。

「なんだよ。おまえらも閉店祝いだの結けつ婚こん祝いだのと与よ太た抜かすんじゃないだろうな。おまえらなら本気で殴なぐるぞ」

　ミンさんは頰ほおを膨ふくらませる。

「いや、こんなに噂うわさ広まるなんて思ってなかったよ」とテツ先輩が頭を搔かく。「朝、パチ屋に並んでるときに、隣となりのおっさんにちょろっと話しただけなんだけどな」

「自分も、大学の研究室でなにげなく話題にしただけなんですが」少佐も恐きよう縮しゆくする。

　そのときのミンさんは、心地よい疲労の汗あせを浮かべて、微笑ほほえんでいた。洗い物をする手を止めて、油染みと汚よごれだらけの店内を見回す。僕も、彩夏も、その視線をたどる。

　もう、父親から引き継ついだだけの場所じゃない。ミンさんが守って、育ててきた、大切な店だ。僕らにとっても、かけがえのない場所。

「そうだ、ヒロはどこにいるんだ。水商売連中に噂広めたのはぜったいにあいつだろ」

「それが、ぜんぜん電話つながらないんだよ」

　テツ先輩は肩かたをすくめて客席に腰こしを下ろす。

「テツさんもですか」と少佐。僕らは顔を見合わせた。けっきょく、一昨日おとといからだれもヒロさんの姿を見ていないのだ。僕はあのときのヒロさんの、透すけてしまいそうな背中を思い出す。依頼の取り消しをアリスに申し出る声も、なんだか捩よじれてぷっつり切れてしまいそうだった。

「どこ行ったのかな……」

　彩夏の声が、不安をかき立てる。

「さすがに心配だからさ。アリスなら、ＧＰＳ割れるだろ」とテツ先輩。なるほど、その手があったっけ。僕はすぐにアリスに電話した。

『ヒロが？　……わかった。すぐ調べる』

　通話を切らないまま待っていると、すぐに返事があった。『新しん宿じゆくだ』と電話の向こうでアリスが言う。

「新宿？」

　訊きき返すと、喉のどがひりひりと痛む。

『下しも落おち合あいだ。ヒロの携けい帯たいは黄紅雷フアンホンレイの家にある。急げ！』

　僕は息を吞のみ、携帯を閉じた。

「ヒロさん、紅雷ホンレイの家にいるって」

　ミンさんが目を見開く。

「壮そう、車か？」と四代目に訊たずね、四代目がうなずくと、カウンターを跳とび越えた。「乗せてけ。早く！」

　僕ぼくもあわててミンさんを追いかけ、店を飛び出した。なんで──ヒロさんが紅雷ホンレイのところに行ったんだ？　いつ？　一昨日おとといから？　だとすると、ずっとそこにいるのか？　怖おぞ気けの立つような予感が耳の穴からあふれそうになる。小鈴シヤオリンさんの胸の血がにじんだ包ほう帯たい、顔じゅう傷だらけの松まつヶが原はら商店店主、僕の口に突っ込まれたナイフの痺しびれるような味、そういった記き憶おくが夜よる闇やみの中でどろどろと渦うずを巻く。
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　まばらな街がい灯とうのともる下しも落おち合あいの住宅街を、四代目の運転するマセラーティはもどかしく走り抜けた。坂の途と中ちゆうの路上で停車する。

　塀へいの向こう側、真っ暗な空にそびえる黄フアン家けの別べつ邸ていは、黴かびの生はえた象ぞうの屍し体たいみたいな不ふ吉きつなシルエットをしていた。車の助手席から真っ先に下りたミンさんは、門の脇わきのインタフォンをほとんど殴なぐりつけるように押した。

　玄げん関かんから門までを照らす明かりが点ついた。ドアが開き、光の下に出てきたのは、黒い開かい襟きんシャツの上に紫むらさきのジャケットを羽は織おった黄紅雷フアンホンレイだった。オフの日だったのか、髪かみはオールバックにしておらず、かえって目つきの悪さが際立って見えた。門が開くなり、ミンさんは庭に踏み込んで紅雷ホンレイの襟えり首くびをつかんだ。

「なんだよ。久しぶりにうちに来たと思ったら、大したご挨あい拶さつだな」

　紅雷ホンレイが細めた冷たい目のままで言う。

「ヒロはどこだ」

「へえ。もう嗅かぎつけたのか。夕方来たばっかりだ。ガレージに転がしてある。ちょうどよかった、呼ぶ手間が省けたな。さっさと連れてってくれ、邪じや魔まだ」

　ミンさんは紅雷ホンレイの身体からだを突き飛ばし、暗い庭の右手へと走り出した。僕も四代目も、あわててその背中を追いかける。紅雷ホンレイのぞっとするくらい落ち着いた足音が、さらに背後からついてくる。

　コンクリートのスロープが地下に潜もぐった先にシャッターがあった。ミンさんがそれを乱暴に引き上げる。追いついた四代目が入り口脇を探って電でん灯とうをつけた。

　広いガレージだった。寒々しい蛍けい光こう灯とうの光の下、右手に二台、左手に一台の車が見えたけれど、その奥にまだ何台も駐とめられそうなスペースが見えた。人らしきものが転がっているのは、そのいちばん奥だった。ミンさんが、そして四代目が走り出す。僕の足も無意識に速まる。

「ヒロ、おい、ヒロ！」

　ミンさんが膝ひざを折って、倒れていたヒロさんを助け起こした。僕ぼくはぞっとする。クリーム色のジャケットは血ち塗まみれだった。鼻と、唇くちびるのあたりからの出血だ。まぶたや頰ほおは紫むらさき色に腫はれ上がっている。気を失っているのか、ミンさんの膝の上でもまったくなんの反応もない。足がすくんで立ち止まってしまった僕を、後ろからやってきた足音が追い越していく。紅雷ホンレイだ。

「素す手ででやっただけだ。死にはしない」

「てめえッ」

　四代目が振り向き、身を沈め、コンクリートを蹴けった。「壮そう、やめろ馬鹿！」とミンさんが叫ぶ。僕は目を見開き、その信じがたい現象に見入った。四代目の拳こぶしはかろうじて目で捉とらえられた。まっすぐに紅雷ホンレイの顔に突き出された右のフェイントと、みぞおちを狙ねらった左。でも、紅雷ホンレイの拳の動きはまったく見えなかった。ただ、四代目の肘ひじのあたりに電でん撃げきみたいなものが走ったように感じられた。

　気がつくと、四代目は紅雷ホンレイの目の前に膝を折ってうずくまっている。その両手も両脚あしも、びりびり震ふるえている。

「な……」呆ぼう然ぜんとした四代目の喉のどから、声が漏もれる。僕はもう声さえも出せなかった。あの四代目のスピードに反応しただけじゃない。メスみたいな正確さで──おそらくは関節を──打ち抜いたのだ。

　なにか、特殊な武術を身につけている。それだけはわかった。

「この馬鹿」ミンさんは四代目に向かって吐はき捨てた。「おまえのかなう相手じゃない、殺されたいのか。おいナルミ、壮を車に連れてけ」

「……え、あ、は、はい」

　四代目のもとに駆かけ寄り、肩かたを貸す。その腕うではまだ痙けい攣れんしている。すぐ近くにいる紅雷ホンレイの顔を見ないようにしながら、助け起こした。

「紅雷ホンレイ」

　ヒロさんを抱だいて立ち上がったミンさんは、目に強い意志の光を溜ためて言った。

「おまえ、……代役じゃなくて、ほんとうにわたしと婚こん約やくするつもりなのか」

　不思議なことに、ミンさんの声にも視線にも、怒りは感じられなかった。紅雷ホンレイはまっすぐミンさんの目を見つめ返す。

「そのつもりがなけりゃ、そんな雑ざ魚こホスト風ふ情ぜいと素す手でで一対一なんてやるわけないだろう」

　僕は固い息を苦労して吐はき出した。ヒロさんはいったいなんのためにここにひとりで来たんだ。まさか、ミンさんを賭かけて拳で勝負とか、そういう馬鹿馬鹿しい理由なのか？

「おまえよりいい女なんて、どこにもいないからな。いいチャンスだ。どんな手も使う」

　僕の腹の底でそのとき、ぞくりと奇き妙みような戦せん慄りつがのたくった。不思議なことに、そのおののきは快感ですらあった。なぜって、紅雷ホンレイはヒロさんとまったく同じことを言っているからだ。

　ミンさんは、腕うでの中の、血で汚よごれた顔をちらと見下ろし、また紅雷ホンレイに目を戻した。

　その顔は、笑ってさえいる。

「それでおまえは、わたしと一いつ緒しよにラーメン屋やる覚かく悟ごあんのか？」

　驚いたことに紅雷ホンレイも、ミンさんに笑い返す。

「その雑ざ魚こホストと同じこと言うんだな」

　僕ぼくは息を吞のむ。

「俺おれにラーメン屋をやるつもりがないなら、婚こん約やくは認めない、とか抜かしやがったぞ、その馬鹿は。何様のつもりだ。だいいち、俺は黄道盟フアンタオメンを継つぐんだぞ。今の五倍に育て上げて、香港ホンコンに戻れるようにする。明麗ミンリー、おまえの腕だってそれに必要なんだ。ラーメン屋なんてやってるひまはない」

「そう──か」

　ミンさんは足下に視線を落とした。次に顔を上げたとき、その目は、なぜか僕に向けられている。つまり、探たん偵てい助手に、だ。

「ナルミ。アリスに電話しろ。わたしからの依頼だ」

　そうミンさんは言った。

「この婚約、ぶっ潰つぶせ」










　　　　４







　ヒロさんは、聞けば中学生の頃からスケコマシを営んでいたそうなので、泣かせた女の数は三桁けたに届いている。この数は当然増える一方で減ることはないと思っていたのだけれど、ごく少数の例外があるらしかった。つまり、よりを戻す女の人もわずかだがいるのである。

　たとえば、依林イーリンさんだ。







「もー、ヒロくんまでこういう馬鹿やる人だと思ってなかったよ。顔に傷きず残ったらどうするの、商売道具でしょ？」

　文句を言いながらも依林イーリンさんは、ベッドに脚あしを伸ばしたヒロさんの包ほう帯たいを取り替え、傷口に薬を塗る。

「痛い痛い痛い、依林イーリンもうちょっと優しく、ほら、いつもベッドじゃ優しかっただろ」

　ヒロさんはまだ腫はれの残る顔で、それでも軽口を叩たたく。

「傷口のついでに口も縫ぬっちゃおうか？」と依林イーリンさんは目を細める。

「そうするとキスできなくなるよ」

「軽くならできるからいいんじゃないの」

　どうやらいちゃついているようなのである。狭せまい寝室にもうひとり僕ぼくという人間がいるのだから、ちょっとは自じ重ちようしていただきたい。月並みなやり方ながら、咳せき払ばらいで二人に僕の存在を思い出させる。

「ええと、じゃあヒロさんしばらくここに厄やつ介かいになるんですか」と、僕はあらためて２ＬＤＫを見回す。大使館そばにあるハロー・パレスというマンションの一室だ。ここの世帯主である依林イーリンさんは、中ちゆう国ごく系のお水みずのおねえさんで、かつてのヒロさんの彼女。聞けば、ここ最近の香港ホンコンマフィア関連の調査で色々協力してもらっているうちになんとなくまたデートしたり部屋に泊めてもらったりという関係になっちゃったのだとか。お互い、懲こりないもんだ。

「おれ、黄紅雷フアンホンレイと揉もめてるだろ」とヒロさんは声を落として言う。「こういうやばいときに頼れるの、依林イーリンくらいしかいないからさ」

　そんなことを、さりげなく依林イーリンさんの手の甲こうに手を重ねながら言うものだから、依林イーリンさんもあきれ顔がちょっと色づいている。つくづく生まれながらの女たらしなのだ。

「ところで、その……ミンさんが、アリスに、依頼したって聞いたんだけど」

　ヒロさんの言葉に、僕はちらっと依林イーリンさんの顔をうかがってから曖あい昧まいにうなずく。いいのかな、彼女にこの話聞かせちゃって。

「そういえばヒロくん、あの人にプロポーズしたんだってね？」

　僕が迷っている間に依林イーリンさんが脇わきからいきなり強烈な先制パンチをヒロさんに浴びせた。

「うん？　でも、依林イーリンにするときはちゃんとヒルズのレストラン予約するからね」

　ああ、そうやって躱かわすんだ……。勉強になるなあ。いや、必要のない勉強だけど。依林イーリンさんは「もう、調子いいんだから」と乱暴な手つきでヒロさんの顔にガーゼを貼はり付け、裸はだかの胸に包ほう帯たいを巻き直す。

「おれがくたばってる二日の間に、どうなっちゃったわけ」

　一息ついたヒロさんがそう訊きいてきた。依林イーリンさんもベッドの枕まくら元もとに腰こしを下ろして、わたしにも聞く権利あるよね、と言いたげな視線を僕に向けてくる。もちろん、僕がここに来たのも、ただのお見舞いじゃなくて事情説明のためなんだけど。さて、どこから話したものか。







　ヒロさんが黄紅雷フアンホンレイの家に乗り込み、ぼこぼこにされてから、二日。その二日間に、色んなことがあった。

　まずは、ミンさんの依頼で探たん偵てい団が動き出した。黄紅雷フアンホンレイの強引な婚こん約やくを破談にするためだ。テツ先せん輩ぱいも少しよう佐さもやけに嬉うれしそうに飛び回っていて、具体的な方策はまだ聞いていない。

　ミンさんは、僕らの高校の文化祭の一日目からやっぱり参加することにした。十一月三日、黄紅雷フアンホンレイの婚こん約やく披ひ露ろうのパーティが開かれるはずの日だ。「紅雷ホンレイはわたしをだまそうとしてたんだから、もう義理もなにもないだろう」と言っていたので、ヒロさんにとっては朗ろう報ほう。

　でも最大のニュースは、梅うめ田だ浩こう二じから連れん絡らくがあったことだろう。

「梅田……って、あの、チンピラ彼氏？」とヒロさん。

　この騒さわぎのそもそものきっかけとなったのは、黄紅雷フアンホンレイの本来の婚約者──黄香玉フアンシヤンユーに、日に本ほん人の恋人がいたことだ。そのくだんの男が、梅田浩二。

「生きてたんだね、やっぱり」

「ええ。神こう戸べに行ってたそうです」

　花はな田だ勝まさるが、殺したことにして関かん西さいに逃がしたのだ。今まで、駈かけ落ちして身を落ち着ける先を探していたのだという。それが昨日きのう、小鈴シヤオリンさんのところに電話をかけてきた。正確には、小鈴シヤオリンさんの手によって大だい胆たんにもゾディアック・エンタテインメント社の社員寮りように匿かくまわれていた黄香玉フアンシヤンユーに、だ。

「小鈴シヤオリンさんの話じゃ、梅田は『もうすぐ迎えに行く』って言ってたらしいんですけど」

「駈け落ちしてどうするつもりなんだろ。働き口見つかったのかな」とヒロさんは腕うで組ぐみ。すると、今まで黙だまっていた依林イーリンさんが口を挟はさむ。

「その香玉シヤンユーって人が稼かせぐんじゃない？　神戸なら福ふく原はらにソープ街あるし」

「えええ……それじゃヒモじゃないですか。香玉シヤンユーって人、黄フアン家けのお嬢じよう様ですよ。あっ、いや、依林イーリンさんがどうこうって言いたいわけじゃないですけど」

「どうせわたしは生まれも育ちも悪いよ」

　依林イーリンさんはんべっと舌したを突き出して見せ、それからすぐに真ま面じ目めな表情に戻る。

「でもねえ、お嬢様でも関係ないよ。だれも身よりのいない土地なら、女の方がずっと強いんだから。黄道盟フアンタオメンだって、女を頼って男が日に本ほんにいっぱい渡ってきて、それでようやく地じ盤ばん作ったんだよ」

「そうなんですか？」

　そういえばこの人も香港ホンコン系だったっけ。

「男なんて、なんにも伝つ手てのない場所にいきなり引っ越したって、野の垂たれ死ぬだけでしょ？　女は身ひとつでも生きてけるから。男はみんな最初ヒモだよ」

　依林イーリンさんが言うと説得力出ちゃうなあ。

「今でも、歌か舞ぶ伎き町ちようの中ちゆう国ごく人って男の五倍くらい女がいるんだぜ」とヒロさんがなぜか自じ慢まんげに言った。「それで、やっぱり水商売って立場が不安定だからさ、助け合うためにみんなで金出して無む尽じんを組むわけ」

「ああ、その話はミンさんから聞きました」

　無尽というのは、広くお金を集めて、必要なときにはそのプール金から出資する民間金きん融ゆうシステム。在日華か人じん女性の多くがこれに加入しているという。現在では黄道盟フアンタオメンが資産運用し、都市銀行に匹ひつ敵てきする規模になっているとか。

「わたしも入ってるよ」と依林イーリンさん。「いつか結けつ婚こんしたらお店出したいし」

　資金のめどが立つまでは風俗で稼かせぐのだという。なるほど、たくましい。なんでこんな芯しんの強い人がヒロさんみたいな人間のくずに引っかかっちゃうのか不思議だ。当のヒロさんが素す敵てきな微笑ほほえみを浮かべて答える。

「愛っていうのはそういうものだよ」

「どういうものだよ」あんたが愛を語るな。よくもまあ恥はずかしげもなくこの部屋に居い候そうろうできるもんだ。依林イーリンさんも冷ややかな横目でヒロさんをにらんでいる。

　でも、黄香玉フアンシヤンユーにしたって、マフィアやってる実家を裏切ってまで好きな男と逃げようっていう人だもんな。依林イーリンさんみたいに、夜の街で稼ぐ覚かく悟ごがあるのかもしれない。

　どのみち、僕ぼくの心配することじゃなかった。







　依林イーリンさんの部屋を出てすぐに、廊ろう下かの向こうからぱたぱたと足音が寄ってきた。

「助手さん助手さん！」

　弾はずむ幼い少女の声に振り向くと、褐かつ色しよくの影が飛びついてくる。

「わっ」

　メオだった。このマンションに父親と一いつ緒しよに住んでいるタイ人の女の子だ。

「たいへんたいへん、女の人いっぱい押しかけてきちゃった！　ヒロさんがここにいるってばれちゃったみたい」

「えええ？」

　メオが外そと廊ろう下かの手すりの向こうを指さすので階下をのぞいてみると、マンションの玄げん関かん前に何台もの車が停とまっていて、彩いろどり鮮あざやかな人だかりができている。二十人ちかくいるだろうか。みんな女性で、タイプも年ねん齢れい層もばらばら。着飾っていることと、手に手に紙袋ぶくろだの紙包みだのを持っていることが、なにかしら不ふ吉きつな共通点だった。やかましく聞こえてくるのはどうやら中ちゆう国ごく語で、依林イーリンさんとヒロさんの名前だけ聞き取れた。

「メオ、ちゃんと説明したのに。ヒロさんからここにいるのは秘密にしてくれって言われてるって説明したのに！　帰ってくれないの！」

　そりゃ帰らねえにきまってるだろ。

　やがて女どもは痺しびれを切らして玄関に突入した。凶きよう暴ぼうな足音が僕たちの足下を通過し、階段を上ってまたこっちに迫ってくるのがはっきりと聴き取れた。廊下の端はしに大軍が現れ、メオは僕の背中に隠かくれる。

「ヒロくん！　ヒロくんは？」

「依林イーリンの部屋にいるんでしょ、怪け我がしてるって聞いたわよ！」

「なんで依林イーリンとこに転がり込むの、あの娘ことは別れたんじゃなかったの？」

「お見舞いに来ただけなのにどうして追い返そうとするんですか！」

　目を吊つり上げて詰め寄ってくるみなさん、近くで見ると裕ゆう福ふくなマダム風の方々の比率がだいぶ高い。あんたらのところに転がり込んだら旦だん那なにばれるからでしょ？　と言いそうになる。

　日に本ほん語と中ちゆう国ごく語が混じった会話の端はし々ばしを聞いていると、どうやら依林イーリンさんと同じお店で働いている女性からヒロさんのことがばれたらしい。つまり、何百人いるのかわからないヒロさんの愛人たちのうち、今のところ中ちゆう華か系の女性にしか居所が知られていないわけだ。不幸中の幸いだった。全員に知れたらハロー・パレスは無む間けん地じ獄ごくに沈んでしまう。

「あのう、とにかくヒロさんはここに隠かくれててメオにも口止めしてて、だから、ここにはいないんです」とメオが僕ぼくの背後で言う。僕は額ひたいに手をあててため息をついた。黙だまっている方がずっとましだ。

「こんな小さい娘まで手ぇ出してるのっ？」

　マダムの一人が肩かたを怒らせる。メオは僕の背中にしがみついて三つ編あみの髪かみをぶんぶん振り回した。

「ちがうもん。メオに手ぇ出していいのはお父とうさんと助手さんだけだもん」

「話がこんがらがるからメオは黙ってて！」

　僕は一歩前に出ると、頭をフル回転させて喋しやべる内容を整理する。正論が通じますように、と祈いのるしかなかった。

「ええと。ヒロさんの怪け我が、けっこうひどいんです。お見舞いは喜ぶと思うけど、ほら、あの人ってサービス精神の塊かたまりだから、みなさんが顔を見せたら話し相手しちゃうし、ひょっとしたら怪我でもかまわず一いつ緒しよに遊びにいこうとか言い出しますよね。だから、その、ヒロさんのためを思うなら、具合がよくなるまでそっとしておいた方が」

　話しながらマダムたちの顔色をうかがうと、熱が引いていくのがわかる。僕は内心安あん堵どしていた。

「……わかったわよ」

「まあ、依林イーリンなら任せられるし」

「それじゃあ、お見舞いだけ渡しておいてくれるかしら」

「あ、はい」

　抱かかえきれないほど大量の見舞い品を残して、愛人のみなさんは帰っていった。メロンとかマスカットとかの定番はまだいいけど、朝ちよう鮮せん人にん参じん、冬とう虫ちゆう夏か草そう、蛇へびやアヒルの血ち肝ぎも、スッポンオイルあたりまでいくと、健康回復してもらいたいというよりはむしろ──

「助手さん助手さん、これなんて読むの」

　メオが漢方薬の箱に書かれた『精力絶ぜつ倫りん』の字を指ゆびさして訊きいてきた。

「メオは知らなくてもいい言葉だよ……」

　なんかもうどっと疲れた。

　振り返るとドアが細く開いていて、顔をのぞかせた依林イーリンさんが「ありがとー」と僕ぼくに向かって手を合わせた。




　　　　[image: まーく]




『ラーメンはなまる』の勝手口前には、近寄りがたい異様な空気がどっぷり溜たまっていた。

　ただでさえビルとビルの間で狭せまいのに、黒Ｔシャツの巨体が三つも四つもひしめいている。平ひら坂さか組メンバーだ。

「兄あに貴き、お疲れさんス！」

「お疲れさんス！」

　店に近づいていく僕を見つけ、さっそくうっとうしい挨あい拶さつをしてくる。まだ午後四時で開店前、厨ちゆう房ぼうではいつものごとく彩あや夏かをはじめとするうちのクラスの女子たちがセーラー服の上にエプロンを締めてミンさんと楽しげにアイスづくり。店内と店外のギャップがすごい。左眼めだけ異界が見えるようになってしまったみたい。

「今ンとこ異状なしス」

「俺おれらがここに詰めてますから鉄壁スよ」

「店に近づいてくるやつがいたら一人残らずガンたれて追い返します！」

　客いなくなるだろうが。

「あー、ええと、黄道盟フアンタオメンの連中はまだこのへんうろついてるんですか？」

　直接的な営業妨ぼう害がいをされないようにと、ひとまず平坂組員を何人か警備に回してもらったのである。黒Ｔシャツはそろってうなずいた。

「今日きようはまだ見ませんが」

「昨日きのうは来てたよな」

「中ちゆう国ごく人、顔でわかるもんな」

「じゃ、引き続きよろしくお願いします」

　僕が非常階段を上り始めたとき、背後から軽い足音が追いかけてきた。

「藤ふじ島しまくん！」

　彩夏だ。踊おどり場で追いつかれる。

「ねえ、ミンさんやっぱり文化祭初日から来るって言ってたけど、大だい丈じよう夫ぶなの？　実家と揉もめてるんだよね？」

「ああ、うん」

　彩夏にどこまで話したものか、と迷う。

「大丈夫だよ、クラスにはぜったいに迷めい惑わくかけないようにするから」

「そんな心配してないってば、ミンさんと藤ふじ島しまくんの心配してるの！」

　僕ぼくは首をすくめる。

「ごめん。でも、大だい丈じよう夫ぶだよ」

　根こん拠きよはないけれど他ほかに言いようもない。

「なにかあたしにできること、ない？」

　膝ひざどうしが触ふれ合いそうなくらいそばまで寄ってきて彩あや夏かは言う。

「いや、べつに彩夏が──」と言いかけ、思い詰めた彩夏の目に気け圧おされ、それからふと思いつく。「あ、ああ、そう。そうだ。あのさ、食品衛生責任者、だっけ、あれって文化祭当日ずっといなきゃいけないの？」

「え？　ううん、今ちょっとわかんない」

　もし、だれかがチェックしにくるときだけ臨りん席せきしてればいい、というのであれば、それ以外の時間はミンさんには隠かくれていてもらった方がいい。黄道盟フアンタオメンがなにをしてくるかわかったものじゃないからだ。

「実行委員会に訊きいてみる、あとは？」

「あとは、ええと……」とくにない。だから僕は冗じよう談だんめかして付け加えた。「メニューにティラミスがほしいな、個人的にだけど」

「わかった！」とエプロンをひるがえし、彩夏は軽やかに階段を踏み鳴らして下りていった。







　アリスはあからさまに不ふ機き嫌げんだった。

「みんなそろって別れさせ屋稼か業ぎように夢中とはね、ニート探たん偵ていの誇ほこりはどこに置き忘れたやら」

　打だ鍵けん音も、氷を削けずるドリルみたいだ。もう十月も下げ旬じゆんに入り、だいぶ気温も下がっているのだけれど、それを加味して考えても、探偵事務所の冷房はいつもよりきつかった。最近知ったのだけれど、怒っているとアリスはエアコンの温度設定をめちゃくちゃ下げるのである。

「テツも少しよう佐さも、マスターの離り婚こん歴を捏ねつ造ぞうしようだとか婚こん約やく披ひ露ろうパーティにスタングレネードを放り込もうだとか本気で画かく策さくして、会場の下調べまでしているんだぞ、恥はじ知しらずにも！」

「でも、アリスもミンさんのために探偵業務続けてるよね？」

「マスターのためじゃない。あんな依頼すっぱり断っただろう」僕に背を向けたままアリスは言った。「ぼくがいまだに調査を続けているのは、ヒロからの依頼のためだよ」

　僕は嘆たん息そくした。

　アリスの定義によれば、ニート探偵は、真実を見つけ出す死者の代弁者だ。婚約の妨ぼう害がいなんていう、そこらのごろつき私立探偵のような真ま似ねなどしない。それでもアリスがキーボードを叩たたき続けているのは、ヒロさんの依頼があったからだ。いや、正確には、依頼してくれとヒロさんに頼んだのだ。

　この奇き妙みような少女は、様々な自じ縄じよう自じ縛ばくの中で生きている。依頼がなければ動かない、というのも自らに科した枷かせのひとつ。なぜなら、探たん偵ていの見つけ出す真実はだれかの人生をえぐり、穿うがち、彫ほり、致ち命めい的に変えてしまうから。

　けれど、アリスが抱かかえるもうひとつの強きよう迫はく観念──と表してしまっていいだろう──である無知へのすさまじい恐れが、ときに彼女を絶望的なディレンマに陥おちいらせ、押し潰つぶそうとする。

　だからアリスは追い詰められ、ヒロさんに懇こん願がんした。「ぼくに依頼してくれ」と。

「アリスが知りたいのは、ほんとに花はな田だ勝まさるのことだけなの？」

「何度もそう言っているだろう」

　アリスはにべもなく答える。

「ばかばかしい結けつ婚こん騒そう動どうなんかに興味はない。ただひとつ、花田勝だ。あの男の意図だけが、まったく読めない。彼はどこでなにをしている？　あるいは、なにをしようとしている？　わからない」

　僕としては、アリスがそこまで花田勝のことを気にかける理由の方がわからなかった。たしかに騒動の原因をつくっておいてこそこそ逃げ回っているのは腹が立つし、実の娘むすめに迷めい惑わくをかけまくってまで他人の駈かけ落ちに手を貸すのもどうかと思う。でも、アリスが引っかかっているのはそういうことじゃないように思える。

　もっとソリッドな違和感だ。

　おそらく鍵かぎは、小鈴シヤオリンさん。

　ぼくもあの人に対しては、言いようのない不ふ審しんさを覚える。当事者ではないくせに、この事件に深く関わり、けれどそれがなんのためなのか見えない。事態をどこに導こうとしているのかも。さらには、どうにも悪意がなさそうに見えるのもかえって不ぶ気き味みだった。

「黄小鈴フアンシヤオリンの抱かかえている噓うそは、おそらく核心だろうね。しかし、ぼくというクラッカーがいることを事前に知っていたのだろう。さすがにゾディアックのシステム開発者だ。花田勝に関わることはどこを漁あさっても出てこない。花田勝からの着信履り歴れきまで、どうやって隠かくしたのか……」

　それもアリスがいらだっている理由のひとつだった。電子の海では無む敵てきだったニート探偵も今回ばかりはネットセキュリティのプロ相手に少々分ぶが悪い。

　アリスがふと見上げたラックの高みにあるモニタのひとつには、ゾディアックのシンプルなポータルサイトが表示されている。サイトのロゴデザインは月替わりの星座で、もう天てん秤びん座ざから蠍さそり座ざに変わっている。もうすぐ十月が終わってしまうのだ。文化祭まで時間がない。

「ただ、花田勝の居場所については、手がかりがあったよ」アリスがぽつりと言った。

「え？」

　僕は思わずベッドの枠わくに手を置いて身を乗り出していた。アリスは、僕がその日部屋に入ってからはじめて、こちらを振り向いた。その薄うす笑わらいの顔にはくっきりとむなしい疲労感が刻まれている。

「花はな田だ勝まさるが事件当夜に逃げ込んだ医者のことを憶おぼえているね？　崔チエという韓かん国こく人のモグリ医師だよ。行方ゆくえがつかめた」

「よく見つかったね……」

「あっさりとね。ネットで航空便の予約をしていたんだ。事件の二日後に香港ホンコンに飛んでいる」

　香港。香港だって？

「黄フアン家けのお膝ひざ元もとに、わざわざ？」

「お膝元じゃない。むしろ黄フアン家けから逃げるには地球上で最も適している土地と言えなくもない。黄道盟フアンタオメンは抗こう争そうに敗れて三合会トライアドを除じよ名めいされ、故郷を追われる形でほぼ全員が日に本ほんに移住してきたんだよ。香港での地じ盤ばんも、ビルや屋や敷しきも、ほとんどすべて崩牙会ブロークン・トウスという敵てき勢力に奪うばわれている」

　そうだ。黄紅雷フアンホンレイも、たしかそんなようなことを言っていた。日本で黄道盟フアンタオメンを何倍にも育て上げて香港に戻るのが目標だと。

「じゃあ花田勝も一いつ緒しよに香港に行ったのかな」

「その可能性は大きい」

　アリスはまたモニタの方を向いてしまう。

　それで？　という言葉を、僕ぼくは飲み下した。

　香港に飛んだのだとしたら、黄道盟フアンタオメンにも手出しできないということだし、ましてや東とう京きようの片かた隅すみでくだを巻くニートにとってはどうしようもない。だれに知らせても、なんにもならない。ミンさんだって、お父とうさんは灯とう台だいもと暗しの香港に逃げ込みましたよ安心してください、なんて教えられて喜ぶわけがない。

　むなしい事実を、それでもアリスは掘り起こさずにいられない。

「わかっているよ」

　アリスはつぶやいた。冷房の風にさえ耐えきれずに折れてしまいそうな声で。

「ぼくにだってわかっている。こんな事実は、火か葬そうの薪まきにさえならない。探たん偵ていには、生きている人間のためにできることなどないんだ」

　僕は首を振るだけだ。アリスには見えない。否定してもしかたがない。僕がこれまでどれだけアリスに救われてきたか、言葉を重ねても無む駄だなのだ。実際に、何度も口にした。けれど僕の気持ちが、彼女のいちばん深い部分に届いたことはおそらく一度もない。

　どうして？

　僕は声に出さず、黒髪かみに包まれて肩かたの輪りん郭かくさえ見えないその小さな背中に問いかける。

　どうしてきみは自分自身を、ガラスの靴くつの中みたいに狭せまくて冷たい場所に押し込んでしまうんだ？　そうして苦しそうに、明けない夜が明けるのを待っているのはなぜ？　いったいなにが、その幼い身体からだから生命のリズムをすべて奪うばい、死の予感に置き換えてしまったのだろう。

　吹き下ろすクーラーの風の中で、僕は自分の鼓こ動どうを数え、言葉を探す。

「アリス、あのさ」

　暗幕になった黒髪かみの向こうで、水色パジャマの肩かたがかすかに揺れる。

「ミンさんの依頼は、僕ぼくが引き受けるっていうのはどうかな。ほら、僕だってこの事務所の一員なんだし」

　いちいち言葉を句切って、アリスの背中をうかがう。

「……今後、いっぱい依頼が舞い込んだときに並行作業できると、便利だろ。今回は部下に任せてみてくれない？」

　アリスは小さく首を振って言った。

「勝手にしたまえ」

　ちがうんだよ、アリス。そうじゃない。それじゃだめなんだ。僕が勝手にやるのだったら、なんにも変わらない。たとえままごとでも、僕はアリスと世界との結び目でいたいんだ。

「勝手に、じゃなくて、所長として業務命令してほしいんだよ」

「しつこいな、きみは！」

　髪を震ふるわせてアリスは振り向いた。

「きみが言い出したことだろう、ぼくが断った依頼なのだから今さら──」

　視線が合ったとたん、アリスは口をつぐむ。その大おお粒つぶの瞳ひとみに、僕の思い詰めた顔が映っていて、僕の下へ手たくそな噓うその裏側にあるものが直接伝わってしまったのがわかる。真新しい蠟ろうのように白いアリスの頰ほおが、ほの赤く色づいた。恥はずかしそうにうつむく。

　少しためらってから、僕はつけくわえた。

「業務命令じゃなかったら、ミンさんからの報ほう酬しゆうは少しよう佐さとテツ先せん輩ぱいと僕で山分けにしちゃうけど、それでもいいの？」

　手近に転がっていたぬいぐるみをひとつ、もうひとつ、さらにひとつ引っぱり寄せて抱だきかかえ、赤らんだ顔を隠かくし、アリスは言った。

「安い挑ちよう発はつはやめたまえと前にも言っただろう。聞いているこっちが恥ずかしくなる」

「んん……じゃあ素直に言った方がいいのかな。アリスのことは大切に思ってるから、その、気休めでもいいから──」

　アリスは両脚あしをばたばたさせ、抱かかえ込むぬいぐるみをさらに二つ増やした。

「もっと恥ずかしいからやめたまえっ」

　だよね。僕も、自分で言っててちょっと恥ずかしかったよ。

「もういい。きみはそうやって要いらないところに気を回そうとするから肝かん心じんなところに回らないんだ。事務所で請うけた業務として扱うからにはぼくが報酬を全額受け取り、きみたちに渡すのは托たく鉢はつした方がましだと思えるくらいみじめな日当だからね！　テツにも少佐にもよくよく言い聞かせておくように！」

　僕は顔がほころんでしまうのをこらえながら、うなずいて立ち上がった。

「わかった。ありがとう」

「なんで礼を言うんだ」

　アリスはぷうっとふくれてまた背を向けてしまう。もう、髪かみの間に真まっ赤かな耳しか見えない。でも、僕ぼくが玄げん関かんに向かおうとしたとき、深刻な調子に戻った声で呼び止められる。

「あの、崔チエという医師のことだ」

「うん？」と僕は振り向く。さっきのあの件が、どうしたんだ？

「黄紅雷フアンホンレイに知らせたまえ」

「え、え？　なんで？」

　そんなことをしたら居場所の手がかりを与えてしまうじゃないか。黄紅雷フアンホンレイは婚こん約やく者の駈かけ落ちは黙もく認にんしても、花はな田だ勝まさるは見逃さないだろう。黄道盟フアンタオメンの沽こ券けんに関わる。

「どうせ今、黄フアン家けは香港ホンコンには手を出せないんだ。それに、ぼくにはおぼろげながら花田勝の思おも惑わくが読める」

　僕は驚いてベッドのそばまで戻った。

「……なにそれ？　だってさっき、意図がまったく読めないって」

「なにをしたいのかは読めないよ。でも、ぼくたちになにをさせたいのかはわかる。そもそもね、四月の事件を思い出してみたまえ。あの男は整形手術かなにかで顔を変え、このビルの防犯カメラをすべてかいくぐって録画に残らないようにする、などという慎しん重ちようさでもって接せつ触しよくしてきたのだよ。それに比して今回の事件はあまりにも杜ず撰さんに痕こん跡せきを残しすぎている」

「む……」

　言われてみれば、そうかもしれない。

「黄小鈴フアンシヤオリンだけじゃない、きみにまで電話をかけてきて声を録音されている。逃とう亡ぼう先の医院に、血けつ痕こんそのままの車を放置。医者の航空券の手配も無防備に履り歴れきが残っていた。きっかけが突発事故で余よ裕ゆうがなかったとはいえ、あまりにも迂う闊かつすぎる。不自然なほどだ。これは、意図的なものだとぼくは思う」

「意図的、って」

「花田勝は、黄小鈴フアンシヤオリンを通し、ぼくらを利用し、情報を恣し意い的にフィルタリングさせて黄道盟フアンタオメン側に流しているのさ」

「ううん……」

　そんなことができるんだろうか？

　たしかに、僕らがわずかに先手を打って花田勝の足跡を見つけ、事件当夜の真相に至ったおかげで、最悪の事態──つまり黄フアン家け全体に黄香玉フアンシヤンユーの生存がばれるという展開は防げている。そう言えなくもない。こちらから報告することで、真相を知る者を黄紅雷フアンホンレイだけに限定できたわけだ。しかし、結果論な気もする。

「ぼくも結果論かもしれないという危き惧ぐは捨てきれない。花田勝ほどの男なら、香港ホンコンに逃げて情報遠えん隔かく操作などという迂う遠えんなことをせずとも、東とう京きように残って駈かけ落ちを幇ほう助じよしつつ『はなまる』を護まもることだってできたのじゃないかとも思う。しかし、ともかく現実は現実だ。彼はここにいない。そのマジックハンドの上で踊おどらされるのは少々癪しやくだが」

「医者が香港ホンコンに飛んだってこと、紅雷ホンレイに伝えるとどうなるの？」

「少なくとも黄道盟フアンタオメンの目が香港に向く。こちらが手て薄うすになる」

　いや、目が向くっていったって、構成員を香港に大量に送り込んで花はな田だ勝まさるを捜さがす、なんてことはできないわけだろ？　あまり意味ないんじゃないのかな。それとも本人の意図はさらにべつのところにあるんだろうか？

　ああもう、とにかく、なんで逃げたんだよ。あんた凄すご腕うでの傭よう兵へいなんだろ、多少の危険は冒おかしてでも、いっぺんミンさんのところに来て自分で色々説明すればよかったじゃないか。姿を見せないのがあっちこっち行き詰まってる元げん凶きようなんだぞ。

　僕ぼくのいらだちは、クーラーの固い風の下で萎しおれていく。

　やがてアリスが、すがりつくような目で僕を見上げて言った。

「どのみち、知らせるかどうかはきみが決めたまえ。きみの担たん当とう案件だよ」
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　僕が引き受ける、なんて大おお見み得えを切っておきながら、黄紅雷フアンホンレイに知らせるべきかどうか翌日の放課後になってもまだ決めかねていた。ラーメン屋勝手口前に顔を出したテツ先せん輩ぱいと少しよう佐さに相談してしまう自分が、ひどく情けない。

「いいんじゃねえの教えちゃって。勝まさるさんならなんとかするだろ。マフィア百人がかりで捕まえにいったって、たぶん全員丸まる裸はだかの丸坊ぼう主ずにされてコンテナ詰めで送り返されてくるぜ」

　テツ先輩は軽い口く調ちようで言った。

「はあ……」

　先輩は『はなまる』歴が最も長く、花はな田だ勝の豪ごう腕わんぶりもよく知っているようだった。

「自分も賛成だ」と少佐も横から言う。「アリスの言う通り黄道盟フアンタオメンの目がそれる。たとえばあの医院をまた調査するだの、張り込むだのしてくれればそれだけ人員がそがれ、我々の作戦がやりやすくなる」

「なんですか作戦って」

　少佐は満面の笑みで小型のノートＰＣを広げてみせた。画面には、どこかのビルの見取り図らしきものが展開されている。

「まだ侵入経路も目標地点も調査中だが」

「ちょ、ちょっとちょっと、なんですか侵入って、これどこのビルですか」

　なぜそんな当たり前のことを訊きくんだ、という顔で少佐は答える。

「黄フアン家けやゾディアックの関連会社だ。きまっているだろう。マスターの借金の証文を盗ぬすみ出せば一件落着じゃないか」

「無理に決まってるでしょ！」

　どこにあるかだってわからないし、だいいち犯罪じゃないか。

「そうだよなあ」と先せん輩ぱいがうなずく。よかった、この人は少しよう佐さよりもまともなんだ……と思いかけたら、こう付け加える。「俺おれも青せい竜りゆう刀とうはなんとかなると思うけど銃じゆうはちょっと」

「どっちもなんともならんわ！　ていうかそういう問題じゃないです！」

　少佐のノートを叩たたきつけるように閉める。少佐は小学生みたいにふくれっ面つらになった。

「ばれなければ問題ないだろう」

「ばれるにきまってんだろアホか」

　勝手口から声がして、少佐は椅い子す代わりの古タイヤから転げ落ちそうになった。いつの間にか戸が開いてミンさんが顔を出している。

「あのなあ。たしかにわたしは依頼したけど、犯罪やれとは言ってないぞ」

「いやしかしですね」と言いかけた少佐の頭をミンさんは引っぱたく。

「わたしは『はなまる』続けたいんだよ。今の暮らしが気に入ってんだから。おまえらが盗ぬすみに入って証文パクって、それでどうしろってんだ。黄フアン家けとますますこじれるだけじゃないか」

　ミンさんの正論が心地よい。やっぱりこの人は僕ぼくらのたまり場を眺ながめ渡せる位置に必要な人だと痛感する。

「で、どうすんのナルミ」

　テツ先輩が言って、少佐の視線もこっちに向く。ミンさんもだ。

「アリスがやる気ないからナルミの担たん当とう案件ってことになったんだろ。昨日きのうアリスから聞いたぞ。今後の方針どうすんの」

　僕はビルの壁面に背中を押しつけて湿しめった土の上にずるずるしゃがみ込み、肩かたを落とす。大口を叩たたいた手前、僕がなにか手だてを考えなくちゃいけない。紅雷ホンレイに情報を提てい供きようするかどうか、なんてことだけで丸一日悩んでいる余よ裕ゆうはないはずだった。

　でも、なんにも思いつかない。

「ではミンさん、証文強ごう奪だつのＡ案はあきらめましょう、Ｂ案でどうですか」と少佐。

「なんだＢ案て」

「ヒロさんとさっさと入にゆう籍せきすれば黄紅雷フアンホンレイとの結けつ婚こんは無理になるでしょう」

「アホ案しか思いつかねえのか。そんなの、紅雷ホンレイの要求に『離婚しろ』が加わるだけじゃないか。もうちっと考えろ」

「良い案だと思ったんだがな……」

　テツ先輩もしょんぼりする。

「おい、そういえばヒロはどこにいるんだよ」とミンさん。「あの後、壮そうに預けたのに、あの野や郎ろうしらばっくれるんだ。どこかの病院か？　無事なんだろうな、頭打ってなかったか？」

「ああ……」

　僕ぼくらは顔を見合わせた。ヒロさんの居い候そうろう先さきはミンさんには秘密にする、というのはもはや話し合うまでもない合意点だった。だってあの野郎、プロポーズしときながら他ほかの女のとこに転がり込んでるんですよ？

　僕らの白々しい様子を見てミンさんが言う。

「はあん。どうせ女んところだろ」

「え？　い、いや、そんなことないですよ、あのう、四代目の知り合いのちょっと後ろ暗い医者のところなんで、一応ミンさんにも場所は教えないということで」

「ナルミおまえ、自分が噓うそ下へ手たってのをもうちょっと自覚しろよ」

　僕、一発で撃げき沈ちん。少しよう佐さとテツ先せん輩ぱいはもはや取り繕つくろう意志もなく首をすくめている。

「まあいい。怪け我が、大事なかったのか？」

「……え、ええ。元気ですよ」

　昔の恋人を口く説どきなおすくらい元気です、と言いそうになる。

「ならいい。また顔出したらとっちめてやる」

　厳しい言葉ばかり並べたミンさんだけれど、厨ちゆう房ぼうに戻るとき、肩かた越ごしに言った。

「頼む。なにか手を考えてくれよ」







　二年四組女子たちのアイスづくり講習は昨日きのうが最終日だったので、久々に静かなラーメン屋開店準備だった。もう文化祭本番が押し迫っていて、みんな教室で店の内装準備に大忙しだ。彩あや夏かも夜遅くまで学校に残るということで、その日は僕が仕込みを手伝った。

　だから、午後五時の開店直後にやってきたその珍ちん客きやくと、最初に顔を合わせたのは僕だった。

「いらっしゃいませ──」

　暖の簾れんをくぐって入ってきたその人影にそう言いかけた僕は、驚きで硬直する。

　オールバックになでつけた髪かみ、鋭えい利りな目つき、上等そうなツイードのコートにダークスーツに派は手でな色の開かい襟きんシャツ。黄紅雷フアンホンレイだ。もう一人、その後ろに付き従っているのは、さらに驚いたことに──考えてみれば驚くことではないのだけれど──小鈴シヤオリンさんだった。なにやら、平べったい大きな箱を抱かかえている。

「なんだよ、店にまで来て」

　ミンさんが廊ろう下かから出てきて怪け訝げんそうに言う。無ぶ愛あい想そうな紅雷ホンレイの背後で、小鈴シヤオリンさんはまず僕にちらと目配せし、それからミンさんに「ごめんなさい、押しかけて」と小声で言った。

　紅雷ホンレイは、小鈴シヤオリンさんの持っている箱を受け取って蓋ふたを少し開いてみせた。

「仕立てた服だ。今日きよう仕上がった」

　ミンさんは箱を一いち瞥べつして答える。

「悪いけど、もう着る用事はなくなったよ。言っただろ、その日はやっぱり文化祭に出る」

　婚こん約やく披ひ露ろう会で着るためのドレスか、と僕ぼくは察しをつける。そういえばいっぺんミンさんが紅雷ホンレイに呼ばれて出かけたことがあったっけ。あのときに採さい寸すんしたのかな。まだミンさんが無む邪じや気きにも、自分は代役だとだまされていた頃。

「おまえが当日どうするつもりかは、俺おれには関係ない。十一時に迎えに来る。それだけだ」

　もうすべて手の内は晒さらしてしまっているはずなのに、それでも紅雷ホンレイは箱をカウンターに置いて中身を取り出してみせる。ちょっとつまんで持ち上げただけで、肩かた口ぐちと胸のあたりしか見えなかったけれど、その藤ふじ色いろのドレスがとびきり上じよう物ものだと一目でわかった。

「チャイナドレスじゃねえんだな……」

「中ちゆう華か系だからってその発想は安あん易いですよ」

「でもあれマスターの巨乳支えられんの？」

「コルセット必ひつ須すでしょうね」

　細く開いた勝手口からのぞきこんでいたテツ先せん輩ぱいと少しよう佐さがぼそぼそ言い合っているのが聞こえ、ミンさんは目を吊つり上げて戸を叩たたきつけるように閉めた。それから紅雷ホンレイに向き直る。

「客にはなんて言ってあるんだ。わたしを連れてってみんな納なつ得とくすんのか？」

「もともと、俺の香主シヤンジウ就しゆう任にんの披露が主眼の集まりだ。婚約はおまけだ」

　香主シヤンジウというのは中華マフィアのボスのこと。より大きい組織ではその上に龍頭ロントウがいて、その場合の香主シヤンジウは日に本ほんのやくざでいう若わか頭がしらだ。今回の事件で、また要いらない知識が身についてしまった。

「客には、龍頭ロントウの孫まご娘むすめだと紹しよう介かいするだけだ。噓うそじゃないからな。おまえのことも香玉シヤンユーのことも、知ってる人間は日本にはほとんどいない。だからなにも説明する必要はない」

「祖じ父いさんたちは」

「龍頭ロントウは乗り気だ。あの人はもともと香玉シヤンユーのことをあまりよく思っていなかったし、おまえのことは気に入ってた。親父おやじと祖そ父ふは渋しぶっているが、どうせ黄道盟フアンタオメンを嗣つげるのは俺だけだ。だれにも文句は言わせない。昼ちゆう食しよく会が終わったら黄フアン家けの内々の会合だ。もちろんおまえも出てもらう。その席で全員に認めさせる」

「わたしが文句言うぞ」

「すぐ言わないようになる」

　小鈴シヤオリンさんが嘆たん息そくするのが見えた。ミンさんは肩をすくめた。

「まあいいや。用はそれだけだろ？　とっとと消えてくれ、店が開けられない」

「いや」

　紅雷ホンレイは服を箱にしまって蓋ふたを閉めると、カウンター席に座った。

「なにか作ってくれ。客として来た」
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　僕ぼくは目を剝むいた。ミンさんは平静を装って訊たずねた。

「なんのつもりだよ」

「俺おれが潰つぶす店だ。味を知っておく義務がある」

　ミンさんの視線は、店の入り口に移される。

「小鈴シヤオリンもか？」

「……ええ。せっかくだから」

　小鈴シヤオリンさんも、複雑な面おも持もちのまま紅雷ホンレイの隣となりの席に腰こし掛かけた。

　それは、僕の『はなまる』バイト歴の中でも最も奇き妙みような二十分間だった。マフィアの跡あと継つぎ兄妹が小こ汚ぎたなくて狭せまいカウンター席に座り、ミンさんはその向かい、湯の中で泳ぐ麵めんに真剣な目を注ぎ、僕はその隣でおそるおそるチャーシューと煮卵と刻みネギとメンマを用意する。

「お待ちどおさま」

　ミンさんが出した醬しよう油ゆラーメンを、紅雷ホンレイはほとんど息ひとつつかず平らげた。小鈴シヤオリンさんがまだゆっくりと箸はしを動かしている隣で、丼どんぶりに残ったスープまで一いつ滴てき残らず飲み干す。

「勝まさるの味から、ずいぶん変えたな」

　丼を置いた紅雷ホンレイがつぶやく。ぼくは驚いてミンさんの横顔をうかがった。

「親父の味、知ってるのか」とミンさんが言う。

「俺と小鈴シヤオリンは、おまえよりも勝とのつきあいが長いんだ。ガキの頃、何度か食わせてもらったことがある」

「……そうか」

「これ食えば勝まさるは喜んだだろうな。ほんとうに馬鹿なやつだ」

　小鈴シヤオリンさんが食べ終わるのを待って、紅雷ホンレイは立ち上がり、札さつと硬貨いくつかをカウンターに置いてコートを羽は織おった。

　僕ぼくは胸の奥の方にちりちりした不思議な熱を感じた。この黄紅雷フアンホンレイという男は、必要とあらば殺人だって厭いとわない人間であるはずなのに、それでも僕は彼の中になにか透すき通ったものを見てしまう。おそらくそれを表現するいちばん近い日に本ほん語は誠実さだろうけれど、海を隔へだてた大陸にはもっと的確な言葉があるのかもしれない。

　だから、僕は戸と惑まどってしまう。

　ただでさえ八方ふさがりで、この上、敵であるはずのこの男まで気き遣づかっていられない。それなのに、ミンさんが婚こん約やく披ひ露ろう会を蹴けっ飛とばしたらこの人の顔に泥どろを塗ることになるんだよな、なんてことを考えてしまう。馬鹿か。しっかりしろ。そんなの気にしてどうする。

　でも、横目でちらとうかがった僕は、隣となりでミンさんもまた同じことを思っているのに気づいた。暖の簾れんを持ち上げて店を出ていこうとする紅雷ホンレイのコートの背中をじっと見つめている。

「あの」

　なにも考えず、呼び止めていた。立ち上がりかけた小鈴シヤオリンさんが僕を見た。紅雷ホンレイも振り向く。

「……あ、ああ、ええと」

　緊きん張ちようが、僕の喉のどから言葉をしぼり出す。

「勝さんの居場所、わかったかもしれません。あの医者、香港ホンコンに飛んでます」

　紅雷ホンレイの反応は、意外なくらい静かだった。ミンさんが唾つばを飲み込む音まで聞こえたほどだ。

「香港か。ふん」

　僕はカウンターをくぐり、紅雷ホンレイを追いかけて店を出ていた。

「捜さがさないんですか」

「おまえに言われなくても捜す。なにを期待してるか知らないが、俺おれの今後やることは変わらない」

　僕は脱力して肩かたを落とす。それはそうだ。香港に大勢を送り込んで大々的に捜せない以上は、時間がかかる。もし花はな田だ勝が見つかるにしろ、その頃には結けつ婚こんが成立して『はなまる』も潰つぶされてるだろう。

　じゃあ、なんの意味があった？

　アリスの言う通り、これが花田勝の情報操作だとして、いったいなにが──

　答えはすぐにやってきた。車に向かいかけていた紅雷ホンレイが立ち止まったのだ。スーツの内ポケットから携けい帯たいを取り出し、苦にがい顔になる。

「はい。……黄紅雷フアンホンレイ。……勝？　勝か」

　僕ぼくはぞっとした。驚きよりも先に違和感が身体からだを押し包んだ。花はな田だ勝まさる？　ほんとうにあの男なのか。どうして今、花田勝から黄紅雷フアンホンレイに連れん絡らくがある？　ほんとうになにもかも見み透すかして、海の向こうから僕らを操っているのか？

「なんでおまえが宗そう家けの番号からかけてくる。……はあん。なるほどな。崩牙会ブロークン・トウスか。香港ホンコンには手を出せないと高をくくってるのか」

　足音に、僕は振り向く。ミンさんも店を飛び出してきたのだ。

「おい、親父おやじなのか？　おい紅雷ホンレイ！」

　紅雷ホンレイはミンさんをちらと見やってうなずき、電話を続ける。

「……はッ。わかったよ。今はおまえの引いた絵に乗ってやる。だがな、こっちだっていつまでも日に本ほんでくすぶってるわけじゃない。憶おぼえておけ、俺おれが九龍ガウロンの土を踏むときは、おまえが死ぬときだ」

　ミンさんは紅雷ホンレイの手から携けい帯たいを引ったくって耳にあてた。

「親父！　今どこだ、香港なのか！　……そんなのわかってる、ざけんな、馬鹿かてめえ、そんなことのために、……他人のことなんか気にしてる場合か！　おい、おい！　なに言ってんだよ、親父！　……親父！」

　ミンさんは荒い息をついて声を吞のみ込み、どうやら通話が切れたらしい携帯を紅雷ホンレイの手に押し込んだ。

「もういいよ。あんなやつはほっとけ。死んだのと同じだ」

　ひしゃげた声でミンさんはつぶやく。

「ここはわたしの店だ。あの熊くま野や郎ろうはもう関係ない。潰つぶさせたりしない」

　紅雷ホンレイが、眉間みけんに寄せた皺しわをわずかにゆるめて言った。

「香主シヤンジウの妻つまは多た忙ぼうだが、もしどうしてもラーメン屋を続けたいなら、人を雇やとって店を任せればいい。あの味も残せる」

「おまえ、わたしのこと全然わかってないな」

　ミンさんは薄うすく笑った。

　そのときちょうど、工事現場の作業員二人と、くたびれたスーツのサラリーマンとが、なにか談笑しながら通りの向こうからやってきた。

「お、なんだ取り込み中か？」

「ミンさん店開けないのか」

「腹減ってしかたねえよ」

「もういいよ、入って待ってて。すぐ支し度たくするから」とミンさんは客を招き入れ、もう一度だけ紅雷ホンレイを振り返る。

「なあ、おまえがわたしと一いつ緒しよにラーメン屋をやるっていうなら、ちょっとは考えたんだぞ」

　言い残し、ポニーテイルは暖の簾れんの奥に消えた。入れ替わりに小鈴シヤオリンさんが出てくる。

「……行こう、紅雷ホンレイ」と兄の腕うでをとって車の方へと促うながす。僕ぼくとすれちがうときに、またなにか言いたげな視線を投げてきた気がした。







　そのときの電話でどんな言葉が交わされたのかを、僕はその日の夜遅く、アリスから教えられた。アリスが紅雷ホンレイの携けい帯たいをクラックし、残されていた通話の録音を盗ぬすみ出したのだ。

　聴きき終えた後、僕もアリスもしばらく冷房の稼か働どう音おんに耳を澄すませていた。疲労感が血と一いつ緒しよに耳から流れ出しそうだった。

「たしかに、発信は香港ホンコンからだね」

　やがてアリスがつぶやく。

「九龍仔ガウロンツアイ地区にある、かつての黄フアン家けの邸てい宅たくからの電話だ。もっとも、こんなのはいくらでも偽ぎ装そうできるのだけれど」

「花はな田だ勝まさるは敵てきに寝返った、ってことだよね」

「彼の言葉を信じるならね」

　香港の黄フアン家けの屋や敷しきは、崩牙会ブロークン・トウスという敵対勢力のマフィアに占せん拠きよされている。花田勝はそこから黄紅雷フアンホンレイに電話をかけてきたのだ。

　彼はもともとフリーの傭よう兵へいだ。あちこちの裏社会とコネクションがある。おそらくは、黄道盟フアンタオメンの情報を抱かかえて、その直接の敵のところに駆かけ込み、雇やとわれることになったわけだ。えげつない背信行為。

「真実は、もう、どうでもいいだろう」

　アリスが定まらない視線を僕に向ける。

「ともかく彼は、黄フアン家けに伝えたかったんだ。そうそう手出しできない場所まで逃げたぞ、と」

　アリスが暴あばき出した医者の香港行きが、その筋書きに信しん憑ぴよう性をいくらか上塗りする。

「そこだね」

　ふとアリスが言って、物思いに沈んでいた僕は顔を上げた。

「……なに？」

「他ほかのどこよりも引っかかるのは、そこだ。あまりにもタイミングがよすぎると思わないか」

　タイミング？

「きみが黄紅雷フアンホンレイに、医者の香港渡と航こうを教えた。すると香港の花田勝が黄紅雷フアンホンレイに電話をかけてきた。しかもマスターの目の前で、だよ」

　僕は腕うで組ぐみしてうなる。言われてみればそうかもしれない。

「この事件は、なにかにつけてそうだ。どうにも、タイミングのよさが気になる」

「花田勝は、まだ日に本ほんにいるかもしれないってこと？」

「可能性はある」

　日に本ほんにいる、どころか、ミンさんや黄フアン家けの様子を細かく監かん視ししていて、そのつど電話をかけてきて事態を操っている？　もしそうだとしても、やっぱり意味がわからない。

「まあいい。黄小鈴フアンシヤオリンはシャコ貝のように堅けん牢ろう無む比ひだったけれど、黄紅雷フアンホンレイにはいくらかつけいる隙すきがあるとわかった。引き続き、探る。きみはきみの仕事をしたまえ」

　僕ぼくの仕事……。

　ベッドの足下で、じっと黙だまって膝ひざを抱かかえていると、アリスが打だ鍵けんの手を止めて振り向いた。不ふ機き嫌げんそうに目を細めている。

「どうもきみは自分の責任において依頼を受けるということがどういうことなのかよくわかっていないみたいだね」

「え？」

「失敗してマスターから報ほう酬しゆうをもらえなくてもテツや少しよう佐さへの日当は支し払はらうのだよ、もちろん大たい言げん壮そう語ごしたきみの負ふ担たんだからね！　わかったらさっさと立ちたまえっ！　ついでに空あき缶かんを捨ててくるように！」

　怒ど鳴なられ、僕はあわてて立ち上がり、床ゆかに散乱していたドクターペッパーの缶をかき集めて抱かかえた。事務所を出ると、ドアに背中を押しつけてふうと息をつく。

　先せん輩ぱいも少佐も、本気で非合法手段に訴えて借金の証文どうにかしようとしてんだよな。ヒロさんも、ちょっと怪け我ががよくなったから金策に走り回っているっていうし。そんなの無む駄だだから止めないと、とは思うけれど、代案を思いついたわけじゃないのだ。僕に止める資格なんてあるのか？
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　梅うめ田だ浩こう二じが東とう京きように戻ってきたのは、その三日後のことだった。休日の朝早くだったけれど、僕は四代目からの電話で叩たたき起こされ、平ひら坂さか組事務所に向かった。

「おはようございます兄あに貴き！」

「お疲れさんス！」

　ほぼメンバー全員が狭せま苦くるしい事務所にそろっていた。デスクから四代目が立ち上がる。

「事情はさっき電話で話した通りだ。囮おとりはだれが最適だと思う」

　僕は黒Ｔシャツの組員たちをざっと眺ながめ渡して、いちばんミンさんに近い体格の一人を選んだ。他ほかにも迷彩のために二人ばかり。

　四代目はうなずき、選ばれた三人の組員、そして僕を連れて事務所を出た。

「ミンさんには？」階段を下りながら訊たずねた。

「もう電話してある」

「こんなに用心する必要あるんですか」

「『はなまる』はマフィア連中にまだ張られてる可能性がある」

　そうか。なにか勘かんづかれて尾行され、ばれるかもしれない。用心するに越したことはない。

　五人でワゴン車に乗り込み、『はなまる』に向かった。

　晴れた朝で、薄うす汚よごれたビルの並びも歩道橋のコンクリートもまぶしく感じられたけれど、まばらな通行人はみんなコートの前を搔かき寄せて猫ねこ背ぜで歩いていた。車窓もすぐに湿気で曇る。十月も終わりかけ、秋が冬に向かって下り坂を転げ始めたのだ。

　ラーメン屋に着くと、店の入り口ではなくビルの裏うら手ての玄げん関かん口に回った。黒Ｔシャツ三人を連れて家の中に入ると、ちょうどミンさんが廊ろう下かに出てきたところだ。

「おはようございますマスター！」

「おはようございますッ」

「静かにしろ馬鹿。わたしのＴシャツは？」

　僕ぼくはミンさんに平ひら坂さか組の黒Ｔシャツを投げる。その日のミンさんはさらしをきつめに巻いていたけれど、それでも豊かな胸がＴシャツをはっきり盛り上げてしまう。髪かみをほどいて襟えりの中にたくしこみ、組員から野球帽ぼうを受け取ってかぶった。つまり、僕の連れてきた組員の一人になりすましたわけだ。さて、うまく目くらましになってくれるだろうか？

　もう二人の組員でミンさんを挟はさみ込んで、家を出た。裏の駐ちゆう車しや場じようで待っていたワゴン車に急いで乗り込むと、四代目が発車させる。

　四代目はさらに慎しん重ちようを期した。自分の経営しているブティックに寄ると、地下駐車場に待たい機きさせていたべつの車に乗り換えたのだ。そんな面めん倒どうを重ねた末に、僕らが到着したのは新しん宿じゆくのオフィス街から少し離れた一角にあるビルだった。

　地下駐車場に入ってすぐのところで出迎えてくれたのは、小鈴シヤオリンさんだ。休日だというのにかっちりしたパンツスーツ姿。その背後に、もう二つの人影があって、病弱そうな蛍けい光こう灯とうの明かりで顔はよく見えないけれど、どうやら片方は男でもう片方は女だ。

　ミンさんが真っ先に後部座席から飛び降りる。僕がそれに続いた。

「ありがとう明麗ミンリー。香玉シヤンユーがどうしても最後に逢あいたいって言うから」

　歩み寄ってきて言う小鈴シヤオリンさんを押しのけ、ミンさんはその後ろの二人に近づき、帽ぼう子しをむしり取って捨てる。

　二人とも写真で一度だけ見たことがあった。女の方は、今は安物のハーフコートと色落ちしたジーンズというかっこうで、とてもあの王おう妃ひめいた気品はない。それでもわかる。

「……あんたが香玉シヤンユーか」

　ミンさんが、なにかあきれているような声色でそう言った。

「ええ。はじめてが、こんな形になってごめんなさい」

　すべてのはじまりになったその女性は、そう答えてミンさんに頭を下げた。

　隣となりで香玉シヤンユーの肩かたを支えるようにしている男は、冴さえない若い男だった。目は落ちくぼみ、疲労が溜たまっている。ミンさんになにか言おうとして何度も唇くちびるを嚙かみ言葉を押しとどめているのが見てわかった。

　これが、梅うめ田だ浩こう二じか。

　運転席から四代目が姿を見せると、梅田浩二は香玉シヤンユーから離れてそちらに駆かけ寄り、深々と頭を下げた。

「雛ひな村むらさんにも迷めい惑わくをかけます」

「礼はいい。連れてくる手て筈はずをしただけだ」

　傍そばで話を聞いていると、どうやら梅田浩二が世話になっている人（たぶんやくざ）が、関かん西さいにいた頃の四代目の知り合いらしいのだ。

「どっちかって言えば忘れたい縁えんだ」と四代目は僕ぼくに言った。「詮せん索さくすンじゃねえぞ」

　僕は唾つばを飲み下してうなずき、ミンさんに視線を戻す。ミンさんは、まだ目を見開いて、黄香玉フアンシヤンユーをにらみつけていた。その顔は、怒ってもいないし、責めてもいない。絶望とかあきらめとか、それに近い表情が浮かんでいる。

　黄香玉フアンシヤンユーは、小鈴シヤオリンさんとミンさんの顔を見比べて、おそるおそる言った。

「あの、紅雷ホンレイとのことは、どうなったの」

　ミンさんはふうっと脱力して、肩かたをすくめた。

「なんともなってない。まだ揉もめてるよ。でもあんたが気にするようなことじゃない」

「でも。でも！　勝まさるさんは──」

　なにか言いかけた香玉シヤンユーの肩に、小鈴シヤオリンさんの指が深く食い込んだ。思いがけず険しい表情で、小鈴シヤオリンさんは首を振った。香玉シヤンユーは泣きそうな顔でつぶやいた。

「やっぱりわたし、一度黄フアン家けに戻って、お祖じ父い様たちに自分で説明して、明麗ミンリーに迷めい惑わくかからないように」

　香玉シヤンユーの声は、ひぐっという喉のどの鳴る音で断ち切られた。ミンさんがその襟えり首くびをつかんでねじり上げたからだ。

「おい。ふざけんな」

　香玉シヤンユーに顔を寄せ、至近距離でにらみつけ、鉈なたのような声でミンさんは言った。止めに入ろうとした小鈴シヤオリンさんさえも、ミンさんがかいま見せた獣じゆう性せいにひるみ、立ちすくんでいる。

「あんたは死んでンだよ。親父おやじが殺したんだ。今ならわかる。親父はあんたのことしか考えてなかった。全部あんたのためだよ。今さらしゃしゃり出てってぶち壊こわそうってのか。馬鹿抜かすんじゃねえ。わたしにちょっとでも済まないと思ってんなら、おとなしくそのまま死人になれ。そんで黄フアンなんて苗みよう字じのつく人間のことなんざ一人残らず忘れて、次の人生やってろ」

　そう吐はき捨てると、ミンさんは香玉シヤンユーの身体からだを梅田浩二の方に投げつけた。拾った帽ぼう子しをかぶりなおし、車の方に戻っていく。香玉シヤンユーは梅田浩二の腕うでの中でぐしゃぐしゃの涙なみだ顔になり、ありがとう、ありがとう、とつぶやいていた。

　ずっと後になってから考えてみれば、ミンさんがすべての真相に気づいたのは、おそらくこのときだったのだろう。ほんとうに聡そう明めいな人なのだ。ときに哀かなしくなるくらい。

　でも、僕ぼくは気づかなかった。

　最後まで、なにも気づかなかったのだ。







　帰りの車の中でも、ミンさんはあの乾かわききった絶望的な表情のまま、窓に頰ほおを押しつけていた。僕はその隣となりで、なにについて考えればいいのかさえ見失ったまま自分の膝ひざ頭がしらをじっと見つめていた。
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　翌日、ヒロさんが『はなまる』に戻ってきた。僕とミンさんが開店前の厨ちゆう房ぼうで仕込みをしていると、勝手口が開き、あのさわやかな笑顔がひょいとのぞく。

「ご心配おかけしました」

　そう言って厨房に入ってきたヒロさんは、ホスト風の白スーツできめている。顔の腫はれもほとんどひいていて、数日前にボロ雑ぞう巾きんみたいにこてんぱんにされた人間とは思えない。

「だれもおまえの心配なんざしてないぞ。雲隠がくれしやがって、どうせ女んとこにしけこんでたんだろ」

　ミンさんが寸ずん胴どう鍋なべをかき混ぜる手を止め、ちらと目を上げて不ふ機き嫌げんそうに言った。

「なんだそのチャラいかっこうは。怪け我ががよくなったんならさっさと厨房に入れ。ナルミは危なっかしくてしょうがない」

「ああ、そう、バイトの前に」

　厨房に入ってきたヒロさんは、ポケットから折りたたんだ紙を取り出してミンさんに差し出した。広げたミンさんは、眉まゆをひそめる。

「なんだこれ」

「おれのＢＭＷの見積書。ディーラーいくつか回ったけど、けっきょくネットの方が高く売れるみたい。あと腕うで時計とかもオークションに出したけど、あんまりいい値つかないんだよね。それから貯金が五百万くらいあるんだ」

「なんの話だよ？」

「だから、この店の借金。千六百万だったよね。返せばマフィアの言いなりにならなくて済むんだろ」

　ミンさんは見積書をびりびりに引き裂さいてゴミ箱に放り込むと、なにか言いかけたヒロさんの頰ほおを平手で引っぱたいた。僕はびくっと首をすくめる。ヒロさんは呆ぼう然ぜんとした顔で、腫れた頰ほおに手をやる。

「そんなことだれが頼んだ？　それとも、そんなにわたしに貸しをつくりたいってのか」

「……貸しじゃないよ。おれとミンさんが結けつ婚こんしたら、『はなまる』の借金はおれの借金になるだろ。おれが身み銭ぜに切って返すのは当たり前じゃないか」

　そのときのヒロさんの言葉には、一片の甘あまさも含まれていなかった。だからミンさんも、赤くなった自分の手のひらを見つめ、ヒロさんの目に視線を戻し、もどかしそうな声で訊たずねる。

「結婚って、本気で言ってるのか」

「うん。本気」

　うなずくヒロさんが浮かべた微笑ほほえみは、三桁けたの女を蕩とろかしてきたあの極ごく上じようの蜂はち蜜みつ酒しゆみたいな笑顔ではなく、人生ではじめての別れを味わった少年の、涙なみだをこらえながらの作り笑いみたいに見えた。

　だから、だろう。ミンさんは少し照れくさそうに視線をそらした。

「じゃあ、もう一発殴なぐるのはかんべんしてやる。さっさと着替えてこい」

　僕ぼくは腰こしエプロンを外してヒロさんに渡した。ヒロさんが廊ろう下かにあがろうとしたとき、ミンさんがぼそりと言った。

「もう金の問題じゃないんだ」

　僕もヒロさんも、哀かなしそうに寸ずん胴どう鍋なべに目を落とすミンさんの横顔を見つめる。

「おまえらだって、やくざ連中といっぱい関わってきたんだから、わかるだろ。わたしはもう黄道盟フアンタオメンに弱みを見せちまったんだ。原因がなんだったのかなんて、向こうも気にしてない。ほしいものが手に入るまでその弱みに食らいつく。やくざってのはそういうやつらだ。借金返してどうなるもんでもない。ほっとけばこの先なにを仕掛けてくるかわかったもんじゃない」

　だから、ミンさんはニート探たん偵ていに依頼したのだ。そして、僕が請うけた。

　ヒロさんと最後に視線を交わし、けれど無言で僕は勝手口から外に出た。非常階段に腰こしを下ろし、両膝ひざの間に頭を落とす。

　ミンさんは、弱っている。

　マフィアに弱みを握にぎられたという意味だけじゃない。実の父親が巻き起こした事件に生活を引っかき回されて、精神的に弱っているのだ。見ているだけでわかる。あの、僕が知る限りではだれよりもタフな人が。

　どれだけ口汚ぎたなく罵ののしろうとも、ミンさんの中には、いなくなってしまった父親のための大きな空あき部屋がずっと用意されていたんだろう。それを抱かかえ続ける底冷えのする虚きよ無む感かんは、僕にもよく理解できる。

　なにができるだろう。

　僕にとって──僕ら、ろくでもないガキどもにとって、だれよりも大切なあの女性のために、なにができるだろう？

　考えろ。考えろ。考えるしかない。







　ミンさんが言う通り、連中はすでに『仕掛け』てきていた。僕ぼくが非常階段の手すりに半身を預けてぐじぐじ考えていると、ドア越しにミンさんのいらだたしげな声が聞こえてきた。

「……どういうことです？　……理由もなしにそんな、……いえ、いえ、返金とかそういう問題じゃありません、うちとそちらのつきあいでしょう、せめて事情を！　待ってください！　これから伺うかがいますから！」

　それから、いくぶん乱暴に受話器を置く音。なんだ、どうしたんだ？　勝手口をそうっと開けて見ると、ミンさんがあわただしくシャツに袖そでを通しながらカウンターをくぐって店を出ようとするところだった。

「ヒロ、仕込み頼む、すぐ戻る！」

「あ、はい」

　ミンさんの足音が聞こえなくなってしまった後で、僕はヒロさんにそっと訊きいてみた。

「どうしたんです？　なにか……」

「ああ、うん。麵めんが届いてないから、岡おか田だ製せい麵めんさんに電話したら、なんか取引やめるって言われたらしくて」

「ええ？」

　取引をやめる？

　岡田製麵といったら、『はなまる』開店当時からのつきあいのはずだ。なんで？

　ミンさんが製麵会社に直じか談だん判ぱんに行っている間に、事態はさらにひどいことになった。立て続けにかかってきた電話は、どれも食材卸おろし業者からのもので、ヒロさんは対応に追われっぱなしだった。

「ですから、いま店主が不在で！　いきなりそんなことを言われても困ります、とにかく事情を教えてくれませんか」

　電話口で必死に食い下がるヒロさんの声を聞きながら、せめて自分にできることを、と考えて、僕は仕込みを進めた。

　でも、無む駄だだった。岡田製麵から戻ってきたミンさんはヒロさんから話を聞き、電話にかじりつき通しになってしまう。







　日が暮れてから、『はなまる』裏うら手てに久々にニート探たん偵てい団がそろった。

「その手は考えてなかったな。もっと直接的な手で来ると思ってた」とテツ先せん輩ぱいは渋しぶい顔で腕うで組ぐみする。

「見方によっちゃ、いちばん直接的ですね」

　少しよう佐さも軍ぐん帽ぼうをとって頭を搔かく。

「連中が手を回したって証しよう拠こはないんだけどね。どこも言葉を濁にごすから。でも、間違いないよ」

　ヒロさんが憔しよう悴すいしきった顔で言う。

『はなまる』ラーメンの食材の仕入れ先だった業者すべてから、今日きようになって取引停止が申し入れられたのだ。迷めい惑わくだから二度と電話しないでくれ、と怒る業者もあれば、うちもこんなことはしたくないんだ、わかってくれ、と哀あい願がんする業者もあった。けれど理由についてはだれもが口を閉ざしたという。

　僕ぼくらは、開いた勝手口から厨ちゆう房ぼうを見やる。ミンさんは中ちゆう華か鍋なべの炒飯チヤーハンを宙に舞わせながら、常連客とごく普通の調子でお喋しやべりしている。

　でも、明日あしたからはしばらく店を開けられなくなるのだ。

　しばらく……ではなく、ひょっとすると、ずっとかもしれない。

　ヒロさんは僕らの食べ終わった丼どんぶりを回収すると、厨房に引っ込んだ。テツ先せん輩ぱいがぐっと額ひたいを寄せてきて言う。

「やっぱり殴なぐり込むしかねえよ」

「どこにですか」と少佐。「マフィアのところですか？　直接話をつけると？」

「それしかねえだろ。中ちゆう国ごくにタイマン張るっつう文化があるかどうか知らないけど」

「しかし黄紅雷フアンホンレイは素す手ででもあの四代目にスピード勝ちしたと聞きましたよ」

「馬鹿野や郎ろうおまえ、俺おれが四代目より下なわけねえだろ。あのオールバック野郎倒して証明してやる」

　二人が言い合いをしていると、路ろ地じ裏うらに長い影が差した。噂うわさをすれば──の四代目だ。後ろには電でん柱ちゆうと岩いわ男おも付き従えている。

「テツ伯お父じ貴き、カチ込みっスか！」

「いよいよっスね！　チャイニーズなんかにゃ負けねえ！　全員香港ホンコンに叩たたき返す！」

「ところで香港ってどこだ」

「北の方だろ。雪やホンコンあられやホンコンっていうだろ」

「香港は沖おき縄なわより南国ですよ……」

「どうした藤ふじ島しま中ちゆう将じようそのパワーもスピードも皆かい無むのつっこみは！」

「いや、今そういう気分じゃないんで……」

　黙だまってればよかった。四代目が電柱と岩男と少佐をまとめて殴なぐって黙だまらせてくれた。僕の隣となりに腰こしを下ろすので、そっと訊たずねてみる。

「来てくれたのは、なにかいい案思いついたから、だったり？」

「馬鹿抜かせ。おまえの仕事だろ」と四代目は吐はき捨てた。「俺は、最後になるかもしれないここのラーメンを食いにきただけだ」

　しかしどういうわけか、四代目のこういう言い草が僕ぼくにとってはいちばん気が楽になるのである。楽になるだけなのだけれど。
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　次の日から、放課後は自宅に直帰するようになった。文化祭の準備も大詰めで、どの教室にも夜遅くまで明かりが灯ともり、廊ろう下かや階段の裏は外装用のパネルやオブジェであふれ、文化系の部活動は体育館練習時間を奪うばい合い、腕わん章しようをつけた実行委員が校舎のあちこちを走り回り、学校じゅうが浮ついた空気に浸ひたっていた。でも僕はといえばここ一ヶ月ずっとバイトにかまけていて二年四組の店てん舗ぽ準備に参加していなかったので、クラスに居場所がないのだ。おまけに学校に居残っていると、「藤ふじ島しま、『はなまる』休業ってどういうこと？」「まさかあたしらのせい？」「ミンさん大だい丈じよう夫ぶなの、あたしらのせいで無理してんじゃないの？」とクラスメイトから問い詰められ、ほんとうのことを説明するわけにもいかず、たいへん苦しい。けっきょく授業が終わったら家に逃げ帰るしかなかった。

　探たん偵てい事務所に顔を出す気も起きなかった。なにせ、『はなまる』の下りっぱなしのシャッターに貼はられた「しばらく休業します」という張り紙を目にすることになるからだ。考えるだけで気が滅入る。それに、探偵事務所の一員として僕が依頼を受ける、なんて大おお見み得えを切っておきながら、なんにも作戦を思いついていないのだから、アリスにも合わせる顔がなかった。

　自室のベッドで膝ひざを抱かかえ、ひたひたと歩み寄ってくる冬の気配に耳をふさいで毛布を肩かたからかぶり、こんがらがった事態を端はしっこからつついて引っぱって解きほぐそうとする。

　そうやって日が暮れる、その繰り返しで、十月が終わろうとしていた。

　電話して聞いたところでは、ヒロさんは新しい食材卸おろしを探しているのだそうだけれど、なにせ今の『はなまる』のラーメンはかなり珍めずらしい出だ汁し材をいっぱい使っているので、なかなか見つからない。

『それに、なにより』とヒロさんは言う。『ミンさんがほんとに元気ないんだよね』

　いつものミンさんなら、あんなことがあれば紅雷ホンレイのところに殴なぐり込んで卸業者へのちょっかいをやめさせる、なんて息巻いてもおかしくない。でも今は、ちょうどいい休きゆう暇かだ、なんて笑っているという。

　僕は電話を切り、ベッドに突っ伏す。

　いつも、あの人には支えてもらってばかりだった。あの人が弱り切って、僕らを頼る日がくるなんて思ってもみなかった。

　あの人は僕らの太陽だったんだな、と今さら痛感する。岩いわ戸との中に隠かくれてしまったら、暗い真昼の中で僕らはおろおろして、わけもわからず踊おどるしかない。ステップも知らないし音楽も聞こえない。

　枕まくらに顔をうずめて、つまらない妄もう想そうを押し潰つぶす。
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　十月最後の夜、そんなふうに僕ぼくが自分の部屋で無む為いな時間を過ごしていると、ドアに乱暴なノックの音がした。僕は枕から起き上がり、ＰＣの音楽を止めた。

「鳴なる海み？　起きてるの？　お客！」

　姉あねの声だった。音楽が止まったのに気づいたのか、ドアを明けて踏み込んでくる。

「いつだかの、あの桑くわ原ばらっていうチャラい男。輪をかけてチャラいかっこで来てるよ」

「ヒロさんが？」

　僕は一階に下りて玄げん関かんを開け、そこに立っていたヒロさんの姿を見て絶句した。

　シルクハットに燕えん尾び服ふく、そして片かた眼鏡めがねをかけ、金色の飾り球のついた短いステッキを握にぎっている。そんな服装で「ボンソワール」とかにこやかに言うものだから、僕はそのまま後ずさって玄関を閉めようとした。

「ちょ、ちょっと待ってよ！　驚かせてごめん、説明するから！　ナルミ君もこれ着て！」

　ドアの隙すき間まから、帽ぼう子しと折りたたんだ服とを押し込まれる。

「……いや、あの、どこのお姫ひめ様のパーティに行くのか知りませんけど、他ほかの人を誘さそってください……」

「ちがうちがう、今日きよう、ハロウィンだよ？」

　ハロウィン。

　十月三十一日。

　そうかハロウィンか。僕の鈍にぶりきった意識が、なんとかその事実を吞のみ込む。で、なんだって僕がそのカボチャ祭りにつきあわなきゃいけないの？　という疑問は、ヒロさんから受け取った衣い装しようの重みのせいで、疲労感と無力感の中にずぶずぶ沈んでしまう。

「じゃあ着替えたら出てきて、待ってる」

　数分後、フロックコートにまん丸のボウラーハットという見事な英国紳しん士しの装よそおいで僕が外に出ていくと、家の門の前に夜藍色ナイトブルーの外国車が駐とめられ、あのアホみたいなかっこうのヒロさんが後部座席のドアを開けてくれた。車内に目を移した僕はさらに啞あ然ぜんとする。

「……選んだのはヒロだからな！」

　シートにうずくまってむくれるアリスは、広いケープつきのインバネスコートに身を包み、毛織りの鹿しか撃うち帽ぼうをかぶっている。ご丁てい寧ねいに、手にはずんぐりしたパイプ。腹に抱かかえたクマのぬいぐるみが、いつもよりもいっそう浮いて見える。

「ああ……」

　ふらふら遊離してそのまま妖よう精せいの国にでも飛んでいってしまいそうな自分の意識を現実につなぎとめるため、僕ぼくはヒロさんに目を移して、確かめた。

「アリスがシャーロック・ホームズってことは、僕のこの地味なのはワトスンですか」

「あたり！　探たん偵ていと助手だからね。普通にハロウィンらしいのも色々考えたんだけど、アリスはなに着せても無ぶ難なんに可愛かわいくなっちゃって面白くないんだよね」

　ああ、今月のはじめにヒロさんがアリスのためにいっぱい買い込んでいた衣い装しようは、ハロウィン用だったのか。どうりで東とう急きゆうハンズの袋ふくろなんかに入っていたわけだ。

「それで探偵が探偵のコスってのもかえって斬ざん新しんかなと思って」

「なにが斬新なものか」とアリスがぼやく。「なんだこの品のないかっこうは。コナン・ドイルに対する侮ぶ辱じよくだ。鹿しか撃うち帽ぼうなんて街中でかぶるものじゃないぞ。ジェレミー・ブレット風ならまだしも」

「そのかっこうじゃないと、みんなホームズってわかってくれないだろ。お祭りなんだから、わかりやすさ重視だよ」

　ヒロさんは笑って運転席の方に回る。僕もアリスの隣となりに乗り込んだ。

「それで、なんでヒロさんはアルセーヌ・ルパンなんです？」ホームズと微び妙みように関係あったりなかったりで、もやもやする。

「いや、これもわかりやすさ優先。モリアーティ教授とかだとだれもわかってくれないだろ」

　なるほどね……。なんかもうどうでもよくなってきた。

　車が発進してからアリスはむすっと黙だまったきりなので、そんなに自分の装よそおいが気に食わないのかな、と思ってそっと言ってみる。

「あの、それも可愛いよ？」

「ななななんだいきなりっ！　そんなこと気にかけてるわけじゃないぞッ」

　アリスは鹿撃ち帽を深々と下げて顔を隠かくしてしまった。







　その日の『はなまる』は、まさにヴァルプルギスの夜とでも形容すべき惨さん状じようだった。明かりが煌こう々こうと灯ともり、赤い暖の簾れんのかわりにジャック・オー・ランタンが数じゆ珠ずつなぎになって何本も吊つり下げられ、頭にウサギの耳をつけたエプロンドレス姿の女の子たちが店外にまであふれてはしゃぎ回っている。僕はそのままアリスと一いつ緒しよに夜が明けるまで車内に隠れていようかと思ったけれど、運転席から先に降りたヒロさんが「連れてきたよ！」と大声で教えてしまうので、そんなわけにもいかない。

　ウサギどもの正体は、うちのクラスの女子たちだった。彩あや夏かが嬉うれしそうに飛び跳はねながら駆かけ寄ってくるので、頭が痛くなってくる。
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「藤ふじ島しまくん！　……ええと」彩夏は言葉の途と中ちゆうで笑顔をこわばらせ、僕のジェントルマン・スタイルから目をそらして言う。「帽ぼう子しがチョコ蒸しパンみたいで可愛いね」

　素直に似合わないって言えよ。僕ぼくはクラスメイトたちを見回して訊たずねた。

「なんで全員ウサギなの」

「あれ？　言わなかったっけ。これ文化祭の、うちのウェイトレス衣い装しようだよ」

　知りませんでした……。文化祭まであと三日だというのに。

「藤ふじ島しまってほんとクラスの一員だっていう自覚ないよね」とクラスメイト女子が言う。

「最近、いつもまっすぐ帰るし」

「まあ、いてもらってもやることないし、むしろ邪じや魔まだからいいんだけど」

　辛しん辣らつなウサギに囲まれ、針はりのむしろ。路ろ地じ裏うらに逃げ込むと、少しよう佐さはナチス親しん衛えい隊たい、テツ先せん輩ぱいは超人ハルク（たぶん。ほとんど普段と変わってないけど肌はだに緑っぽいもの塗ってるから）の扮ふん装そうでアイスクリームをなめている。

「なんだそれ。ジブリ映画のやられ役かなにかか？」とテツ先輩。

「ワトスンですッ」やっぱり言わないとわかるわけがない、こんなかっこう。

「やはり自分のが今夜いちばんの出来だな」

　少佐は得意満面。小こ柄がらなくせに、てっぺんに髑髏どくろ章のついた威い嚇かく的な制せい帽ぼうがのっかっているせいで、ひどくアンバランスに見える。

「普段ならこんなあざといかっこうは鼻で笑うところだが、祭りだからちょうどいいだろう」

　ていうかハロウィンて幽ゆう霊れいとか怪物とかに扮するんだよね？　ただの仮装パーティじゃないよね？　乱らん痴ち気き騒さわぎを見回して、四代目がいないことに心底安あん堵どする。

「四代目に知らせると、仮装の必要がないキングコングとかチューバッカとかが漏もれなく二十匹ぴきばかりついてくるからな。黙だまっといた」とテツ先せん輩ぱいが大まじめに言う。賢けん明めいな判断だ。

　勝手口から厨ちゆう房ぼうをのぞき込むと、ミンさんがさらしタンクトップに黒の腰こしエプロンといういつものかっこうで料理をしていたので、僕ぼくは少しほっとする。やっぱりこの人には台所仕事が似合う。

　ただ、作っているのがどうやらラーメンではなさそうだという事実が、ちょっと苦にがい。

「ミンさんだけ、仮装なしですか」

「当たり前だろ。ばかばかしい。ごてごて着飾って厨房に立てるかっての」

　そう毒づくミンさんの手は忙いそがしそうにボウルの中身をかき混ぜている。その隣となりでヒロさんが言った。

「おれがルパンだから、ミンさんは峰みね不ふ二じ子このコスプレ」

「髪かみおろしただけじゃん！」

「あとほら巨乳なあたりが」

「胸はもともとだ、馬鹿野や郎ろう」とミンさんはヒロさんの太ももを蹴け飛とばした。

　と、テツ先輩に襟えり首くびを引っぱられる。

「おいナルミ、早くアリス連れてこいよ。俺おれたちみんな楽しみにしてんだから」

「ナルミ君、ホームズのエスコートはワトスンの役目だろ」とルパンも勝手口前に顔を出して言う。駐ちゆう車しや場じようを見やると、鹿しか撃うち帽ぼうがまだ車内に見える。僕はため息をついて立ち上がった。

　アリスを連れていくとウサギどもは大興こう奮ふん。さっそくもみくちゃにされて半泣きになる。

「可愛かわいい！　なにこれなにこれ！」「一いつ緒しよに写真撮とらせて！」

「放したまえっ、ぼくは人形じゃないぞっ」

「わかったコナンだ！」「名めい探たん偵ていコナンでしょ、そっくり！」

　ちがうわ。元ネタの方だよ。これだから最近の若い連中は……

「ナルミと同い年だろ」とテツ先輩に指し摘てきされ、僕は深く落ち込んだ。そういえばそうだった。真剣に忘れそうになる。

「で、ナルミ君、今日きようで何歳さいになったんだっけ、十七？　だよね、高二だから」

　ヒロさんがそう言うと、心なしかあたりが静かになった。彩あや夏かをはじめとしたクラスメイトたちも、それに囲まれて窮きゆう屈くつそうなアリスも、厨房のカウンターのミンさんも、こっちを見ている。

「……え……あ」

「今日、誕生日だろ？」

　誕生日。十月三十一日は、たしかに、僕の十七回目の誕生日だ。

「ほらほら、やっぱり藤ふじ島しま忘れてたよ」

「彩あや夏かの言う通りだね」

「たぶん明日あしたから何月になるのかも忘れてるんじゃないの」

　ウサギたちのひそひそ声が聞こえる。それでも僕ぼくの中で、今日きようという日付と、ハロウィンと、自分が生まれた日という概がい念ねんが、まるで融とけ合わずにどろどろ渦うずを巻いている。

　と、彩夏がアリスの手を引き、勝手口を開けて出てきた。

「いい？　アリス、せーの」

　二人の手に握にぎられたクラッカーが同時に炸さく裂れつし、僕の顔にリボンを浴びせた。

「藤ふじ島しまくんおめでとーっ」

　彩夏の声を合図に、クラスメイトたちも手に手にクラッカーを鳴らし、僕はあっという間に細い紙テープまみれになった。

　火薬のにおいの立ちこめる中、僕が古タイヤに腰こし掛かけて、なにを言っていいかわからずに呆ぼう然ぜんとしていると、ミンさんが巨大なオレンジ色の球体を載のせたトレイを手に出てきた。

「パンプキンアイス二十人前！　できたぞ」

　女の子たちの歓かん声せいがあがった。







　本格的に酔よっぱらったミンさんを、僕はその夜はじめて見た。

　クラスメイトたちはもうとっくに解散、テツ先せん輩ぱいと少しよう佐さはラム酒の空あき瓶びんを抱だいて非常階段の下で寝こけていた。アイスにちょっと使っただけのはずのブランデーが一ひと瓶びんからっぽになっていて、こっちはどうやらミンさんが全部飲んだらしく、赤い顔でアリスにしがみついて、ときおりなにかもぐもぐつぶやきながら頰ほおずりしている。

「ナルミ、引きはがしてくれたまえっ、酒臭くさくてかなわない！」

　廊ろう下かにへたりこんだアリスが泣きそうな声で言う。クラスメイトたちになで回された上に酔っぱらいミンさんにからまれ、インバネスコートのケープは乱れに乱れ、鹿しか撃うち帽ぼうはどこかにいってしまい、黒髪かみもぐしゃぐしゃで、アリスはもう泣きそうだった。でも僕とヒロさんの二人がかりでもミンさんを引き離すことはできなかった。腕うでや肩かたに触さわろうとすると蹴け飛とばされるのである。

「うるせえ馬鹿野や郎ろう。触さわるな」

「ぼくを枕まくらかなにかだと思っているのかい！」

「ガリガリに瘦やせやがって、全然枕代わりにならないな。もっと食わせときゃよかった」

　しかたなく、アリスごとミンさんを引きずって寝室の布ふ団とんに運んだ。

「水もってくる」とヒロさんは厨ちゆう房ぼうに戻る。

「どうしたんだいマスター。こんなにだらしないところを見せていいのかい」

　アリスが、ミンさんの結っていない髪をかき混ぜながら、思いがけず優しい声で訊たずねる。

「んんん」

　ミンさんはアリスの太ももに顔をこすりつける。ほんとうに、こんな情けないミンさんは今まで見たことがない。

「さっき、ちょっとだけ、思っちまった」

「なにを？」

「べつにラーメン屋潰つぶれても。ああやってさ、アイス作っていられりゃいいかなって。もともと無む理り矢や理り継ついだ店だ。やりたかった氷ひよう菓か店にできるじゃないか、って」

　僕ぼくとアリスは、ちらと視線を交わし、黙だまり込んでしまう。戻ってきたヒロさんも、部屋の入り口でコップを手に立ちつくしている。

「……ナルミ」

「はい」

「そこ。机つくえんとこ。写真立て」

　アリスの脚あしに突っ伏したまま、ミンさんは手を持ち上げて弱々しく机を指さす。

　僕ぼくらは切れかけて明滅する蛍けい光こう灯とうの光の下で、その古い黄ばんだ写真を見た。親娘おやこらしき二人の女が笑っている。十歳さいくらいの女の子は、面おも影かげでミンさんだとすぐにわかった。それよりも驚いたのは母親の方だ。見み憶おぼえがあるのだ。

「これ……」

「おふくろだよ。そっくりだろ、あの女に」

　僕はうなずいた。アリスとヒロさんが、いったいだれに？　という顔を僕に向けてくる。

　一度だけ逢あった、あの女性。この事件すべてのはじまりとなり、今は関かん西さいに逃げ、第二の人生を送っているはずの、黄香玉フアンシヤンユー。

　もう一度、写真の中で幼いミンさんに上から抱だきついて微笑ほほえむ、黄文麗フアンウエンリーを見つめる。香玉シヤンユーと、まさに瓜うり二つだ。考えてみれば二人は叔お母ばと姪めいの関係だから、おかしなことではない。

「それが理由だよ。クソ親父おやじが、ちょっと護衛しただけの女を逃がすために、あんだけほうぼうに迷めい惑わくかけまくったのは、そのせいだ」

　僕は言葉を失う。

　先立たれた最愛の妻に、そっくりだったから、実の娘むすめと残した店とを危うくさせてまで、駈かけ落ちを手伝った？　かつての自分たちに重ねてしまって？　ほんとうに、そうなのか。違和感が僕の喉のどの奥でわだかまる。

「そう思うとさ。ちょっと、馬鹿馬鹿しくなってきて。こんなラーメン屋、べつに……って」

　ヒロさんがミンさんの枕元にかがみ込む。ミンさんは寝返りを打って、ヒロさんの視線を受け止め、薄うすく笑った。

「ちょっと思っただけだよ。そんな顔すんな。本気じゃない。なんとかするよ。紅雷ホンレイに土ど下げ座ざでもするか、もう十年も逢ってねえ祖じ父いさんに泣きつくか……」

　ミンさんは手を伸ばし、ヒロさんの頰ほおをぴたぴたと触さわる。

　その手が、やがて力を失って落ちた。







　寝入ってしまったミンさんをヒロさんに任せて、僕ぼくはアリスを探たん偵てい事務所まで送っていくことにした。真っ暗な非常階段の途と中ちゆうで、インバネスコート姿の探偵はふと立ち止まり、つぶやいた。

「ナルミ」

「うん？」

「みんなわかったんだ」

「……そう」

　なにが、とは訊きかなかった。僕が十七歳さいになったということは、アリスと出で逢あってからちょうど一年たったということなのだ。色んなことに慣れる。探偵助手の仕事にも。

　間抜けな質問をするよりは、冷たい夜風があたらないようにと、探偵のすぐそばに黙だまって立っていることの方が大事だ。

「花はな田だ勝まさるが、どこにいるのか。なにをしようとしていたのか。みんなわかった」

　いつものように、いや、いつもよりもずっとか細くて折れてしまいそうな声。

「でも、その事実は、これまでの何万回もの事件のときと同じように、マスターにとってなんの役にも立たない。ねえ、驚かずに聞いてくれたまえ。ぼくは『はなまる』を失いたくない」

「驚かないよ。なに言ってるんだよ」

　僕はアリスの震ふるえる肩かたをぽんと叩たたく。僕と出逢って季節が一ひと巡めぐりして、こいつも少し変わったんじゃないのかな、と僕は思う。再び階段をゆっくりのぼり始めるその後ろ姿からは、揺れる感情がはっきり伝わってくるのだ。

　事務所の玄げん関かんの前で、アリスは振り向いて、僕のフロックコートの胸に手を押しつけた。

「ワトスン」

「……え？　あ、僕？」

「ジョン・Ｈ・ワトスンは、医者で、作家だった。知っているね」

「知ってるけど」

「一方、シャーロック・ホームズは探偵だった。探偵以外の何者でもなかった」

　いったいなんの話だろう。こんな場所でするような話だろうか。

「ホームズはその生しよう涯がいで二度だけ、自分で小説を書こうと試みたことがある。そうして彼はこう嘆なげいている。[image: ]I miss my Watson.[image: ]──ワトスンがいないとつらい、彼が質問したり驚いたりしてくれないと、うまく自分の考えを語ることができない、とね」

　僕は息をついた。アリスは僕の胸から手を離し、ドアに背中をもたれた。

「探たん偵ていというのは、世界に対して、読者でしかいられないものなんだ。この世界の複雑さを受け入れ、その通りに読み取り、より分け、咀そ嚼しやくし、帰き納のうするしかない。でも」

　アリスは目を上げる。

「作家は、ちがう。ぼくはある作家の執しつ筆ぴつ方法に関するコラムを読んだことがある。彼はこう書いていた。ラストシーンから、時間の流れとは逆に小説を書くことだってできる──むしろそれが物語の作り方としては正しい、と。わかるかい。作家は世界を演繹できるんだ」

　世界を演えん繹えきする。

　望む結末のために、そこへ流れ込むすべての筋道を刻み、現実につなげる。

　嚙かみしめるようにアリスは言う。

「ぼくにはできない。きみにしかできない」

　その言葉が、長い長い時間をかけて僕ぼくの胸に届き、染み込んでいくのを待ってから、アリスはドアを開けてその小さな身体からだを隙すき間まに滑すべり込ませた。最後にこう囁ささやく。

「おやすみ、ぼくのワトスン」







　非常階段の踊おどり場で手すりに両肘ひじをのせ、ビルの間の刺とげ々とげしい夜景をぼんやりと眺ながめながら、ぼくはアリスやミンさんの言っていたことを考えた。夜気で耳や鼻の先が冷えていく。

　演繹。

　複雑から単純ではなく、その逆。

　ごく単純なラストシーンから、僕らのやるべきことを導き出す。

　僕らが守りたいものは、もちろん、ミンさんと『はなまる』だ。つまり、これまで続いてきたこの退屈で平へい穏おんであたたかい繰り返し。鶏とりガラを煮込みネギを刻きざみ麵めんを茹ゆでチャーシューを煮に染しめ野菜を炒いため続けて積み重ねてきた、生活そのもの。

　それを脅おびやかしているのは、香港ホンコンマフィア、黄道盟フアンタオメン。つまり、やくざだ。ことの発ほつ端たんはもはやどうでもよくなった。黄紅雷フアンホンレイはどうあってもミンさんをものにするつもりだ。

　冷気が頭のてっぺんにまで届き、脳細さい胞ぼうが結けつ晶しよう化していくような感覚が僕をとらえる。

　そう、これは、ミンさんがやくざに因いん縁ねんをつけられた、ただそれだけの事件なのだ。明かすべき謎なぞもなければ、敵を見誤るおそれもない。向こうは暴力と経済力でもってこちらを潰つぶしにきている。黙だまらせるしかない。相手を上回る力で、黙らせる。それしかないのだ。

　黄道盟フアンタオメンを上回る力？

　僕は平ひら坂さか組をはじめ、思いつく限りの勢力を並べてみる。哀かなしいことだが暴力団にもいくらか知り合いがいる。でも無理だ。香港マフィアだぞ？　警察にでも届け出るか。あの夜の銃じゆう撃げき事件を詳くわしく話して──いや、駄だ目めだ。黄香玉フアンシヤンユーと梅うめ田だ浩こう二じの生存が明るみに出てしまう。ミンさんが香玉シヤンユーに言っていたじゃないか。黄フアン家けのことなんてみんな忘れて次の人生を生きろって。つまらない意地から出た言葉だとしても、その気持ちは踏みにじれない。それに、『はなまる』の今後の平へい穏おんがまるで保証されない。さらなる因いん縁ねんをつけられてしまう。

　純粋に、もっと大きな抑よく止し力をぶつけて、紅雷ホンレイをあきらめさせるしかない。でもそんな力、いったいどこにある？　歌か舞ぶ伎き町ちようの支配者を抑おさえ込むほどの力なんて──

「……あ」

　ふと、それに気づく。

　ある。僕ぼくらの手の届くところに、その力があるのだ。いや、でも、これはどうなんだ？

　非常階段を駆かけ下りた。寝転がっていたテツ先せん輩ぱいの身体からだを跳とび越えたとき、ちょうど勝手口の戸が開いて燕えん尾び服ふく姿のヒロさんが出てくる。

「ミンさん、もう寝ちゃったよ。気分も悪くなってないみたいだし、大だい丈じよう夫ぶそう」

「あ、あのっ、ヒロさん」

　僕の形ぎよう相そうに、ヒロさんは首を傾かしげる。

「お願いっていうか、その、確認っていうか、やってほしいことがあるんですけど、でもこれ万が一うまくいったとしてもヒロさんにとってまずいっていうか、ミンさんとうまくいかなくなるかも──」

「ナルミ君、落ち着いて」

　ルパンの両手がワトスンの両肩かたに置かれる。もう片かた眼鏡めがねもシルクハットもはずしていて、まっすぐ微笑ほほえむその顔は、いつものあの優しいジゴロのものだ。

「……思いついたの？」

　僕はぶんぶんうなずいた。あと三日しかない。時間は全然足りない。僕は熱に浮かされたような口く調ちようで、ヒロさんに説明した。その素す敵てきな笑顔は、どんどん困った苦笑に変わっていく。

　説明を終えると、僕はようやく息をついた。それから上うわ目め遣づかいでヒロさんの顔をうかがう。街がい灯とうの弱い光が射し込んでくる下で、濃こい影ができて表情はよく見えない。不意に寒さがはっきりと二の腕うでから脇わきの下に這はい寄ってくるのを感じた。それに同調して、不安もこみ上げてくる。勢いでべらべら喋しやべってしまったけれど、こんなのほんとうにうまくいくんだろうか。人数も規模も、どれほど動かせるのかわからない。それが抑止力になるのかどうかも。

　でも、僕の目の前でヒロさんの顔から困こん惑わくが消えていく。その下から現れるのは、僕がこれまで一度も見たことのない笑顔だ。

　やっぱり笑うのだ──この人は、こんなときにでも。

「わかった」

　ヒロさんはシルクハットを取り上げ、頭に載のせる。その不思議な笑顔は、影の中に隠かくれる。

「やるよ。おれにしかできないもんな」

　燕尾服の背中が夜に溶け込んで消えてしまってから、僕の背後でふたつの気配がもぞりと起き上がった。

「せっかくナルミがやる気出したと思ったら」

「我々は下働きですか」

　振り向くと、ちびナチスと超人ハルクとが階段の手すりに背中をもたれて、瓶びんにわずかに残ったラム酒をかわりばんこにラッパ飲みしている。僕ぼくは苦笑した。

「聞いてたんですか」

「聞いてたよ。ほんとナルミらしい、ろくでもねえ手だな」

「ヒロさんが高みの見物で美お味いしいところ全部さらっていくわけですか。気に食わない」

「まあいいじゃん。不ま味ずいとこも全部持ってくんだから」

「そうですね」と僕はうなずく。「けっきょく、ヒロさんとミンさんが主役だったんですよ、この話は」

　でも僕は間違っていた。もっとずっと後になって思い知ることになる。

　この物語の主人公は、最初から最後まで、花はな田だ勝まさるだったということを。




　　　　[image: まーく]




　藤ふじ色いろのドレスに身を包み、髪かみをゴージャスなアップにしたミンさんは、そりゃあもう香港ホンコン映画の女優かと見まがう出いで立ちだった。

「……なんだよ、ぽかんとしやがって。そんなに変か？」

　ミンさんは自分の装よそおいを恥はずかしそうに見下ろし、それから僕をにらみつける。僕はあわてて首を振った。

　十一月三日。Ｍ高校文化祭、そして黄紅雷フアンホンレイの婚こん約やく披ひ露ろう会の当日。僕は朝から『はなまる』に来ていた。

　僕の立案した作戦の第一手は、当初の予定どおりミンさんに婚約披露会へ出席してもらうことだった。もうすぐ、黄紅雷フアンホンレイが迎えに来る。

「紅雷ホンレイのやつ、こんな派は手でなの仕立てやがって。二度と着ないぞ」

「えっそんなもったいない」

「なにがだ馬鹿」

　デコピンされた。強しいて言うなら、ラーメン屋の店内には致命的なまでに似合っていない。

「それにおまえ、今日きよう文化祭だろ？　こっちに来てていいのか」

「え……はあ、まあ」

　ミンさんが今ちょっとたいへんなのだという話が彩あや夏かづてにクラスメイトに伝わり、それなら藤ふじ島しまはそっちに専念しろという意見の一致があっという間にできあがったのだ。

「ほんとにクラスできらわれてんだな」

「きらわれてませんよ！　ほ、ほら、誕生日だってやってくれたじゃないですか！」

　そのとき、制服のポケットで携けい帯たいが震ふるえる。

『藤ふじ島しまくん？』と彩あや夏かの声。

「そっちはどう？」

『もうすごい大繁はん盛じよう！　いっぱい用意したけど午後にはなくなっちゃうかも』

「ごめん手伝えなくて」

『大だい丈じよう夫ぶだから！　藤島くんいなくても全然平気だから！　だれも困ってないから！』

　彩夏……。悪気ないよね？

『それでちょっと困ったことになっちゃって、ミンさん何時くらいに来れるんだっけ』

「え？　ううん、三時くらいかな」

　どうしたんだろう。食品衛生責任者は（もちろん建たて前まえ上はずっとついてなきゃいけないんだけど）調理室の後片付けのときに先生が見回りに来るからそのときだけ居合わせればいいという話だったのに。

『校長先生とか教育委員会のえらい人とかが評判聞きつけちゃって！　ミンさんにも逢あいたいとか言ってきて、どうしよう、ひとまず今材料切れそうだからミンさん買い出しに行きましたってごまかしたんだけど、午後また来るって』

「それは……」困った。僕ぼくは時計を見る。もうすぐ十一時。「なんとかするよ」

　電話を切ってミンさんに伝えると、肩かたをすくめた。

「どうせ中座すンだ。ちょっとぐらい早くても変わらないだろ。それより」

　ぐっと襟えりを引き寄せられる。

「なに企たくらんでるのか、この期ごに及んでも言わないつもりか？」

「え、ええ、いや、その……」

　視線をそらそうとしたら頰ほおを手でつかまれ、顔を固定されてしまう。目が怖こわい。

「ヒロもあれから音沙さ汰たないし、テツも少しよう佐さもしらばっくれるし、おまえまでだんまりか」

「だから、その。ミンさんに気づかれないうちになんとかできればいいなあ、と。それに失敗するかもしれないし……とにかく、会場に一人潜もぐり込ませてるんで、ミンさんはその人から合図があったら脱出するだけでいいんです」

「壮そうにもなんか頼んでただろ。まさかパーティ会場に殴なぐり込むつもりじゃないだろうな」

　この人ほんと鋭いなあ。やっぱり隠かくし通せるはずなんてなかった。

「大丈夫です。そんな無む謀ぼうなことしません」

　考えようによっては、もっと無謀なことをするのだ。ほんとうは、もっとちゃんと根回ししたかった。できれば今日きようのパーティの前に仕掛けを終えて、紅雷ホンレイに通達して、平和的に済ませたかった。でもなにせ思いついたのが三日前だ。時間がなくて見切り発車になってしまった。

　それに、万が一うまくいったとしても、ほんとうにろくでもない結果になる。

　ミンさんがさらに凶きよう暴ぼうな目つきになって僕の襟首をねじり上げようとしたとき、店のシャッターの向こうで車の重たい排はい気き音おんが聞こえた。ミンさんは舌した打うちして、僕ぼくを廊ろう下かの方に突き飛ばした。

「紅雷ホンレイに見られたらまずいんだろ、裏から出ろ」







　自転車を押してビルの隙すき間まを通り、表通りに出てちらと振り向くと、『はなまる』の前に黒い外国車が駐とまっているのが見えた。黒スーツに白手て袋ぶくろの運転手がドアを開ける。なんの皮肉か知らないけれど、後部座席から出てきた黄紅雷フアンホンレイはフロックコート姿で、ハロウィンのときの僕を思い出して比べると恥はずかしくて死にたくなってくるくらい、あちらはびしっと決まっていた。藤ふじ色いろのドレス姿のミンさんとの２ショットは、なんだか映画のワンシーンみたいだ。

　僕はハンドルを切ってペダルを踏み込んだ。空は、雪でも降り出しそうな曇どん天てんで、自転車が加速すると寒さが染み込んでくる。







　ゾディアック・グループはエステとかスポーツジムにまで手を出していて、恵え比び寿すにでかいビルを持っていた。パーティ会場は、そのビルの最上階ホールだった。

　路上駐ちゆう輪りんしてビルのエントランスをこっそりのぞいた僕は、絶望で目まいを覚えた。もはや隠かくす気もゼロの強こわ面もて黒服が、ロビーに二人、受付のそばとエレベーターの前にも一人ずついるのだ。今にも青せい竜りゆう刀とうでジャグリングでも始めそうな雰ふん囲い気きだ。自社ビルだから全然遠えん慮りよしていないわけだ。一般客が露ろ骨こつにびびってエレベーターを避さけて階段を使っている。まずい。押し切れるだろうか、これ。

　トランシーバーのピンマイクを取りつけ、イヤフォンをして少しよう佐さを呼び出す。

『もう配置についている。いつでもやれる』

「エントランスにマフィアが四人います、階段使うルートに変更します」

　テツ先せん輩ぱいの声がそこに割り込む。

『階段室にも張り込んでンの見たぞ。俺おれは今トイレに隠れてる。最上階は廊ろう下かの角に一人ずついる感じだな。さっき、マスターと紅雷ホンレイが入ってくのを見た』

「え……それは……」困った。いったい何人注ぎ込んでるんだ。招待客を考えれば、警備が厳しくなるのは当たり前だけど、エントランスにまでこれ見よがしに置いているということはただの警備員じゃないだろう。紅雷ホンレイだって僕らがこのまま黙だまってるとは思ってなかったわけだ。

　街路樹の根元にしゃがみ込んで、ビルの見取り図を広げる。

「非常階段使いましょう」

『了りよう解かい』

　と、四代目からの通話が割り込んでくる。

『外にも中ちゆう国ごく人がうじゃうじゃいるぞ、路ろ駐ちゆうの車を警けい戒かいしてる。時間までこのへんをぐるぐる回るしかない』

「お願いします、ビルの真後ろの非常階段から脱出します」

『でもさァ』とテツ先せん輩ぱいが口を挟はさむ。『なんでそもそもマスターをパーティに行かせたんだよ。無視して最初から文化祭エンジョイすればよかったんじゃねえの』

「黄道盟フアンタオメンだけじゃない、このへんの華か僑きようの大物がみんな招待されてるんですよ。そんな席で紅雷ホンレイに恥はじをかかせたら、もう紅雷ホンレイ一人の胸むな三さん寸ずんで済む話じゃなくなります。因いん縁ねんつけ続けられるんじゃあ意味がない」

『む……』

　この昼ちゆう食しよく会だけは、黄フアン家けの顔を立てなくちゃいけない。でもその後の、内々の会合にまでつきあう必要はない。もちろん素直に帰してはくれないだろう。

　だから、花はな嫁よめを、かっさらう。

『……紅雷ホンレイの挨あい拶さつ、始まった』

　少しよう佐さがつぶやいた。僕ぼくは見取り図を畳たたんでポケットにねじ込み、立ち上がった。







　十三時ちょうどに依林イーリンさんから電話が入った。ビルの向かい側のスターバックスにいた僕は、席から跳はねるように立ち上がる。

『今、控ひかえ室。ミンさん気分悪いっつって一いつ緒しよに抜けだしてきたよ』

　心臓が肋ろつ骨こつの裏側を強くキックし始める。依林イーリンさんこそ、こちらの切り札のひとつめ。パーティのコンパニオンに志願してもらって、手て駒ごまとして敵てき陣じんの最も深い位置に忍しのばせたのだ。

「電気消えたら非常階段にダッシュしてください、あと二分後くらいです」

　店を出て横断歩道を渡り、通り一本分遠回りしてビルの裏側に走る。ピンマイクをＯＮにして電でん柱ちゆうに通信。

「非常階段です、裏にも何人かマフィアがいると思うから、ミンさんが下りてくるのが見えた瞬しゆん間かんに引っかき回してください」

『押オ忍ス！　男磨みがかせてもらいァす！』

　大声で返事すんな馬鹿。裏通りに回ったとき、ちょうど平ひら坂さか組メンバーの黒Ｔシャツ姿がわさわさといくつかゴキブリのようにゾディアックビルに走り寄っていくのが見えた。

　次は四代目。

「車回してください！」

『わかってる』

　最後に、テツ先輩と少佐に同時通信。

「時間です、お願いします」

『おうよ』と返ってくる太い声。先せん輩ぱいは、ミンさんと依林イーリンさんが脱出した後、非常階段で食い止めるしんがり役。そして少しよう佐さは──

『始める。靖やす国くにで逢あおう』

　僕ぼくは、曇り空を貫いて立つビルの最上階を仰あおいだ。その瞬しゆん間かん、フロア全体の電気が消えたのが見えた。

　走り出す僕を、一台の黒い車が追い抜いていく。四代目だ。ゾディアックビルの裏側は広い緑地になっていて、見通しが悪い。非常階段も外側についているタイプではないのでミンさんが無事に抜け出せたかどうかはわからない。動どう悸きのせいで自分の足音さえ聞こえなくなる。緑地のフェンスの際きわに駐とまった四代目の車に追いつくと、息を詰めて待った。

　視界の端はしに、黒い影がいくつも見え、僕は地面がうねるような錯さつ覚かくに陥おちいった。平ひら坂さか組じゃない。黒Ｔシャツの後ろ姿は、もう木こ立だちの間を抜けてビルの裏口に殺さつ到とうしようとしている、それをさらに取り囲むようにして、ビルの両方の角を曲がり、屈くつ強きような黒服たちが次々と現れて押し寄せていく。それを見て四代目がドアを開けようとした。

「だ、だめですッ車で待っててください！」

　叫び、僕も緑地の中に飛び込んで裏口に向かって走り出した。融とけた脳みそが耳から噴ふき出しそうだった。五人、六人──いや、まだ出てくる、なんだあの人数は？　あんなにいなかったはずだぞ？　困こん惑わくしきった僕の頭の中に、中ちゆう国ごく語と日に本ほん語の怒ど声せいが入り混じって響ひびく。

　緑地を横切り、フェンスの切れ目が見えた。ビルの非常口は、手を伸ばせば届きそうなくらいすぐそこだ。そのとき、さらに視界に飛び込んできたクリーム色の人影に、僕は膝ひざが崩くずれそうになる。

　大きな植え込みの間を早足で抜けてやってきた黄紅雷フアンホンレイは、手近にいた平坂組の一人の肩かたをつかみ、殴なぐり倒した。返す拳こぶしでもう一人。

　どうして──どうして紅雷ホンレイがここにいる？　だって、少佐がエレベーターを止めているはずなのに。

　僕がフェンスの切れ目でへたり込んだとき、ビルの非常口が開いた。最初に姿を見せた依林イーリンさんは顔を引きつらせて立ち止まり、それを押しのけてミンさんのドレス姿が出てくる。

「やめろッ」

　ミンさんの鋭い声が響いた。

「ガキども動くな殺されッぞッ」

　黒Ｔシャツたちは、タイル敷きの地面に踏みつけられ、植え込みに突っ込み、あるいはマフィアに腕うでをねじり上げられたまま、固まった。今や裏口を取り囲むマフィアたちは十数名、平坂組の倍にふくれあがっている。そいつらも全員、殴る手と蹴ける脚あしを止め、ミンさんに注視している。

　黄紅雷フアンホンレイが、部下たちの間を縫ぬって、ミンさんに近づいていく。僕はかがみ込んで後ずさりながら、トランシーバーで少しよう佐さを呼んだ。返事がない、どうして？

　紅雷ホンレイが振り向いた。

「おい、ぴいぴいうるせえぞ」

　そう言って僕ぼくをにらみ、手を持ち上げてみせる。ゴーグルに取りつけられたインターカムが握にぎられているのを見て、僕は目の前が真っ暗になるのを感じる。内臓が凍こおっていく。少佐のトランシーバーだ。配電室の少佐が、発見されたのだ。なんてことだ。無事なのか？

「もうちっと賢かしこいやつだと思ってたがな」

　紅雷ホンレイはゴーグルを投げ捨て、目を細めて僕をねめつける。

「なんだこの馬鹿騒さわぎは。おまえらみたいなガキが集まって、なにかできると思ってたのか」

　ミンさんも視線で僕を責める。けっきょく考え無しのごり押しじゃないか、という目だ。ちがうんです、そうじゃない、と僕は言おうとする。でも声が出ない。ミンさんがあきらめ顔で目を伏せ、紅雷ホンレイに言う。悪かった。戻るよ。だからガキどもは放してやってくれ。だめだそんなの、これまでのことがみんな無む駄だになる。でもどうすればいい？　今日きようだけ無む理り矢や理りしのいで、後で辻つじ褄つまを合わせるつもりだった。なにもかもがまだ土の中の種たねだ。芽も出ないまま気づかれもしないまま踏み潰つぶされる、どうすればいい？　これまでのようにはったりで押し通すのか、なにも材料がないのに？　無理だ、そんな虚きよ勢せいはすぐに吹き飛ばされる。ほら、膝ひざが笑っていて立ち上がれもしない。

　でもそのとき、声がする。

「──大少爺わかさま」

　紅雷ホンレイは、僕から目を離し、声の方を向いた。非常口に戻ろうとしていたミンさんも足を止める。平ひら坂さか組メンバーたちを押さえつけていたマフィアの面々も顔を上げる。

　木こ立だちとビルとがつくりだす濃こい日陰の中に、柔やわらかな足音が踏み込んでくる。建物の角から一人、また一人。品の良いセミアフタヌーンドレスを着てコサージュやスカーフで慎つつましやかに飾った中年の女性たちだ。

「これは、マダム」

　紅雷ホンレイが息をついて、着衣の乱れを直した。

「お相手もせず、お見苦しいところを。申し訳ございません。明麗ミンリーも私もすぐに戻ります」

　パーティの列席者だ。顔立ちで中ちゆう華か系とすぐにわかる。十人、いやもっといるだろうか？　どの女性の目つきにも潜ひそむ危険な色香が、裕ゆう福ふくではあるが表社会の女性ではないことをにおわせている。それだけじゃない。何人かにはしっかりと見み憶おぼえがある。

　そう、『ハロー・パレス』で。依林イーリンさんの部屋の前で逢あった、あのマダムたちだ。

　それじゃあ──間に合ったのか。

「いいえ。……明麗ミンリーさんは、行かせておやりなさいな」

　マダムの一人が言った。微笑ほほえんだときにまなじりに寄る皺しわが、猛もう禽きんを思わせ、僕はぞっとして汗あせばんだ手をズボンにこすりつける。紅雷ホンレイは眉まゆをひそめた。

「……なにをおっしゃる？」

「ほんとうは後日、黄大人フアンターレンに申し上げるつもりでしたの」

　またべつのマダムが低い声で言う。

「わたくしたちは、あなたと明麗ミンリーさんのご婚こん約やくを考え直していただきたく思います」

「なぜ今さらそのようなことを？」

　紅雷ホンレイの声は押し殺した獣けもののうなり声に変わっていく。それでもマダムはそろって眉まゆ一つ動かさない。歌か舞ぶ伎き町ちようの夜を支配し続けてきた女王たちなのだ。

「だいいち、黄フアン家けの内々のことです。みなさまにご意見いただくいわれはございません」

　最も年配らしき、赤い褥裙ルーチユンを着た肥ふとった女性が前に出てきて言った。

「その方の父親は、香港ホンコンに戻って崩牙会ブロークン・トウスに雇やとわれたと聞いているわ。穢けがれた組織にゆかりのある者と結けつ婚こんするというなら、私たちはもう黄フアン家けを信用できない。資金も黄道盟フアンタオメンに任せておけない。無む尽じんを解約するわ」

　紅雷ホンレイは目を剝むく。追い打ちをかけるマダムたちの言葉。

「うちの会社、従業員全員ね」

「ええ、うちの系列店もすべて」

「うちの一族みな、解約するわ」

「馬鹿な」

　こらえきれなくなったのか、紅雷ホンレイは小声で毒づいた。

「明麗ミンリーはもう花はな田だ勝まさるとは縁えんを切っています。連れん絡らくもとっていない。ましてや崩牙会ブロークン・トウスとなにかつながりなどあるわけが──」

　途と中ちゆうで気づき、紅雷ホンレイは口をつぐんで考え込んだ。それから苦にが々にがしそうにまた口を開く。

「……いや、それは建たて前まえでしょう。ほんとうの理由はなんです」

　空気が、わずかに揺らぎ、熱を持った。

　マダムたちが顔を見合わせ、くすくすと忍しのび笑いをかわしたからだ。

「昔から、鋭い子ねえ」

「大少爺わかさま、私たちの口からは言えないのよ、それは。恥はじというものがあるわ」

　ほんとうに黄紅雷フアンホンレイはワイヤーカッターみたいに勘かんが鋭いのだ。彼が首を巡めぐらせ、ぎろりとにらんだ先には──

　フェンスにしがみついたままへたり込んだ、僕ぼくがいた。

「……おまえか」

　その声色に、ぞっとする。氷柱つららを胃い袋ぶくろに直接突き立てられたみたいだ。さらに、ミンさんも目を見開いてこっちを見ている。とっとと逃げればよかった、という後こう悔かいが僕を押し包む。でももう遅い。沈ちん黙もくのままおさまる場じゃなくなってしまった。

　だから、フェンスをたぐり寄せてなんとか腰こしを浮かせ、萎なえた膝ひざに活かつを入れて立ち上がる。

「なにをした」

　紅雷ホンレイがこちらに足を向ける。僕ぼくは精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいで胸を張り、その視線を受け止める。

「なんにもしてませんよ」

　声が震ふるえている。落ち着け。言葉を選べ。今は怒らせてもいい。神経をえぐり、一いち撃げきで終わらせるんだ。

「ただ、奥様方にお願いしただけです。厚こう意いにすがっただけなんです」

「なにを──」

「僕が、じゃないですけど」

　紅雷ホンレイは立ち止まる。その顔に、もやもやした疑念、そしてそれを凍こおりつかせる驚きよう愕がくが相次いで広がっていく。

　もう、言葉は必要ないだろう。紅雷ホンレイもわかったはずだ。僕らがなにをしたのか。なにが自分の急所だったのかを。

　あんたらは、今はこの国のいちばん華はなやかな街を我が物顔でのし歩いているけれど、かつては流りゆう氓ぼうだったはずだろう。故郷を追われ、海を航わたって異国に逃れ、他ほかにだれも頼る者のいない地で、同どう郷きようの女たちにすがったんだ──夜の街で身ひとつを武器にたくましく生きている、女たちに。そうだろう？　そして女たちを暴力から守るかわりに金を吸い上げ、地じ盤ばんを固め、組織を編み直し、城を築いた。でも足下を見てみるといい、あんたらは今なお、夜の女たちという根の上で生きている。女たちに支配されてるんだ。それが、僕の見つけた、あんたらを超える力だ。

「忘れないでください」

　嚙かみしめる自分の言葉が、骨に染みるほど痛い。それでも紅雷ホンレイの顔を見み据すえ、続ける。

「あなたたちは女に支えられて生きてる。でもこの街には、その女を微笑ほほえみひとつで何百人と天国に連れていけるやつがいるんだ」

　僕はそいつの名を、もはや口にしない。それでも黄紅雷フアンホンレイには伝わったはずだ。

　忘れるな。

　あんたが敵てきに回した、男ジゴロの名前だ。
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　Ｍ高校に向かう車の中で、ミンさんは静かに激げき怒どしていた。

「けっきょく殴なぐり込むのとほとんど変わらなかったじゃないか、この馬鹿」

　僕は助手席で首をすくめる。幸いなことにミンさんは運転中だったので、拳こぶしまでは飛んでこない。

「テツも今ごろ捕まってるかもしれないぞ、少しよう佐さなんてきっと半殺しにされてンぞ、もっとましなこと考えろ！」

「すみません……」

　僕ぼくはまだまだ紅雷ホンレイを見くびっていたことになる。あの男の鋭さはこっちの想像を超えていた。たぶん電気が消えたときに即座に事態を把は握あくして、一階の人員に携けい帯たいで連れん絡らくし地下に向かわせたのだろう。少佐、ほんとに大だい丈じよう夫ぶだろうか。平ひら坂さか組メンバーもごろごろやられていたので、四代目は後あと始し末まつのために残った。けっきょく下へ手たくそな力押しのせいで各方面にめちゃくちゃ被害を出してしまった。マダムたちが取りなしてくれてるといいんだけど。

「で、ヒロはどこにいるんだ」

「実は知らないんです。ヒロさん、動く予定なかったし、当日どうするかっていう話はしてなかったから。でも、たぶん──」

　会場に、いたのだ。それしか考えられない。

　マダムたちだけではなく、コンパニオンにもヒロさんの女友達が大勢いたから、招しよう待たい客きやくのふりをして忍しのび込むのはたやすかったはずだ。

　僕が『女たらしこみ作戦』を発案してから、わずか三日。ヒロさんは、愛人関係にあった中ちゆう国ごく系のセレブ夫人に片っ端ぱしから連れん絡らくした。さらに新規開かい拓たくもするとか豪ごう語ごしていた。しかし、さしものヒロさんも連絡がつかなかったり相手が忙いそがしかったりしては頼み事のしようもない。三日はあっという間に過ぎてしまった。だから僕は、今日きようのところはひとまず実力行使でパーティを中座し、夜の黄フアン家けの会合で婚こん約やくが決まっちゃうのだけを妨ぼう害がい、マダム連への根回しは後日、と考えていたのだ。

　しかしヒロさんはちがった。

　生まれついての女たらし、愛の狩人かりうどであるところの彼は、ターゲット女性が一堂に会する絶好機、つまりまさに今日のパーティに狙ねらいを定めた。そして、おそらくは、あのわずか二時間足らずで会場の女性たちの間を飛び回り、口く説どき落とし、婚約反対への協力を取りつけたわけだ。信じがたい神かみ業わざだが、他ほかに考えられない。

　でも、その神業は諸もろ刃はの剣つるぎだ。

「あのろくでなし！」

　ミンさんは何度もステアリングに拳こぶしを叩たたきつけた。

「真ま面じ目めくさってわたしに結けつ婚こんしようとか言っといて、しかもあれ全員人妻だろう、なに考えてンだッ」

　そう。当たり前だけれど、ヒロさんの恋はこれでぶち壊こわしだ。黄紅雷フアンホンレイとは痛み分け。だからこの作戦を思いついたときも、ヒロさんに頼むかどうかだいぶ迷ったものだ。

「まったく、ラーメン屋けっこうちゃんと手伝っててちょっとは真ま人間になる気を起こしたのかと思ってたら、あんな、ああくそ」

　でも──と、僕ぼくはミンさんの憤いきどおりのつぶやきを聞くともなしに聞きながら思う。

　まだ、目はあるんじゃないかな。

　だって今のミンさんは、あきれている様子が全然ない。純粋に、腹を立ててる。なんとも思っていない男が何百人女に手を出そうが、腹は立てない──よね？

「ナルミ！　なににやにやしてんだ！」

　右耳にミンさんの怒ど声せいが叩たたきつけられる。

「さっさと彩あや夏かに電話しろ、あと十五分くらいで着く、ぶっ飛ばすぞ！」

「あ、は、はいっ」

　ぐんと車が加速し、僕は携けい帯たいを落っことしそうになってしまった。

　十分足らずで学校に着いた。校門は飾り立てられ、校舎は屋上から吊つられた垂たれ幕でほとんど壁面が見えず、中庭には出店が軒のきを並べ、客が芋いも洗あらいのごとくひしめいている。熱っぽい校内アナウンスはＢＧＭと混じってなにを言っているのかよくわからない。サンドウィッチマンとかプラカードを掲かかげたバニーガールとかが校門の外でまで呼び込みをしている。

　お祭りは、まだこれから、だ。なんか気が遠くなってきた。

　駐ちゆう車しや場じようで降りた僕らはすさまじい注目を浴びることになった。なにせミンさん、パーティ会場から直行してきたので、ボンドガールもかくやという華か美びなドレス姿なのである。

　二年四組の教室に入ると、騒さわぎは五倍にも十倍にもなった。

「ミンさんどうしたのそれーっ？」

「なにかの撮さつ影えい？」

「写真撮とりたい！　いいでしょ？」

「うるせえ客並んでんだろうが仕事しろ！」

　しかしその客たちも興こう奮ふんしてみんなで携帯を取り出し、ミンさんに向かってばしばしシャッターを切り始めるという始し末まつである。

　僕はといえば、スタッフ用に区切られた教室前部、教きよう壇だんのところにへたり込んでしまった。トレイを手に忙せわしく出入りするウサギメイド姿のクラスメイト女子の視線が痛いけれど、なにしろくたびれた。

「藤ふじ島しまくん、お帰りなさい！」

　バニーの耳とエプロンドレスの裾すそを揺らし、彩夏が駆かけ寄ってきた。

「よかったあ、ミンさん間に合って。校長先生呼んでくるね」

「うん、なんとか。……僕、ちょっと休んでていい？　それともなにか仕事ある？」

「あ、大だい丈じよう夫ぶ。藤島くんの仕事は座ってできるやつだから。あのね、実行委員会が各クラスの出し物のレビューつくってるから、藤島くんはうちのアイスそれぞれ食べてグルメレポみたいなの書いてくれないかな」

　二日目の売上げに露ろ骨こつに響く、と言われては引き受けないわけにいかない。そのときの僕は致ち命めい的な事実をすっかり忘れていた。二年四組のアイスクリームショップのメニューは三十一種類ある、ということを──

　五種類目を食べたところで頭痛でぶっ倒れた僕ぼくは、保健室でレビューを執しつ筆ぴつするはめになったのである。
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　祭りの後も、すぐに元通りの日常がやってくるわけではなかった。

『はなまる』のシャッターはあいかわらず下りたまま。しばらく休業しますの張り紙が、十一月の刺とげ々とげしい風にはためいているばかりだ。

　もっとも、勝手口前の光景だけはほとんどいつもと同じだった。自転車を店の脇わきに駐とめてひょいとビルの隙すき間まをのぞきこむと、季節感皆かい無むの半袖そでシャツを着たテツ先せん輩ぱいと、顔が絆ばん創そう膏こうだらけの少しよう佐さとが、競馬新聞を広げて秋のＧＩレースの予想を楽しそうに話し合っている。

「お、藤ふじ島しま中ちゆう将じよう、来たな。さっそく今回の件のギャラを支し払はらってもらおうか！」

　少佐とテツ先輩に手をつきつけられ、僕は視線をそらす。

「ええと、その、まだミンさんから報ほう酬しゆうもらってないので……」

「なんだと。あれだけ苦労したというのに。藤島中将にもあの熾し烈れつな単独撤てつ退たい作戦の様子を見せてやりたかった！」

　なんと少佐、香港ホンコンマフィアどもが詰めかけた地下配電室から、自力で脱出したというのである。催さい涙るいガスを大おお盤ばん振る舞いして逃げ回ったらしい。普段、工作担たん当とうだけに、暴力に直接さらされたときにどうなるのかと心配したのだけれど、だてに軍人を気取ってはいないということだった。

「ほんとご苦労さまです。ミンさんに逢あったらがんばって催さい促そくします」

「マスター、最近なにやってんだよ。いっつもヒロと一いつ緒しよに車でどっか行っちゃうんだよな」

　テツ先せん輩ぱいが肩かたをすくめる。

「まさかあんだけひでえ作戦をばっちり成功させといて、あの二人うまくいってんの？」

「いや、まさか」僕ぼくは首を振った。「取引先の卸おろし業者に頭下げて回ってるんですよ」

　黄紅雷フアンホンレイが各所の業者に圧力をかけるのをやめたので、あとは面めん倒どうをかけたことを謝って回れば『はなまる』は営業再開できる。でも、まだだいぶ時間がかかりそうだった。マフィアなんかとはもうなんの因いん縁ねんもありませんから安心して取引してください、ということをそれぞれに納なつ得とくさせなきゃいけないのだ。そういうとき、口の上う手まいヒロさんは重ちよう宝ほうするだろう。

　つまり、あの二人の関係は、ただの雇こ用よう関係だ。今はまだ、ね。

「あれ、うまくいくと思うかナルミ」

「さあ。ヒロさん、清算しなくちゃいけない女関係でがんじがらめですから……」

「じゃあ自分はうまくいかない方に五千円」

「俺おれはうまくいかない方に一万だな」

「それなら僕もうまくいかない方に千円」

「賭かけになんねえよ！」と先輩は笑う。

　夕方にヒロさんの車が戻ってきた。ミンさんも一いつ緒しよだ。

「だいたい回り終えた。来週には店開けそうだよ」とミンさんが言うので、僕らはほっとする。よかった。探たん偵ていの報ほう酬しゆうなんて催促する気も失うせて、お店が落ち着いてからでいいですよ、なんて言ってしまう。

　暗い厨ちゆう房ぼうでヒロさんと手分けして食材を整理しながら、ミンさんはため息混じりに言う。

「あとは乾かん物ぶつだな。このストックじゃあ半月も保もたない。やっぱ松まつヶが原はら商店がいちばんいいんだけど……他ほかんとこじゃ品揃ぞろえも値段もなあ」

　僕とヒロさんはちらと視線を交わす。松ヶ原商店。いつぞや僕が黄紅雷フアンホンレイにぽろっと漏もらしてしまったせいで、花はな田だ勝まさるについて暴力的に詰きつ問もんされてしまった人だ。あれ以来、『はなまる』とは取引を打ち切られた。

「あの、僕、一緒に謝りにいきます」

　責任を感じてそう申し出る。ヒロさんも僕の肩かたに手を置いて、ミンさんを見た。ミンさんはしかたない、といった顔でうなずく。







　出かける前にミンさんは一応松ヶ原商店に電話を入れた。「えっ？　あ、はあ……はい」と、意外そうな受け答えが聞こえてくる。

「待ってます、って言われたぞ」

　車に乗り込むとき、ミンさんがそう言うので、僕ぼくとヒロさんは顔を見合わせて驚く。

　東とう名めい高速を飛ばして一時間と少し。横よこ浜はま郊外のさびれた市街地の一角に、薄うす汚よごれた倉庫みたいなその卸おろし問どん屋やはあった。

「やあ、花はな田ださん。なにやら、たいへんだったようだね」

　店先で僕らを出迎えてくれた松まつヶが原はら商店の店主さんは、間違いなく、ほんの半月前に僕とヒロさんを追い返したあの人だった。いったいなにがあったんだろう。

「つい先日、あの、やくざみたいな中ちゆう国ごく人の若いのがまた来たんだよ。菓か子し折おりまで持ってきて平謝りでねえ。こっちが恐きよう縮しゆくしちまったよ」

「……紅雷ホンレイ？　ですか？」とミンさんは目を見開く。

「ああ、そう、そんなふうに取り巻きが呼んでたかな。事情も聞いたよ」

「事情、って」

「詳くわしくはわからんが、勝まさるさん、なにやらやくざに誤解されて追いかけ回されてたそうだね。もう濡ぬれ衣ぎぬは晴れたんだろ？」

「え、あ、はあ……」ミンさんは困こん惑わくした目を、ちらと背後の僕に向けた。

　なにがあったのかは、正直よくわからない。でもこれだけはわかる。

　黄紅雷フアンホンレイは『はなまる』と問屋との関係をきっちり修復させて落とし前をつけようとしているのだ。誇ほこり高き敗北者として。

「とにかく、ご面めん倒どうをおかけしました。巻き込んでしまったのはわたしのせいだし、この通り、お詫わびします」とミンさんが深々と頭を下げると、松ヶ原さんは盛大に照れる。

「いやいやいや。いいんですよ」

「それで、厚かましいお願いなんですが、お赦ゆるしいただけるなら、これまで通りの取引を続けさせていただけませんか」

「ああ、うん！　もちろん。そう言ってくださるのを待っていたんです。勝さんも喜ぶよ」

　ミンさんは怪け訝げんそうな顔を上げる。

「親父おやじ……が……？」

　ちょっと待っててくださいよ、と松ヶ原さんは店の中に引っ込み、大きな紙包みを手に戻ってくる。

「あの、先月のいつだったかなあ、夜中に勝さんから久しぶりに電話がかかってきてねえ。びっくりしたんだけど、頼み事があるって、やけに真剣な感じで言われてね」

　僕は息を吞のむ。

　事件の夜だ。そう、逃げ込んだ先の医院で、電話をかけた先は、二つ。黄小鈴フアンシヤオリンさんと、そしてこの松ヶ原商店。

「親父おやじ、なんて？」ミンさんも少し興こう奮ふん気味の口く調ちようで店主さんに詰め寄る。その手に、紙包みが押しつけられた。

　香港ホンコンからだ。やっぱり、香港に行ったんだ。

「一週間くらいしたら荷物を送るから、預かっててくれ、って。それで」

　花はな田だ勝まさるは電話口で、こう言ったという。

『もし明麗ミンリーが、あんたの店に来たら。また乾かん物ぶつを仕入れるようなら。まだこの先もラーメン屋を続けるようなら──その荷物を、渡してやってくれないか』







　帰り道の車の中で、ミンさんはその紙包みをたどたどしい手で開いた。厳重に、油紙でくるまれている。中身を取り出し、ミンさんは息を吞んだ。隣となりに座っていた僕ぼくも、言葉を失う。

「なんだよ……これ……どういう……」

　ミンさんの濡ぬれたつぶやきは、ぼたぼたと、荷物の中に落ちる。ぎっしりと詰め込まれた、札さつ束たばの上に。

　いくらあるだろう。すべて一万円札だ。白い帯で留められた一センチの厚みの束が、数えてみると、十六。

　千六百万円。

　それは──『はなまる』の負ふ債さい額がくとぴったり同じだ。

「なんなんだよ」

　ミンさんがつぶやき続けている。

「どういうつもりだ親父。こんな大金、どこに隠かくしてやがった。なんで、なんで今さら」

　僕もミンさんと同じ思いだった。なんで今さら送ってくるんだ。裏うら稼か業ぎように戻って稼かせいで貯ためてたってことか？　どうしてもっと、もっと早く黄道盟フアンタオメンに返済しなかったんだよ。そうすればミンさんがこんな面めん倒どうに巻き込まれずに済んだじゃないか。

　花田勝。あんた、今どこでなにしている？

　いったいなにをしたかったんだ。

　ミンさんは札束を包み直すと、きつく胸に抱だきしめ、僕から顔をそむけて車窓に頰ほおを押しつけた。窓が曇るのが見えた。

　ヒロさんはなにも言わず、アクセルを踏み込んだ。加速度が、僕らの言葉にならない想いをはるか過去へと押し流していく。
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　翌週の月曜、『ラーメンはなまる』グランドオープン。

　とはいってもべつに外装も内装もメニューも変化なし。だいたい元通りだ。唯ゆい一いつのちがいは、店員である。ヒロさんが女癖ぐせの悪さを理由に解かい雇こされ、彩あや夏かが戻ってきたのだ。

　その日の来客数は、あの閉店の噂うわさが流れた二日間合計をさらに上回り、『はなまる』史上最多を軽々と更こう新しんしたという。
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　みんな末永く幸せに暮らしました、めでたしめでたし……であらゆる物語を締しめくくれたら、どんなに楽かと思う。

　でも、僕ぼくは探たん偵てい助手で、僕の綴つづる物語の終わりにはいつも宿命的に探偵が立ち合う。

　だから、冷え込みの厳しいその十一月の日曜夜、アリスに電話で呼び出されたときも、自転車を漕こいで『はなまる』に向かっている間からすでに予感があった。

　忙いそがしそうに厨ちゆう房ぼうを飛び回っているミンさんに会え釈しやくして非常階段を駆かけ上がる。探偵事務所のドアを開くと、ちょうどアリスがベッドから下りるところだった。いつものパジャマ姿じゃない。寝室の明かりが、漆しつ黒こくのシルエットで切り取られている。黒いヴェールの向こう側のアリスの顔はよく見えない。

「あまり驚かないのだね」と探偵は言った。

「なんとなくね。そんな気はしてた」

「きみも助手として少しは成長したということかな」

　今度は、哀かなしげに笑ったのがヴェール越しにもわかった。

　探偵が喪も服ふくをまとうとき。

　それは、地中深くに埋うめられた死者の言葉を掘り起こし、代弁し、もはや動くこともない事件をどうしようもなく終わらせるときだ。

「ところで、また僕の自転車で行くわけ」

「気に食わないならさっさと十八歳さいになって普通免めん許きよをとりたまえ！　言っておくが、ぼくはきみの五千倍くらいあの自転車なる乗り物が気に食わないんだからね！」

　なら乗るなよ。

「い、いいから！　ほら、早く出るぞ」

　二人で非常階段を下りきったとき、勝手口が開く。

「おいアリス、そろそろ出かけるん──」

　顔を出したミンさんは、アリスの喪服を見てうへっという表情になる。

「おまえ、そのかっこう、まだやってんのかよ。しかもナルミが一いつ緒しよってことは自転車二人乗りか？　恥はずかしくないのか」

「なにをっ、これはニート探偵の最上礼れい装そうなのだよ！　常時両肩かたむきだしのマスターに服装のことなどとやかく言われたくないぞ」

「うるせえほっとけ。これがラーメン屋の戦闘服だ。小鈴シヤオリンんとこ行くんだろ？」

　アリスはむっとした顔でうなずく。

「頼んだ手土産みやげはできているのかい」

　ミンさんは、ちょっと待ってろ、と厨ちゆう房ぼうに顔を引っ込め、すぐになにか小さな箱を手に戻ってくる。

「特製だ。寒いから大だい丈じよう夫ぶだとは思うけど、なるべく急いで届けろよ」







　丈たけの長いスカートをはいた女の子を自転車の後ろに乗せて明めい治じ通りを走るというのが肉体的にも精神的にもどれほどつらいかは、これはもう経験してみなくてはわからないだろう。通行人の視線を浴びまくるし、交番が見えるたびに裏通りに迂う回かいしなくちゃいけないし、おまけにアリスはちょっと段差があったり急ブレーキをかけたりハンドルを大きく切ったりするだけで文句を垂たれるのだ。スピードが出てくると、胸に痕あとが残るんじゃないかというくらいきつく抱だきついてくるし。
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「も、も、もう二度とこんな野や蛮ばんな乗り物の後ろになど乗らないからなっ」

　それ、前も言ったよね。

　車道を行き交う色とりどりの車体とヘッドライトを横目で眺ながめながら思う。この一年で、僕ぼくも少しは変わったかもしれないけれど、アリスもそうなのかなあと。

　なんといっても、けっこう外に出るようになった。出で逢あったばかりの頃は、病的なひきこもりだったのに。

　それは、いつも僕が一いつ緒しよのときである気がする。そうやってうぬぼれてもいいものかな。これから、アリスがどんなひどい事実を暴あばきにいくのかはわからないし、その虚むなしさをほんとうに理解することもできないけれど。ただそばに馬鹿みたいに突っ立っている僕に、しがみついて冷たい風をしのいでくれるなら、それだけで僕はけっこう嬉うれしいんだよ。







　新しん宿じゆく御ぎよ苑えんのそばの七階建てのビルは、全フロアに照明がともり、ＺＯＤＩＡＣの社名ロゴを夜空に浮かび上がらせていた。

　アリスが事前にアポをとっていたらしく、受付で呼ぶと小鈴シヤオリンさんは自分で迎えに来てくれた。当然のことだがアリスの喪も服ふく姿すがたを目まの当たりにして絶句する。

「あー、これは、その、気にしないでください。ちょっとした儀ぎ式しきみたいなもんです」

「あなたも、つきあってるんなら、もうちょっとまともな服をプレゼントしてあげなさい」

　また小鈴シヤオリンさんが余計なことを言うものだからアリスは湯ゆ気げを噴ふいて「つつつつきあっているとはどういう意味だッ」とか怒り出す。僕は小鈴シヤオリンさんを促うながしてさっさとエレベーターまで連れていってもらった。受付でこんな珍ちん妙みようなかっこうで騒さわいでたら他ほかの来客があったときに困る。

　小鈴シヤオリンさんの部屋は、もちろんＮＥＥＴ探たん偵てい事務所の三倍くらい広くて整理整せい頓とんが行き届いているのだけれど、それでもアリスの部屋と似たにおいがした。実利一辺倒のスティールラックに機材がぎっしり並んでいて、いかにも技術者の部屋という感じ。色気ゼロかと思いきや、棚たなの端はしに小さなぬいぐるみが腰こし掛かけていたりして、アリスはすすめられもしないうちからソファに陣じん取どってほうっと息をついた。

「なかなか落ち着く部屋だね。親近感をおぼえるよ」

「あなたの部屋もこれくらい片付けたら？」

「それはナルミに言いたまえ」

「おまえも少しは自分で片付けろよ！」

「まあそんな言い合いはどうでもいいの。わたしも忙いそがしいから、用件は早く済ませましょう」

　小鈴シヤオリンさんはそう言って向かい側に腰を下ろす。僕は首をすくめ、アリスの隣となりに座った。

　コーヒーカップをのぞきこみ、小鈴シヤオリンさんはぽつぽつと話し始める。

「香玉シヤンユーからは、一度だけ電話がきた。とにかく明麗ミンリーやあなたたちにありがとうと伝えてくれ、ってそればっかりで、愚ぐ痴ちひとつ言わなかったけど、たぶん苦労してるでしょうね。ほとんど無一文で逃げたんだし、今まで苦労知らずで育ったから、いつ音ねをあげるやら」

　辛しん辣らつなことを言いながら、それでも小鈴シヤオリンさんの口く調ちようは柔やわらかい。

「香玉シヤンユーが選んだことだから、いいんだけど。この先どれだけ不幸になってもね。それはあの二人の責任だし」

　それからちらと視線を持ち上げ、僕ぼくを見る。

「あなたも、まあ巧うまくやったもんね」

「え？　あ、はあ、いや」

「あの後、一族の会議がなんべん開かれて、どれだけ紅雷ホンレイが大立ち回りして、お祖じ父い様が何回泡あわ噴ふいて倒れたか──悔くやしいから聞かせてやりたいんだけど、やめておく。黄フアン家けの恥はじだし」

　いや、それ、聞かせたのとほとんど一いつ緒しよですよね？

「で、あのだらしないヒモは明麗ミンリーにふられたわけ？」

「一応、そういうことになります」

「なら、よかった」

　紅雷ホンレイもまだあきらめたわけじゃないし、次はまた正攻法でいくんじゃない？　と小鈴シヤオリンさんは笑う。正直なところ、僕もミンさんがヒロさんを袖そでにしてくれてちょっと安心している人間の一人だった。ミンさんの幸せを考えると、黄紅雷フアンホンレイがマフィアのボスという将来をあきらめてラーメン屋を一緒にやると言ってくれた場合が最良の結果になる気がするのだ。あり得ないだろうけどね。

　ひとしきり黄フアン家け側の事情を教えてくれた後で、小鈴シヤオリンさんは言った。

「それで、あなたたちの用事は？」

　その目は、僕からアリスに移される。

「ナルミ、先に土産みやげを」

　そうだ、忘れてた。僕はミンさんから預かったアイスクリームの箱を小鈴シヤオリンさんに渡した。

「へえ、明麗ミンリーから？　開けていい？」

　小鈴シヤオリンさんが箱を開くと、ドライアイスの白い煙があふれ出し、その下からアイスケーキが姿を現す。スポンジの上にヴァニラアイス、それから赤あか紫むらさきの粒つぶとくるみがたっぷり盛られ、褐かつ色しよくのソースがかけられている。

「……ドルチ・デイ・モルティだね」

　箱をのぞき込んだアリスがつぶやく。

「へえ。イタリアのお菓か子し？　美お味いしそう。後でいただく。それで」

　箱を閉じ、小鈴シヤオリンさんは冷ややかな目を僕とアリスに向ける。

「これを届けにきただけじゃないでしょう。明麗ミンリーのことでなにかあったんじゃないの？　わたしも紅雷ホンレイもだいぶ迷めい惑わくかけたし、まだ問題が残ってるんなら」

「いいや。これを届けにきただけなんだ」

　小鈴シヤオリンさんは目を丸くした。僕も思わずアリスの顔をのぞきこんでいた。

「きみに、じゃないよ、黄小鈴フアンシヤオリン。花はな田だ勝まさるに届けにきたんだ」

　小鈴シヤオリンさんの目が、再び細められる。

「……なんの話？」

「ぼくはニート探たん偵てい、死者の代弁者だ。墓はかの下に埋うもれた真実を掘り起こし、死者の名めい誉よを回復するためだけに、生者を傷つける」

「なにが言いたいの」

「だから、ぼくは花田勝に逢あいにきたんだ」

「なに言ってるの？」

　言い返す小鈴シヤオリンさんの声は、心なしか震ふるえている。あるいは聞いている僕ぼくの心が揺らいでいるのだろうか。

「香港ホンコンに飛んだんでしょう。それがほんとかどうかは知らないけど、少なくともここには」

「ここにいるんだ」

　アリスは黒い袖そでに包まれた手をゆっくりと持ち上げ、小鈴シヤオリンさんの胸元を指さした。

「花田勝は、きみのポケットに入っている、その携けい帯たい端たん末まつの中だ。そうだろう？」

　世界中の窓ガラスがいちどきに割れてしまったような痛みが空気を軋きしませた。小鈴シヤオリンさんの瞳ひとみには凍こおりかけた戸と惑まどいがたまっている。僕はアリスの言った意味がわからず、その横顔をもう一度見つめた。

「どういう……こと？」と僕は訊たずねる。やっぱり僕の声もぐらついている。探偵の翳かげりに沈んだ顔が、こちらに向けられる。

「ナルミ。きみは、黄香玉フアンシヤンユーと梅うめ田だ浩こう二じの両方に逢っているはずだね。では思い出したまえ、二人のどちらかでも怪け我がをしていたように見えたかい？」

　アリスの問いが黒いヴェールを揺らす。僕は息を詰めて記き憶おくを探る。小鈴シヤオリンさんに呼ばれ、四代目とミンさんと三人でゾディアックの社員寮りように行った。地下駐ちゆう車しや場じようで、駈かけ落ちする二人と顔を合わせた。

「怪我……は……たしかに、二人とも、そんなひどい怪我をしているようには」

「そう。それが答えだ。事件の夜、たしかに銃じゆう声せいがあった。部屋の血けつ痕こんも、車の助手席の血痕も残っていた。けれど黄香玉フアンシヤンユーも梅田浩二もまったくの無傷だった──とすれば、残る可能性はひとつしかない。撃たれたのは花田勝だ」

　僕は手で腕うでをこすって悪お寒かんを抑おさえようとした。小鈴シヤオリンさんは青ざめ、唇くちびるを嚙かみしめている。アリスが言葉を続ける。

「助手席に血痕があったのもそのせいだ。花田勝は運転できる状態じゃなかった。助手席で道を指示し、梅田浩二に運転させ、大おお久く保ぼの医院まで逃げたのだよ。そして、そこで死んだ」

　死んだ。

　花田勝は、死んでいる。

　死んでいる？

　いや、待てよアリス。おかしい。おかしいよそれは。

「事件の夜、正確になにがあったのかは、推おし量はかるしかない。おそらく、花はな田だ勝まさるを撃うったのは黄香玉フアンシヤンユーの方だろう。プロの傭よう兵へいである花田勝が、襲しゆう撃げき者しやだった梅うめ田だ浩こう二じに不覚を取るとは思えないからね。香玉シヤンユーの方が、恋人が護衛に殺されると思い込んで取り乱し、花田勝の背後から発はつ砲ぽうしたのだと」

「待てよ！」

　僕ぼくは思わずアリスの言葉を叩たたき切っていた。

「おかしい。そんなのおかしいよ。だって、だって僕は」

　この手で、たしかに携けい帯たい電話の振しん動どうを感じた。この耳で、たしかに声を聞いた。

「花田勝から電話を受けたんだよ、僕だけじゃない、ミンさんだって紅雷ホンレイだって！」

　そうだ、そこに座っている小鈴シヤオリンさんだって。

　アリスが、両眼めに暗くら闇やみをため、首を振る。

「よく思い出してみるといい。花田勝からの通話はいつも、あまりにもタイミングができすぎていた、そうだろう？」

　タイミング。

　そう、必ず、新しい情報がもたらされたとき、それに応こたえるように花田勝からの電話があって、僕らを導いた。まるで花田勝が僕らのそばにずっとついていて、見守っているみたいに。

　でも、ちがう。

　見守っていたのは花田勝じゃない。

　僕は目を上げる。そこに、小鈴シヤオリンさんがいる。

　いつも、小鈴シヤオリンさんがいた。最初に探たん偵てい事務所にかかってきたときは、小鈴シヤオリンさん自身の携帯だった。僕にかかってきたときは小鈴シヤオリンさんに逢あいにいった直後だ。ラーメン屋の前で紅雷ホンレイの携帯にかかってきたときも、そばに小鈴シヤオリンさんがいたのだ。

「だから、花田勝はそこにいる」

　アリスはもう一度、小鈴シヤオリンさんの胸元を指さす。小鈴シヤオリンさんは唇くちびるを引き結んだまま、ポケットの薄うすいふくらみに手をやる。

「あの夜、花田勝は銃じゆう創そうが致命傷と知ると、医者にわずかな延命治ち療りようをさせ、最後に残された時間を使って電話をかけた。黄小鈴フアンシヤオリン、きみに、だ。自分の声を録音させるためだ。自分が死んだ後に起きるであろう事態をすべて想定し、それでも黄香玉フアンシヤンユーが逃げ延びられるように──そして『はなまる』が損そこなわれないように、ぼくらを導くメッセージを遺のこしたんだ。生者を装よそおってね。黄小鈴フアンシヤオリン、きみの入念な編集作業とタイミングにあわせた音声操作とが、花田勝の死を完かん璧ぺきに隠いん蔽ぺいした」

　小鈴シヤオリンさんはじっと押し黙だまり、なにも答えない。表情さえも押し殺している。

　だから僕ぼくは、アリスの言葉がまったくの真実だと、直観してしまう。それでも、なお訊たずねないわけにはいかない。だって、こんなの信じたくない。

「なんで。なんでそんなことする必要があるんだよ、おかしいよそんなの」

「きまっているだろう」

　アリスはそのとき、僕の太ももにきつく爪つめを立てた。彼女の抱いだく痛みが、僕の中に直接流れ込んでくる。

「生者を装よそおう理由なんて、ひとつしかない。彼は知られたくなかったんだ。哀かなしませたくなかったんだ。泣かせるくらいなら、生しよう涯がい憎にくませたままの方がましだと思っていたんだ」

　ミンさんに。

　知られたくなかった。

　生きているのだと、そう思い続けていてほしかった。だから小鈴シヤオリンさんは、その想いを遂とげるために、何度もミンさんの前でだれかの電話口に花はな田だ勝まさるを蘇よみがえらせて、その声を届けた。

　でも、僕は首を振る。だって、そんなの哀しすぎる。なにもかも、どうしようもないことだったとしても。

「……そんなの」

　崩くずれかけた声が僕の喉のどから漏もれる。

「アリスの、勝手なっ、推理だろ？　事実になってない真実とかいう、いつもの、くだらない、なんの役にも立たないあれだろ？」

　そうだと言ってほしかった。アリスも肯こう定ていしたかったのだと思いたい。でも探たん偵ていは僕の脚あしに指を食い込ませたまま、目を伏せ、首を振る。

「松まつヶが原はら商店に届けられた、あの金がどこから送られてきたのか、思い出したまえ」

　千六百万円。

『はなまる』の負ふ債さいをぴったり返済する、花田勝の最後の贈おくり物。

「だから、香港ホンコンからだろ？　香港にいるんだろ、生きてるんじゃないのか？」

「崩牙会ブロークン・トウスはね、黄道盟フアンタオメンの用よう心じん棒ぼうだった花田勝に賞金をかけていたんだ」

　僕の喉のどは、灼やけそうな吐と息いきでふさがれる。

「あの崔チエという医師は、ひとりで香港に渡った。花田勝の遺体の一部、証しよう拠こになる部分だけは持っていっただろうね。だから、あの金は」

「もう、いいよ、アリス。わかった」

　耐えられなかった。黒いヴェールが隔へだてていてさえ、もう僕は探偵の顔を見られなかった。沈ちん黙もくを続ける小鈴シヤオリンさんの顔も、だ。

　どんな気持ちだったのだろう、と思う。

　灼やけた弾だん丸がんを臓ぞう腑ふに抱かかえ込み、ひたひたと忍しのび寄ってくる死を聞きながら、彼はいったいどんなことを考えていたのだろう？　愛した妻にそっくりな女のことを、そして愛した妻との間に生まれた娘むすめのことを想っていたのか？　娘とわかりあえないまま別れ、ついに一度も言葉を交わすこともないまま死のうとしているのに、それでも自分の声がデータとして残り、かりそめの命を与えられて娘に届くことを、そして娘から届くはずもない言葉が返されるところを思い浮かべて、あんたは──

　あんたは、それで幸せだったのか？

　うなだれる僕ぼくの隣となりで、アリスが立ち上がったのが気配でわかった。

「だから、ぼくは、ただそのアイスを届けにきただけだよ。花はな田だ親子の間の、最後の約束だったからね」

　その言葉で、僕の意識は液化してしまいそうになる。あのとき。四月に『はなまる』にやってきた花田勝まさるが、段ボール箱の底に残した最後のメッセージ。

　次に戻ってきたときには、アイスも食べさせろ──と。

　その結末が、こんなに寒々しい場所なのか。

　小鈴シヤオリンさんは、ついにアリスの告発になにも返さなかった。ただ、僕らが部屋を出るとき、アイスの入った箱を持ち上げ、こう言った。

「ありがとう。たしかに勝さんに、届ける」







　ビルを出ると、夜気はいっそう冷え込んでいた。車の排はい気き音おんが痛んだ耳をちくちく刺さした。僕は弱々しい街がい灯とうの光の下で、自転車のサドルを支えにして、しばらく立ちつくしていた。アリスはそんな僕のダッフルコートのベルトにつかまって身を寄せ、同じように黙だまって新しん宿じゆく御ぎよ苑えんの木こ立だちの闇やみを見つめていた。

　ヘッドライトとテイルライトが何度も僕らの前を通り過ぎ、暗い視界に光の搔かき傷を残した。消えかけた上に、新しい傷がまた走る、その繰り返しが続いた。自転車のスタンドを蹴ける気力さえも湧わいてこなかった。

「ナルミ」

　アリスが、車の音に押し潰つぶされそうな弱い声でつぶやいた。

「なに？」

「寒い」

　僕は、信じられずにアリスの顔をのぞき込んだ。

「……アリスの口から、はじめて聞くよね、その言葉」

　こいつには寒さを感じるなにかの機能が欠けているんじゃないかと思っていた。

「なにか、ぽっかり空あいているんだ。この身体からだの真ん中にね。それに、きみがやけに遠く感じられる。だからたぶん、この感覚が寒いと表現すべきものじゃないかと思う」

　考えてみれば、こんなひらひらの喪も服ふくだけで十一月の夜の街を走るなんて、一発で風か邪ぜを引く愚ぐ行こうじゃないか。僕ぼくはダッフルコートを脱ぬいでアリスに着せた。するとヴェールの下でアリスの目が戸と惑まどう。

「む、む、こんなことをしろとは言ってないぞ。寒いとだけ言ったんだ」

　いや、意味がわからん。素直に着てろ。

「それになんだかきみの体温が残っていて気持ち悪いぞっ」

「いいじゃないか。生きてる証しよう拠こだよ」

「なにを意味のわからないことを」

　くだらない言葉のやりとりをしていると、ようやくサドルにまたがる気が少し出てきた。僕がスタンドを蹴けり上げると、ぶうぶう文句を言っていたアリスも素直に後ろに乗って腰こしに腕うでを回してくる。

　ペダルは、凍こおった泥どろみたいに重たかった。それでも僕らは少しずつ動き出す。頰ほおにあたる夜風で、僕の涙なみだの残りは搔かき削けずられ、闇やみの中に散り、あとに残るのはむなしさだけになる。

「ねえ、アリス」

「なんだい」

　耳元で答えてくれるので、少し安心する。

「けっきょくなんの意味があったのかな」

「なにが？」

「花はな田だ勝まさるのやったこと」

「自己満足だよ。気持ちよく死ねたんだ。彼自身は満足だったのだろう」

　それは、これまでアリスの口から語られた中で、いちばん正直で最低な死者の言葉だった。

「もっと巧うまいやり方があった。あとに残る者たちを守るためだけならね。噓うそを守り通そうなんて考えるものだから、みんな少しずつ不幸になった」

「うん」

「それに、マスターはどうせ知っていた」

　ハンドルを握にぎる僕の手が凍って軋きしんで砕くだけそうになった。ふらつく車体を、なんとか立て直す。暗い下り坂を、ブレーキに力を込めながらゆっくり進む。

「……知ってた？」

「たぶんね」

「な、ど、どう──」

「あのアイスケーキはね、ドルチ・デイ・モルティというんだ。小麦はキリストの肉体を、葡ぶ萄どうの果か汁じゆうはキリストの血を、柘ざく榴ろとくるみは生と死を表している。イタリアの葬そう儀ぎで供きようされる、死者のためのお菓か子しなんだ」

　僕は唾つばを飲み込んだ。

　死者の菓子dolci　dei　morti。

　ミンさんは、知っていた。アリスから頼まれて作ったのが、もうこの世にいない花はな田だ勝まさるへの贈おくり物だと、知っていたのだ。

　それなのに、あんな普通の顔をして、ついでの用事みたいな手つきで、僕ぼくに渡したのか。その強さに、僕はまた涙なみだが出てきそうになる。なんだよそれ。なんなんだ。どいつもこいつも、なんなんだよ。

「それじゃあ」

　自転車で走っているときでよかった、と僕は思う。涙声なのをアリスに気づかれずに済む。

「ほんとに、花田勝がやったことなんて、なんの意味もなかったじゃないか。馬鹿みたいだ。無む駄だ死じにだろ。なんにも、なんにも残っていないじゃないか」

「そうかもしれないね」







　でも、線路をくぐって公園の脇わきを進み、見慣れた袋ふくろ小こう路じの入り口にまでやってきたとき、僕はペダルを漕こぐ足を止めてしまう。

　夜の中に灯ともる明かり。赤い暖の簾れんを透すかして、いくつもの人影を浮かべて。

　なんにも残っていないなんて、噓うそだ。それはもう、こんなに馬鹿でひねくれて鈍どん感かんな僕にだってわかっている。

　注文を繰り返す彩あや夏かの声が聞こえる。酔すい客きやくの下品な笑い声も聞こえてくる。中ちゆう華か鍋なべの油が燃える炎ほのおも見える。ゆっくり近づいていくと、暖簾の隙すき間まから、グレイのタンクトップと、むきだしの綺き麗れいな肩かたも見える。あの懐なつかしい声だって伝わってくる。醬しよう油ゆラーメンおまちどお、今日きようは抹まつ茶ちやアイスだけどほしいやつ手ぇあげろ、あんたもう飲み過ぎだから酒は出さないぞ、おい彩夏餃子ぎようざあがったぞ、はいよ毎度ありがとう……

「不思議だね。どういうわけか今日は」

　耳元でアリスが囁ささやいた。

「舌したが焼けるくらいの熱いラーメンが、食べたい気分だよ」

「……うん。僕もだ」
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　これで、《熊拳ベアナツクル》と呼ばれた男の物語は終わる。彼について僕が語れることは、あとひとつしか残っていない。

　これは、彼のための、ごくささやかな物語だ。だからその結末も、密ひそやかに語ろうと思う。

　クリスマスが近づいた頃、ネットでその話題が少しだけ盛り上がった。ゾディアックのポータルサイトのことだ。射い手て座ざの季節が終わり、トップページのロゴが変へん更こうされた。山や羊ぎ座ざの時期のはずが、なぜか北ほく斗と七しち星せいのモチーフになっていたので、あちこちのニュースサイトや掲示板でその理由の推測が囁ささやかれた。

　ほんとうの理由を知る者はほとんどいない。

　北斗七星──つまり大熊座が抱かかえているクリスマスケーキのトッピングが、柘ざく榴ろとくるみであることに気づいた者も、ごくわずかしかいない。

　そのいっぷう変わったクリスマスケーキは、年の瀬になれば、都内のとある小さなラーメン屋で実際に食べることができる。もしこの物語を読んで興味を抱いだいたなら、立ち寄ってみてほしい。《熊拳ベアナツクル》のほんとうの名前は、その店の暖の簾れんに、今も残されている。





〈了〉
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　紫し苑おん寺じ吾ご郎ろう、というのは芸名でも源げん氏じ名めいでもなく本名だというから、彼がジゴロになることはだれの意志にもよらず宿命づけられていたことになる。

　とにかく奇き妙みような男だった。アリスの親類だということを差し引いても、変な人物だった。還かん暦れきを過ぎて少しだと自分では言っていたけれど、ある瞬しゆん間かんには少年のように見えたし、またべつのときには何千年も生きている仙せん人にんのように振る舞っていた。弟で子しであるヒロさんが可愛かわいく見えるくらいのどうしようもないろくでなしだったのだけれど、不思議と人を惹ひきつけるところがあって（そうでなければジゴロなどを生なり業わいにはできなかったはずだ）、もう二度と逢あえない、言葉を交わすこともできない、と考えると、いくぶんさみしくもある。

　そんな話をしたら、ヒロさんが意地悪く言った。

「じゃあ、おれのかわりにナルミ君が、中学生のときに吾郎先生に出で逢あってりゃよかったんじゃないの」

　ちょっと想像してみた。

「いや、やっぱりいいです。かんべんしてください。僕ぼくも自分の人生が大切です」

　ヒロさんは大笑いした。
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　吾郎先生が『ラーメンはなまる』にやってきたのは、そろそろ昼間でも肌はだ寒く感じられるようになってきた十一月中ちゆう旬じゆんのことだった。ミンさんはそのとき買い出しに出ていて、彩あや夏かがひとりで開店準備中。僕も仕込みの手伝いで厨ちゆう房ぼうに入り、たまねぎを剝むいたりキャベツを刻んだりしていた。

「ごめんくださいな」

　店の戸が開き、小さなトレンチコート姿が暖の簾れんを払はらい分けて入ってきた。

　第一印象は、隠いん居きよした大学教授、だった。ロシア人がかぶっているような円筒形の毛織りの帽ぼう子しから柔やわらかそうな灰色の髪かみがはみ出ている。細い鼻の上にのった丸眼鏡めがねが、いっそう全体を頼りなさそうに見せていた。

「いらっしゃいませ、あのう、開けるのは夕方五時からなんです」

　彩夏が流し台から顔を上げて言った。

「いやいや、食事をしにきたわけじゃありません」

　その初老の男は帽子をとって微笑ほほえんだ。

「こちらにお住まいの女性にお逢あいしたいと思って参まいったのですよ。ここの店主さんだとか」

「ミンさん、ですか？　ええと、今ちょっと出かけていて。寒いから中で待ってます？」

　助かります、とその人は言って後ろ手に戸を閉めた。ミンさんに来客なのか、珍めずらしいな、と思いながら僕ぼくはゴマだれの攪かく拌はんを続けていた。彩あや夏かが、どうぞ座っててください汚きたないところですけど、と言ってカウンターの方に回って、布ふ巾きんで台をざっと拭ふいた。

　彼が真ん中のスツールに腰こしを下ろした瞬しゆん間かんである。

「おや。柊ひいらぎですな」と、その細い手が彩夏の耳のあたりに伸びた。

「えっ？」

　彩夏がびっくりして首をすくめる。男の指先が、彩夏の髪かみと肌はだにかすかに触ふれた。

「ほら、花が髪かみに引っかかっていましたよ」

　小さな白い花がいくつか、男の指の間にある。

「あ、さっき学校で剪せん定ていしてて。そのときに引っかけちゃったのかな」

「園芸をなさるのですか？」

「はい。学校のみんなにも教えてます」と、彩夏はちょっと得意げ。どうりで、と老人はうなずいた。

「白い花が似合う魅み力りよく的な女性というのは滅めつ多たにおられないのですよ。この花はきっと貴女あなたのことが好きでくっついてきてしまったのですな」

「え、えっ？」

「無理もありません。私も花ならそうします」

「そ、そんな」と彩夏は頰ほおを染める。

「ははは、気にせんでください。待っている間、貴女のような方とご一いつ緒しよできる幸運を喜んでおるだけですよ。今の季節ですと柊の他ほかになにが咲いておりますかな。学校、となると、たとえば寒かん椿つばき、寒かん木ぼ瓜け、枇び杷わあたりですかな」

「ええ、寒椿はちょうど今がすごくきれいで……」

　あっという間に彩夏は老人との会話に吞のみ込まれていった。傍そばで聞いていると、ものすごく楽しそうに好みの男のタイプまで喋しやべっている。完全に打ち解とけた様子だ。

　でも僕ぼくは、警けい戒かいぎらぎらの目で男を凝ぎよう視ししていた。彼のおそるべきフィンガーテクニックを目もく撃げきしてしまったからだ。さっき話のきっかけとなった、柊の花だ。白い花が髪に付着してたら、いくらなんでも僕が気づく。もともと、花は彩夏のブラウスの肩かたにくっついていた。それをこの男、マジシャンなみの指さばきでさっとつまみあげ、さも最初から髪の毛に引っかかっていたかのように付け直してから、再び取ってみせたのだ。

　なんのためだ？

　とにかくこの人はやばい、と僕の直観が告げていた。危険なにおいがする。しかも、これは知っているだれかと同じにおいだ。だれだろう？

　そのとき、けたたましい着信音が僕ぼくのポケットで鳴り響ひびいた。『コロラド・ブルドッグ』のギターリフ、アリスからの電話だ。

『きみのその目の前にいる与よ太た者ものを即刻捕ほ縛ばくしたまえっ！』

　受話器からのすさまじい怒ど声せいが僕の脳天を貫く。老人に漏もれ聞こえないようにと携けい帯たいを手で覆おおいながら勝手口に走ったけれど、無む駄だだった。

『彩あや夏かに触さわらせるな！　どんな手段を使ってでもいい、機動隊も自衛隊も呼びたまえ！　少しよう佐さに頼んで麻ま酔すい銃じゆうを』

「い、いや、ちょっとアリス、落ち着けって」

　目を丸くしている彩夏の方をちらとうかがいながら僕は言った。聞こえちゃったらしい。

「なんだよ、なにがあったんだよ？」

「はっは。知られてしまったようですな。そういえばこのビルには監かん視しカメラが仕掛けてあるとかどうとか聞いておる」

　老人が言って、帽ぼう子しを取り上げた。僕は携帯に手をあて、彼の顔をまじまじと見る。

　探たん偵てい事務所の監視カメラのことまで、知ってる？　ということは……

「……あのう、アリスの知り合い、ですか？」

「申し遅れました、紫し苑おん寺じ吾ご郎ろうと申します」

　老人はカウンター越しに僕に向かって手を差し出してきた。

「有ゆう子この大叔お父じです」







「今までどこの国をほっつき歩いていたんだいっ」

　吾郎先生が探偵事務所に足を踏み入れるなり、ベッドの上のアリスはシーツをばんと叩たたいてわめいた。

「なに、色々さ。有子もずいぶんと麗うるわしくなったじゃないか。私の自じ慢まんはね、おまえがまだ三歳さいのときから、これはたいへんな美人になるにちがいないと見抜いて──」

「そんなのはどうでもいい！　訊ききたいことがたくさんある、そこに座りたまえ。ナルミ、おじ上にドクターペッパーを」

　ああ、一応、賓ひん客きやくとして遇ぐうするんだ……。ドクターペッパーを与えるのはアリスとしては最大級の歓かん待たいなのである。でも吾郎先生は、僕が冷蔵庫から赤い缶かんを取り出すのを見て、首を振った。

「どうぞおかまいなく。それは飲めませんのでな」

「あ、やっぱり。そうですよね。あったかいお茶淹いれますけど、飲みます？」

　最近寒いので、アリスにぶうぶう文句を言われながらも事務所にお茶を常備するようになったのだ。ところが先生はこれにも首を振る。

「いや、飲み物は」

　言いかけたところで口を手でおさえ、激しく咳せき込んだ。丸めた背が痙けい攣れんする。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「どこか悪いのかい」

　アリスまでベッドを下りて、吾ご郎ろう先生のところまで寄ってくる。先生は顔を上げて、丸眼鏡めがねのレンズの奥で弱々しく笑った。

「なに、ただ寄る年とし波なみには勝てぬというだけさ。それにしても、ほんとうに麗うるわしく育った」

　驚いたことに、頭をなでられてもアリスは抵抗もしなければ怒りもしなかった。不ふ機き嫌げんそうな顔のまま、先生の小さな手のひらの下でじっとしている。子供扱いされると激げき怒どするやつなのだけれど。

「母親にますます似てきたね。五年後十年後が楽しみだが、さて、また逢あいにくることが叶かなうかどうか」

「なんだい。紫し苑おん寺じ家の話をしにきたのかい」

　先生の手を振り払はらってアリスが言う。

「それが本題ではないのだが、まあその話もしようか。ところで」

　そこで先生の視線が、冷蔵庫の脇わきでまだ間抜けに突っ立っている僕ぼくに移る。

「この少年は？　有ゆう子こにもついに恋人ができたのかな」

　アリスの顔が真まっ赤かになったので僕はキッチンに隠かくれてうずくまり耳をふさいだ。きんきん声が機関銃じゆうの跳ちよう弾だんみたいに部屋中を暴れ回った。

「ともかくナルミはしばらく部屋を出ていたまえっ！」

　事務所を叩たたき出された僕は、非常階段の踊おどり場に腰こしを下ろして、うなりながら右に左にと何度も首を傾かしげた。

　アリスの、親類？　あいつ実家と縁えん切ぎりしてここに引きこもったんじゃなかったっけ、それなのに事務所に招き入れていいの？　そしてあのじいさんは何者？　彩あや夏かに妙みようなことしようとしてたし、アリスも警けい戒かい心しん剝むき出しだったし、どういう仕事してる人？　大学教授っぽいのは見た目だけで、実はやくざな商売の方なのでしょうか？

　すべての疑問の答えが、すぐにやってきた。非常階段を急いで上ってくる足音、そして手すりの陰から現れる品の良いカシミアのコート姿の長身。

「ナルミ君、吾郎先生が来てるんだってっ？」

　ヒロさんだった。







「先生、って……つまり、ジゴロ術の、ですか」

「ああ、うん、まあ、つまりそういうことなんだけど」

　僕ぼくの隣となりに腰こしを下ろしたヒロさんは照れくさそうに笑う。

「たらしこむテクニックだけじゃなくてさ。先生はおれの人生の師し匠しようなの」

「はあ」

「おれ、中学んときにはもうキャバ嬢じようの部屋に転がり込んでて、学校にも全然行ってなかったんだけどさ。ある日、おねえさんが帰ってこなくなっちゃって。お店のママに訊きいたら、ホステス根こそぎたらし込んでどっかの別荘に連れてっちゃった男がいたっていう」

「その男ってのが、あの」と僕は背後の探たん偵てい事務所のドアを指さす。

「そう、吾ご郎ろう先生。後あとにも先にも、おれが女を他人に盗とられちゃったのはそのときだけ」

　色々と訊きたいことはあった。その店どうなったの潰つぶれたの？　とか、全員同じ別荘に連れてったら修しゆ羅ら場ばじゃないの？　とか。でも、なにより気になったのは、やはり──

「アリスの、ええと、お祖じ父いさんの弟？　だとかって」

「そう。でも、その話はあんまり聞いてないな」

　アリスの実家の話は、本人が口を閉ざしている以上、だれも詳くわしく知らない。あの幼さで家出して縁えんを切ったというのだからよほどの事情があったのだろうけれど、この街で肩かたを寄せ合って生きているニートたちは、お互いにまったく詮せん索さくしない。重荷を背負っている人になによりも必要なのは、その荷物を開けて引っかき回すことじゃなく、隣となりで倒れないようにそっと支えていることだと、だれよりも知っているからだ。その優しい無関心は、僕にとっても心地よい。僕が黙だまって、ビルの隙すき間まに見える街並みに視線を泳がせていると、ヒロさんは自分に関わることだけを語りだす。

「それで、さっきの話の続き。おれ、住むとこなくなっちゃって、それじゃあひとり残った店のママをたらして面めん倒どう見てもらおうかなって思ってたらさ」

「あんた最低だな」知ってたけど。

「ママにはやくざの情イ夫ロがいて、揉もめて、耳ちょん切られかけた」

　うわあ。予想以上にろくでもない少年時代だ。

「どうもそのやくざ、店の女の子を食い荒らしたのはおれだと思ったらしいんだな。まあ、半分以上事実だから言い逃れできなくて。でも、ちょうど先生が店にやってきて、どう言いくるめたのか知らないけど、助けてくれたんだよ」

「はあ。そもそも先生はなにしに戻ってきたんです？」

「だからおれと同じ。ママだけ残ってたから落としにきたわけ」

　そしてこの事件の顚てん末まつはというと、ママも店の女の子も全員で鎌かま倉くらに引っ越し、そこでみんなして先生と一いつ緒しよに暮らしつつ新しいお店を開いたのだそうである。つまり、やくざと縁を切って東とう京きようを脱出、店ごと新天地に移ってめでたしめでたし。

「……ンなうまい話あるか！」思わずつっこんでしまう。

「あるんだよ、世の中には。おれらの想像を絶するジゴロ技術がね……」

　ヒロさんは遠い目になる。

「おれもしばらく、先生の世話になって、いっぱい教えてもらった」

　愛についてね、とヒロさんは笑った。

「落とした女はすべて幸せにしろ、が先生のいちばん大事な教え。ひとりでも不幸にしたら、もうジゴロじゃない、ってね」

「ヒロさんは、あんまり達成できてない気がしますけど」

「まあね。先生にはやっぱりかなわない。だって信じられないだろ、あれだけ優しくて気配りができて面めん倒どう見がよくて行動力も包容力もあって──それなのに、女に稼かせがせて自分はびたいち仕事しないんだぜ」

「まったく信じられませんね！　そんな人間が存在するなんてね！　しかもまさか身近に二人もいるなんて！」

「あははは」ヒロさんは僕ぼくの背中を叩たたいた。「でもナルミ君も先生には感謝しなきゃ。先生のおかげでアリスはおれと知り合って、ここに来たんだから」

「え……あ」

　そうか。そうつながるのか。

「紫し苑おん寺じって、なんかもう誕生パーティに大臣だの経けい団だん連れん会長だのが呼ばれるくらいの名めい家からしくて。吾ご郎ろう先生は昔から家いえ柄がらくそくらえの放ほう蕩とうっぷりだったっていうから、アリスもあの人にだけは気を許せたんだろうね。家出するときも、他ほかに頼れる人なんていなかっただろうし」

　とはいえ、当時の吾郎先生は東とう京きようにいなかったので、一番弟で子しに連れん絡らくしてアリスを任せることにした。そしてヒロさんもまた、知り合いの中でいちばん頼りになる人間──つまりミンさんにアリスを預けた。おい、たらい回しじゃないかどこが面倒見良いんだよ、と思ったけど、二人ともジゴロだからそのマメさを発はつ揮きする相手は攻こう略りやく対象の女性に限られているわけだ。アリスじゃあね。ちっちゃすぎるし、そもそも先生にとっちゃ親しん戚せきだし。

「でも、なんで今になって顔出したんだろうな」

「そういえば、ミンさんに逢あいにきた、って言ってましたけど」

　ヒロさんは間違ってうなぎを生きたまま丸吞のみしてしまったような変な顔になった。

「……ほんとに？　先生、ミンさんのことは知らないはずなんだけど。まずいな、なんかものすごくいやな予感がする。できれば逢わせたくない……」

　警けい戒かい心しん剝むき出し。しかもそれは、男が男に対して向ける警戒だとわかってしまう。ヒロさんからすればミンさんは最愛の女性、一方で先生は自分すら敵かなわない女殺しの達人。

　いやいや。考えすぎでしょ。

「考えすぎだな」

「わあっ」

　僕は腰こしを浮かせて振り向いた。いつの間に探たん偵てい事務所から出てきたのか、背後に吾郎先生が立っていたのだ。丸眼鏡めがねのレンズ越しに、柔にゆう和わそうな細目。

「先生！　お久しぶりです」

　ヒロさんは立ち上がり、深々と頭を下げた。吾ご郎ろう先生の小さな手が、ヒロさんの髪かみをもしゃもしゃとかき混ぜる。

「ヒロ坊ぼう、元気でなによりだよ。どうだ、私と別れてから何人の女を幸せにした？」

　少し頭を上げ、はにかんでから、ヒロさんは答えた。

「まだ、一人も。修業が足りません」

　先生は柔やわらかい笑みを浮かべてうなずいた。

「いい。それでいい。今日きようは、ヒロ坊を破門しにきたんだ」

「……え？」

　僕ぼくも目を見開いて先生の顔を見る。

「何人もの娘こに噂うわさを聞いたよ。オンリーワンを見つけてしまったそうじゃないか。だからもうヒロ坊はジゴロ道どうを歩めない。技術が私の代で途と絶だえるのは哀かなしいが……破門だ」

　ところが吾郎先生はすぐに言げんを翻ひるがえすことになった。非常階段を下りたところで、勝手口からミンさんが顔を出したのだ。もう秋も深いというのに、むきだしの肩かたがまぶしい、いつものタンクトップ姿だ。

「なんかわたしに客だって？　だれ？」

　ミンさんを一目見ると、先生はヒロさんの胸にとんと拳こぶしを置いてから、こう囁ささやいた。

「破門ってのは、取り消すよ」

　ヒロさんの表情は、さっきまで沈んでいたのに、今は驚いたり訝いぶかったりで忙いそがしい。

「これだけいい女を見つけたんだ。破門じゃなくて『卒業』だな」







　そのうちにテツ先せん輩ぱいや少しよう佐さも『はなまる』にやってきて、先生を囲んで飲み始めた。ヒロさんの師し匠しようということで、ニート探たん偵てい団全員の知り合いらしかった。

「先生、たしかモナコに腰こしを落ち着けるとか言ってませんでしたか。あっちで女優ひっかけたとかって」とテツ先輩がビールのグラスを傾けて言う。

「あそこはどうにも落ち着かない街でな。こう、ベッドで寝返りを打つと海に落っこちそうな気になってくる。しかたなく左右に女の子を一人ずつ寝かせておこうとしたら怒られて」

　どこまで本気なんだかわかんねえ……。厨ちゆう房ぼうでミンさんもあきれ顔をしている。

　少し気になったのは、先生が酒もラーメンも餃子ぎようざも、水にさえも手をつけなかったことだ。しかも、頻ひん繁ぱんにトイレに立ち、そのたびにかすかに咳せきの音が聞こえてくる。

　日が暮れて他ほかのお客さんが顔を出すようになった頃、先生は立ち上がってコートと帽ぼう子しを取り上げた。

「さて、懐なつかしい顔も見られたし、そろそろおいとましますよ」

　そう言って、なぜか僕ぼくをじっと見た。丸眼鏡めがねの奥の目が雄弁にまばたきする。僕になにか話したいことがあるが、この視線が読み取れないようならべつにそれでもかまわないよ、と言っているように思えた。

「あ、じゃあ駅まで送りますよ」と、僕もダッフルコートを羽は織おる。もちろんヒロさんも一いつ緒しよだった。

　十一月の日は短く、もう濃こい藍あい色いろの夜よる闇やみがおりて、ビルの明かりとその下を流れる車のライトの群れを冷え冷えと浮き立たせていた。ダッフルコートの前をとめて、並んで歩くヒロさんと先生の少し後ろをついていく。背後からだと、ジゴロ二人はなんだか親子みたいに見える。

「先生は今どちらにいらっしゃるんです？」とヒロさん。

「しばらくは東とう京きようにいるよ。色々と整理しなきゃならん野や暮ぼ用が多くてな」

「そうですか。ちょくちょく遊びにきてください。破門されちゃった不孝の弟で子しですけど」

　ヒロさんが自分から、破門を認めたのだ。ぼくも先生も、ヒロさんの顔を見る。

「決めたんだね？」と先生が訊たずねた。

　ただひとりに決めたのか、と、そういう意味だ。

「はい」ヒロさんはうなずいた。

　先生は歩をゆるめて、ぽつりぽつりと言う。

「はじめてヒロ坊に逢あったときに、眼めを見て、これは私の道を継つぐ子にちがいないと確信したものだが……人は、人と触ふれ合って変わるものだね。嬉うれしくもあり、寂さびしくもあり」

「実のところ、まだべつの女の子と住んでますし、ちっとも変わっていないんです」

「なに、見ればわかるさ。ヒロ坊の庭にはもうべつの種たねが芽吹いている。もはやドン・ファンの薔ば薇らは咲かない」

　線路沿いに繁はん華か街がいの方へと歩き、ホームレス公園のそばに差しかかったとき、先生がようやく僕の方を振り向いた。

「それで、少年、名前を訊きくのを忘れていたね」

「え？　あ、はい。藤ふじ島しまです。藤島鳴なる海み」

「有ゆう子このパートナーなのだろう」

「……ええ、まあ」探たん偵てい助手だからな。パートナーと呼んでも、さほど遠からずだ。

「なにか私に訊きたいことがあったんじゃないのかな」

　どうも、雰ふん囲い気きや視線でばれていたらしい。

「ええと、その……あるといえばあるんですが」

「有子のことだろう？　あれはこの先ますます美しく、ますます難しく育つよ」

「いや、アリスのことは気になるんですけど、それはいいです。なにか僕に教えるべきことができたら、本人が教えるだろうし、そうでなければ詮せん索さくしたことに怒るだろうし」

「ふむ」

　じゃあ、僕ぼくはなにが知りたくて、二人の後ろにのこのこついてきたのか？

　この老人だ。吾ご郎ろう先生その人が、やっぱり気になるのだ。

　意を決して訊きいてみる。

「あの、最初に店に来たとき、彩あや夏かと喋しやべってましたよね」

「あれはいい娘こだな。少年がうらやましい」

「で、話しかける前に、こう、肩かたにくっついてた花をぱっとつまんで髪かみにくっつけなおしてましたよね。あれは、その、責めてるわけじゃないですよ、どういう意味があったのかなって」

　吾郎先生は目を見開いてしばらく沈ちん黙もくした。ヒロさんはその隣となりで、わけがわからないという顔をして僕たちをかわりばんこに見ている。

　やがて、吾郎先生の手が僕の肩に伸びた。ぽん、ぽん、と二回叩たたかれる。

「ジゴロ術の根本は、つまり、人の心の距離のコントロールだ」

「……はあ」なんだいきなり。

「あれは『虚きよ心しん抜き』という手法でね。人間の首の横には急所となる空間があるんだ。そこに的確に触ふれると、短時間で距離を縮められる」

　僕はめいっぱい混乱して、思わずヒロさんの顔を見ていた。なに言い出すんですかこの先生は？　ところがヒロさんはまぶしそうに目を細めて僕を見つめ返してくる。

　また来るよ、と言って駅の東口の雑ざつ踏とうに吞のみ込まれていく先生を見送った後で、ヒロさんが冬空を見上げ、ぽつりと言った。

「やっぱりナルミ君の方が才能あるもんな。さすが先生だよ。逢あったその日に見抜くなんて」

　おい、なんの話だよ？
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　次の日から、吾郎先生はしょっちゅう『はなまる』に顔を出すようになった。

「今日きよう、ヒロさんはいませんけど……」

「なに、藤ふじ島しま少年、おまえさんに逢いにきたんだよ」

　そう言って、勝手口前のたまり場に入ってきて、僕と膝ひざを突き合わせて日が暮れるまで喋り通す。ミンさんににらまれ、彩夏に不思議そうな目で見られるのだけれど、なにしろ吾郎先生の話は面白いので、つい聴きき入ってしまう。たとえばこうだ。

「少年は数学が得意かね」

「いえ、あんまり……」

「しかし、幾き何か学がくの初歩の初歩だ。三次元空間内で、平面が特定されるためには、最低いくつの支点が必要だね？」

「三つでしたよね」

「そう。それが、ジゴロであるために最低三人の女が必要な理由だ」

　あまりにも名調子なのでつっこめないのである。あるいはこんな話。

「愛したい女が大勢いる。それぞれ立ち位置もちがえば向いている方向もちがう。だれかに近づけばだれかからは遠ざかる。だれかを振り向かせようとすればだれかにそっぽを向かれる。さあ少年ならどうする」

「ええと……」禅ぜん問答みたいになってきた。「真ん中に立って、大声でもあげてこっちに集まってもらう、とか」

「不正解だな。残念ながら、だれしもべつべつの人生がある。そうそう動けるものではない。正解は」

　吾ご郎ろう先生は、丸眼鏡めがねを中指でくいと押し上げ、それからビルの合間に輝く十一月の柔やわらかな太陽を指さした。

「思いっきり高いところに昇って思いっきり輝くんだ。全員がこっちを向くし、全員に光が届くだろう」

　たまにヒロさんが隣となりで聞いていることもあって、先生がトイレに立った隙すきに感かん嘆たんする。

「おれだってあそこまで教えてもらえなかったよ……」

　いや、あの、うまいこと言う訓練してるだけに見えるんですけど？

「いいかね少年、ジゴロが女に貢みつがせ、自分は女に一いつ銭せんも渡さないのは、ちゃんとした理由があるんだ。わかるかね」

「わかりたくもないですけど。ええと、働くのがいやだからでしょ？」

「それも不正解だ。ジゴロというのはたいへんな頭脳労働なんだ。気を配り、気持ちを見抜き、先回りし、言葉を選び、押し引きのタイミングを見極めなければならない。おまえさんだって、ヒロ坊ぼうを見て『それだけできるなら働けばいいのに』と思ったことがあるだろう」

　そりゃもう二度や三度じゃありませんよ。

「一銭も渡さないほんとうの理由はな、形のあるもの、数えられるものを与えてしまうと、不公平が生ずるからだ。女はすべて平等に愛さなければいけない。心づくしだけならば全員に平等にプライスレスだろう。だから一銭も渡すな。金は受け取るだけだ。肝きもに銘めいじなさい」

　銘じないよ。人間のくずじゃないか。ヒロさんも、なんでこんな人に学ぼうと思ったのか。まるで尊敬できないじゃないか。

　しかし吾郎先生、鋭さは本物なのである。

「藤ふじ島しま少年、おまえさんには姉あねが一人いて、他ほかの家族は不在だろう？　そのせいで、一見口べたなように見えて、実はなかなかに女の扱いを心得ている」

「え、ど、どうして知ってるんですか」

「たまに夜にかかってくる電話の様子をちょっと観察すれば、それくらいはすぐわかる」

　たしかに……今日きようは遅くなる、とか、夕食要いらない、とか、そういうやりとりをする相手は姉あね貴きだけだな。

「よくよく観察すること。そして情報を吸収すること。なによりも、それに楽しみを見出すこと。それがジゴロにとってはなにより肝かん要ようだ」
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「あー、あの、ちょっと待ってください先生。なんで僕ぼくをジゴロにしようとしてるんですか」

「この歳としになって、まさかヒロ坊ぼうを超える才能と巡めぐり逢あうとは思っていなかった。この奇き蹟せきを大切にしたいのだよ。私ももう六十二だ。おまえさんが最後の弟で子しだろうからな」

「だよなあ。ナルミは前から、こましの気けがあると思ってたんだ」「藤ふじ島しま中ちゆう将じようは自覚がないところがヒロさんよりなお凶きよう悪あくですね」「いつの間に来てたんだよあんたら！」

　気づかないうちにテツ先せん輩ぱいや少しよう佐さがやってきていて、ヒロさんの両隣どなりに腰こし掛かけて先生の授業を聞いていたのである。先生は居並ぶオーディエンスに訊たずねた。

「この少年のまわりには、有ゆう子こ以外にもいい女が大勢集まっているだろう。どうだね？」

「なに三人して指折り数え始めてんですか！」

「だれとだれまで数えるべきかな」

「俺おれが知ってる限りでは八人だな」

「自分の計算では二十五人ですね」どんな計算だよ。

「エジソンも言っているだろう」と吾ご郎ろう先生は言う。「ジゴロは99パーセントまで努力だが、残り１パーセントの女運がなければだめだと」

　言ってねえよ。エジソンは発明家だろが。

　そんな吾ご郎ろう先生のジゴロ講義は、表から聞こえてきた女の声で中断された。

「ごめんください。あの、こちらに父がお邪じや魔ましているとうかがって……」

　吾郎先生はいきなり黙だまり込み、コートを搔かき寄せ帽ぼう子しをかぶって立ち上がった。ビルの谷間に、ミンさんともう一人の影が差す。

「じいさん、迎えにきたっつう人が」とミンさん。

「父がご迷めい惑わくをおかけしてます！」

　その女性は僕ぼくたちに向かって深々と頭を下げた。黒のＰコートにベージュのウールスカート、ファーつきのロングブーツという女子大生っぽいいでたちの、おとなしそうな可愛かわいらしい人だった。吾郎先生の娘むすめ？

「先生……お子さんいたんですか」

　ヒロさんが驚きを隠かくせない口く調ちようで訊たずねた。

「うむ。まあな。紹しよう介かいするよ、亜あ紀き子こという」

　先生はちょっと言いにくそうに言った。

「紫し苑おん寺じ亜紀子です。父が、ほんとうにお世話になって……すみません」

　亜紀子さんは僕ぼくたちに何度も頭を下げ、失礼します、と言って先生の腕うでを引っぱっていってしまった。

「まさか先生が子供つくってたなんて。信じられないな」

　ヒロさんは眉まゆを寄せてそうつぶやき、何度も首をひねった。

「愛人がいっぱいいたら、そのう、できちゃうのも無理ないんじゃないですか」

「だっておれ、先生にいちばんはじめに習ったよ。ジゴロ第一条、絶対に避ひ妊にんしろ、って。子供生ませたら生しよう涯がいその女に優位に立たれるから、ってさ」

　なるほど。まったくもってして女の敵てき丸出しの理り屈くつではあったけれど、言わんとしているところは理解できる。と、うなずく僕をミンさんが横目でじろりとにらんで言った。

「おまえ、あのじいさんの講義、真まに受けてンじゃないだろうな」

「いやいや。なに言ってるんですか」

「アリスを泣かせてみろ、半殺しにしてやるから」

「ちがうよミンさん、ジゴロ術っていうのは女を泣かせないためにあるんだよ」

「うるせえヒロてめえ！　反省してんのか、わたしはまだ怒ってんだからな！」

　ヒロさんはミンさんに首根っこをつかまれ、厨ちゆう房ぼうに引きずり込まれる。先せんだっての婚こん約やく騒そう動どうで、大上段プロポーズしておきながらの、愛人ネットワークを駆く使ししてのあの決着（発案したのは僕だけど）。ミンさんの怒りはまだ収まっていないらしい。ああはならないようにしよう、と僕は固く心に誓ちかう。

　もっとも、アリスを泣かせる──というのは意味がわからない。助手が道を踏み外してジゴロなんかになったら、怒るかあきれるかどっちかだと思うんだけど。







「両方だよ！　あきれているし怒っているんだ、わかっているのかいっ」

　事務所に夕食を持っていったときにその話をすると、アリスは髪かみの毛をびりびり震ふるわせてわめいた。

「紫し苑おん寺じ吾ご郎ろうは屑くず中ちゆうの屑、全人類の半数の敵てきだよ！　しかもきみを後こう継けい者しやに据すえるなんて、あんな技術は歴史の闇やみに永遠に葬ほうむり去られるべきだ」

「大だい丈じよう夫ぶだってば、後継者なんてただの冗じよう談だんだろ。真剣に弟で子しだったヒロさんにはなんにも言わなかったのに、なんでただお喋しやべりしてるだけの僕ぼくに嚙かみつくんだよ」

「き、きみはぼくのっ」

　そこまで言いかけてアリスはベッドの縁ふちをつかんでぐむむむむとうなった。

「助手だろ？　わかってるよ、助手がろくでなしだと困るってことだろ。事務所の評判に響ひびくもんな。女性の依頼客がこなくなったりして」

「全然わかってないじゃないか、そんな心配してないぞ」

「え？　じゃあなにを」

「もういいっ」

　アリスはぷいとモニタの方を向いてしまう。その小さな背中は豊かな黒髪かみで隠かくれる。

「……吾郎先生のこと、あんまり好きじゃないの？」

　サイドテーブルにラーメンを置くときに、おそるおそる訊きいてみる。

「そんなことはない」

　僕に背を向けたまま、不ふ機き嫌げんそうにアリスは答えた。

「ある部分は尊敬しているし、もちろん感謝もしている。紫苑寺の姓せいを持つ人間の中で、顔を合わせてもいいと思えるのは吾郎おじだけだ」

　僕は寝室の出入口まで後ずさり、しばらくそこに立ってアリスの言葉を待った。ひょっとしたら紫苑寺の家について、なにか話してくれるのかもしれない、と思ったからだ。

　その思いを見み透すかしたのか、アリスが肩かた越ごしに言う。

「今は、きみに話すことはないよ」

　その言葉と、それから思いがけず柔やわらかいアリスの語調に、僕は嬉うれしくなってくる。丼どんぶりが空からになるのを待ってから、トレイを持って事務所を出た。

　夜気に白い息が溶け込んでいくのを見送り、ぼやけた都会の月を見上げる。

　今は、とアリスは言ってくれた。それなら、いつか話してくれるときも来るのかもしれないということだ。その可能性を預けてくれただけで、僕がいる意味はある、と思えるのだ。
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　吾ご郎ろう先生の講義はそれからも休み休み続いた。あの亜あ紀き子こさんという娘むすめさんは、日が暮れるときまって先生を迎えにきた。冷え込んだ日など、先生は亜紀子さんの肩かたを借りて苦しそうにタクシーに乗り込む。その年老いた背中は不安を誘さそった。

　先生がたまに来ていない日でも、夜遅くなると亜紀子さんが『はなまる』まで捜さがしにくる。そのときに訊きいてみた。

「先生、どこか悪いんですか」

「しょっちゅう咳せき込んでるよな」と僕ぼくの隣となりでテツ先せん輩ぱいも言う。

「なにも食べないし水さえ飲まないのは気になりますね」少しよう佐さも眉まゆをひそめた。亜紀子さんは沈ちん痛つうそうな面おも持もちでうなずく。

「え、ええ……内臓があちこち、だいぶ……それなのに遊び回って、連れん絡らくもつかないし。あの、厚かましいようですけれど、藤ふじ島しまさんにお願いがあるんです」

　亜紀子さんはハンドバッグから小さな白い紙袋ぶくろを引っぱり出す。薬袋だ。

「毎日飲まなきゃいけないのに、父は薬がきらいなので、持たずに出かけてしまうんです。ここに父が顔を出したら、これ飲ませてやってくれませんか」

「僕が、ですか？　そりゃ、だいたい毎日来てますけど……ミンさんに預けた方がいいんじゃないですか」

「いえ、女性の方では父に言うことを聞かせられないと思います」

　ううむ。それはそうかもしれない。

「藤島さんのことは、父も認めているから、藤島さんが飲めと言ってくださればちゃんと飲むと思うんです」

　そう言われてしまっては、断るわけにはいかない。

　袋の中身は、『媽富隆』と書かれたシートに並べて包装された錠じよう剤ざいだった。漢方薬だろうか。曜日が振ってあるのは飲み忘れないようにという配はい慮りよなのかな。







　でも、預かったその薬が役に立つことはなかった。十一月の最終週に入ってから、先生はぱったりと『はなまる』に姿を見せなくなったのだ。

「じいさん、どうしたんだろうな。ヒロ、電話番号とか知らないの」

　ミンさんまで心配するのだから、やっぱり不思議な引力を持つ人だったのだ。

「ジゴロたるものむやみに他人に連れん絡らく先を教えるな、っつって、教えてくれなかったんです」

　そう言ってヒロさんは肩かたをすくめる。

　非常階段に腰こしを下ろした僕ぼくは、ビルの隙すき間まから冬の気配に張りつめた曇り空を見上げ、手元に目を落とす。使わないままの薬袋ぶくろ。連れん絡らくもなしに急に姿を見せなくなった先生。

　ちらとヒロさんを見る。同じことを考えているのがわかった。せめて亜あ紀き子こさんの連絡先でも知っていればな、と思う。

　いや、きっと女遊びで忙いそがしいだけだよ。咳せきはよくしてたけど、そんなに顔色は悪くなかったし、まだ六十過ぎたばかりだし、喋しやべり方はいつも潑はつ溂らつとしていたし。僕はそう自分に言い聞かせる。でも、その思考の裏側では、悪い予感が渦うずを巻いている。今になって、昔の弟で子しにわざわざ逢あいにきたこと。後こう継けい者しやを捜さがしていたこと。技術が失われるのを怖おそれていたこと……

　もう何度も痛感したことだけれど、僕の予感は悪い方だけあたるのだ。
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　訃ふ報ほうは、亜紀子さんが直接『はなまる』に届けてくれた。十一月末のことだ。雪でも降り出しそうなほどの空模様で、亜紀子さんの黒ずくめはいっそう陰いん鬱うつに見えた。重たい厚手のコートに、黒タイツとロングブーツ。普通のかっこうのはずなのに喪も服ふくめいている。

　目の前で愛する女たちを泣かせたくない、という遺ゆい言ごんにより、亜紀子さんだけが葬そう式しきに立ち合ったという。三日前のことだそうだ。

「ほんとうに、父が生前お世話になりました」

　僕やヒロさん、ミンさんにも、亜紀子さんは頭を下げる。

「こちらに遊びに来るようになってから、父はずっと楽しそうで……」

　カウンター席に並んで座った僕もヒロさんも、その背後で厨ちゆう房ぼうに立つミンさんも、しばらく口を開けなかった。

　ミンさんが黙だまっていちばん高い酒を出してくれたので、ヒロさんと亜紀子さんはカウンターに並んで座って、沈んだ面おも持もちでグラスをあわせた。僕も烏龍茶ウーロンチヤでそれにつきあう。

　なぜだか、哀かなしい気持ちにはならなかった。先生自身おそらく死期を悟さとっていただろうし、いちばんつらかったであろう亜紀子さんも、すでに涙なみだが涸かれたのかさばさばした表情だった。

　──いいかね、藤ふじ島しま少年……

　先生の大おお仰ぎような言葉のひとつひとつを思い出す。

　──最低三人、女を囲え。

　──自分から近づくな、高い場所から笑いかけろ。

　──びた一いち文もん渡すな、もらうだけにしろ。

　僕を前にしてもったいぶった授業ごっこをしながら、あの人は自分の体内でかちこちと爆ばく弾だんが時を刻むのを聴きいていたんだろうか？

　ふう、とヒロさんがわざとらしく天てん井じように向かって息を吐はいた。

「……あの人、たぶんマリリン・モンローとかジーン・ハーロウとか口く説どいてるぜ、今頃」

　それは吾ご郎ろう先生の死出にはなによりふさわしい言葉に思えた。やっぱり先生の一番弟で子しはヒロさんだ。僕ぼくなんて門前の小こ僧ぞうすらおこがましいし、なりたいとも思わない。

　ところが、ちびちび酒を飲んでようやくグラスを空あけた亜あ紀き子こさんは、僕に膝ひざを向けてこう言った。

「それで、藤ふじ島しまさんにお願いがあるんです。父の、遺ゆい言ごんで」

「……は、はい？」

「形見分けを、藤島さんにお任せするようにと、父が言っていたんです」

　僕は啞あ然ぜんとして、思わずヒロさんと亜紀子さんの顔を見比べてしまう。僕が形見分け？　なんで僕が？　ヒロさんじゃなくて？　まさか、ほんとに僕のこと後こう継けい者しやだと思ってたの？　ただ遊んでたわけじゃなくて。

「こちらです。お渡しすれば、きっと藤島さんならわかっていただけると」

　亜紀子さんは、足下に置いてあった紙袋ぶくろから、大きな紫むらさき色の羅ら紗しや張りのケースを取り出して僕の膝ひざの上に置いた。開けてみると、プラチナの輝きが目を灼やく。ずらりと並ぶ派は手でな意い匠しようのネクタイピン。すべて寸すん分ぶん違たがわず同じ造りの、トルコ石をあしらったものだ。数えてみると、十四本ある。

「……なんで、こんなにたくさん同じものが」

「とにかく、藤島さんならきっと意図を汲くんで形見分けをしてくれると父は言っていました」

「え、えと、だれに、ですか？　ヒロさんはもちろん、ですよね。あとテツ先せん輩ぱいとか少しよう佐さもなのかな？　それにしたって多すぎるし、だいいち僕ぜんぜん先生のこと知らないし……」

「私にもわからないんです。父の交友関係は広すぎて」

　そんな役目を押しつけられても困る。しかし、遺言なのだ、と任されては、突き返すわけにもいかなかった。

　亜紀子さんが帰ってしまった後も、僕は宝石ケースを前に途と方ほうに暮れていた。ヒロさんはネクタイピンの一本をつまみ上げて、矯ためつ眇すがめつしている。

「これ、宝石飾りのとこが着脱式になってるね。ブローチとかペンダントにもできるようになってる。色んな人に配るからかな……女の人でも使えるように、かな？」

「とりあえずヒロさん一本持ってってください。困ったなあ、あとだれに渡せばいいんだろ」

　ミンさんが横から口を挟はさんだ。

「アリスに訊きけばわかるんじゃないのか。親しん戚せきだろ」

　なるほど、と僕はうなずいた。でも、話してくれるだろうか。僕からは訊きづらい。

「おれじゃないかもしれないよね。少なくとも、先生からそんな話聞いてないし」

　ヒロさんはネクタイピンをケースに戻す。

「ひょっとしたら、だれかがもらいに来るんじゃないの？」
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　ヒロさんの予想は最悪の形で的中した。翌日、『はなまる』の電話が鳴りっぱなしになったのだ。

「はい……ええ、『ラーメンはなまる』ですよ。……はあ？　吾ご郎ろう？　吾郎ってあのじいさんだろ、知ってるけど、おい、わたしは、おい話聞けよ！　わたしは関係ないっての！　藤ふじ島しま、って、ああナルミか、今かわるから静かにしろ！　ナルミ！　おいナルミ！」

　ミンさんに大声で呼ばれ、あわてて勝手口に飛び込み、廊ろう下かにあがる。押しつけられた受話器から泣き濡ぬれた女の声があふれ出てくる。

『ご、吾郎ちゃんが……んだって聞いて……え、ええ、私に、見送る資格なんてないって、わかってるけど……それで、あの、娘むすめさんが……ううう……娘がいたなんて……それで、形見分けしていただけるって……え、ええ、ええ、せめて……ああ、うううううう』

「あ、あのう……」

　なんとなく事情は察せられたが、そのうち相手の女性の日に本ほん語は完全に崩ほう壊かいして涙なみだの海にずぶずぶ沈んでしまったので、落ち着いたらもう一度電話ください、と言って僕ぼくは受話器を置いた。なんなんだいったい。

　その一本だけでは済まなかった。十五分おきくらいにミンさんの家の電話が鳴り、僕が大声で呼ばれ、電話の向こうで女の人が泣きじゃくるのをなだめる役をやらされる。

『吾郎先生、どう、どうして！　東とう京きように戻ってきてくれたなら、う、うう、亡くなる前に電話くれれば！』

『吾郎パパが死んだなんて、ねえ、噓うそでしょ？　だって最後にあたしとグアム行ったとき超元気だったもん、噓！　噓って言ってよぉおおお』

『ええ、ええ、わかっておりましたわ……吾郎さんは渡り鳥、わたくしはただの止まり木。けれど、ええ、そう、最後に一言くらい……くださっても……はい？　ええ、形見分け、ですわね、聞いておりますわ……』

　そのうちミンさんの怒りのオーラで厨ちゆう房ぼうの湯ゆ気げが歪ゆがんで見えるくらいになってきたので、僕は電話の前に座って番をすることになった。ほとんどの女は取り乱しているので、落ち着いてからもう一度かけてくださいと突き放す。会話ができるくらいの相手には、形見を預かっていることを伝え、都合をあわせるためにこっちから電話しますので、と言って連れん絡らく先を聞き出した。夜中までそれが続き、僕の背中には疲労がたっぷりと降り積もり、携けい帯たいのメモリは死人の愛人の電話番号でいっぱいになった。

　なにやってんだろう僕……。

　家に戻って、女たちの名前と電話番号をリストアップする。十三人。あのじじい、還かん暦れき過ぎてなお二桁けたの女と関係続けてやがったのか。預かった紫むらさき色のケースを取り出す。そのまま窓から投げ捨ててやろうかという衝しよう動どうを抑おさえ、蓋ふたを開く。

　ネクタイピンが、たしかに十三本ある──いや、十四本だ。まだあと一人、だれかから電話がかかってくるのか？

　女たちからの電話をひとつひとつ思い出してみると、奇き妙みような点に気づく。

　みんな、吾ご郎ろう先生の娘むすめさんから連れん絡らくを受けて『はなまる』に電話した、と言っていた。おかしいじゃないか。昨日きのう、亜あ紀き子こさんは形見分けをする人たちについて知らないと言っていたのに。昨日あれから、亜紀子さんのところに愛人たちからの電話が殺到して、それを片かたっ端ぱしから『はなまる』に投げたということか？　それとも──亜紀子さんが噓うそをついた？　どうして。噓をつく理由なんてないだろう。とにかく、なにか変だ。なにか引っかかっている。

　ネクタイピンをすべて取り出して机に並べ、ひとつひとつ調べる。すべて同じものだ。ケースに戻そうとしたとき、僕ぼくはそれに気づいた。

　ケースの内箱が外れるようになっている。

　羅ら紗しや張りの台をそっと持ち上げると、その下には、紙束がしまってあった。宝石店の購入証明書だ。白金製ネクタイピン、トルコ石。すべて同じ店のものなのだけれど、購入者がみんなばらばらだ。僕はあっと声をあげて、吾郎先生の愛人リストと購入証明書とを付き合わせる。十三枚のそれぞれに十三人の名前。ぴったり一致した。

　なんだこれ……。形見、って、愛人たちに買ってもらったものじゃないか。生前にプレゼントされたものを返せってことか？　それってみんな喜ぶのか？　だいいち、なんで全部同じものなんだ。

　そのとき、先生の言葉のいくつもが頭の中でよみがえり──

　僕はわかってしまう。

　正直なところ、わかりたくなかった。気づかずにいたかった。でも、吾郎先生がなぜ僕にこのネクタイピンを預けたのか、そしてなにをさせたかったのか、みんな読めてしまった。

　天てん井じようを仰あおぎ、トルコ石の輝きに目を落とし、窓の外の暗くら闇やみに目をやり、僕は深々とため息をついてから、携けい帯たい電話を取り出した。できれば一日で済ませたい。きっちりスケジュールを調整しなければ。こんなに気の重くなる電話は生まれてはじめてだったし、これっきりにしたかった。なにせ愛人十三人分だ。十七歳さいの高校生には、重すぎる。
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　冬のはじめらしい、空がかちこちに固まって晴れ上がった日曜日だった。僕は朝九時から自転車を飛ばして探たん偵てい事務所に行った。

「なんでぼくがこんなことに付き合わされなきゃいけないんだ」

　たいへん不ふ機き嫌げんなアリスだったけれど、ちゃんと喪も服ふくに着替えてくれていた。あまり誉ほめ言葉にならないので口には出せないが、ほんとうによく似合う。

「だって、アリスは吾ご郎ろう先生の親族だろ。立ち合う理由はあるんじゃないの」

　そう自分で言っておいて、無理なこじつけだとわかっていた。アリスにも、そんな考えはすぐに見抜かれてしまう。

「どうせ見知らぬ女と二人きりで喋しやべるのが気詰まりなだけだろう。ぼくに吾郎おじの想い出でも語らせて間を持たせようなんて考えてはいまいね」

　いえ、すべておっしゃる通りです。

「要するに、アリスにそばにいてほしいだけなんだよ」

「む、むむむっ」

　アリスは赤くなった顔に黒いヴェールをおろし、さらにクマのぬいぐるみの陰に隠かくれた。なんか変な誤解をされてしまったようだ。

「つまりね、これからはじめて僕ぼく自身が死者の代弁をするんだ。本職のアリスに、見ててほしいってこと。部下としてのお願いだよ」

　僕自身も、借り物の黒スーツと黒ネクタイというかっこうだ。ニート探たん偵ていの正装。

「なにが死者の代弁なものか。きみはいちばん大事なところを見落としたままだよ」

「……え？」

「まあいい。最初の客人が来たようだ、早くタイピンをつけたまえ」

　ほんとうだ、防犯カメラのひとつに、喪服姿の女性が映っている。僕らが滅多に使わない、このビルの正面玄げん関かん口から入ってくるところだ。僕はあわてて黒ネクタイを整え、あのトルコ石をあしらったネクタイピンで留めた。

　やがてインタフォンが鳴る。

　事務所の玄関を開けると、廊ろう下かに四十手前くらいの艶あでやかな雰ふん囲い気きの女の人が立っていた。隣となりには案内役のヒロさんがいて、どうぞ中へ、と促うながす。

「お電話しました藤ふじ島しまです。本日は、わざわざご足そく労ろういただきまして」

　僕は頭を下げ、中に案内する。

　しかし、このＮＥＥＴ探偵事務所を形見分け会場に選んだことを、僕はすぐに後悔するはめになった。まず冬なのに冷房がかかっていることを謝らなくちゃいけない。そしてサイバールームの異様さに驚いて立ちすくむ客人を落ち着かせなきゃいけない。さらには、アリスを吾郎先生の姪てつ孫そんだと紹しよう介かいすると、「まあ、なんて可愛かわいらしい……先生の面おも影かげがあるわ」とか言って感極まって抱だきつこうとするので、それを引きはがさなきゃいけない。これ、十回以上繰り返さなきゃいけないのか、と思うと真っ暗な気分になった。

　座ざ布ぶ団とんに僕と向かい合って座ると、ようやく女の人は気づく。

「その、ネクタイピン」

「ええ」と、僕ぼくは自分の胸に手をやる。「あなたが、先生にプレゼントされたものですよね。先生からそううかがっています、十二月の誕生日に、誕生石を、ということで」

「はい、はい……そうです」

　女の人は涙なみだぐんでうなずく。僕は背中にアリスの冷えきった視線が突き刺ささるのを感じ、罪悪お感かんで臓ぞう腑ふがねじ切れそうになる。でも、今さらやめるわけにもいかない。胸元から、紫むらさき色の袱ふく紗さを取り出し、女の人の前に置いて開いてみせる。

　僕の胸にあるものと同じ、トルコ石と白金の装飾具──ただし、ピンから外してブローチ部分だけになったもの──が現れる。

　これはあんまりじゃないのか。口を開く直前の一いつ瞬しゆん、そんな思いが僕の胸を切り裂さく。でも僕は言葉をしぼり出す。

「先生は、同じ店で、同じものを買って、あなたに贈おくろうとしていたんです。購入証明書がありましたから、あなたへの贈り物で間違いありません。生前、女性には世話になってばかりでなにひとつプレゼントを返せなかったけれど、あなたには。あなただけには、と」

　女の人は、震ふるえる手でブローチを取り上げ、身を二つ折りにして泣き崩くずれる。

　僕は天を仰あおぎ、生まれてはじめてのことをした。神様に懺ざん悔げしたのだ。

　この藤島鳴なる海み、ニートたちと関わるようになってから何度となく詐さ欺ぎ師し呼ばわりされてきましたが、今回ばかりは否定できません。ごめんなさい。

　女の人を泣きやませるためになにを言おうか考えていると、おぞましいことに、吾ご郎ろう先生から教わったトーク技術が脳裏によみがえってくる。

「吾郎先生はいつも、自分にはなにもない、愛することしかできないから、なにかをもらったら笑顔しか返せない、とおっしゃってました。あなたも、そうしてあげてください」

　すらすら出てくる自分が怖こわい。泣きやませた女の人を玄げん関かんまで送っていって、ヒロさんにバトンタッチ。ヒロさんは、速やかに非常階段の方から女の人を帰す重要な役割だ。もちろん、間を置かずに正面玄関からやってくる次の女と鉢はち合あわせしないように、である。







「よくもまあ、あれだけ寒々しい噓うそを、しかつめらしく語れるものだ。しかもまったく同じ内容を十三回もね」

　十三人への形見分けが完了して床ゆかにぐったり突っ伏している僕に向かって、アリスは心底あきれかえった声で言った。

「この先の生しよう涯がいを神しん前ぜんで慚ざん愧きすることに費やしたいというなら、喜んで修道院を紹しよう介かいするよ」

「ごめん、今ちょっと本気で出家しちゃいそうだからあんまり責めないでくれ……」

　ドアが開く音が聞こえ、足音がやってきた。ヒロさんの声が降ってくる。

「いやあナルミ君ほんとすごいね。さすが吾郎先生に見込まれただけあるよ。おれでも、あそこまでえげつないことはちょっと思いつかない」

「しょうがないでしょ！」

　僕ぼくは起き上がって床ゆかを拳こぶしで叩たたいた。悔かい恨こんも自じ責せきも一周回ってついに怒りに転じていた。

「だって他ほかにどうすりゃよかったんですか、正直に言ったらあの人たちみんな哀かなしむじゃないですかっ！」

「だから、ほら、その『女を泣かせるくらいならだます』っていう考え方は、もう吾ご郎ろう先生の教えそのものだよ。吾郎先生も、ナルミ君ならそれができるってわかってて任せたんだね」

　僕は床にくずおれる。

「女には一いつ銭せんも渡さないが、泣かせもしない。ふん。おじ上の思想の通りだ。ぼくは助手の人選を再考すべきかもしれない。ここまで下げ衆すだとは思わなかったよ！」とアリスが追い打ちをかける。

　もちろん僕が吾郎先生の愛人たちに告げた『あなただけには買ってありました』『あなただけには贈おくるつもりでした』という甘かん言げんはまるっきりの噓うそだ。吾郎先生は信条通り、一銭も金を遣つかっていない。愛人それぞれに渡したブローチは、やはり愛人のだれかが買ったもの。まったく同じものを買わせたのはおそらく、他ほかの女からのプレゼントを身につけてデートしてしまう、という惨さん事じを防ぐためだろう。当然だけれど、十三人の女たちは、まさか全員が同じ誕生日プレゼントをねだられたなんて露つゆほども知らない。だから僕の詐さ術じゆつが成り立ってしまった。

　吾郎先生は、一銭も支し払はらうことなく、愛人たちに美しい想い出を提供して、舞台を去ったわけだ。最後の弟で子しである僕を使って。鮮あざやかすぎる。

「で、十四本あったんだから、最後の一本はナルミ君への形見だよ。立派なジゴロになってくれっていう意味じゃないかな」

　だよね、僕もそんな気がしてたんだ……

　と、いきなりアリスがベッドから飛び下りて僕の肩かたをつかみ、引っぱり起こして胸からネクタイピンをもぎ取った。

「──な、なに？　アリスがほしいの？」

「ばかを言わないでくれたまえ、これは正当な持ち主のもとに返すんだよ」

「正当な持ち主って……だれ」

「きまっているだろう、吾郎おじの妻つまだ」

「先生の奥さん？　いたの？　ああ、亜あ紀き子こさんの母親ってことか。そうか忘れてた」

「ほんとうにあきれた、まだ気づいていないのかい？　驚くべき愚ぐ昧まいさだ、きっときみは最後の審しん判ぱんの朝にもポストをまさぐって朝刊が来ていないなどと騒さわぐのだろうね！」

「はあ」意味わからん、じゃなくて、ええと、気づいてないってなにが？

「あの亜紀子という女が吾郎おじの妻だよ」

「えええええええええ？」

　疲労が彼方かなたまで吹き飛ぶ。僕ぼくはアリスににじり寄った。

「ど、どういうこと？」

「どうもこうもない、吾ご郎ろうおじは生きてるんだよ！」

　僕はあんぐりと口を開けたまま固まった。

「とんだ茶番だ、死んだふりをして形見分けとはね！　ジゴロから足を洗い、愛人関係をすべて清算して逃げるための猿さる芝しば居いだよあれは！」

「……なんでそんなことわかるの、アリス」と、まだしも平常心を残したヒロさんが、僕のかわりに訊たずねてくれる。

「ナルミ、きみは紫し苑おん寺じ亜あ紀き子から、吾郎おじの常用薬だといって錠じよう剤ざいを預かっただろう」

「え？　あ、ああ、うん」

　吾郎先生が薬嫌いで飲むのを怠おこたるから、『はなまる』に来たときには飲ませてやってくれと、亜紀子さんに頼まれたのだ。その機会もなく、先生には逢あえなくなってしまったけれど。

「錠剤のパッケージになんと書いてあったか思い出したまえ」

「え？　ええと。なんか、漢方薬だったような。漢字三文字で、読めない字で……ええと」

　ダッフルコートのポケットを探ったら、薬袋ぶくろが出てきた。『媽富隆』だ。アリスは黒いヴェール越しにその三文字に一いつ瞬しゆんだけ目をやり、ふんと鼻を鳴らす。

「それは『マーヴェロン』と読むんだ。経口避妊薬だよ」

　僕のあごは再びがくんと落ちた。

　なんで？　避妊薬ピル？　どうして吾郎先生がそんなもの飲むわけ？

「ここまで言ってまだわからないのかい、あの女は吾郎おじと組んで噓うそっぱちを言いふらしていたのだよ、病気だとか薬を毎日飲まなきゃいけないとかね！　あの経けい口こう避ひ妊にん薬やくは単純に、紫苑寺亜紀子が使っていたものだろう。曜日が振ってあるし、説明書きは中ちゆう国ごく語でどうせ読めないだろうから、きみたちをだますのにうってつけだった」

「……全部、噓？　え、ええと、じゃあ、咳せきしてたのも演技？」

「演技だよ。当たり前じゃないか。具合が悪そうなそぶりも、きみに噓の薬を預けたのも、みんな『はなまる』の常連たちに吾郎おじの死を信じさせるためだ」

　僕たちが信じたからこそ──ここを訪ねてきたあの愛人たち十三人もみな、沈みきった空気を嗅かぎ取って、信じてしまった。

　稀き代たいの女たらし、紫苑寺吾郎は、たしかに死んだのだと。

　僕は脱力感にまみれたまま、手元の薬袋に目を落とす。避妊薬。いつかのヒロさんの言葉が脳裏に浮かぶ。ジゴロ第一条、絶対に避妊しろ。

　吾郎先生が、子供なんてつくるはずがない。

　だとすれば、同じ苗みよう字じを持つあの女は──

「だいたいネクタイピンが十四本ある時点で気づきたまえよ！」

　アリスはいらだたしげに僕ぼくの胸に人差し指を突き立てる。

「吾ご郎ろうおじは女のために一ペニーたりとも使わない、ということはネクタイピンを買ってやった女は十四人いたんだ。もちろん十四人目があの紫し苑おん寺じ亜あ紀き子こだよ」

　そのままアリスの指がぐりぐり僕の胸に食い込んでくる。

「だからこの残った一本はあの女に突き返してやる。ぼくの助手をだました上に勝手に穢けがらわしいジゴロ後こう継けい者しやに据すえるなんて、赦ゆるしがたいよ！」

　アリスはネクタイピンをヒロさんに向かって投げつけた。

「もうあの二人の潜せん伏ぷく場所はとっくにＧＰＳ情報から調べがついている、今は上うえ野ののホテルだ。飛行機の予約もしているから明日あしたにはオーストラリアに逃げてしまうぞ。場所はメールですぐに送るから、さっさと返してきたまえ」

「おれが？」

「他ほかにだれがいるんだ。ナルミを行かせたりはしないぞ、あんな男には金こん輪りん際ざい近づけないからね！」







　ヒロさんが探たん偵てい事務所を出ていってしまった後も、僕はしばらく冷房の風を浴びて放心していた。頭の中で数百匹ぴきのねずみが跳はね回っていて、整理して積み重ねた荷物を片っ端ぱしから蹴け飛とばして崩くずしていくみたいに感じられた。

　それでも、なんとか事態を把は握あくする。

　つまり、吾郎先生はあの亜紀子さんという『ただひとり』を選んでしまったわけだ。その意味では、ジゴロである彼は死んだことになる。

　しかし、女たちを愛する心は死ななかった。ひとりとして泣かせない、という信条を曲げたくなかった。それに、自分が築いてきた女たらしの技ぎ巧こうを惜おしむ気持ちもあった。

　おそらく、最初はヒロさんに形見分けをしてもらうつもりだったのだろう。ヒロさんとは苦楽をともにしたジゴロ師弟だったから、愛人たちをだますことを正直に告白して全面的に協力してもらうつもりだったのかもしれない。だって、いくらなんでもネクタイピンだけ送りつけて意図を察してもらうなんて無茶すぎる。

　けれど、吾郎先生はここ『はなまる』で、出で逢あってしまったのだ。藤ふじ島しま鳴なる海みに。

　だから、この形見分けは、たぶん僕への試験問題だったのだろう。

「……ねえ、なんで最初から教えてくれなかったの。先生が生きてるって」

　弱々しい声でアリスに訊たずねる。喪も服ふく姿は、もうベッドの上でモニタに向かっている。

「きみに教えたら愛人たちにも勘かんづかれたかもしれないじゃないか。あの女どもには、きっちりだまされておとなしく帰ってもらいたかったのだよ。ぼくの事務所で騒さわがれたりごねられたりしても困る」

「ああ、うん、そうか」

「まさかきみがあそこまで見事に噓うそを並べるとは思ってもみなかったけれどね。おじ上に大した教育をされたようだね、吐はき気がするほどそっくりの堂に入った詐さ術じゆつだったよ」

「悪かったよ……」

　僕ぼくはどろどろのため息を事務所の床ゆかに残らず吐き出し、ネクタイを抜き取った。

「べつに僕も教育されるつもりなんて全然なくて、聞き流してたはずなんだけどさ。吾ご郎ろう先生の話し方って、なんかこう頭に染み込むんだよ。魔ま法ほうみたい」

「即刻すべて忘れたまえ、腐くさりかけの生ゴミを助手として雇やとっておくつもりはないからね！」

　ひでえ言われようだ。でもまあ、言われなくたって忘れるだろう。どうせこの先さき一生使い道のない無む駄だな知識ばっかりだ。いちばんまともなところで、『必ず喜ばれる親愛表現25例』なんてのも習ったんだけど、女性限定のばっかりで、べつに使わないしな……

「む、む？　それも忘れるのかい」アリスが振り向いた。

「なんで？　いけないの？」

「い、いや。ただの知的好こう奇き心しんだよ。その、必ず喜ばれる表現とは、たとえばどんな言葉なんだい」

「ええと。『ずっと一いつ緒しよにいれば、きみを幸せにする自信はないけど、僕が幸せになる自信はあるよ』」

　アリスは耳まで真まっ赤かになってベッドの上を転がった。ぬいぐるみの山が崩くずれて床にまでぼとぼと落ちる。いや、これ、釣つりバカ日誌のパクリだからね？　吾郎先生けっこう引いん用よう好きだったんだよ。

「う、うう、他ほかには？」とアリスは顔を上げる。ヴェールで隠かくれててわかりづらいけど、まだ頰ほおのあたりがほの赤い。なんで続きを聞きたがるんだ。

「ええと、あとは……『きみに逢あったらなに話そうかいつも考えてるのに、逢うと嬉うれしくて忘れちゃうんだ』」

　今度はアリス自身がベッドとラックの間に転げ落ちた。

「ナルミっ、こ、この恥はじ知らず！」

「おまえが言えっつったんだろうが！　だいいち僕の言葉じゃないからな！」

　言ってるこっちだって恥はずかしいっつうの。

　ところがアリスは、茹ゆで蛸だこみたいになってシーツの上を悶もだえ転がりながらも、なぜか二十五種類すべて僕に言わせたのである。なんの罰ばつゲームだよ。かんべんしてほしかった。
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　吾郎先生からの葉書が届いたのは、その年の暮れのことだった。

　もちろん先生は僕ぼくの自宅の住所なんて知らないので、『はなまる』宛あてだった。したがって、その『合格　免めん許きよ皆かい伝でん』とだけ書かれた絵葉書は、ミンさんにもテツ先せん輩ぱいにも少しよう佐さにも、そしてヒロさんにも見られてしまった。

「ジゴロ道場でも開いたらどうだ。クズどもが集まるから警察が検けん挙きよしやすくなるだろ」

　ミンさんはあまり冗じよう談だんに聞こえない口く調ちようで言った。

「よし、ナルミの免許皆伝祝いにチンチロリンやるぞ」

　テツ先輩が嬉うれしそうに丼どんぶりとサイコロを取り出す。

「ジゴロ祝いですからね、四ジ五ゴ六ロの目は十倍づけの大おお盤ばん振る舞いルールでいきましょう」

　少佐もうきうき顔で乗ってくる。

「二ジ五ゴ六ロの目も十倍勝ちってことにしようよ」

　ちょっと待ってヒロさんまで乗るのっ？

「じゃあ最初の親は当然ナルミな。早く振れよ！　俺おれらは当然、常時マックス張りだ」

　その一投目から、まるで当然のような顔をして四五六の目が出て、三人とも奇声を張り上げ、僕に一万円札を投げつけてくる。運命の皮肉を感じるしかない。

　アリスには、その葉書は見せていない。読ませたらどんな糾きゆう弾だんの言葉が浴びせられるかわかったものではない。かといって破って捨てる気にもなれず、その葉書は今でも僕の部屋の壁に画が鋲びようで留めてある。
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　骨に染みるほど寒い夜に、ときおり吾ご郎ろう先生のことを思い出す。

　机に脚あしをのせ、だらしなく椅い子すに背中を預け、ふと見上げると、葉書の写真が目に入る。夕暮れの海辺の遠景で、美しい風ふう紋もんが刻まれた砂浜を幾いく筋すじかの足あし跡あとが横切っている。端はしの方にぼんやり白いものが写っていて、よくよく目を凝こらせば、それが潮しお風かぜにはためく真っ白なウェディングドレス姿だとわかる。

　花はな嫁よめの足下に、なにかが雑然と散らばっている。

　脱ぬぎ捨てられた白いモーニングコート、ちぎれてばらばらになったブーケ、転がった革かわ靴ぐつと、砂に埋うもれかけた丸眼鏡めがね。

　何度見ても笑ってしまう。

　これもお芝しば居いだよね？　僕にジゴロかくあるべしと最後の授業をするために、わざわざ亜あ紀き子こさんに協力してもらってまで、こんな縁えん起ぎの悪い冗談みたいな写真を撮とったんだよね？　とは思うのだけれど、ほんとうに式の途と中ちゆうで逃げ出したのかもしれない、という疑いを、僕はぬぐい去れない。あの人ならやりかねない。

　写真から窓の外の暗くら闇やみに目を移し、ふと、砂浜を下着姿で逃げていく吾郎先生を思い浮かべる。おんぼろのオープンカーに飛び乗り、夜通し海沿いの道を飛ばし、立ち寄ったブティックとガソリンスタンドとドライブスルーのマクドナルドでそれぞれ女性店員を口く説どいて車に乗せ、夜明けに向かって走る。アクセルをふかし、カーステレオから大音量でビーチ・ボーイズを流し、ヘッドライトをぎらつかせて、どこまでも、どこまでも……。

　ひとつだけ不思議なことがある。僕ぼくの想像の中では、運転席のドアに肘ひじをのせステアリングを握にぎる吾ご郎ろう先生は、もう老人ではなくなっている。まるで十七歳さいになったばかりの高校生みたいな顔をして、向かい風の中で笑っているのだ。










　あとがき




　あちこちのインタビューでよく話していることですが、僕ぼくは実は短編があまり得意ではありません。これまでに何本書いたか憶おぼえていませんが、とにかく短編一本造りあげるのに長編一本ぶんとさほど変わらない時間がかかっている気がするので、どうにも効率が悪いように思えてしまうのです。

　そんなわけで今年の春ぐらいに、担当編集さんから「そろそろ漫まん画が版も始まるし、タイミング合わせて電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥの方でなにかやりましょう」と言われたときに、僕は即答しました。

「短編はいやですよ？」

「じゃあなにやります？」

　やりませんと答えたはずが短編以外ならやりますという意味にされてしまうあたり、見事な土ど俵ひよう際ぎわのさばきかたです。しかたなく、ちょっと考えてからこう返しました。

「ええと、じゃあ、普通に長編書きましょう。それを四回くらいにわけて載のせるってのはどうですか。それならいつもと変わらない手間ですし。連れん載さい始まる前に原げん稿こう全部できるわけですから通してチェックもできますし」

　いま思い出すと恥はずかしくなるくらいの机き上じようの空論です。僕は昔から計画性のない人間で、なにごとも予定通りに進められたためしがありません。ご想像の通り、二ヶ月に一度やってくるしめきりを毎回破りながら、四回に分けてこの話を書きました。

　本書は、関係各位に多大なご迷めい惑わくをおかけしつつ電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥの14号から17号までに連載された『はなまるウェディング』に、書き下ろしの短編一本を加えたものです。生まれてはじめての雑誌連載でした。懲こりたので連載はしばらくやりません。猛もう省せいします。

　なお、この文庫版では本編が五章立てとなっていますが、第五章は連載時の最終回の後ろ三分の一を別章として分けたものです。全四回でおさめるために、最終回はそれまでの倍近い分量になってしまったのです。

　最終回の原稿を出すときに、冗じよう談だんのつもりで編集さんにこう言ってみました。

「この○○のシーン（文庫版の四章の最後です）まで雑誌に載せて、解決編を書き下ろしと言い張って文庫に載せるとかどうですかね！」

　楽したい一心の浅ましい提案だったのですが、意外にも編集さん、「うーんアリかなあ」と検討し始めます。ぱっと見、わりと区切りがよかったからでしょう。しかし解決編を文庫本にまで引っぱったら雑誌連載で読んでくださっている人たちにあまりにも失礼です。あわてて撤てつ回かいしました。

　短編に出てくるジゴロ先生は、連載の最終回を書きながらぼんやりと考えていた人物でして、登場させるとしたらこのタイミングしかなかったので、結果オーライでしょう。

　書き下ろしの短編さえもヒロさんの師し匠しようの話ですから、この６巻はヒロさんがメインの巻なのだな、と多くの方が感じると思います。実際に僕ぼくも書き始める前は、ヒロさんとミンさんを主役にして掘り下げるつもりで構想を練っていました。けれど書き始めてみて、そうではないと気づいたのです。

　思い返すのは、この『神様のメモ帳』シリーズの第１巻を書いていたときのことです。もう四年も前のことになります。まだ執しつ筆ぴつに不慣れだったので、途と中ちゆう経過を編集さんに読んでもらったりして何度も手直ししつつなんとか完成させたものです。その紆う余よ曲きよく折せつの過程は、今でも憶おぼえています。たとえば最初にナルミが『はなまる』に連れていかれるシーンを書いたとき、ミンさんは出てきませんでした。ラーメン屋の店主は、名前もない端は役やくのむさ苦しい熊くま親父おやじだったのです。一読した編集さんは言いました。「華はながない」。企画段階で言った通り、ニート探たん偵てい団だん三人のうちの一人を女性に変えてはどうか、と。僕は、それだけはあり得ない、と反はん駁ばくしました。テツ、少しよう佐さ、ヒロ、三人とも男でなければだめだ、と。しかし、華が足りないのもたしかです。ごく消去法的な考えによって、ラーメン屋の熊親父のかわりに、さらしを巻いたきっぷのいい巨きよ乳にゆうおねえさんが登場することになりました。ミンさんの誕生です。

　それで熊親父はどうなったのか？

　彼は、没ぼつネタの沼に沈しずんで消滅したりはしませんでした。僕の頭の中で、旅に出たのです。中ちゆう華か鍋なべを小しよう銃じゆうに持ち替え、エプロンのかわりに弾だん倉そうを身体からだに巻き、アフガニスタンやユーゴスラヴィアやコンゴや中ちゆう国ごくといった戦地を巡めぐり始めたのです。

『ラーメンはなまる』は、彼のために名づけられ、彼のために残された場所となりました。それならば、いつか彼が戻ってくる話を、彼のための物語を書かなければいけない。そんな想おもいが、知らずと僕の中に住み着いていたのでしょう。

　冒ぼう頭とうでも書きましたが、繰り返します。この第６巻は、花はな田だ勝まさるの物語です。

　彼が、その硝しよう煙えんと鶏とりガラと血と汗あせのにおいにまみれた旅路の果てに、どんな場所へとたどり着いたのか。見届けていただければ幸いです。




　この巻の発売からほどなくして、Ｔｉｖさん作画の漫まん画が版の単行本も発売になるはずです。また、テレビアニメの企画も進行しております。僕も楽しみです。続報をお待ちください。

　たくさんの方々、とりわけイラストレーターの岸きし田だメルさまと担当編集の湯ゆ浅あささまのご助力で、なんとかナルミも十七歳さいを迎えることができました。この場を借りて、彼の代わりに厚く御おん礼れい申し上げます。ほんとうにありがとうございました。





二〇一〇年十二月　杉すぎ井い 光ひかる









杉すぎ井い　光ひかる

１９７８年、東京生まれ。池袋で迎える三度目のクリスマスに、奇遇にもほんとうに柘榴を使ったケーキを予約（なにが奇遇なのかは本書を読めばわかります）。でも柘榴って何度食べても味が記憶に残らない。成城石井で柘榴ドリンクまで買って試したのに。
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岸きし田だメル

１９８３年生まれ、名古屋在住。好きな食べ物はラーメン。好きな飲み物は水。趣味は教育テレビを見ること。絵を描いているときもずっと見てます。ホームページはhttp://maigo.jp/







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「杉井 光先生」係

「岸田メル先生」係
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